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CAS言語について
CASLは、SASクライアントおよびその他のクライアントが SAS Cloud Analytic 
Services (CAS)と対話するために使用する言語仕様です。
CAS言語(CASL)の特徴は次のとおりです。
n CASLはステートメントベースの言語です。
n CASLは動的型付け言語です。1

n この言語では大文字と小文字は区別されません。
n CASLは、次の長所を備えたスクリプト言語です。

o アクションの実行
o 結果の処理
o 分析パイプラインの開発
o ユーザー定義アクションを使用して CASでコードを実行

n ステートメントに、アクションや関数の名前などのキーワードを含めることがで
きます。

n ステートメントに式を含めることができます。
n ステートメントはセミコロン(;)で終了します。
n 1つの PROC CASステップに、複数の CASLプログラムを含めることができま
す。

CASLの使用法をいくつか次に示します。
n 分析パイプラインを開発する

1. 変数のデータ型は、実行時に SASによって割り当てられます。変数を使用する前に、特定の型の変数を宣言する必要はありません。
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n アクションを使用して CASサーバーに要求をサブミットし、処理を行ってから
結果を返す

n アクションによって返された結果を評価および操作する
n アクションの引数を作成する
n ユーザー定義のアクションと関数を作成する

CASLプログラムの実行
SASで CASL言語を使用するには、次のものが必要です。
n CASセッション。CASステートメントは、サーバー上の既存のセッションに接続
するか、サーバー上で新しいセッションを開始します。セッションの詳細につい
ては、“セッション” (SAS Cloud Analytic Servcies: 基本)を参照してください。

ヒント CASアクションをサブミットしない場合は、CASセッションは必
要ありません。

n CASプロシジャ。PROC CASを使用すると、SASでサーバーと対話する CASLプ
ログラミングステートメントを解釈できます。

CASLプログラムは、次の方法でサブミットできます。
n SASウィンドウ環境または SAS Studioで CASプロシジャを使用します。
n CASサーバー上で、ユーザー定義アクションによるサーバー側処理を使用しま
す。これにより、SAS、Python、Lua、Rのいずれかから CASLプログラムを実
行できます。サーバー側処理の詳細については、“ユーザー定義アクションの作
成” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)を参照してください。
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概要: CAS プロシジャ

CASプロシジャについて
CASプロシジャを使用すると、CASL言語仕様に基づいたプログラミング環境を提供
することにより、SASクライアントから SAS Cloud Analytic Services (CAS)と対話で
きます。このプログラミング環境では、CASアクションを実行し、その結果を使用
して別のアクションのパラメーターを準備できます。
CASL言語は動的に型付けされます。変数の型は、使用前に宣言する必要はありませ
ん。変数は、任意の型の値を保持できます。値は必要に応じて型間で自動的に変換
されますが、ある型から別の型に手動でキャストすることもできます。
CASプロシジャには、次の操作を実行できるいくつかの機能があります。
n サーバーでサポートされている CASアクションを実行します。
n 新しいアクションセットをサーバーにロードします。
n 複数のセッションを使用して、非同期実行を実行します。
n 関数式パーサーを使用して、パラメーターおよび結果を変数として操作します。

4 2章 / CAS プロシジャ



用語
アクション
ユーザーの要求に応じてサーバーによって実行されるタスク。ユーザーは、アク
ションを実行するための要求をサーバーに送信します。アクションには、入力引
数用のパブリッシュ済み APIがあります。引数は辞書としてサーバーに送信さ
れます。サーバーはアクションを実行し、アクションが成功したかどうかを示す
ステータスとともに結果の辞書を返送します。

アクションセット
セッション管理やテーブル管理などの機能をグループ化するアクション(タスク)
のコレクション。

引数
パラメーターの実際の値が関数に渡されます。

条件
評価結果がブール値になる 1つ以上の数値式または文字式。

式
ルールと優先順位を使用して評価され、結果を計算する 1つ以上の値、定数、変
数、演算子、関数の組み合わせ。

関数
特定のタスクを実行して結果を返すステートメントのグループ。関数にアクセ
スするには、関数のエントリポイントを呼び出し、関数に指定された APIの引数
を指定します。

パラメーター
サブルーチンへの入力として提供されるデータの一部を参照するためにサブル
ーチンで使用される変数の一種。サブルーチンに送られる実際の情報は、引数と
呼ばれます。

結果テーブル
CASテーブルの転送可能なメモリ表現。結果テーブルまたは結果テーブルグル
ープをアクションへの応答として送信することも、CASL内で結果テーブルを最
初から作成することもできます。結果テーブルには、行、列、ラベル、データ
型、属性が含まれます。

CASセッション
セッションは、サーバーにログオンしたユーザーを表します。その後、セッショ
ンを使用してアクションを実行し、結果を生成できます。

変数
式で使用できる値のシンボリック名。値は、リスト、辞書、または単純なデータ
型(文字列、整数、または浮動小数点数)にすることができます。プログラム全体
で値を割り当てることができます。CASLには、グローバル変数、ローカル変数、
およびパラメーター変数があります。
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CASLステートメントの概要
CASLステートメントは、キーワード、識別子、および演算子を含む、アイテムが連
続したものです。CASLステートメントは、次のアクションを実行できます。
n 変数の割り当ての実行
n プログラムコントロールへの影響
n データの入出力の実行
n 関数の作成と呼び出し
n アクションの呼び出しと結果テーブルの処理
n CASLプログラムの動作の指定または変更
n 式を使用した、CASLステートメントのパラメーターの作成

構文: CAS プロシジャ
注: 浮動小数点例外(FPE)が発生した場合、CASLは CASL reset after signalというメッセ

ージをログに出力し、実行を続行します。
ヒント: CASプロシジャで実行できるアクションについては、名前と製品順の SAS Viyaプラ

ットフォームアクションとアクションセットを参照してください。
PROC CAS;

ACTION< action-set-name.action-name>< RESULT=<variable>>< 
STATUS=<rc>>< ASYNC=name>
/<parameters>;

<ASSIGNMENT> target = expression;

CALLfunction (argument1, argument2...);

CONTINUE;

DEFAULTRESULT=variable-expressionSTATUS=variable-expression | 
CLEAR<clear-option-1<clear-option-2<…clear-option-N>>>;

DELETEvalue;

DESCRIBE variable;

DO;

... more CASL statements ...;
END;

DO UNTIL
condition;

... more CASL statements ...;
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END;

DO WHILEcondition;

... more CASL statements ...;
END;

DO [<key,>] <var>OVER<value>;

... more CASL statements ...;

END;

DO<var>=<start>[TO<stop>] [BY<increment>]

[WHILE<condition> | UNTIL<condition>];

... more CASL statements ...;
END;

ENDEXTERNALSOURCE;

ENDSOURCE;

EXITexpression;

EXTERNALSOURCEvariable-expression;
<embedded-text>
ENDEXTERNALSOURCE;

FILEfileref;
FNC<category-name>;

FORMATvariable-1...variable-Nformat;
FUNCTION function name ( [argument 1 [, argument 2...] ] );

... more CASL statements ...;
END;

FUNCTIONLIST<name>;

FLIST<name>;

GLOBALvariable;

GOTO label;
IF condition

THEN statement;
ELSE <statement>;

Labelstatement
LOCALvariable;

LEAVE;

LOADACTIONSETactionsetname;

NULL;

OUTPUT <ODS | LOG>;

PRINTvalue-1...value-N;

PRINTLISTexpression;

RETURN<expression | value>;

SAVERESULTvariable-name<NOREPLACE>
<DATAOUT=<libref.> data-set-name> |<LIB=libref>|
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<FILE=<pathname> | <filename>>
<<CASLIB=casref> | <CASOUT=name>>;

SELECT< (select-expression)>;

WHEN-1 < (when-expression-1 ..., when-expression-n> ) statement;
<...WHEN-n (when-expression-1 ..., when-expression-n)>statement;

<OTHERWISE statement>;END;

SESSION session-reference;

SET (DISP<ECHOEXTSRC><LOGS><LOGS=DEBUG | NOTE | TRACE | 
WARN><STDJSON><WARNINGDUP><USEWIDTH>) ;

SOURCE variable; text; endsource;

UNSETDISP<ECHOEXTSRC><LOGS><STDJSON><USEWIDTH 
><WARNINGDUP>

UPLOAD
PATH=path-to-file
<CASOUT={output-table-options>}

<IMPORTOPTIONS={FILETYPE= “BASESAS” | “CSV” | “DTA” | “ESP” | 
“EXCEL” | “FMT” | “EXCEL” | “HDAT” | “JMP” | “LASR” | “SPSS” | 
“XLSX”,fileType-specific-parameters}>;

RUN;
QUIT;

ステートメント タスク

“ACTION ステートメント” SAS Cloud Analytic Servicesアクションを実行します。
“Assignment ステートメン
ト”

式を評価し、結果を変数に保存します。

“CALL ステートメント” 指定された引数で関数を呼び出します。関数が値を返す
場合、無視されます。

“CONTINUE ステートメン
ト”

現在の DOループの反復の処理を停止し、次の反復から
再開します。

“DEFAULT ステートメント” CASLが特定のステートメントを処理する方法を構成で
きます。

“DELETE ステートメント” 指定した値をメモリから削除します。
“DESCRIBE ステートメン
ト”

CASL変数と式の構造とデータ型を表示できます。

“DO ステートメント” 1つのステートメントとして実行されるコードのブロッ
クを作成します。

“DO ステートメント: 反復” インデックス変数の値に基づいて、DOステートメントと
ENDステートメントの間のステートメントを繰り返し実
行します。

“DO OVER ステートメント” 配列、辞書、またはテーブルを反復処理します。
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ステートメント タスク

“DO UNTIL ステートメン
ト”

条件が真になるまで、DOループ内のステートメントを繰
り返し実行します。

“DO WHILE ステートメン
ト”

条件が真の間、DOループ内のステートメントを繰り返し
実行します。

“END ステートメント” DOグループ、FUNCTION、または SELECTグループの処
理を終了します。

“EXTERNALSOURCE ステー
トメント”

EXTERNALSOURCEステートメントの終わりを示しま
す。

“ENDSOURCE ステートメ
ント”

SOURCEステートメントの終わりを示します。

“EXIT ステートメント” CASLコードの現在のブロックを終了します。
“EXTERNALSOURCE ステー
トメント”

プログラムにテキストを埋め込み、特定の変数に割り当
てることができます。

“FILE ステートメント” 別の出力先を指定できます。
“FNC ステートメント” すべての共通関数を、その簡単な説明を付けて、名前と

カテゴリに基づいてリストします。
“FORMAT ステートメント” 出力形式を単一の変数または変数のリストに関連付けま

す。
“FUNCTION ステートメン
ト”

式で呼び出すことができる新しい関数を作成します。

“FUNCTIONLIST ステート
メント”

すべての CASLビルドイン関数とユーザー定義関数を、
簡単な説明を付けて、名前に基づいてリストします。

“GLOBAL ステートメント” グローバルスコープを持つ変数を宣言します。
“GOTO ステートメント” 実行をラベル付きステートメントにすぐに送ります。
“IF ステートメント” 式の値に基づいて、ステートメントを条件付きで実行し

ます。
“Label ステートメント” GOTOステートメントのラベルターゲットを指定しま

す。セミコロンは必要ありません。
“LEAVE ステートメント” 現在のループの処理を停止し、シーケンス内の次のステ

ートメントから再開します。
“LOADACTIONSET ステー
トメント”

アクションセットをロードします。

“LOCAL ステートメント” ローカルスコープを持つ変数を宣言します。
“OUTPUT ステートメント” アクティブな出力場所を設定します。
“PROC CAS ステートメン
ト”

SASクライアントから SAS Cloud Analytic Servicesアク
ションをプログラムおよびスケジュールできます。
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ステートメント タスク

“PRINT ステートメント” 定数、変数、および式の値を現在の出力場所に書き込み
ます。

“PRINTLST ステートメン
ト”

アプリケーションで定義されたリストファイルに出力し
ます。値がリストの場合、リストは横向きで、各アイテ
ムが表示されます。アイテムがテーブルの場合は、現在
の出力場所に出力されます。

“RETURN ステートメント” 現在の関数から値を返します。
“RUN ステートメント” 入力済みの SASステートメントを実行します。
“SAVERESULT ステートメ
ント”

指定された形式で結果テーブルを変数に保存します。

“SELECT ステートメント” 複数のステートメントのいずれか、またはステートメン
トグループを実行します。

“SESSION ステートメント” プログラムによって起動されるアクションに使用するセ
ッションを指定します。

“SET ステートメント” アクションによって SASログに書き込まれるメッセージ
を制御します。

“SOURCE ステートメント” プログラムにテキストを埋め込み、特定の変数に割り当
てることができます。

“UNSET ステートメント” CASアクションの一部の動作を変更するオプションをオ
フにし、SASログ内の対応するメッセージを抑制します。

“UPLOAD ステートメント” SASクライアントからサーバーにファイルを転送しま
す。データ転送後、サーバーはデータをインメモリテー
ブルにロードします。

PROC CAS ステートメント
SASクライアントから SAS Cloud Analytic Servicesアクションをプログラムおよびスケジュールで
きます。
ヒント: CASプロシジャで実行できるアクションについては、名前と製品順の SAS Viyaプラ

ットフォームアクションとアクションセットを参照してください。

構文
PROC CAS;
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引数なし
PROC CASには、必須やオプションの引数はありません。PROC CASを実行すると、
次のいずれかに到達するまで実行が継続されます。
n DATAステップ
n 別の PROCステップ
n QUITステートメント
n プロシジャの進行を妨げるエラー状態。
その時点で、前述の構文を使用して PROC CASを再度実行する必要があります。

詳細
注: グローバルステートメント、SASマクロコード、および RUNステートメントに
よって、プロシジャは終了されません。

ACTION ステートメント
SAS Cloud Analytic Servicesアクションを実行します。
注: 式を使用して、ACTIONステートメントのパラメーターを作成できます。
参照項目: ACTIONステートメントで実行できるアクションのドキュメントについては、SAS 

Viyaプラットフォーム: システムプログラミングガイドおよび SAS Visual Analytics: 
プログラミングガイドを参照してください。

例: “例 2: アクションの実行” (81ページ)

構文
<ACTION><action-set-name.>action-name< RESULT= <variable> < STATUS = <rc> 
< ASYNC = name>
<parameters>;

必須引数
<action-set-name.>action-name
実行するアクションを指定します。
action-set-name
実行するアクションを含むアクションセットの名前を指定します。たとえ
ば、table、simple、networkなどです。
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action-name
実行するアクションの名前を指定します。たとえば、loadTable、listActions、
serverStatusなどです。

例 たとえば、次のステートメントでは、テーブルアクションセットの loadTable
アクションが実行されます。
action table.loadTable / path="cholesterol.csv";
run;

この例では、PATH=は loadTableアクションのパラメーターです。

オプション引数
parameter
指定されたアクションのパラメーター。helpアクションを使用して、アクショ
ンのパラメーターを確認できます。
例 action help / action="action-name";

run;

RESULT=variable-name
アクションの結果を変数に保存します。その後、他の CASLステートメントとア
クションで変数を使用できます。この変数は、DESCRIBEなどのステートメント
や、CASプロシジャ呼び出しの範囲内で選択された SASステートメントセット
で使用できます。
別名 R=

操作 RESULT=引数を指定しない場合、結果テーブルを返すアクションはデフ
ォルトの出力先に出力されます。他のデータ型を返すアクションの場
合、結果は SASログに出力されます。

参照項
目:

プログラムで結果を使用する例については、“結果の操作” (SAS Viyaプラ
ットフォーム: システムプログラミングガイド)を参照してください。

STATUS=<variable-name>
アクションのステータスコードを変数に保存します。ステータスコードを調べ
つことで、アクション完了時のエラーの有無を判断できます。variable-nameを
指定しなかった場合は、ステータスコードを含む_statusという名前の変数が作
成されます。
参照項
目:

ステータスコードの詳細については、“重要度コード、ステータスコー
ド、理由コード” (SAS Viyaプラットフォーム: システムプログラミングガ
イド)を参照してください。

ASYNC=result name
サーバーに複数の要求をサブミットできます。要求が同じセッションにある場
合、要求は受信した順にキューに入れられます。要求が別々のセッションにある
場合、要求は並列実行されます。
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例: テーブルアクションセットを使用したテーブル
のロードとテーブル情報の表示
この例では、サーバー側ロードを実行する table.loadTableアクションを使用しま
す。

/* change the host and port to match your site */
options cashost="cloud.example.com" casport=5570;

/* start a session, if you do not already have one */
*cas casauto;

proc cas;
   session casauto;

   /* Load source data (IRIS) into a table. */
   table.loadTable /                  /* #1 */
      path="iris.sashdat"
      casout={name="iris"};
run;

   table.tableInfo   / table="iris";  /* #2 */
   table.tableDetails / table="iris"; /* #3 */
quit;

1 table.loadTableアクションを使用して、caslibのデータソースからテーブルを
ロードします。詳細については、loadTableアクションを参照してください。

2 table.tableInfoアクションを使用して、テーブルに関する情報を表示します。詳
細については、tableInfoアクションを参照してください。

3 table.tableDetailsアクションを使用して、テーブルに関する詳細情報を取得し
ます。詳細については、tableDetailsアクションを参照してください。

Assignment ステートメント
式を評価し、結果を変数に保存します。
カテゴリ: ローカル
ヒント: 変数がすでに存在する場合、新しい割り当てによって変数が置換され、古い値が上

書きされます。

構文
variable = expression;
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必須引数
variable
新規または既存の変数の名前を指定します。

expression
ルールと優先順位を使用して評価され、結果を計算する 1つ以上の値、定数、変
数、演算子、関数の組み合わせ。CASL式の詳細については、“CASL式” (SAS Cloud 
Analytic Services: CASLプログラマガイド)を参照してください。
ヒン
ト

式には、等号の左側で使用される変数を含めることができます。ステート
メントの両側に変数が現れると、右側の元の値が式の評価に使用され、結
果は等号の左側の変数に保存されます。

詳細
割り当てステートメントでは、等号の右側にある式を評価し、等号の左側に指定さ
れている変数に結果を保存します。
変数は、任意のデータ型の値を参照できます。ある割り当てステートメントでは値
を変数に割り当て、別の割り当てステートメントでは同じ変数に異なるデータ型の
値を割り当てることができます。割り当てステートメントが a = b = 5の場合、その
ステートメントは a = (b = 5)です。ここで、b = 5は比較式です。

例
例 1: 有効な割り当てステートメント
この割り当てステートメントは、ターゲット変数が文字列値"Jane Smith"を参照す
るものとして定義しています。

Name = 'Jane Smith';

この割り当てステートメントは、値が"88"のターゲット変数を定義しています。
xx.y = 88;

このターゲットステートメントは、MIN関数の結果を変数 zに割り当てます。
z = min(y, 70);

例 2: 割り当てステートメントの使用
次の例では、割り当てステートメントを使用して、値が"1"のターゲット変数を定義
します。

proc cas;
  x.y[2].z.a["abc"].t[10]=1;
run;

DESCRIBEステートメントを使用して、データの構造を表示できます。
describe x
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DESCRIBEステートメントでは、配列と辞書の完全な構造が示されます。xは、2つ
のエントリを持つ配列 yを含む辞書です。次に例を示します。
a[“abc”]

これは次の例と同じように機能します。
a.abc

どちらの方法でも辞書が作成されます。

dictionary ( 1 entries, 1 used);
 [y] array ( 2 entries, 1 used);
  [ 2] dictionary ( 1 entries, 1 used);
   [z] dictionary ( 1 entries, 1 used);
    [a] dictionary ( 1 entries, 1 used);
     [abc] dictionary ( 1 entries, 1 used);
      [t] array ( 10 entries, 1 used);
       [10] int64_t;

CALL ステートメント
指定された引数で関数を呼び出します。関数が値を返す場合、無視されます。

構文
<CALL> function (<argument-1, argument-2...>);

オプション引数
function
ビルトイン関数またはユーザー定義関数の名前。

argument
呼び出し時に関数に渡される値を指定します。

関連項目
“FUNCTION ステートメント”

CONTINUE ステートメント
現在の DOループの反復の処理を停止し、次の反復から再開します。

CONTINUE ステートメント 15



要件 CONTINUEステートメントは、反復 DOループのステートメントリストにのみ記述
できます(例: DO i=、DO WHILE、または DO UNTIL)。

構文
CONTINUE;

引数なし
CONTINUEステートメントに引数はありません。DOループの次の反復でステート
メントの処理を再開します。

比較
n CONTINUEステートメントは、DOステートメントの現在の反復の処理を停止
し、現在の DOステートメントの次の反復でプログラムの実行を再開します。

n LEAVEステートメントは、現在の DOステートメントの処理を停止し、現在の
DOステートメントの外部でプログラムの実行を再開します。

例
この例は、CONTINUEステートメントの使用法を示しています。xが yと等しい場
合は、ログに GOODが出力され、それ以外の場合は、ERRORが出力され、tの値が
返されて、1が加算されます。DOループが反復され、testの増分値が出力されま
す。testが 10に等しくなると、CONTINUEステートメントは、実行を DOループ
の次の反復にジャンプさせ、testが出力されないようにします。

proc cas;
  function evaltest( x, y, t);
   if (x = y) then put "GOOD " t;
    else             put "ERROR " t;

   return( t+1);
  end;

test = 1;

  do i = 1 to 10 by 1;

   continue;
   put i;

  end;

test = evaltest( i, 11,test);

   put i;
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run;

次の行が SASログに書き込まれます。

GOOD 1
11

関連項目
n DO 

n “DO ステートメント: 反復”

n “DO OVER ステートメント”

n “DO UNTIL ステートメント”

n “DO WHILE ステートメント”

n “LEAVE ステートメント”

DEFAULT ステートメント
CASLがアクションの結果とアクションの処理ステータスを返す方法を制御できます。

構文
形式 1:

DEFAULTRESULT=variable-expression;

形式 2:
DEFAULTSTATUS=variable-expression;

形式 3:
DEFAULTCLEAR<clear-option-1<clear-option-2<…clear-option-N>>>

引数
注:

n 形式 1および 2の DEFAULTステートメントには、RESULT=または STATUS=の
いずれかのリテラル引数が少なくとも 1つ必要です。DEFAULTステートメント
だけを指定することはできません。ただし、RESULT=引数と STATUS=引数の両
方を 1つの DEFAULTステートメントに含めることができます。

default result=r1;
default status=s1;
default result=r1 status=s2;
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default;を指定すると、ログにWARNINGが記録され、DEFAULTステートメント
は無視されます。

n 形式 3の DEFAULTステートメントには、少なくとも 1つの引数(RESULT引数ま
たは STATUS引数、あるいはその両方)も必要です。ただし、形式 1および 2の
引数(RESULT=および STATUS=)を含めることはできません。

default clear result;
default clear status;
default clear result status;

たとえば、
default clear;

または
default clear result status=s1;

を指定すると、ログにWARNINGが記録され、DEFAULTステートメントは無視
されます。

CLEAR
アクションの結果とステータスが保存されるデフォルトの変数割り当てを削除
します。
(clear-options)
アクションの結果、ステータス、または結果とステータスの両方に対するデ
フォルトの変数割り当てを削除します。
RESULT
アクションの RESULTが保存されるデフォルトの変数割り当てを削除し
ます。
例 default clear result;

default clear status;

default clear result status;

STATUS
アクションのステータスが保存されるデフォルトの変数割り当てを削除
します。

例 default clear results status;

例 “例: デフォルトの結果変数とステータス変数の設定とクリア”

RESULT=variable-expression
アクションの結果が保存されるデフォルト変数を設定します。variable-
expressionはは、値を保存できる変数またはデータ構造要素のいずれかになる任
意の式です。
別名 R

例 default result=myRes;
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STATUS=variable-expression
アクションのステータスが保存されるデフォルト変数を設定します。variable-
expressionはは、値を保存できる変数またはデータ構造要素のいずれかになる任
意の式です。
例 default status=myStat;

例 “例: デフォルトの結果変数とステータス変数の設定とクリア”

例: デフォルトの結果変数とステータス変数の設定
とクリア
次の例では、DEFAULTステートメントを使用して、アクションのステータス変数と
結果変数のデフォルト値を作成します。次に、CLEARステートメントを使用してデ
フォルト値をクリアします。

proc cas;
   builtins.help status = s1 result = r1 / action = "serverStatus"; /* 1  */
run;
   default status = d["s2"] result = d["r2"];          /* 2  */
   builtins.help / action = "serverStatus";
   print d["s2"] d["r2"];                              /* 3  */
   describe d["s2"] d["r2"];                           /* 4  */
run;
   default clear status result;                        /* 5  */
   builtins.help / action = "serverStatus";
run;
quit;

1 builtins.helpアクションを実行し、status=および result=の変数割り当てを手動で
指定します。status=と result=のデフォルトは、単純な変数名にすることも、配列
要素や辞書エントリなどのより複雑なものにすることもできます。この例では、
辞書キー s2と r2は、辞書 dのエントリを指定します。

2 DEFAULTステートメントに STATUS=と RESULT=を指定して、デフォルト値をそ
れぞれ s2と r2に設定します。builtins.helpアクションを指定すると、STATUS=
および RESULT=オプションは、DEFAULTステートメントで指定された変数に自
動的に設定されます。また、builtins.helpアクションは、結果をログに出力しま
す。

3 DESCRIBEステートメントを指定して、辞書キー s2および r2のデータ型を表示
します。

4 PRINTステートメントを指定して、結果とステータスを出力します。
5 DEFAULT CLEARステートメントに RESULTオプションおよび STATUSオプショ
ンを指定して、デフォルト値をクリアします。
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アウトプット 2.1 デフォルトの結果変数とステータス変数の設定とクリアの出力
{severity=0,reason=0,,statusCode=0} {serverStatus=TRUE}
dictionary ( 4 entries, 4 used);
 [severity] int64_t;
 [reason] int64_t;
 [status] nil;
 [statusCode] int64_t;
dictionary ( 1 entries, 1 used);
 [serverStatus] boolean;
{serverStatus=TRUE}

DELETE ステートメント
指定した値をメモリから削除します。

構文
DELETE value

必須引数
value
削除する値の場所の定義。値は、変数、リスト、配列、辞書のいずれかにするこ
とができます。

詳細
指定した値が変数の場合、その変数はメモリから削除されます。指定した値が配列
または辞書内に含まれている場合、その値はメモリから削除されます。指定した値
が配列、辞書、またはリストの場合、配列、辞書、またはリスト全体とその中の値
が削除されます。

注: 配列から値を削除する場合、CASはその値の位置を削除しません。n個の値を持
つ配列は、1つまたは複数の値を削除すると、n個の位置を持つ疎な配列になりま
す。

例
次の例では、DELETEステートメントを使用してさまざまなデータ値を削除します。
データが削除されると、PRINTステートメントは、変数が初期化されておらず、欠
損値に設定されているという警告を返します。
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*cas casauto;

proc cas;

/* Create your sample data */

   x=25;
   arr={1,5,25};
   dict = {John=90, Mary=92, Sally=89};

   print "x=" x "arr=" arr "dict=" dict;

/* Use the DELETE statement to delete your data */

   delete x;
   print "x=" x;

   delete arr[2];
   print "arr=" arr;
   print "dimension of arr="dim(arr);

   delete arr;
   print "arr=" arr;

   delete dict.John;
   print "dict=" dict;
   print "dimension of dict=" dim(dict);

   delete dict;
   print "dict=" dict;

run;
quit;

x=25 arr={1,5,25} dict={John=90,Mary=92,Sally=89}
WARNING: Variable 'x' is uninitialized. It has been set to missing.
x=.
arr={1,,25}
3
WARNING: Variable 'arr' is uninitialized. It has been set to missing.
arr=.
dimension of arr=1
dict={Mary=92,Sally=89}
dimension of dict=2
WARNING: Variable 'dict' is uninitialized. It has been set to missing.
dict=.

DESCRIBE ステートメント
CASL変数と式の構造とデータ型を表示できます。
操作: 結果が変数に保存されると、DESCRIBEステートメントは変数の説明を SASログに

書き込みます。説明には、変数の深さを表示するために、展開された配列と辞書が
表示されます。
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構文
DESCRIBE variable-name | expression;

必須引数
variable-name
構造とデータ型を表示する変数の名前。

expression
ルールと優先順位を使用して評価され、結果を計算する 1つ以上の値、定数、変
数、演算子、関数の組み合わせ。

例
例 1: DESCRIBEステートメントの使用
次の例では、serverStatusアクションの結果を rという名前の変数に保存します。

proc cas;
  action serverStatus result=r;
  describe r;
run;

DESCRIBEステートメントは、前記のアクションの結果をリストとして表示します。
リストには、About (リスト)、Server (テーブル)、および Nodestatus (テーブル)とい
う 3つのエントリが含まれています。リストの最初のエントリである About内に、
Systemという名前の別のリストがあります。

List ( 3 entries, 3 used);
[About] List( 6 entries, 6 used);
[CAS] String;
[Version] String;
[Built] String;
[Copyright] String;
[System] List ( 6 entries, 6 used);
[Hostname] String;
[OS Name] String;
[OS Family] String;
[OS Version] String;
[OS Release] String;
[Model Number] String;
[Documentation] String;
[server] Table( [1] Rows [2] columns
Column Names:
[1] Node Count (Double)
[2] Total Actions (Double)
[nodestatus] Table( [143] Rows [5] columns
Column Names:
[1] Node Name (String)
[2] Role (String)
[3] Uptime (Sec) (Double)
[4] Running (Double)
[5] Stalled (Double)
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DESCRIBEステートメントを使用して serverStatus結果の構造について学習する
と、任意の CASLプログラムからその情報にアクセスできます。

例 2: 前の割り当て変数を使用した結果の生成
前の例では、変数 rに 3つのエントリを持つリストを保存しました。エントリの 1
つを使用して、データを出力できます。

print r.server[1];
run;

出力では、CASサーバーに関する情報が提供されます。
{nodes=143 , actions=17}

例 3: 式に対する DESCRIBEステートメントの使用
式に対して DESCRIBEステートメントを使用することができます。次の例では、
DESCRIBEステートメントは、評価された後の式を記述します。

proc cas;
  describe ((1500*0.09)+1500)*1;
run;

SASログには、評価された式のデータ型が表示されます。
例のコード 2.1 SASログ

double;

関連項目
n “CASLデータ型” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “CASL式” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “CASL結果テーブル” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “CASL変数” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “DESCRIBEステートメントの使用” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラ
マガイド)

DO ステートメント
1つのステートメントとして実行されるコードのブロックを作成します。
要件 DOステートメントとすべての DOグループ処理ステートメントの後に ENDステ

ートメントを指定する必要があります。
例: “例 3: ユーザー定義関数の作成” (82ページ)
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構文
DO;

... more CASL statements ...;
END;

詳細
DOステートメントと ENDステートメントの間のステートメントは、DOグループ
と呼ばれます。DOステートメントは、DOグループ処理の最も単純な形式です。
DOステートメントと ENDステートメントの間のステートメントは、DOグループ
と呼ばれます。DOグループ内に DOステートメントをネストできます。単純な
DOステートメントは、IF-THEN/ELSEステートメント内でよく使用されます。“IF ス
テートメント”を参照してください。DOステートメントは、IF条件が真か偽かに応
じて実行されます。

例: DOステートメントの使用
この単純な DOグループでは、DOと ENDの間のステートメントは、YEARSが 7よ
り大きい場合にのみ実行されます。YEARSが 7以下の場合は、ELSEステートメント
の後の DOグループ内のステートメントが実行されます。

if year > 7 then
  do;
   months = years*12;
   put years= months=;
  end;
else;
  do;
   yrsleft=7-years;
  end;

関連項目
n “CONTINUE ステートメント” 

n “END ステートメント” 

n “LEAVE ステートメント”
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DO ステートメント: 反復
インデックス変数の値に基づいて、DOステートメントと ENDステートメントの間のステートメント
を繰り返し実行します。
要件 DOステートメントとすべての DOグループ処理ステートメントの後に ENDステ

ートメントを指定する必要があります。
ヒント: オプションの TO句と BY句の順序は逆にすることができます。

複数の指定を使用する場合、各指定は実行前に評価されます。

構文
DO <variable> = <start> TO<stop><BY increment> <WHILE (condition) | UNTIL 
(condition)>;

… more CASL statements …;

END;

オプション引数
variable

DOグループの実行を制御する値を持つ変数を指定します。
start
変数の初期値を指定します。
startと stopの両方が存在する場合、インデックス変数の値が stopの値を超え
るまで、実行は(incrementの値に基づいて)継続します。startと incrementの
みが存在する場合、ステートメントが実行をループ外に向けるまで、または DO
ステートメントで指定されたWHILEまたは UNTIL式が満たされるまで、実行は
(incrementの値に基づいて)継続します。stopも incrementも指定されていな
い場合、グループは startの値に従って実行されます。ループの最初の実行の前
に、stopの値が評価されます。

stop
インデックス変数の終了値を指定します。

BY increment
正数または負数(または数を生成する式)を指定して、インデックス変数の増分を
制御します。
incrementの値は、ループの実行前に評価されます。DOグループ内で行われる
incrementの変更は、反復回数に影響しません。incrementが指定されていない
場合、インデックス変数は 1ずつ増加します。incrementが正数の場合、start
はループの下限、stopは(存在する場合)ループの上限にする必要があります。
incrementが負数の場合、startはループの上限、stopは(存在する場合)ループ
の下限にする必要があります。
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WHILE (condition) | UNTIL(condition)
DOグループの実行前または実行後に、指定した条件を評価します。条件はかっ
こで囲みます。
WHILE式はループの実行前に毎回評価されるため、グループ内のステートメン
トは、式が真である間は繰り返し実行されます。UNTIL式はループの実行後に毎
回評価されるため、グループ内のステートメントは、式が真になるまで繰り返し
実行されます。
制限事項 WHILEまたは UNTILの指定は、配置されている句の最後のアイテムの

みに影響します。

詳細
CASLは、DOグループ処理用のステートメントをいくつかサポートしています。
次の表に、CASLで使用できるさまざまな種類の DOステートメントを示します。

ステートメント 説明 構文
“DO ステートメント: 反
復” (p. 25)

DOグループ処理の最も
単純な形式である DOス
テートメントは、通常は
IF-THEN/ELSEステート
メントの一部として実行
されるステートメントの
グループを 1単位として
指定します。IF-THEN/
ELSEステートメントの
詳細については、IF-
THEN/ELSEステートメ
ントを参照してくださ
い。

DO <variable> = <start> TO 
<stop><BY increment> 
<WHILE (condition) | UNTIL 
(condition)>;

… more CASL statements 
…;

END;

“DO OVER ステートメン
ト” (p. 27)

DO OVERステートメン
トは、配列、辞書、また
はテーブルを反復処理し
ます。

DO <key>, <var> OVER 
<value>;

... more CASL 
statements ...;

END;

“DO UNTIL ステートメン
ト” (p. 30)

DO UNTILステートメン
トは、条件が真になるま
で DOループ内のステー
トメントを繰り返し実行
し、DOループの反復後
に毎回条件をチェックし
ます。

DO UNTIL (condition);
... more CASL 

statements ...;
END;

“DO WHILE ステートメ
ント” (p. 32)

DO WHILEステートメン
トは、条件が真の間、DO

DO WHILE (condition);
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ステートメント 説明 構文
ループ内のステートメン
トを繰り返し実行し、DO
ループの反復前に毎回条
件をチェックします。

... more CASL 
statements ...;

END;

LEAVEステートメントを使用すると、現在の反復の処理を停止し、シーケンス内の
次のステートメントから再開できます。“CONTINUE ステートメント”を使用する
と、現在の反復の処理を停止し、次の反復から再開できます。

例: Do Loopステートメントの使用
このステートメントは、ループ変数を iとして識別します。

do i=1 to 10;

このステートメントは、増分 3でループ変数を実行します。
do i=1 to 10 by 3;
do i=1 to 10 while( i < 5);
do i=1 to 10 by 1 until ( i>=5);

関連項目
n “CONTINUE ステートメント” 

n “END ステートメント” 

n “LEAVE ステートメント”

DO OVER ステートメント
配列、辞書、またはテーブルを反復処理します。
要件 DOステートメントとすべての DOグループ処理ステートメントの後に ENDステ

ートメントを指定する必要があります。
例: “例 4: ランタイム数学関数とインライン演算子の使用” (84ページ)

構文
DO <key>, <var> OVER <value>;

... more CASL statements ...;
END;
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オプション引数
key
辞書要素のキー値が割り当てられる変数を指定します。

var
配列または辞書要素のキーに関連付けられた値が割り当てられる変数を指定し
ます。

value
配列、辞書またはテーブルを指定します。

詳細
CASLは、DOグループ処理用のステートメントをいくつかサポートしています。
次の表に、CASLで使用できるさまざまな種類の DOステートメントを示します。

ステートメント 説明 構文
“DO ステートメント: 反
復” (p. 25)

DOグループ処理の最も
単純な形式である DOス
テートメントは、通常は
IF-THEN/ELSEステート
メントの一部として実行
されるステートメントの
グループを 1単位として
指定します。IF-THEN/
ELSEステートメントの
詳細については、IF-
THEN/ELSEステートメ
ントを参照してくださ
い。

DO <variable> = <start> TO 
<stop><BY increment> 
<WHILE (condition) | UNTIL 
(condition)>;

… more CASL statements 
…;

END;

“DO OVER ステートメン
ト” (p. 27)

DO OVERステートメン
トは、配列、辞書、また
はテーブルを反復処理し
ます。

DO <key>, <var> OVER 
<value>;

... more CASL 
statements ...;

END;

“DO UNTIL ステートメン
ト” (p. 30)

DO UNTILステートメン
トは、条件が真になるま
で DOループ内のステー
トメントを繰り返し実行
し、DOループの反復後
に毎回条件をチェックし
ます。

DO UNTIL (condition);
... more CASL 

statements ...;
END;

“DO WHILE ステートメ
ント” (p. 32)

DO WHILEステートメン
トは、条件が真の間、DO
ループ内のステートメン

DO WHILE (condition);
... more CASL 

statements ...;
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ステートメント 説明 構文
トを繰り返し実行し、DO
ループの反復前に毎回条
件をチェックします。

END;

LEAVEステートメントを使用すると、現在の反復の処理を停止し、シーケンス内の
次のステートメントから再開できます。“CONTINUE ステートメント”を使用する
と、現在の反復の処理を停止し、次の反復から再開できます。

例: DO OVERステートメントの使用
次の例では、アクションの結果を取得し、その結果を反復処理して、欠損値が 20以
下の変数の名前を配列に挿入します。その配列は、別のアクションへの入力として
使用できます。完全な例については、“例” (SAS Viyaプラットフォーム: システムプロ
グラミングガイド)を参照してください。

action simple.summary result=CPSSum                      /* 1 */
  table={caslib="casdata", name="phoneSubs"};  
run;
  cinfo = findTable(CPSSum);                             /* 2 */
   nmissVar = {"Country Name", "Indicator Name"};        /* 3 */
 do col over cInfo;                                      /* 4 */
 if (col.NMiss <20) then do;                             /* 5 */
   nmissVar= nmissVar + col.Column;                      /* 6 */
 end;
 end;
print nmissVar;                                          /* 7 */
run;

1 Summaryアクションでは、合計、平均、欠損値の数などの記述統計量が作成さ
れます。RESULT=オプションでは、結果が CPSSumという名前の変数に保存さ
れます。詳細については、summaryアクションを参照してください。

2 cinfoは、FINDTABLE関数の結果を含む変数の名前です。FINDTABLEは、テー
ブル内の値を検索するビルトイン関数です。CPSSumは、Summaryアクション
の結果を保持する変数です。詳細については、FINDTABLE関数を参照してくだ
さい。

3 nmissVarは、プログラムの結果を保持する変数の名前です。中かっこ{ }は、リ
ストが作成されることを示します。"Country Name"と"Indicator Name"は、配
列に含まれる列です。DO OVERループの本文には、割り当てステートメントと
+演算子を使用して nmissVar配列に値を追加するコードが含まれています。詳
細については、割り当てステートメントを参照してください。

4 DO OVERステートメントは、変数 cInfoに保存されている結果を反復処理しま
す。colは、配列のインデックスの名前です。詳細については、DO OVERステー
トメントを参照してください。

5 IF-THEN DOステートメントでは、NMissの値が 20より大きい列が検索されま
す。詳細については、IF-THEN/ELSEステートメントを参照してください。

6 次に、変数 nmissVarの配列に列が追加されます。
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7 PRINTステートメントでは、変数 nmissVarが SASログに出力されます。詳細に
ついては、PRINTステートメントを参照してください。

例のコード 2.2 SASログ

{Country Name,Indicator Name,1990,1995,1996,1997,1998,1999,2000,
2001,2002,2003,2004,2005,2006,2007,2008,2009,2010,2011,2012,2013,2014}

関連項目
n “CONTINUE ステートメント” 

n “END ステートメント” 

n “LEAVE ステートメント”

DO UNTIL ステートメント
条件が真になるまで、DOループ内のステートメントを繰り返し実行します。
要件 DOステートメントとすべての DOグループ処理ステートメントの後に ENDステ

ートメントを指定する必要があります。

構文
DO UNTIL (condition);

... more CASL statements ...;
END;

必須引数
condition
ブール値の結果となる 1つの数値または文字式の評価を指定します。その結果
をもとに、次にどのコードパスを実行するかを決定します。条件は、ループの末
尾で実行されます。これは、ループの本体が常に最低 1回は実行されることを意
味しています。式評価が真であれば、ループの反復を停止します。

詳細
CASLは、DOグループ処理用のステートメントをいくつかサポートしています。
次の表に、CASLで使用できるさまざまな種類の DOステートメントを示します。
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ステートメント 説明 構文
“DO ステートメント: 反
復” (p. 25)

DOグループ処理の最も
単純な形式である DOス
テートメントは、通常は
IF-THEN/ELSEステート
メントの一部として実行
されるステートメントの
グループを 1単位として
指定します。IF-THEN/
ELSEステートメントの
詳細については、IF-
THEN/ELSEステートメ
ントを参照してくださ
い。

DO <variable> = <start> TO 
<stop><BY increment> 
<WHILE (condition) | UNTIL 
(condition)>;

… more CASL statements 
…;

END;

“DO OVER ステートメン
ト” (p. 27)

DO OVERステートメン
トは、配列、辞書、また
はテーブルを反復処理し
ます。

DO <key>, <var> OVER 
<value>;

... more CASL 
statements ...;

END;

“DO UNTIL ステートメン
ト” (p. 30)

DO UNTILステートメン
トは、条件が真になるま
で DOループ内のステー
トメントを繰り返し実行
し、DOループの反復後
に毎回条件をチェックし
ます。

DO UNTIL (condition);
... more CASL 

statements ...;
END;

“DO WHILE ステートメ
ント” (p. 32)

DO WHILEステートメン
トは、条件が真の間、DO
ループ内のステートメン
トを繰り返し実行し、DO
ループの反復前に毎回条
件をチェックします。

DO WHILE (condition);
... more CASL 

statements ...;
END;

LEAVEステートメントを使用すると、現在の反復の処理を停止し、シーケンス内の
次のステートメントから再開できます。“CONTINUE ステートメント”を使用する
と、現在の反復の処理を停止し、次の反復から再開できます。

例: DO UNTILステートメントを使用してループを
繰り返す
このステートメントでは、xが 10を超えるまでループが繰り返されます。式 x>10
は、ループの末尾で評価されます。全部で 10回の反復があります(0、1、2、3、4、
5、6、7、8、9)。
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x=0;
 do until (x>10);
print x;
x = x+1;
 end;

関連項目
n “CONTINUE ステートメント” 

n “END ステートメント” 

n “LEAVE ステートメント”

DO WHILE ステートメント
条件が真の間、DOループ内のステートメントを繰り返し実行します。
制限事項: DOステートメントとすべての DOグループ処理ステートメントの後に ENDステ

ートメントを指定する必要があります。
参照項目: “DO ステートメント: 反復” (25ページ)

構文
DO WHILE (condition);

... more CASL statements ...;
END;

必須引数
condition
ブール値の結果となる 1つの数値または文字式の評価を指定します。その結果
をもとに、次にどのコードパスを実行するかを決定します。条件は、ループの本
体を実行する前に評価されます。これは、ループの本体が実行されない可能性が
あることを意味します。

詳細
CASLは、DOグループ処理用のステートメントをいくつかサポートしています。
次の表に、CASLで使用できるさまざまな種類の DOステートメントを示します。
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ステートメント 説明 構文
“DO ステートメント: 反
復” (p. 25)

DOグループ処理の最も
単純な形式である DOス
テートメントは、通常は
IF-THEN/ELSEステート
メントの一部として実行
されるステートメントの
グループを 1単位として
指定します。IF-THEN/
ELSEステートメントの
詳細については、IF-
THEN/ELSEステートメ
ントを参照してくださ
い。

DO <variable> = <start> TO 
<stop><BY increment> 
<WHILE (condition) | UNTIL 
(condition)>;

… more CASL statements 
…;

END;

“DO OVER ステートメン
ト” (p. 27)

DO OVERステートメン
トは、配列、辞書、また
はテーブルを反復処理し
ます。

DO <key>, <var> OVER 
<value>;

... more CASL 
statements ...;

END;

“DO UNTIL ステートメン
ト” (p. 30)

DO UNTILステートメン
トは、条件が真になるま
で DOループ内のステー
トメントを繰り返し実行
し、DOループの反復後
に毎回条件をチェックし
ます。

DO UNTIL (condition);
... more CASL 

statements ...;
END;

“DO WHILE ステートメ
ント” (p. 32)

DO WHILEステートメン
トは、条件が真の間、DO
ループ内のステートメン
トを繰り返し実行し、DO
ループの反復前に毎回条
件をチェックします。

DO WHILE (condition);
... more CASL 

statements ...;
END;

LEAVEステートメントを使用すると、現在の反復の処理を停止し、シーケンス内の
次のステートメントから再開できます。“CONTINUE ステートメント”を使用する
と、現在の反復の処理を停止し、次の反復から再開できます。

例: DO WHILEステートメントの使用
これらのステートメントでは、xが 10より小さい間、ループが繰り返されます。式
x < 10は、ループの先頭で評価されます。全部で 10回の反復があります(0、1、2、
3、4、5、6、7、8、9)。

x=0;
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 do while (x < 10);
print x;
x = x + 1;
 end;

関連項目
n “CONTINUE ステートメント” 

n “END ステートメント” 

n “LEAVE ステートメント”

ELSE ステートメント
IFステートメントで指定した式の結果が真の値の場合は、ELSEステートメントの直後のステートメ
ントが実行されます。
参照項目: “IF ステートメント”

構文
ELSE statement;

END ステートメント
DOグループ、FUNCTION、または SELECTグループの処理を終了します。
要件 ENDステートメントは、DOグループ、FUNCTION、または SELECTグループの最

後のステートメントにする必要があります。

構文
END;

引数なし
ENDステートメントを使用して、DOグループ、FUNCTION、または SELECTグル
ープの処理を終了します。
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関連項目
ステートメント
n “DO ステートメント”

n “DO ステートメント: 反復”

n “DO OVER ステートメント”

n “DO UNTIL ステートメント”

n “DO WHILE ステートメント”

n “FUNCTION ステートメント”

n “SELECT ステートメント”

ENDEXTERNALSOURCE ステートメント
EXTERNALSOURCEステートメントの終わりを示します。

構文
ENDEXTERNALSOURCE;

引数なし
ENDEXTERNALSOURCEステートメントには、引数やパラメーターはありません。

詳細
n EXTERNALSOURCEテキストブロックを終了するために PROC CAS内で

ENDEXTERNALSOURCEステートメントを使用する場合、単独で 1行に表示し、
その後にセミコロンステートメントターミネータを付ける必要があります。“例
1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参照してください。

n ENDEXTERNALSOURCEステートメントと同じ行のセミコロンに続くテキスト
はすべて無視されます。“例 1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参照
してください。

n EXTERNALSOURCEステートメントが EXECUTE関数または runCaslアクション
によって処理される場合、EXTERNALSOURCEステートメントおよび
ENDEXTERNALSOURCEステートメントは、埋め込みテキストと別の行にする必
要はありません。どちらのステートメントもセミコロンで終了する必要があり
ます。“例 2: EXECUTE関数での EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参
照してください。
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関連項目
n “SOURCE ステートメント”

n “EXTERNALSOURCE ステートメント”

ENDSOURCE ステートメント
SOURCEステートメントの終わりを示します。
制限事項: SOURCEステートメントと ENDSOURCEステートメントはネストできません。

構文
ENDSOURCE;

引数なし
SOURCEステートメントには、引数やパラメーターはありません。

詳細
EXTERNALSOURCEテキストブロックを終了するために ENDEXTERNALSOURCEが
PROC CAS内のトップレベルステートメントとして使用される場合、単独で 1行に
表示し、その後にセミコロンステートメントターミネータを付ける必要があります。
同じ行のセミコロンに続くテキストはすべて無視されます。
ENDEXTERNALSOURCEステートメントが EXECUTE関数または CASサーバーのい
ずれかによって処理される場合、sccasl.runCaslアクションを実行するときに、ス
テートメントを別の行にする必要はありませんが、セミコロンが後に続く必要があ
ります。セミコロンに続くテキストは、CAS言語コードとして解釈されます。

関連項目
“SOURCE ステートメント”

EXIT ステートメント
CASLコードの現在のブロックを終了します。
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構文
EXIT expression;

必須引数
expression
ルールと優先順位を使用して評価され、結果を計算する 1つ以上の値、定数、変
数、演算子、関数の組み合わせ。

EXTERNALSOURCE ステートメント
テキストをコードのブロックとしてプログラムに埋め込み、そのコードを特定の変数に割り当てるこ
とができます。
制限事項: EXTERNALSOURCEステートメントと ENDSOURCEステートメントはネストでき

ません。
要件 コードブロックを終了するには、“ENDEXTERNALSOURCE ステートメント”が必要で

す。
参照項目: “ENDEXTERNALSOURCE ステートメント”

構文
EXTERNALSOURCEvariable-expression;
<embedded-text>
ENDEXTERNALSOURCE;

必須引数
variable-expression
埋め込みテキストを割り当てる変数、またはテキストが割り当てられる変数を生
成する式を指定します。

ENDEXTERNALSOURCE;
EXTERNALSOURCEステートメントの終わりを指定します。

オプション引数
embedded-text
値の文字列表現を指定します。
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詳細
EXTERNALSOURCEステートメントは、埋め込みテキストの内容とフォーマットの
両方を保持します。埋め込みテキストが、Pythonなどの空白に敏感なプログラミン
グ言語で記述されたコードである場合は、EXTERNALSOURCEステートメントを使
用する必要があります。
このステートメントは、改行が保持されず、追加の空白の挿入が必要になる可能性
がある、引用符で囲まれたテキスト文字列のコード埋め込みよりも望ましい方法で
す。
EXTERNALSOURCEステートメントの使用は、Pythonなどの言語に限定されず、
IML、CMP、DS2、DATAステップ、SQL、CASLなど、SAS Viya内の他の言語にも
使用できます。
EXTERNALSOURCEステートメントに関するその他の考慮事項を次に示します。
n EXTERNALSOURCEステートメントは、場合によっては追加の空白の挿入が必要
になる可能性がある SOURCEステートメント, よりも望ましい場合があります。

n EXECUTE関数と一緒に使用しない限り、EXTERNALSOURCEステートメントは
開始ステートメントとして単独で 1行に表示し、その後にセミコロンを付ける必
要があります。“例 1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参照してくだ
さい。

n 埋め込みテキストは、EXTERNALSOURCEステートメントとセミコロンに続く新
しい行から開始する必要があります。埋め込みテキストを引用符で囲んだり、セ
ミコロンで終わらせたりする必要はありません。“例 1: EXTERNALSOURCEステ
ートメントの使用”を参照してください。

n 埋め込みテキストを指定した後、ENDEXTERNALSOURCEステートメントを指定
してコードブロックを終了する必要があります。ENDEXTERNALSOURCEステ
ートメントは、新しい行に単独で指定する必要があります。
ENDEXTERNALSOURCE;の後に、ENDEXTERNALSOURCEステートメントと同じ行
に指定されたテキストはすべて無視されます。“例 1: EXTERNALSOURCEステー
トメントの使用”を参照してください。

n EXTERNALSOURCEステートメントが EXECUTE関数または runCaslアクション
によって処理される場合、EXTERNALSOURCEステートメントおよび
ENDEXTERNALSOURCEステートメントは、埋め込みテキストと別の行にする必
要はありません。ただし、ステートメントはセミコロンで終了する必要がありま
す。“例 1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参照してください。

比較
EXTERNALSOURCEステートメントは、次の場合を除き、SOURCEステートメント
と似ています。
n EXTERNALSOURCEステートメントでは、空白と改行が保持されます。
n 埋め込みテキストは、指定された文字列に変更されずに保存されます。テキスト
は、フォーマットを変更または追加する必要なく、そのまま保存されます。
SOURCEステートメントでは、埋め込まれたテキストは改行を保持しないため、
追加の空白またはその他のフォーマットの挿入が必要になる場合があります。
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n マクロ処理は EXTERNALSOURCEステートメントではサポートされておらず、マ
クロ、マクロ変数、およびマクロ関数への参照もサポートされていません。マク
ロ処理は、SOURCEステートメントでサポートされています。

n デフォルトでは、EXTERNALSOURCEステートメントコードブロックに埋め込ま
れたテキストは、SASログにエコーされません。SOURCEステートメントコード
ブロックに埋め込まれたテキストは、デフォルトで SASログにエコーされます。
“例 1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参照してください。

注: ECHOEXTSRCオプションを SETステートメントで指定すると、SASが
EXTERNALSOURCEステートメントコードブロックに埋め込まれたテキストを
SASログにエコーできるようになります。例については、“例 1: 
EXTERNALSOURCEステートメントの使用”を参照してください。

例
例 1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用
次の例では、EXTERNALSOURCEステートメントを使用して IMLコードを変数に保
存し、imlアクションを使用して IMLコードを実行します。

proc cas;
   action loadactionset / actionset='iml';       /* 1  */
   set echoextsrc;                               /* 2  */
   externalsource pgm;                           /* 3  */
      a = 123;
      x =/* embedded comment */ 3;               /* 4  */
      y=a-x;
   endexternalsource; print "This text is ignored";      /* 5  */
   print "This statement is part of regular CASL code";  /* 6  */
   run;
   iml / code=pgm;                                       /* 7  */
   run;                                           
quit;

1 imlアクションセットをロードします。
2 ECHOEXTSRCオプションを SETステートメントで指定して、SASが埋め込みテ
キストを SASログにエコーできるようにします。

3 EXTERNALSOURCEステートメントを指定し、その後に変数名 pgmとセミコロ
ンを続けます。このステートメントは、単独で 1行に指定します。

4 変数 pgmに保存する埋め込みテキストを指定します。埋め込みテキストを引用
符で囲んだり、埋め込みテキスト内のステートメントをセミコロンで終了したり
する必要はありません。

5 新しい行に ENDEXTERNALSOURCEステートメントを(単独で)指定して、コード
ブロックを終了します。ENDEXTERNALSOURCEステートメントの直後にセミ
コロンを付ける必要があります。ENDEXTERNALSOURCEステートメントと同
じ行でセミコロンの後に指定されたテキストは無視されます。
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6 ENDEXTERNALSOURCEステートメントの後の新しい行に追加の CASLコード
を指定します。

7 変数 pgmを imlアクションの Code=パラメーターに指定して、変数 pgmに含ま
れるコードを実行します。

アウトプット 2.2 EXTERNALSOURCEステートメントを使用した場合のログ出力
82   proc cas;
83      action loadactionset / actionset='iml';
84      set echoextsrc;
85      externalsource pgm;
86         a = 123;
87         x =/* embedded comment */ 3;
88         y=a-x;
89      endexternalsource; print "This text is ignored";      /*  */
90      print "This statement is part of regular CASL code";  /*  */
91      run;
NOTE: Active Session now CASAUTO.
NOTE: Added action set 'iml'.
{actionset=iml}
This statement is part of regular CASL code
92      iml / code=pgm;                  /*  */
93      run;
94   quit;
NOTE: PROCEDURE CAS used (Total process time):
      real time           0.22 seconds
      cpu time            0.00 seconds

例 2: EXECUTE関数での EXTERNALSOURCEステートメントの
使用
次の例は、EXECUTE関数で EXTERNALSOURCEステートメントを使用する方法を示
しています。

proc cas;
   execute( "print 'this is my program'; externalsource mystring; 10*5 = 50; i*2=x 
endexternalsource;" );   
run;   
   print mystring;
run;
quit;

アウトプット 2.3 EXECUTE関数で使用される EXTERNALSOURCEステートメント
のログ出力

12
13    proc cas;
14       execute( "print 'this is my program'; externalsource mystring; 10*5 = 
50; i*2=x endexternalsource;" );
15    run;
this is my program
16       print mystring;
17    run;
10*5 = 50; i*2=x
18    quit;
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関連項目
n “ENDEXTERNALSOURCE ステートメント”

n “SOURCE ステートメント”

FILE ステートメント
別の出力先を指定できます。
デフォルト: アプリケーションによって定義されます。
例: “例 5: ディシジョンツリーモデルの学習とデータのスコアリング” (85ページ)

構文
FILE “fileref” ;

必須引数
fileref

filerefは次のいずれかになります。
n odsでは、必要に応じて、ODS出力でデフォルトの出力場所を使用します。
n logでは、デフォルトの出力場所を使用しますが、ODSは使用しません。内
部出力形式ルーチンを使用し、必要に応じて SASログに出力します。

n <name>では、名前の付いたファイル参照名の場所を出力に使用します。
n <path>では、与えられたパスを出力の場所として使用します。
FILEステートメントを使用して、アクティブな出力場所を指定ファイルに変更す
ることができます。各 filerefには名前があります。この名前を使用すれば、アク
ティブなファイルをいつでも別の filerefに変更することができます。

例: FILEステートメントで出力場所を変更する
file tablefile "/u/user/table.lst"
print table;
file ods;                          /* #1 */
file nodes "/u/user/nodes";        /* #2 */
action listnodes result=r;
print r;                           /* #3 */
file log;                          /* #4 */
print r;                           /* #5 */
file ods;

1 アクティブな出力場所を ODSに設定します。
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2 アクティブな出力場所を/u/user/nodesに設定します。
3 listnodesアクションの結果は、/u/user/nodesに出力されます。
4 アクティブな出力場所を SASログに設定します。
5 同じ結果が SASログに出力されます。

関連項目
“OUTPUT ステートメント”

FNC ステートメント
すべての共通関数を、その簡単な説明を付けて、名前とカテゴリに基づいてリストします。

構文
FNC category-name;

必須引数
category-name
関数を表示するカテゴリの名前を指定します。カテゴリ名のリストについては、
“例: すべての共通関数とそのカテゴリを表示”を参照してください。

例: すべての共通関数とそのカテゴリを表示
proc cas;
fnc cate;
run;

例のコード 2.3 SASログ

bitwise
char
combinatorial
datetime
distance
financial
math
probability
quantile
random
special
statistics
trig
truncation
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関連項目
n “CASLビルトイン関数” 

n “共通関数” 

n “FUNCTION ステートメント” 

n “FUNCTIONLIST ステートメント”

FORMAT ステートメント
出力形式を単一の変数または変数のリストに関連付けます。
ヒント: 変数や出力形式のリストを複数指定できます。

構文
FORMAT variable-1...variable-N format;

詳細
出力形式を削除する
出力形式を削除するには、最後に出力形式を指定せずに変数のリストを指定します。
次の例では、Todaysdate、Tdate、Tod、DateTは、現在、それぞれに出力形式が関
連付けられている変数です。次の FORMATステートメントには出力形式の指定が
ないため、変数から関連する出力形式が削除されます。

format todaysdate tdate tod datet;

結果テーブル内の列に出力形式を適用する
結果テーブル内の列に出力形式を適用することができます。次の例では、結果テー
ブルには、Cylinders、Wheels、MSRPの 3つの列が含まれており、これをフォーマ
ットする必要があります。CylindersとWheelは Best5.で、MSRP列は Best8.でフォ
ーマットされています。

ヒント 各出力形式の末尾には、出力形式名の後にピリオド"."があることを
確認してください。

format table "cylinders" "wheels" best5. "msrp" best8.;
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例: 出力形式の適用
次の例では、変数 Todaysdate、Tdateおよび DateTに出力形式 Date12.を、変数 Tod
に出力形式 Time12.を適用しています。

proc cas;
format todaysdate tdate datet date12. tod TIME12.;
run;

FUNCTION ステートメント
式で呼び出すことができる新しい関数を作成します。
デフォルト: returnステートメントが指定されていない場合、デフォルトの戻り値はゼロになり

ます。
要件 ENDステートメントを FUNCTIONステートメントの後に配置する必要がありま

す。
例: “例 3: ユーザー定義関数の作成” (82ページ)

構文
FUNCTION function- name (<parameter–1><, parameter–2><, ..., parameter–n>);

statements;
END;

必須引数
function- name
ユーザー定義関数名を指定します。

statement
一連の CASLステートメントです。

オプション引数
parameter
呼び出し時に関数に渡される引数値を保持する変数名を指定します。

関連項目
n “CALL ステートメント”

n “END ステートメント”

n “FUNCTIONLIST ステートメント”
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FUNCTIONLIST ステートメント
すべての CASLビルトイン関数とユーザー定義関数を、簡単な説明を付けて、名前に基づいてリスト
します。

構文
FUNCTIONLIST <name>;

FLIST <name>;

オプション引数
名前が指定されていない場合は、使用可能な関数が SASログに出力されます。
name
情報をリストする関数の名前を指定します。
次の名前を使用して、使用可能な関数を確認することができます。
n userは、ユーザー定義関数を示します。
n <name>は、インポートされた関数を拡張子名で示します。

GLOBAL ステートメント
CASLプログラム内のどこからでもアクセスして使用できる変数を作成します。

構文
GLOBAL variable;

必須引数
variable
変数名を指定します。

詳細
変数のスコープには、ローカルまたはグローバルがあります。ローカル変数は、そ
の変数が作成された関数内にのみ存在します。グローバル変数は、CASLプログラム
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内のどこからでもアクセスして使用できます。LOCALステートメントを使用する
と、関数のローカル変数を明示的に作成できます。また、GLOBALステートメント
を使用すると、グローバル変数を明示的に作成できます。

注意
LOCALステートメントを使用して関数内にローカル変数を作成しない場合、その変
数は暗黙的にグローバルになります。同じ名前のグローバル変数が存在する場合
は、グローバル変数が参照されます。 関数内に変数を作成するときは、LOCALステー
トメントを使用することをお勧めします。

n グローバル変数は、CASLプログラム内のどこからでもアクセスして使用できま
す。

n グローバル変数を明示的に作成するには、GLOBALステートメントを使用しま
す。

n 変数が関数の外部で作成された場合、変数は暗黙的にグローバルになります。
n 変数が関数内で作成された際、その変数がコントロールループ変数でない場合や

LOCALステートメントによって作成されていない場合、その変数は暗黙的にグ
ローバルになります。

n グローバル変数は、PROC CASの QUITステートメントがサブミットされるまで
保持されます。

n LOCALステートメントは、変数が作成される関数のローカル変数を明示的に作
成しました。LOCALステートメントを使用して作成された変数は、その関数内
にのみ存在します。

n 関数内で使用されるループ反復変数は、暗黙的にローカルスコープを持ち、その
関数内にのみ存在します。

n ローカル変数は、関数が返されるまで保持されます。

例: グローバル変数の指定
次の例では、xという名前の 2つのグローバル変数を作成します。この関数内で作成
された変数はグローバルスコープで作成されるため、同じ名前の変数が上書きされ
ます。

proc cas;
   function myFunction( y );
      global x;              1
      print "NOTE: When myFunction begins execution, x=" x " and y=" y;
      x=y;
   end func;
run;
   x=5;                      2
   print "NOTE: Before myFunction execution, x=" x;
   myFunction(2);
   print "NOTE: After myFunction execution, x=" x;
run;
quit;
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1 GLOBALステートメントは、グローバルスコープを持つ xという名前の変数を作
成します。

2 この関数の外で作成された x変数もグローバルです。
例のコード 2.4 SASログ

NOTE: Before myFunction execution, x=5
NOTE: When myFunction begins execution, x=5  and y=2
NOTE: After myFunction execution, x=2

関連項目
n “変数スコープ” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “LOCAL ステートメント”

GOTO ステートメント
実行をラベル付きステートメントにすぐに送ります。

構文
GOTO label;

必須引数
label

GOTO移動先を識別するステートメントラベルを指定します。ステートメント
ラベルは、Labelステートメントを使用して定義します。

詳細
GOTOステートメントの移動先ラベルは、同じ CASLメソッド内にある必要があり
ます。label引数の指定が必要で、指定しないとエラーが発生します。ステートメン
トラベルは、Labelステートメントを使用して定義します。

比較
GOTOステートメントは、多くの場合、DO-ENDや IF-THEN/ELSEのプログラミン
グロジックで置き換えることができます。
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例: GOTOステートメントの使用
次の例では、xはゼロに初期化されます。DO WHILEループが実行され、ループす
るたびに xが 1ずつ増分されます。x=5の場合、プログラムは GOTOステートメン
トを実行し、DO WHILEループを終了します。GOTOステートメントを使用すると、
DO WHILEループを早期に(x<10条件が満たされる前に)終了できます。GOTOステ
ートメントは、nullの Labelステートメント doneを参照しています。

proc cas;
   x=0;   
   do while (x < 10);
      print x;
      x = x + 1;
      if (x=5) then do;
         put "x now equals 5 x= " x; 
         goto done; 
      end;                /* end the IF statement */
   end;                   /* end the DO WHILE loop */
   done:                  /* specify a null label that GOTO can refer to */
   print "finished, x should equal 5 x= " x;
run;
quit;

関連項目
n “DO ステートメント”

n “DO ステートメント: 反復”

n “DO OVER ステートメント”

n “DO UNTIL ステートメント”

n “DO WHILE ステートメント”

n “IF ステートメント”

n “Label ステートメント”

n “LEAVE ステートメント”

IF ステートメント
式の値に基づいて、ステートメントを条件付きで実行します。
注: 式の結果が偽の値で、ELSEステートメントがある場合は、ELSEステートメントの

直後のステートメントが実行されます。
ヒント: 効率を高めるには、確率を下げるように IF-THEN/ELSEステートメントを作成しま

す。
参照項目: “ELSE ステートメント” (34ページ)
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例: “例 3: ユーザー定義関数の作成” (82ページ)

構文
IF conditionTHEN statement;
ELSE statement;

必須引数
THEN
式の結果が真の値の場合は、THEN引数の直後のステートメントが実行されま
す。

condition
次に実行するステートメントを決定します。

statement
任意の CASLステートメントを指定します。

詳細
CASでは、IF-THENステートメントの式が評価されて、ゼロ以外、ゼロ、または欠
損のいずれかの結果が生成されます。ゼロ以外の値であれば、その式は真になりま
す。結果がゼロまたは欠損であれば、その式は偽になります。
式の結果が真の値の場合は、THEN引数の直後のステートメントが実行されます。
式の結果が偽の値で、ELSEステートメントがある場合は、ELSEの直後のステート
メントが実行されます。ELSE引数がない場合は、IFステートメントの後のステート
メントが実行されます。

注: IF式を使用すると、条件式の評価が真か偽かに基づいて 2つの値から選択する
ことができます。さらに、IF式をネストして、多方向の決定のために多くの値から
選択することができます。

比較
相互に排他的な条件が長く連続する場合は、IF-THENステートメントを連続で使用
するかわりに SELECTグループを使用します。詳細については、SELECTステートメ
ントを参照してください。
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例: IF-THEN/ELSEステートメントの指定
この例では、IF-THEN/ELSEステートメントで、Grade1、Grade2、Grade3がクラ
ス平均の 80以上であるかどうかを示しています。

proc cas;
  grade1=90;
  grade2=89;
  grade3=74;
  if (grade1>=80) then put 'Grade 1 is equal to or above class average.';
   else put 'Grade 1 is less than 80;
  if (grade2=80) then put 'Grade 2 is equal to or above class average.';
   else put 'Grade 2 is less than 80;
  if (grade3>=80) then put 'Grade 3 is equal to or above class average.';
   else put 'Grade 3 is less than 80;
run;
quit;

例のコード 2.5 SASログ

Grade 1 is equal to or above class average.
Grade 2 is equal to or above class average.
Grade 3 is less than 80

関連項目
n “DO ステートメント”

n “DO ステートメント: 反復”

n “DO OVER ステートメント”

n “DO UNTIL ステートメント”

n “DO WHILE ステートメント”

n SELECTステートメント

Label ステートメント
GOTOステートメントのラベルターゲットを指定します。セミコロンは必要ありません。
サポート: GOTOステートメント

構文
label:statement;
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必須引数
label
任意の識別子を指定し、その後にコロン(:)が続きます。label引数を指定する必
要があります。

注: ラベルに非ラテン文字が含まれている場合は、二重引用符で囲む必要があり
ます。

statement
nullステートメント(;)を含む任意の実行可能なステートメントを指定します。
statement引数を指定する必要があります。

詳細
ラベルは、特定のステートメントに識別子を関連付け、GOTOや LEAVEなどの他の
ステートメントからそのステートメントを参照できるようにします。ステートメン
トには複数のラベルを設定できます。

例
cas mysess;
proc cas;
flag=false;
if flag then goto test;
print (Note) "Your test ran successfully.";
goto finish;
test:print (Warn)"Your test did not run successfully.";
finish:;
end;
run;

WARNING: Your test did not run sucessully.

関連項目
n “GOTO ステートメント”

n “LEAVE ステートメント”
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LEAVE ステートメント
現在のループの処理を停止し、シーケンス内の次のステートメントから再開します。
ヒント: LEAVEステートメントを使用すると、条件に基づいて DOループまたは SELECTグ

ループを途中で終了できます。

構文
LEAVE;

詳細
LEAVEステートメントを使用すると、反復する DOループを途中で終了させること
ができます。LEAVEステートメントは、単独で使用することも、条件に基づいて(た
とえば、IFステートメントと組み合わせて)使用することもできます。DOループ内
から LEAVEステートメントが検出されると、ループの反復はそこで停止し、ループ
からループ後の最初のステートメントに制御が戻ります。

注: PROC CASの非反復 DOステートメントでは、1つのステートメントとして実行
されるコードのブロックが作成されます。LEAVEステートメントは、DOステート
メントで作成されたプログラムには影響しません。LEAVEステートメントは“DO ス
テートメント: 反復”に影響します。

例: LEAVEステートメント
この例は、LEAVEステートメントを示しています。

proc cas;
  function evaltest(x, y);
  if (x == y) then put "GOOD ";
    else             put "ERROR ";
  end;

  do i = 1 to 10 by 1;

  if (i == 5) then leave;
  put i;
  end;

  test = evaltest( i, 5,test);

  put i;
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run;

次の行が SASログに書き込まれます。
例のコード 2.6 SASログ

1
2
3
4
GOOD
5

LOADACTIONSET ステートメント
SAS Cloud Analytic Servicesアクションセットをロードします。
要件 アクションセットをセッションにロードする機能は、アクセスコントロールの対象

です。
例: “例 5: ディシジョンツリーモデルの学習とデータのスコアリング” (85ページ)

構文
LOADACTIONSET “action-set-name”;

必須引数
action-set-name

SAS Cloud Analytic Servicesアクションセットの名前を指定します。

LOCAL ステートメント
CASL関数のローカル変数を作成します。

構文
LOCAL variable;

必須引数
variable
変数名を指定します。
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詳細
変数のスコープには、ローカルまたはグローバルがあります。ローカル変数は、そ
の変数が作成された関数内にのみ存在します。グローバル変数は、CASLプログラム
内のどこからでもアクセスして使用できます。LOCALステートメントを使用する
と、関数のローカル変数を明示的に作成できます。また、GLOBALステートメント
を使用すると、グローバル変数を明示的に作成できます。

注意
LOCALステートメントを使用して関数内にローカル変数を作成しない場合、その変
数は暗黙的にグローバルになります。同じ名前のグローバル変数が存在する場合
は、グローバル変数が参照されます。 関数内に変数を作成するときは、LOCALステー
トメントを使用することをお勧めします。

n グローバル変数は、CASLプログラム内のどこからでもアクセスして使用できま
す。

n グローバル変数を明示的に作成するには、GLOBALステートメントを使用しま
す。

n 変数が関数の外部で作成された場合、変数は暗黙的にグローバルになります。
n 変数が関数内で作成された際、その変数がコントロールループ変数でない場合や

LOCALステートメントによって作成されていない場合、その変数は暗黙的にグ
ローバルになります。

n グローバル変数は、PROC CASの QUITステートメントがサブミットされるまで
保持されます。

n LOCALステートメントは、変数が作成される関数のローカル変数を明示的に作
成しました。LOCALステートメントを使用して作成された変数は、その関数内
にのみ存在します。

n 関数内で使用されるループ反復変数は、暗黙的にローカルスコープを持ち、その
関数内にのみ存在します。

n ローカル変数は、関数が返されるまで保持されます。

例: ローカル変数の指定
次の例では、xという名前のローカル変数とグローバル変数の両方を作成します。こ
の関数内で作成された変数はローカルスコープで作成されるため、同じ名前の他の
変数を上書きすることはありません。

proc cas;
   function myFunction( y );
      local x;               1         
      print "NOTE: When myFunction begins execution, x=" x " and y=" y;
      x=y;
      print "NOTE: After the myFunction assignment statement, x=" x " and y=" y;
   end func;
run;
   x=5;                            2   
   print "NOTE: Before myFunction execution, x=" x;
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   myFunction(2);
   print "NOTE: After myFunction execution, x=" x;
run;
quit;

1 LOCALステートメントは、ローカルスコープを持つ xという名前の変数を作成
します。

2 この関数の外で作成された x変数は、グローバルです。
例のコード 2.7 SASログ

NOTE: Before myFunction execution, x=5
NOTE: When myFunction begins execution, x=  and y=2
NOTE: After the myFunction assignment statement, x=2  and y=2
NOTE: After myFunction execution, x=5

関連項目
n “変数スコープ” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “GLOBAL ステートメント” (45ページ)

Null ステートメント
何も操作を実行しないステートメント。

構文
;

詳細
Nullステートメントは、セミコロンのみで構成されています。何も操作を実行しな
いステートメントです。

OUTPUT ステートメント
アクティブな出力場所を設定します。
デフォルト: ODS
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構文
OUTPUT <ODS | LOG>;

オプション引数
<ODS>
出力が ODS出力先に送信されることを指定します。

<LOG>
出力が SASログに送信されることを指定します。

例
例 1: アクティブな出力を SASログに設定
OUTPUTステートメントで LOGオプションを指定すると、アクティブな出力が SAS
ログに設定されます。

proc cas;
  output log;
  table.columnInfo / table="iris";
run;

例のコード 2.8 SASログ

Column              Label                               ID  Type
Species             Iris Species                         1  char
SepalLength         Sepal Length (mm)                    2  double
SepalWidth          Sepal Width (mm)                     3  double
PetalLength         Petal Length (mm)                    4  double
PetalWidth          Petal Width (mm)                     5  double

         RawLength     FormattedLength                 NFL                 NFD
                15                  15                   0                   0
                 8                  12                   0                   0
                 8                  12                   0                   0
                 8                  12                   0                   0
                 8                  12                   0                   0

例 2: アクティブな出力を ODSに設定
OUTPUTステートメントで ODSオプションを指定すると、アクティブな出力の結果
が HTMLテーブルに生成されるように設定されます。

proc cas;
  output ods;
  table.columnInfo / table="iris";
run;
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アウトプット 2.4 ODS HTML出力

関連項目
“PRINT ステートメント”

PRINT ステートメント
定数、変数、および式の値を現在の出力場所に書き込みます。
注: 出力時に、PRINTステートメントでは、文字列を含む 2つの変数の間にスペースは

追加されません。必要に応じてスペースを追加してください。
例: “例 4: ランタイム数学関数とインライン演算子の使用” (84ページ)

構文
PRINT <(level)>value-1<value-2>...<value-N>;

オプション引数
(level)
アクションからのログイベントに関連付けられている診断レベルを指定します。
レベル付けされたメッセージがログに書き込まれると、その表示はレベルに基づ
いて適切にフォーマットされます。
levelは、低い方から順に、次のいずれかになります。
TRACE
トレースレベルのメッセージを指定します。

DEBUG
デバッグレベルのメッセージを指定します。

INFO
情報レベルのメッセージを指定します。
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NOTE
注レベルのメッセージを指定します。

WARN
警告レベルのメッセージを指定します。

ERROR
エラーレベルのメッセージを指定します。

デフォルト TRACE

例 “例 4: メッセージレベルの追加 ” (59ページ)

value
定数、変数または式を指定できます。
ヒント PRINTステートメントには複数の値を含めることができます。

例
例 1: 1つの値を出力
次の例では、PRINTステートメントを使用して、1つの変数 Gradesを出力していま
す。

proc cas;
   x={96,98,82,83,87,82,99,99,100};
   y={85,90,87,85,92};
   z=x+y;
   Grades=sort(z);
   print Grades;
run;

例のコード 2.9 SASログ

{82,82,83,85,85,87,87,90,92,96,98,99,99,100}

例 2: 複数の値を出力
次の例では、PRINTステートメントを使用して、複数の変数 x、y、z、Gradesを出
力しています。

proc cas;
   x={96,98,82,83,87,82,99,99,100};
   y={85,90,87,85,92};
   z=x+y;
   Grades=sort(z);
  print x y z Grades;
run;

次の SASログでは、出力されるログの順序は、PRINTステートメントの変数の順序
と同じです。
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例のコード 2.10 SASログ

{96,98,82,83,87,82,99,99,100} {85,90,87,85,92} {96,98,82,83,87,82,99,99,100,85,90,87,85,92} 
{82,82,83,85,85,87,87,90,92,96,98,99,99,100}

例 3: 文字列変数の間隔の管理
PRINTステートメントでは、値の間に自動的にスペースが追加されることはありま
せん。次の例では、PRINTステートメントを使用して、いくつかのテキストと変数
a、b、c、dの値を出力します。例の 2番目の PRINTステートメントでは、結果を
フォーマットするために必要に応じてスペースを追加します。

proc cas;
   a="is";
   b="desired";
   c="text";
   d=".";
   print "This" a "my" b c d;
   print "This " a " my " b " " c d;    
run;

次の SASログでは、1行目が最初の PRINTステートメントに対応し、2行目が 2番
目の PRINTステートメントに対応しています。
例のコード 2.11 SASログ

Thisismydesiredtext.
This is my desired text.

例 4: メッセージレベルの追加
次の例では、PRINTステートメントを使用して、メッセージレベルを SASログに追
加します。

proc cas;
   print;
   print "Plain text";
   print (trace) "TRACE level text";
   print (debug) "DEBUG level text";
   print (note) "NOTE level text";
   print (warn) "WARNING level text";
   print (error) "ERROR level text";
quit;

アウトプット 2.5 SASログ
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PRINTLST ステートメント
アプリケーションで定義されたリストファイルに出力します。値がリストの場合、リストは横向きに
なり、各アイテムが表示されます。アイテムがテーブルの場合は、現在の出力場所に出力されます。
別名: plist

構文
PRINTLST expression;

必須引数
expression
ルールと優先順位を使用して評価され、結果を計算する 1つ以上の値、定数、変
数、演算子、関数の組み合わせ。

RETURN ステートメント
現在の関数から値を返します。
例: “例 5: ディシジョンツリーモデルの学習とデータのスコアリング” (85ページ)

構文
RETURNexpression | value;

必須引数
expression
式の結果は、関数が呼び出し環境(または呼び出し元)に返す値です。

value
関数から返される値を指定します。

例: RETURNステートメントの使用
次の例では、2つの関数を作成して、クラスと学生がコースの修了に向けて順調に
進んでいるかどうかを判断する方法について詳しく説明します。

proc cas;
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   grade={80,85,90,86,89,90,75,76,88,70,67};
   classavg=81;
   function evaltest (grade, classavg, student);          /* 1 */
   if (classavg<=67) then put "Class is ON TRACK";
    else put "Class is NOT ON TRACK";
   return (grade+1);                                     /* 2 */
end;
   function grade(classavg);
   return(67);                                           /* 3 */
end;
   grade=grade(1)+1;                                      /* 4 */
   test=evaltest(grade, 5, test);
    if (grade>=classavg) then put "Student is ON TRACK";
     else put "Student is NOT ON TRACK";
   put grade;
run;

1 ユーザー定義関数 Evaltestで、クラスが順調に進んでいるかどうかを判断しま
す。この例では、クラス平均が 81で、67よりも大きいので、クラスは順調に進
んでいます。

2 RETURNステートメントは、学生の成績の値を決定します。現在の学生の成績は
67で、すべての学生の成績に 1点が追加されます。したがって、返される値は
68です。

3 ユーザー定義関数 Gradeでは、学生の最終成績と、その学生がコースの修了に
向けて順調に進んでいるかどうかを判断します。RETURNステートメントは、67
の値を使用して、学生が順調に進んでいるかどうかを判断します。値 67は 81以
上ではないため、この学生は順調に進んでいません。

4 別のクラスまたは学生が順調に進んでいるかどうかを判断するには、最初の IF
ステートメントと 2番目の RETURNステートメントの値 67を置き換えるだけ
です。

例のコード 2.12 SASログ

Class is ON TRACK
Student is NOT ON TRACK
68

RUN ステートメント
入力済みの SASステートメントを実行します。

構文
RUN;
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引数なし
RUNステートメントは、入力済みの SASステートメントを実行します。

詳細
RUNステートメントは SASプログラムのステップ間では必須ではありませんが、使
用することでステップ境界を作成し、SASログを読みやすくすることができます。
CASLコードは、RUNステートメントが読み取られるか、他の PROC、DATAまたは
QUITステートメントによって PROCが終了するまで実行されません。RUNステー
トメントが検出されると、コードが実行され、RUNステートメントの後にさらにコ
ードが受け入れられます。先行する RUNブロックで作成された変数は、後続の
RUNブロックのスコープに残ります。PROC CASが PROC、DATAまたは QUITス
テートメントで終了した後は、変数はスコープから外れます。

注: DOループ内で RUNステートメントを使用しないでください。使用すると、DO
ループが壊れて、エラーが発生します。

SAVERESULT ステートメント
指定された形式で結果テーブルを変数に保存します。
制限事項: サーバー側のみで実行する場合、SAVERESULTステートメントはインメモリ CASテ

ーブルのみを保存します。それ以外の出力形式は無効です。
注: 32,767文字を超える列は、大きすぎるためデータセットに保存できません。
例: “例 5: ディシジョンツリーモデルの学習とデータのスコアリング” (85ページ)

構文
形式 1: SAVERESULT variable-name <DATAOUT=<libref.>data-set-name | LIB=libref> 

<REPLACE | NOREPLACE>;

形式 2: SAVERESULT variable-name <CSV="file-name" | FILE=output-file> <REPLACE | 
NOREPLACE>;

形式 3: SAVERESULT variable-name <CASLIB=caslib-reference-name> <CASOUT="table-
name"> <REPLACE | NOREPLACE>;

必須引数
variable-name

1つ以上の結果テーブルを含む変数を指定します。
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オプション引数
CASLIB=caslib-reference-name
使用する caslibを指定します。

CASOUT="table-name"
結果テーブルをサーバーに転送し、インメモリテーブルとして保存することを指
定します。デフォルトでは、アクティブな caslibが使用されますが、CASLIB=引
数でオーバーライドできます。

CSV="file-name"
CSVファイル名を指定します。ベストプラクティスは、完全修飾パスを指定する
ことです。完全修飾パスを指定しない場合は、SASプロセスの現在の作業ディレ
クトリにファイルを作成しようとします。
CSVファイルはセッションエンコーディングで保存されます。ただし、UPLOAD
ステートメントでファイルをアップロードすると、エンコーディングはデフォル
トで UTF-8になります。保存したファイルをアップロードするには、そのファイ
ルの作成に使用したエンコーディングを指定する必要があります。
ENCODING=IMPORTOPTIONパラメーターを使用して、エンコーディングを指
定します。IMPORTOPTIONSオプションの詳細については、IMPORTOPTIONS=
を参照してください。
ENCODING関数と ENCODING=パラメーターを併用することで、CSVファイル
のエンコーディングを動的に指定できます。

DATAOUT=<libref..>data-set-name
SASライブラリとデータセット名を指定します。デフォルトのライブラリ参照
名はWorkです。

FILE="external-file" | fileref
使用する外部ファイルまたはファイル参照名を指定します。
"external-file"
ファイルパスを指定します。ベストプラクティスは、完全修飾パスを指定す
ることです。完全修飾パスを指定しない場合は、SASプロセスの現在の作業
ディレクトリにファイルを作成しようとします。

fileref
SASファイル参照名を指定します。

LIB=libref
使用する SASライブラリを指定します。指定するライブラリ参照名は、V9エン
ジンライブラリ参照名にする必要があります。

REPLACE | NOREPLACE
既存のファイルを上書きするか、上書きしないかを指定します。デフォルトで
は、SASデータセット、外部ファイル、インメモリテーブルは上書きされませ
ん。既存のファイルを上書きしないようにするには REPLACEを指定します。
デフォルト NOREPLACE
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詳細
CASにロードされたテーブルを置き換えるには、REPLACEオプションを指定する
か、SAVERESULTステートメントを実行する前に、ロードされたテーブルを CASか
ら削除します。次の表では、出力ファイルの種類と、各ファイルの種類に対するデ
フォルトの REPLACEオプションを示しています。

注: DATAOUT=が指定されていない場合、SASデータセットはWork.result-table-
nameとして保存されます。

表 2.1 SAVERESULT出力ファイルの種類とデフォルトの REPLACE値

オプション 出力ファイルの種類 デフォルトの REPLACE値
casout=table-name CASインメモリーテーブル NOREPLACE

CSV=path-name CSV REPLACE

dataout=libname.name SAS7bdat REPLACE

lib=libname SAS7bdat REPLACE

file=path-name テキスト REPLACE

例
例 1: SAVERESULTステートメントの使用: SASデータセット
このサンプルプログラムでは、SAVERESULTステートメントを使用して、アクショ
ンから生成された結果テーブルを保存する方法を示しています。

proc cas;
  session casauto;
  output log;
  table.loadTable / path="iris.sashdat";                                /* #1 */
  simple.summary result=iris / table={name="iris"};                     /* #2 */
  table01=findtable(iris);                                              /* #3 */
  saveresult table01 dataout=work.resultIris;                           /* #4 */
run;

1 table.loadTableアクションを使用して、caslibのデータソースから Irisをロード
します。

2 simple.Summaryアクションを使用して、Irisテーブルの記述統計量を生成しま
す。

3 Table01は、FINDTABLEという関数の結果を保存する新しいテーブルです。
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4 SAVERESULTステートメントは、Table01を SASデータセット ResultIrisとして
Workライブラリに保存します。

例 2: SAVERESULTステートメントの使用: CSVファイル
SAVERESULTステートメントを使用して、アクションの結果を CSVファイルに保存
します。

proc cas;
  session casauto;
  output log;
  table.loadTable / path="iris.sashdat";
  simple.summary result=iris / table={name="iris"};
  tableIris=findtable(iris);
  saveresult tableIris csv="sum.csv";
run;

次の注が SASログに出力されます。
例のコード 2.13 SASログ

NOTE: The CSV file sum.csv has been created.

関連項目
“ACTION ステートメント”

SELECT ステートメント
複数のステートメントのいずれか、またはステートメントグループを実行します。
制限事項: ENDステートメントを SELECTステートメントの後に配置する必要があります。
注: SELECTステートメントはネストできます。

構文
SELECT <(select-expression)>;

WHEN-1 <(when-expression-1 ..., when-expression-n> ) statement;
<...WHEN-n (when-expression-1 ..., when-expression-n)> statement;

<OTHERWISE statement>;

END;

必須引数
(select-expression)
単一の値に評価される式を指定します。
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(when-expression)
複合式を含む SAS式を指定します。SELECTでは、when-expressionを少なくと
も 1つ指定する必要があります。

注: 複数の when-expressionsをカンマで区切ることができます。これは、論理演
算子 ORで区切るのと同じです。

statement
DO、SELECT、および nullステートメントを含む、実行可能な SASステートメ
ントを指定します。statement引数を指定する必要があります。

詳細
SELECTグループでの WHENステートメントの使用
この SELECTステートメントは、SELECTグループを開始します。SELECTグループ
には、特定の条件が真のときに実行される CASステートメントを識別するWHEN
ステートメントが含まれます。SELECTグループで少なくとも 1つのWHENステー
トメントを使用します。オプションの OTHERWISEステートメントでは、WHEN条
件が満たされない場合に実行されるステートメントを指定します。ENDステートメ
ントで、SELECTグループを終了します。

注: SELECTステートメントはネストできます。

例: SELECTステートメントの使用
複数のステートメントを実行するには、SELECTステートメントを使用します。次の
例では、SELECTステートメントは 2つの when式と 1つの OTHERWISEステート
メントを実行します。

proc cas;
  a=10;
  select (a);
    when (10) put a;
    when (20) put a=a*2;
      otherwise;
  end;
run;

関連項目
n “DO ステートメント”

n “END ステートメント”

n “IF ステートメント”
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SESSION ステートメント
プログラムによって起動されるアクションに使用するセッションを指定します。
例: “例 5: ディシジョンツリーモデルの学習とデータのスコアリング” (85ページ)

構文
形式 1: SESSION session-reference;

必須引数
session-reference
既存セッションの名前を指定します。

例
例 1: セッションとセッション UUIDの出力
この例では、casautoセッションのセッション UUIDを出力します。

options cashost="cloud.example.com" casport=5570 casuser="sasdemo";
cas casauto;
proc cas;
    session casauto;
    action sessionid result=uuid;
    print uuid;
run;

{CASAUTO:Tue Sep 13 11:16:18 2016=4ebd26ad-9dc4-cf4f-a108-4f497d06a23f}

例 2: 既存のセッションに接続
この例では、UUIDを使用して既存のセッションに接続します。UUIDはセッション
固有です。

options cashost="cloud.example.com" casport=5570 casuser="sasdemo";
cas casauto uuid="4ebd26ad-9dc4-cf4f-a108-4f497d06a23f";
proc cas;
    session casauto;
    session.sessionstatus result=s;
    put s;
run;
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SET ステートメント
CASアクションの一部の動作を変更するオプションを制御し、SASログからの対応するメッセージを
制御します。

構文
SETDISP<ECHOEXTSRC><LOGS><LOGS=DEBUG | NOTE | TRACE | 
WARN><STDJSON><WARNINGDUP><USEWIDTH>

引数
SETステートメントには、次の引数の少なくとも 1つが必要です。
DISP 

CASアクションから返された処理を SASログに出力することを指定します。
別名 DISPOSITION

ECHOEXTSRC
EXTERNALSOURCEステートメントコードブロックに埋め込まれたテキストを
SASログにエコーできます。
例 “例 1: EXTERNALSOURCEステートメントの使用” 

LOGS
CASからのメッセージを SASログに出力することを指定します。デフォルト値
は TRACEです。
デフォ
ルト

TRACE

ヒント 引数のない LOGSオプションは、LOGS=TRACEオプションと同等です。
追加のタイプのログメッセージの指定については、 LOGS= (68ペー
ジ)オプションを参照してください。
UNSETステートメントで LOGSオプションを指定すると、CASからロ
グへのメッセージの出力を抑制できます。

参照項
目:

UNSETステートメントの詳細については、“UNSET ステートメント”を
参照してください。

LOGS=
次のいずれかのオプションを指定して、ログへのメッセージを制御できます。
DEBUG

TRACEオプションで表示されたものを除くすべてのログメッセージを出力し
ます。
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NOTE
DEBUGおよび TRACEオプションで表示されたものを除くすべてのログメッ
セージを出力します。
例 “例 3: 診断メッセージを SASログに出力する” 

TRACE
すべてのログメッセージをログに出力します。
例 “例 3: 診断メッセージを SASログに出力する” 

WARN
DEBUG、NOTE、および TRACEオプションで表示されたものを除くすべての
ログメッセージを出力します。

STDJSON
CASL2JSON関数が JSON標準に準拠したテキストのみを生成し、JSON2CASL関
数が JSON標準に準拠したテキストのみを受け入れることを指定します。
STDJSONの設定は、CASLコードが SAS Compute Server (SASクライアント)で
実行されているか CASサーバーで実行されているかに関係なく、CASLコードが
実行されている環境にのみ影響します。
n 既存のコードとの下位互換性のために、標準からの差異がこれらの関数で許
可されるように、STDJSON引数はデフォルトで設定解除されています。SAS
クライアント上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定すると、
SASクライアント上の関数の動作にのみ影響します。
SASクライアントで STDJSONオプションを設定するには、PROC CASコード
ブロックで set stdjson;を指定します。

proc cas;
   set stdjson;
run; quit;

n CASサーバー上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定すると、
CASサーバー上の関数の動作にのみ影響します。
CASサーバーで STDJSONオプションを設定するには、sccasl.runCaslアクシ
ョンにサブミットされるコードに set stdjson;が含まれていることを確認して
ください。

proc cas;
   source pgm;
      set stdjson;
      < more-statements >;
   endsource;
   sccasl.runCasl / code=pgm;
 run;

STDJSON設定は、CASL_STD_JSON環境変数の値をローカルでオーバーライドで
きます。構成インスタンスでの環境変数の設定の詳細については、“Edit Server 
Configuration Instances” (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照して
ください。
デフォルト STDJSONは設定解除されています。
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参照項目: “Edit Configuration Instances” (SAS Viya Platform: Programming 
Run-Time Servers)

“CASL2JSON 関数” (107ページ)

“JSON2CASL 関数” (146ページ)

USEWIDTH
テーブル内の文字列値の定義された列幅の使用を指定します。列の定義された
幅よりも幅が狭い値は、定義された列の幅全体まで空白が埋め込まれます。
USEWIDTHは、結果テーブル内の固定長の文字変数にのみ影響します。可変長
の文字変数は影響を受けません。
デフォル
ト

USEWIDTHは設定解除されています。

ヒント UNSETステートメントを使用して、列内のすべての値の最大測定幅
まで、すべての値に空白を埋め込むように指定できます。

WARNINGDUP
CASアクションから返された 2つ以上の応答辞書エントリが同じキーを持つ場
合に、SASログに警告メッセージを出力することを指定します。runCaslアクシ
ョンの場合、SEND_RESPONSE関数を CASLコードで使用して、アクションから
クライアントに 1つ以上の応答辞書を送信できます。応答に重複した名前の値
が含まれている場合、応答で CASアクションから最後に受け取った値がそのキ
ーの値になります。
デフォル
ト

WARNINGDUPは設定解除されています。

ヒント UNSETステートメントを指定することにより、重複した応答辞書エン
トリの警告が出力されないように指定できます。

例 “例 2: 重複キーの警告メッセージを SASログに出力する ”

例
例 1: SASログでの処理の表示
SETステートメントを使用して、オプションをオンにすることができます。SET DISP
は、SASログに処理を表示するために使用されます。

proc cas;
   set disposition;                       /* 1  */
   builtins.help / action="serverStatus";
run;
   builtins.help / action="nonExistent";  /* 2  */
run;
   unset disposition;                     /* 3  */
   builtins.help / action="nonExistent";
run;
quit;
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1 SET DISPOSITIONステートメントを指定して、処理をログに出力します。アク
ションは正常に実行されるため、次の処理がログに出力されます: NOTE: 
Disposition: Severity Normal。

2 SET DISPOSITIONステートメントがまだアクティブであり、nonExistentアクシ
ョンがエラーになっているため、次の処理がログに出力されます: ERROR: 
Disposition: Severity Error。

3 DISPOSITIONオプションを UNSETステートメントで指定して、処理メッセージ
のログへの出力を停止します。

アウトプット 2.6 SASログでの処理の表示のログ出力
{serverStatus=TRUE}
ERROR: Action 'nonExistent' was not found.
ERROR: The action stopped due to errors.
ERROR: Disposition: Severity Error 
ERROR: Action 'nonExistent' was not found.
ERROR: The action stopped due to errors.

例 2: 重複キーの警告メッセージを SASログに出力する
次の例では、WARNINGDUPオプションを SETステートメントで使用して、2つの
応答辞書エントリが同じキーを返すため、警告メッセージを SASログに出力します。

proc cas;
   source serversource;
      resp1={"t"=99};
      send_response(resp1);
      resp2={"t"=v};
      send_response(resp2);
      exit( {severity=0,reason=0,statusCode=0} );
   endsource;
   set warningdup;                               /* 1  */
   sccasl.runCasl result = r status = sc  /
      code=serversource, vars={v=1};
   print r;
run;
quit;

1 プログラムの割り当てで respl変数が重複しているため、SET WARNINGDUPス
テートメントは警告メッセージをログに出力します。

注: EXIT関数は、指定されたステータスで CASLコードのブロックを終了しま
す。

アウトプット 2.7 ログへの重複キーの警告メッセージの出力に関するログ出力
This is WARNING: The key 't' has a duplicate in the results.
{t=1}
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例 3: 診断メッセージを SASログに出力する
次の例では、SET LOGSステートメント、SET LOGS=ステートメント、および UNSET 
LOGSステートメントを使用して、SASログへのメッセージを制御します。UNSET
ステートメントは、CASから SASログへのメッセージの出力を抑制します。

proc cas;
   source serversource;
       print (trace) "This is a trace-level message.";  
       print (debug) "This is a debug-level message";   
       print  (note) "This is a note-level message";    
       print  (warn) "This is a warning-level message"; 
       print (error) "This is an error-level message"; 
       exit( {severity=0,reason=0,statusCode=0} );    
   endsource;
   print "Specify LOGS (with no arguments) to print all messages to the log"; 
   set logs;       /* 1  */
   sccasl.runCasl result = r 
                  status = sc / code=serversource;
run;
   print "Specify LOGS=NOTE to print all messages except DEBUG and TRACE to the log"; 
   set logs=note;  /* 2  */
   sccasl.runCasl result = r 
                  status = sc / code=serversource;
run;
   print "Specify UNSET LOGS to suppress all messages to the log";
   unset logs;     /* 3  */ 
   sccasl.runCasl result = r 
                  status = sc / code=serversource;
run;
quit;

1 CASからのすべてのメッセージを SASログに出力します。デフォルト値は
TRACEです。

2 DEBUGオプションと TRACEオプションで表示されたものを除くすべてのログ
メッセージを出力します。

3 UNSETステートメントを指定して、SASログで CASからのメッセージの出力を
抑制します。

アウトプット 2.8 診断メッセージをログに出力するためのログ出力
Specify LOGS (with no arguments) to print all messages to the log
This is a trace-level message.
This is a debug-level message
NOTE: This is a note-level message
WARNING: This is a warning-level message
ERROR: This is an error-level message
Specify LOGS=NOTE to print all messages except DEBUG and TRACE to the log
NOTE: This is a note-level message
WARNING: This is a warning-level message
ERROR: This is an error-level message
Specify UNSET LOGS to suppress all messages to the log
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関連項目
“UNSET ステートメント”

SOURCE ステートメント
プログラムにテキストを埋め込み、特定の変数に割り当てることができます。
制限事項: SOURCEステートメントと ENDSOURCEステートメントはネストできません。

構文
SOURCE variable;

<text>
ENDSOURCE;

必須引数
variable
テキストを割り当てる変数。

オプション引数
text
変数の値の文字列表現を指定します。

例: SOURCEステートメントの使用
次の例では、SOURCEステートメントを使用してプログラムにテキストを埋め込み
ます。PRINTステートメントを使用すると、埋め込みテキストが SASログに表示さ
れます。埋め込みテキストは pgm変数に割り当てられます。

proc cas;
  source pgm;
    v1='"weight"'n/"hei'ght"n;
    if missing('ag"e'n) then v2=0;
      else v2=v1/'ag"e'n;
  endsource;
run;
  print pgm;
run;
quit;
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例のコード 2.14 SASログ

v1='"weight"'n / "hei'ght"n; if missing('ag"e'n) then v2=0;
else v2=v1/'ag"e'n;

関連項目
“EXTERNALSOURCE ステートメント”

UNSET ステートメント
CASアクションの一部の動作を変更するオプションをオフにし、SASログ内の対応するメッセージを
抑制します。
ヒント: SETステートメントを使用して、SASログに書き込むメッセージを設定できます。

構文
UNSETDISP<ECHOEXTSRC><LOGS><STDJSON><USEWIDTH ><WARNINGDUP>;

引数
DISPOSITION

CASアクションから返された処理を SASログに出力することを指定します。
別名 DISP

例 “例: UNSETステートメントの使用”

ECHOEXTSRC
SASが EXTERNALSOURCEステートメントによって収集された行を SASログに
エコーしないようにします。

LOGS
CASからのメッセージを SASログに出力することを指定します。

STDJSON
CASL2JSON関数が JSON標準に厳密に準拠していない出力テキストを生成でき
ること、および JSON2CASL関数が JSON標準に厳密に準拠していないテキスト
を受け入れることができることを指定します。
既存のコードとの下位互換性のために、標準からの差異がこれらの関数で許可さ
れるように、STDJSON引数はデフォルトで設定解除されています。STDJSONの
設定解除は、CASLコードが SAS Compute Server (SASクライアント)で実行され
ているか CASサーバーで実行されているかに関係なく、CASLコードが実行され
ている環境にのみ影響します。
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n SASクライアント上で実行されているプログラムでの STDJSON引数の設定
解除は、SASクライアント上の関数の動作にのみ影響します。
SASクライアントで STDJSONオプションを設定解除するには、PROC CASコ
ードブロックで unset stdjson;を指定します。

proc cas;
   unset stdjson;
run; quit;

n CASサーバー上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定解除す
ると、CASサーバー上の関数の動作にのみ影響します。
CASサーバーで STDJSONオプションを設定解除するには、sccasl.runCaslア
クションにサブミットされるコードに unset stdjsonが含まれていることを確
認してください。

proc cas;
   source pgm;
      unset stdjson;
      < more-statements >;
   endsource;
   sccasl.runCasl / code=pgm;
 run;

STDJSON設定は、CASL_STD_JSON環境変数の値をローカルでオーバーライドで
きます。構成インスタンスでの環境変数の設定の詳細については、“Edit Server 
Configuration Instances” (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照して
ください。
デフォルト STDJSONは設定解除されています。
参照項目: “Edit Configuration Instances” (SAS Viya Platform: Programming 

Run-Time Servers)

“CASL2JSON 関数” (107ページ)

“JSON2CASL 関数” (146ページ)

USEWIDTH
すべての値に対してグローバルに定義された幅に基づいて幅を定義するのでは
なく、各文字値に使用される最大幅に基づいてテーブル内の文字列の列の幅を定
義することを指定します。USEWIDTHは、結果テーブル内の固定長の文字変数
にのみ影響します。可変長の文字変数は影響を受けません。
デフォルト USEWIDTHは設定解除されています。
ヒント SETステートメントを使用して、定義された列幅まですべての値に空

白を埋め込むように指定できます。
WARNINGDUP
重複する応答辞書エントリの警告が出力されないように指定します。
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例: UNSETステートメントの使用
UNSETステートメントはオプションをオフにします。unset dispositionステートメ
ントは、SASログでの処理の出力を抑制します。

proc cas;
   session casauto;
   unset disposition;
   setsessopt / caslib="casuser";
run;

関連項目
“SET ステートメント” (68ページ)

UPLOAD ステートメント
SASクライアントからサーバーにファイルを転送します。データ転送後、サーバーはデータをインメ
モリテーブルにロードします。
制限事項: CSVファイルをアップロードする際には、CSVファイルのエンコーディングを指定

する必要があります。詳細については IMPORTOPTIONS=を参照してください。
注: サーバーが受信したファイルは、ファイルがインメモリテーブルにロードされるま

で一時的に保存されます。ロードされると、ファイルは削除されます。
アップロードされたファイル

構文
UPLOAD

PATH=path-to-file
<CASOUT={output-table-options}>

<IMPORTOPTIONS={FILETYPE=“BASESAS” | “CSV” | “DTA” | “ESP” | “EXCEL” | 
“FMT” | “EXCEL” | “HDAT” | “JMP” | “LASR” | “SPSS” | “XLSX”<, fileType-
specific-parameters>}>;

必須引数
PATH=path-to-file
アップロードするファイルのパスを指定します。パスは、SASクライアントがア
クセスできるディレクトリから完全修飾されている必要があります。
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オプション引数
CASOUT= output-table-options
基本出力テーブルの設定を指定します。次のパラメーターを指定できます。
n CASLIB= “string”

n INDEXVARS={ “variable-name-1” <, “variable-name-2, ” ...>}

n LABEL= “string”

n NAME= “table-name”

n PROMOTE=TRUE | FALSE

n REPLACE=TRUE | FALSE

n REPLICATION=integer

IMPORTOPTIONS={"BASESAS" | "CSV" | "DTA" | "ESP" | "EXCEL" | "FMT" | 
"HDAT" | "JMP" | "LASR" | "SPSS" | "XLSX"<, fileType-specific-parameters>}
ファイル形式とオプションを指定します。fileTypeパラメーターに指定する値
によって、適用される他のパラメーターが決まります。fileTypeパラメーターの
詳細については、Uploadアクションの"importOptions"を参照してください。
CSVファイルはセッションエンコーディングで保存されます。ただし、UPLOAD
ステートメントでファイルをアップロードすると、エンコーディングはデフォル
トで UTF-8になります。保存したファイルをアップロードするには、そのファイ
ルの作成に使用したエンコーディングを指定する必要があります。
ENCODING関数を使用して、セッションエンコーディングを ENCODING=パラ
メーターに動的に渡すことができます。次の IMPORTOPTIONでの CSVファイ
ルの指定では、ENCODING関数を使用して、セッションエンコーディング文字
列が返され、それが ENCODING=パラメーターに渡されます。
importoptions={filetype="CSV", encoding=encoding()};

例: UPLOADステートメントの使用
次の例は、UPLOADステートメントを使用して CSVファイルを SASクライアントか
らサーバーに転送し、サーバー側のインメモリテーブルで基本的なプログラミング
タスクを実行する方法を示しています。

proc cas;
   session casauto;
   upload path="your-file-path\titanic3.csv" 
      importoptions={filetype="CSV", encoding=encoding()}         
      casout={name="Titanic01"};                                  /* #1 */
run;
   table.tableInfo;                                               /* #2 */
run;
proc cas;
   simple.Summary result=Titanic02 / table={name="Titanic01"};    /* #3 */
   print Titanic02;
   Titanic03=findTable(Titanic02);                                /* #4 */
   saveresult Titanic03 dataout=work.Titanic03;                  /* #5 */
run;
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1 UPLOADステートメントを使用して、Titanic3.csvを SASクライアントからサー
バーに転送します。IMPORTOPTIONでの CSVファイルの指定では、
ENCODING関数を使用して、セッションエンコーディング文字列が返され、そ
れが ENCODING=パラメーターに渡されます。CASOUTオプションでは、name
パラメーターを使用して新しいテーブル名が作成されます。

2 table.Tableinfoアクションを使用して、サーバーにアップロードしたテーブルを
表示します。詳細については、tableInfoアクションを参照してください。

3 simple.Summaryアクションを使用して、Titanic01テーブルの数値変数の記述
統計量を生成し、その結果を Titanic02に保存します。詳細については、
summaryアクションを参照してください。

4 Titanic03は、関数 FINDTABLEの結果を保存する新しいテーブルです。詳細につ
いては、FINDTABLE関数を参照してください。

5 SAVERESULTステートメントを使用して、Titanic03を SASデータセットとして
workディレクトリに保存します。詳細については、SAVERESULTステートメン
トを参照してください。

使用法: CAS プロシジャ

使用法: CASプロシジャ
PROC CASステップは対話型プロシジャを開始し、次のいずれかが発生するまで終
了しません。
n DATAステップ
n 別の PROCステップ
n QUITステートメント
n プロシジャの進行を妨げるエラー状態。
グローバルステートメント、SASマクロコード、および RUNステートメントでは、
SASプロシジャは終了しません。

78 2章 / CAS プロシジャ

http://documentation.sas.com/?docsetId=caspg&docsetVersion=v_042&docsetTarget=cas-table-tableinfo.htm&locale=ja
http://documentation.sas.com/?docsetId=casanpg&docsetVersion=v_042&docsetTarget=cas-simple-summary.htm&locale=ja


結果: CAS プロシジャ

結果テーブル
CASアクションが結果を返す場合、結果のデータ型は通常、1つ以上の結果テーブ
ルを含む辞書です。結果テーブルは、CASアクションが CASLに情報を返すために
用いる主要な手段です。行と列に加えて、結果テーブルにはラベルとデータ型も含
まれます。結果テーブルに対する操作ではいずれも新しい結果テーブルが作成され
る可能性があり、CASLには独自の結果テーブルを作成するための構文が含まれてい
ます。
CASLは、CAS結果テーブルに対してさまざまな操作を提供します。
n 結果テーブル内の特定の行と列の値を参照できます。
n 行、列名、および種類を辞書に抽出できます。
n 新しいテーブルに保持する行と列をリストすることにより、テーブルをサブセッ
ト化できます。

n WHERE式処理を使用して、WHERE式に一致する行を持つ新しいテーブルを作
成できます。

n COMPUTE句を使用して、計算列を作成したり、各行の計算値で配列を作成した
りできます。

n アクションのサブミットから受け取った結果を反復処理できます。
CASLを使用すると、既存の結果テーブルから独自の結果テーブルを作成できます。
また、他の結果テーブルのサブセットまたは組み合わせを作成することもできます。

関連項目
“CASL結果テーブル” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)
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例: CAS プロシジャ

例 1: PROC CASのセットアッププログラム
本書のいくつかの例では、データをダウンロードして CASにロードする必要があり
ます。次の例では、HTTPプロシジャと PROC CAS UPLOADステートメントを使用
してデータにアクセスし、CASにロードします。

プログラム
%let data='http://support.sas.com/documentation/onlinedoc/viya/exampledatasets/
iris.csv';
filename t temp;   
proc http method="get" url=&data. out=t;                
run;
%let temppath = %sysfunc(quote(%sysfunc(pathname(t))));  

proc cas;
   upload path=&temppath.
        casOut={
        name="iris"                                      
        replace=True
      }
     importOptions={fileType="csv"}  
;
run;

例のコード 2.15 SASログ

NOTE: Cloud Analytic Services made the uploaded file available as table IRIS in caslib CASUSER(sasdemo).
NOTE: The table IRIS has been created in caslib CASUSER(sasdemo) from binary data uploaded to Cloud 
Analytic Services.
{caslib=CASUSER(sasdemo),tableName=IRIS}
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例 2: アクションの実行
この例では、指定されたアクション(この場合は listNodesアクション)を実行し、テ
ーブルのコンテンツを Output Delivery System (ODS)に表示します。

プログラム
proc cas;                                 /* #1 */
  action listnodes result=res;            /* #2 */
  print res;                              /* #3 */
run;

1 PROC CASステートメントは、CASプロシジャに固有のステートメントと CASL
ステートメントの選択サブセットを実行するように SASクライアントの準備を
します。

2 ACTIONステートメントでは、指定されたアクション(この場合は listNodesアク
ション)が実行されます。listNodesアクションの結果は、Resという名前の変数
に保存されます。

3 PRINTステートメントでは、変数 Resのコンテンツが表示されます。listNodes
アクションではテーブルが返され、PRINTステートメントでは表示のためにテー
ブルが Output Delivery System (ODS)に提供されます。

次の出力は、8台のマシンのサンプル結果を示しています。
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アウトプット 2.9 出力: listNodesアクションの部分出力

例 3: ユーザー定義関数の作成
この例では、新しい関数を定義し、IF-ELSE/THEN、DO、および PRINTステートメ
ントを使用して関数を実行します。また、この例では、内部関数 factorialを使用し
て、新しく作成された関数 xを定義および実行します。

プログラム
proc cas;                                            /* #1 */
   function factorial(x);                            /* #2 */
     if (x < 1.0) then return(x);                    /* #3 */
     else do;
        return exp(lgamma (x+1));
     end;                                            /* #4 */
   end;
run;
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   do i = 1 to 9;                                    /* #5 */
      x = factorial(i);
      print "   Factorial (" i ") = " put(x,best9.); /* #6 */ 
   end;
   x = factorial(75);
   print "Factorial of 75 = " x;
run;
   x = factorial(75.0);
   print "Factorial of 75.0 = " x;
run;

1 PROC CASステートメントは、CASプロシジャに固有のステートメントと CASL
ステートメントの選択サブセットを実行するように SASクライアントの準備を
します。

2 FUNCTIONステートメントでは、1つの引数を取る新しい関数が作成されます。
3 この関数では、lgammaおよび exp内部関数を使用して、数値の階乗が計算され
ます。IFステートメントでは、xの値が 1.0より小さいかどうかが問われます。
ELSEステートメントは、ランタイム数学式関数 lgammaに xと 1を足した値を
掛けて返すよう要求します。

4 ENDステートメントで、関数の処理が終了します。
5 DOステートメントで、引数 1-9を使用して関数を呼び出します。
6 PRINTステートメントで結果が出力されます。

例のコード 2.16 出力ログ: 新しい関数の定義

 Factorial (1 ) =         1
 Factorial (2 ) =         2
 Factorial (3 ) =         6
 Factorial (4 ) =        24
 Factorial (5 ) =       120
 Factorial (6 ) =       720
 Factorial (7 ) =      5040
 Factorial (8 ) =     40320
 Factorial (9 ) =    362880
 Factorial of 75= 2.480914E109
 Factoiral of 75.0= 2.480914E109
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例 4: ランタイム数学関数とインライン演算子の使
用

プログラム
この例では、新しい関数を作成し、ビルトインランタイム数学関数を使用して、同
じ部屋で同じ誕生日を共有する人数の確率を計算します。この例では、共通関数
lgammaおよび expを使用して、数値の階乗を計算します。この例では、インライ
ン演算子も使用しています。これにより、指定された関数がスタックフレームなし
で呼び出され、現在の変数のローカル変数にアクセスできるようになります。構文
inline.function-nameは、コード内の正確なコードを呼び出して、コンパイル中に実
行されるようにします。

proc cas;                                             /* #1 */
   function SharedFeature (feature,number);           /* #2 */
   p = exp(lgamma (feature+1)- lgamma                 /* #3 */
             (feature-number+1)-number*log(feature));
   return (1-p);                                      
   end;                                               
run;
   do n over {3 10 22 23 50 75};                      /* #4 */
   p =inline.SharedFeature(365,n);                    /* #5 */
   print "Chance at least 1 out of " put(n,best3.) 
  " share same birthday = " put(p,best8.4);           /* #6 */
   p =inline.SharedFeature(365,3);                   
   print "Chance at least 2 out of " put(n,best3.) 
  " share same birthday = " put(p,best8.4);         
end;
run;
quit;

1 PROC CASステートメントは、CASプロシジャに固有のステートメントと CASL
ステートメントの選択サブセットを実行するように SASクライアントの準備を
します。

2 FUNCTIONステートメントでは、新しい関数が作成されます。この関数には 2
つの引数が含まれ、アイテムの numberと featuresを指定して、少なくとも 2つ
のアイテムが同じ特徴を共有する確率を計算します。

3 この関数では、lgamma、logおよび exp内部関数を使用して確率を計算します。
4 DOステートメントでは、リストが反復処理されます。
5 変数 pはここで定義されます。インライン演算子を使用して SharedFeature関
数を呼び出し、部屋の人数を指定して、少なくとも 2人の誕生日が同じになる確
率を計算します。

6 PRINTステートメントで結果が出力されます。PUT関数では、BEST.出力形式が
適用されます。
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注: 関数は再帰的であり、CASLステートメントを実行できます。関数を再定義
することもできます。

例のコード 2.17 ログ: 1人または 2人が同じ部屋で同じ誕生日を共有する確率

Chance at least 1 out of 3  share same birthday = 0.0082041659
Chance of at least 2 out of 3  share same birthday=0.0082041659
Chance at least 1 out of 10  share same birthday = 0.1169481777
Chance of at least 2 out of 10  share same birthday=0.0082041659
Chance at least 1 out of 22  share same birthday = 0.4756953077
Chance of at least 2 out of 22  share same birthday=0.0082041659
Chance at least 1 out of 23  share same birthday = 0.5072972343
Chance of at least 2 out of 23  share same birthday=0.0082041659
Chance at least 1 out of 50  share same birthday = 0.9703735796
Chance of at least 2 out of 50  share same birthday=0.0082041659
Chance at least 1 out of 75  share same birthday = 0.9997198782
Chance of at least 2 out of 75  share same birthday=0.0082041659

例 5: ディシジョンツリーモデルの学習とデータの
スコアリング

この例は、ディシジョンツリーモデルに学習させ、CASLアクションによって生成さ
れたデータをスコアリングする方法を示しています。

プログラム
cas casauto;
libname mycas cas sessref=casauto;
data mycas.golf;                                /* #1 */
   format outlook     $8.;
   format temperature best10.;
   format humidity    best10.;
   format windy       $5.;
   format golf        $10.;
   input outlook $ 1-8 temperature humidity windy $ 16 - 21 golf $22 - 32;
datalines;
sunny    85 85 false Don't Play
sunny    80 90 true  Don't Play
overcast 83 78 false Play
rain     70 96 false Play
rain     68 80 false Play
rain     65 70 true  Don't Play
overcast 64 65 true  Play
sunny    72 95 false Don't Play
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sunny    69 70 false Play
rain     75 80 false Play
sunny    75 70 true  Play
overcast 72 90 true  Play
overcast 81 75 false Play
rain     71 80 true  Don't Play
;
run;
filename score temp;                           /* #2 */
proc cas;
 decisionTree.dtreeTrain result=r /            /* #3 */ 
  table={name = "golf"}
   inputs={"outlook", "windy", "humidity", "temperature"}
   target="golf"
   maxlevel =4
   maxbranch=2
   nbins    =5
   binorder =1
   varImp   =true
   code={labelid=999, comment=true, tabForm=true};
run;
   print r['ModelInfo'];
   print r['DTreeVarImpInfo'];
run; 
   saveresult r['CodeGen'] file=score;         /* #4 */
run;
quit;
data mycas.more_golf;                          /* #5 */
   format outlook     $8.;
   format temperature best10.;
   format humidity    best10.;
   format windy       $5.;
   *format golf       $10.;
   input outlook $ 1-8 temperature humidity windy $ 16 - 21 /* golf $22 - 32 */;
datalines;  
sunny    75 85 true
overcast 83 78 false
sunny    68 80 false
;
run;
proc cas;
  code = readfile("score");                    /* #6 */
 dscode = 
   "data more_golf_scored;
     set more_golf;" 
     || code ||
"run;";
run;
 dataStep.runCode / code = dscode;            /* #7 */
run;
 table.fetch / table = "more_golf_scored";    /* #8 */
run;
quit;

libname casuser v9 '/u/casuser';
data casuser.golf;
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  set mycas.golf;
run;

data casuser.more_golf;
  set mycas.more_golf;
run;

1 CASLを使用して、DATAステップスコアコードを生成、保存、および実行しま
す。CASの DATAステップは CASテーブルを操作対象とします。入力および出
力データセットは CAS LIBNAMEエンジンを使用する必要があります。このエ
ンジンを使用すると、プログラムをコンパイルするときに、DATAステップで
CASテーブルの列メタデータをフェッチできます。他のエンジンを使用するデ
ータセットは、CASにロードするか、そのデータソースに対して caslibを定義す
る必要があります。

2 FILENAMEステートメントでは、SASファイル参照名が外部ファイルに関連付け
られます。この例では、FILENAMEステートメントで、score_golf.sasが外部の
scoreファイルに関連付けられます。

3 ディシジョンツリーアクションセットでは、ディシジョンツリーモデルの DATA
ステップスコアリングコードを生成できるアクションが提供されます。
dtreeTrainアクションは、ディシジョンツリーに学習させます。dtreeTrainの構
文の詳細については、“ディシジョンツリーの学習” (SAS Visual Analytics: プログ
ラミングガイド)を参照してください。

4 SAVERESULTステートメントでは、DATAステップスコアコードが SASデータセ
ットに保存されます。

5 DATAステップでは、スコアリングする新しいデータが作成されます。DATAス
テップでコメントアウトされたコードに注意してください。golfは DATAステ
ップから除外されています。

6 Readfileを使用して、ファイルのコンテンツを読み取ります。Readfile関数で
は、指定されたファイルのコンテンツを文字列として変数に読み込みます。

7 dataStep.runCodeアクションでは、新しいオブザベーションをスコアリングし
ています。スコアリングされたデータには、ゴルフをするための予測と予測確率
が含まれます。

8 テーブルから行をフェッチします。formatパラメーターを使用して、変数に出
力形式を適用します。sortByを使用して、結果を並べ替えるための変数と変数設
定を指定します。パラメーターを使用して、最後に返す行の順序位置を指定しま
す。
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アウトプット 2.10 HTML出力: 学習したディシジョンツリー

アウトプット 2.11 HTML出力: 新しいデータセット
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アウトプット 2.12 HTML出力: テーブルフェッチアクション

例 6: 計算列のサブセット化
この例では、CASアクションを使用して SASデータセットから行を取得し、すべて
の行の比率を計算し、結果をサブセット化して、テーブルをディスクに保存します。
この例では、CASステートメント、アクション、および CASUTILプロシジャを使用
しています。

プログラム
%let data='http://support.sas.com/documentation/onlinedoc/viya/exampledatasets/
cars.csv';
filename t temp;   
proc http method="get" url=&data. out=t;                                  /* #1 */
run;
%let temppath = %sysfunc(quote(%sysfunc(pathname(t))));  

proc cas;
   upload path=&temppath.
        casOut={
        name="cars"                                      
        replace=True
      }
     importOptions={fileType="csv"}  
;
run;
proc cas;
  table.recordCount result=count /                                        /* #2 */
  table="cars";
run;
table.fetch result=fetchr/                                                /* #3 */
  table="cars"
   to=findtable(count)[1,1];
run;
lowMSRP=sort(findtable(fetchr), "MSRP")[1:5,{"MODEL","MAKE","MSRP"}];     /* #4 */
print lowMSRP;
run;
computedcolumn=findtable(fetchr).                                         /* #5 */
    compute({"ratio","Invoice/MSRP",best5.3},Invoice/MSRP)
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    [,{"MODEL", "MAKE","MSRP","ratio"}];
subset= sort(computedcolumn,"ratio")[1:5];                                /* #6 */
print subset;
run;
nrows=findtable(count)[1,1];
print"total rows:" nrows;
run;
saveresult lowMSRP dataout=sasuser.lowMSRP;                               /* #7 */
saveresult subset dataout=sasuser.subset;
run;
quit;

1 HTTPプロシジャと PROC CAS UPLOADステートメントを使用して、CARSデー
タセットにアクセスし、CASにロードします。

2 recordCountアクションでは、CARSテーブルの行数が表示され、レコードカウ
ントが変数 countに保存されます。

3 fetchアクションでは、テーブル CARSから行がフェッチされます。
4 割り当てステートメントでは、変数 lowMSRPを定義します。変数 lowMSRPに
は、MSRPが最も低い 5台の車両が含まれます。

5 割り当てステートメントでは、変数 computedcolumnを定義します。compute
関数では、すべての行の請求書とMSRPの比率が計算されます。

6 割り当てステートメントでは、変数 subsetを定義します。sort関数では、最も
低い 5つの比率を並べ替えてサブセット化します。行の総数は SASログに表示
されます。

7 SAVERESULTステートメントでは、CASテーブルがディスクに保存されます。出
力テーブルはファイルとして保存されます。

アウトプット 2.13 lowMSRP結果テーブル

アウトプット 2.14 subset結果テーブル
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WAIT_FOR_NEXT_ACTION 関数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 177

CASL関数の概要
CASLインターフェイスは、ルーチンが返す可能性のある値を作成および管理するた
めのランタイムサポートを提供します。特に指定がない限り、すべての CASL関数
はクライアント側で機能します。すべてのサーバー側関数は、カテゴリに記載され
ています。関数はさまざまな方法で定義できます。
n CASLは、CASLプログラムのランタイムサポートを提供するビルトイン関数をサ
ポートしています。

n FUNCTIONステートメントを使用すると、CASL構文を使用して、式で呼び出さ
れる新しい関数を作成できます。詳細については、FUNCTIONステートメント
を参照してください。

n CASLは共通 SAS関数もサポートしています。
サポートされている共通 SAS関数のリストについては、共通関数を参照してくださ
い。
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一般的な CASLビルトイン関数の構文
一般的な CASLビルトイン関数の構文は、次の形式になります。
function-name (argument, ...<argument>);

function-name
CASLビルトイン関数の名前。

argument
変数名、定数、式、または別の関数。CASLビルトイン関数で使用できる引数の
数と種類は個別の関数と合わせて記載しています。すべての関数に引数が含ま
れているわけではありません。引数が複数のときはカンマで区切ります。

注: 引数の値が無効な場合は、エラーが発生し、関数の戻り式が欠損値または
null値に設定されます。

関数の例外処理
例外ハンドラー関数を定義できます。例外ハンドラー関数はすべて、情報の辞書で
あるパラメーターを 1つだけ受け取ります。辞書内で、例外のコンテキストとパラ
メーターが指定されます。
これは、浮動小数点エラーなどのシステム例外のハンドラーの例です。

function myfphandler(env) do;
put "error detected, using_MISSING_instead";
setexceptvalue(_MISSING_);
resume;
end do;
on_fpexception call fphandler;

前記の例では、エラーが見つかったときに“_MISSING_”を使用するようハンドラーに
指示しています。SASがデータでエラーまたは浮動小数点エラーを検出した場合、
エラーが発生するたびにMISSINGが表示されます。それ以外の場合は、表示される
はずの値で続行します。
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関数カテゴリ
関数は、操作する値の種類によって分類できます。各 CASL関数は、次のいずれか
のカテゴリに属します。
表 3.1 関数カテゴリの説明

カテゴリ 説明
テストカ
テゴリ

テスト

配列 同種データの名前付き集計コレクションを操作する関数
関数のリストについては、配列を参照してください。

コントロ
ール

プログラムがプログラムフローを維持する方法を指定する関数
関数のリストについては、コントロールを参照してください。

辞書 辞書を操作する関数
関数のリストについては、辞書を参照してください。

ファイル
IO

クライアント側またはサーバー側からのデータまたは結果の入出力に使
用される関数
関数のリストについては、ファイル IOを参照してください。

関数 IO 名前、型、長さ、入力形式、出力形式、ラベル、その他の値情報など、入
力値と出力値に関する情報を返す関数。
関数のリストについては、関数 IOを参照してください。

フォーマ
ット

変数のデータ型を変更する関数
関数のリストについては、フォーマットを参照してください。

マクロ CASL内でマクロ変数を使用できるようにする関数
関数のリストについては、マクロを参照してください。

結果テー
ブル

結果テーブルの操作を可能にする関数
関数のリストについては、結果テーブルを参照してください。

サーバー
側

サーバー側または非同期セッションで使用できる関数
関数のリストについては、サーバー側を参照してください。
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カテゴリ 説明
ステータ
ス

プログラムの実行状態またはプロセスフローを任意のタイミングで操作
する関数
関数のリストについては、ステータスを参照してください。

変数情報 変数を操作し、名前、型、長さ、入力形式、ラベルなどの変数情報を返す
関数
関数のリストについては、変数情報を参照してください。

次の表に、CASL関数の簡単な説明を示します。詳細については、各関数を参照して
ください。

カテゴリ 言語要素 説明

関数 IO CLEAR 関数 (p. 113) 指定されたすべての変数をクリアします。変数が指定され
ていない場合、すべての変数がクリアされます。

EXISTS 関数 (p. 132) 変数が存在するかどうか、または辞書に指定されたキーが含
まれているかどうかを確認します。

結果テーブル ADD_TABLE_ATTR 関数 (p. 
99)

結果テーブルに属性を追加します。

ADDBYGROUP 関数 (p. 100) BYグループテーブルから新しいテーブルを作成します。BY
変数は、各行の最初の変数として追加されます。BYグルー
プ処理の属性は削除されます。

ADDROW 関数 (p. 102) テーブルに 1つ以上の行を追加します。
COMBINE_TABLES 関数 (p. 
115)

最初のテーブルの名前を持ち、すべてのテーブルのすべての
行を含む新しいテーブルを作成します。これが BYグループ
テーブルの場合は、テーブルの最初の変数として BYグルー
プ変数を追加します。

FINDTABLE 関数 (p. 134) 指定された変数で、最初に表示されたテーブルを検索しま
す。これは、アクションの結果が結果テーブルのコピーを返
す場合に役立ちます。

GETCOLUMN 関数 (p. 137) 列を配列に抽出します。
GETRESULT 関数 (p. 140) IDまたはタグに関連付けられた結果を取得します。
LOC 関数 (p. 149) 指定された列で指定された値が見つかった行番号を返しま

す。
NEWTABLE 関数 (p. 151) 新しいテーブルを作成します。
RESULT_BY_COL 関数 (p. 
156)

指定された列で新しいテーブルを作成します。

RESULT_BY_TYPE 関数 (p. 
156)

型の指定に一致する列を持つ新しいテーブルを作成します。
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カテゴリ 言語要素 説明

TABCOLUMNS 関数 (p. 167) 結果テーブルから列を取得します。
TABTYPES 関数 (p. 168) 結果テーブルから辞書にデータ型を抽出します。

コントロール CANCELACTION 関数 (p. 
106)

指定されたセッションで実行中のアクションをキャンセル
します。

EXECUTE 関数 (p. 131) 指定されたコードをコンパイルして実行します。
EXIT 関数 (p. 133) 指定されたステータスで CASLコードのブロックを終了し

ます。
GETENV 関数 (p. 139) 指定された文字列の環境変数を返します
SLEEP 関数 (p. 157) 指定した秒数の間、オペレーティングシステム(OS)をスリー

プさせます。
TIMESTAMP 関数 (p. 170) 現在の日付と時間を返します。
UUID 関数 (p. 176) 指定されたセッションのユニバーサル一意識別子(UUID)を

返します。
サーバー側 CANCELACTIONS 関数 (p. 

106)
指定されたセッションのリストで実行中のアクションをキ
ャンセルします。

CREATE_PARALLEL_SESSIO
N 関数 (p. 125)

アクションの呼び出しと同じ IDでセッションを開始しま
す。この関数を呼び出すと、複数のセッションを作成できま
す。

LIST_PARALLEL_SESSIONS 
関数 (p. 149)

並列セッションをリストします。

SEND_RESPONSE 関数 (p. 
157)

指定された結果をクライアントに送り返します。

TERM PARALLEL SESSION 
関数 (p. 169)

並列セッションを終了します。

WAIT_FOR_NEXT_ACTION 
関数 (p. 177)

アクションが完了するのを待ちます。

辞書 CASL2JSON 関数 (p. 107) CASL辞書のコンテンツを JSON形式のテキストを含む文字
列に変換します。

DICTIONARY 関数 (p. 128) 指定された辞書でキーを検索し、見つかった場合は、関連付
けられた値を返します。

DIM 関数 (p. 129) 配列または辞書の次元を取得します。
EXISTS 関数 (p. 132) 変数が存在するかどうか、または辞書に指定されたキーが含

まれているかどうかを確認します。
GETKEYS 関数 (p. 139) 辞書からキーを配列に抽出します。

96 3章 / CASLビルトイン関数



カテゴリ 言語要素 説明

GETVALUES 関数 (p. 142) 辞書から値を配列に抽出します。
JSON2CASL 関数 (p. 146) JSON形式のテキストを含む文字列を CASL辞書に変換しま

す。
ステータス CODETOSTATUS 関数 (p. 

114)
アクションステータスを辞書に変換します。

GETENV 関数 (p. 139) 指定された文字列の環境変数を返します
MEMORYSTATS 関数 (p. 
150)

CPUとメモリの統計情報を表示します。

SLEEP 関数 (p. 157) 指定した秒数の間、オペレーティングシステム(OS)をスリー
プさせます。

TIMESTAMP 関数 (p. 170) 現在の日付と時間を返します。
UUID 関数 (p. 176) 指定されたセッションのユニバーサル一意識別子(UUID)を

返します。
配列 ADDUNIQUE 関数 (p. 104) 値が配列内にまだ存在しない場合、配列に値を追加します。

DIM 関数 (p. 129) 配列または辞書の次元を取得します。
SORT 関数 (p. 158) 昇順で並べ替えたリストを返します。
SORT REV 関数 (p. 159) 降順で並べ替えたリストを返します。
UNIQUE 関数 (p. 173) 配列を検索して、値が配列に存在するかどうかを判別しま

す。
ファイル IO READFILE 関数 (p. 154) 指定されたファイル参照名のコンテンツを読み取って返し

ます。
READPATH 関数 (p. 155) 指定されたファイル名のコンテンツを読み取って返します。

フォーマット FMTVAR 関数 (p. 136) SAS出力形式の代替として使用できる CASL出力形式変数
を作成します。

INPUT_FORMAT 関数 (p. 
142)

文字列を最適な数値に変換します。

PUT 関数 (p. 153) 指定された出力形式で値をフォーマットし、それを文字列と
して返します。

変数情報 isType 関数 (p. 144) expressionが指定された型の値になるかに基づいて、TRUE
または FALSEを返します。

マクロ SYMDEL 関数 (p. 161) 指定されたマクロ変数を削除します。
SYMGET 関数 (p. 161) マクロ変数の値を返します。
SYMPUT 関数 (p. 162) SASマクロ変数に値を保存します。
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カテゴリ 言語要素 説明

SYMPUTX 関数 (p. 163) マクロ変数に値を割り当て、先頭と末尾の空白の両方を削除
します。

ディクショナリ
ACTIONQ 関数
アクションキューを表示します。

構文
形式 1: ACTIONQ("session-reference ");

ACTIONQ("session-reference ", <"yes">);

必須引数
session-reference
アクションがキューに入れられるセッション名を指定します。

注: セッション名が指定されていない場合は、現在のアクティブなセッションが
使用されます。

オプション引数
yes
指定すると、接続 IDとシーケンス番号が出力に表示されます。
デフォルト no

詳細
CASLを使用すると、サーバーに非同期でアクションをサブミットできます。アクシ
ョンがサブミットされたセッションに対して実行されている場合、そのアクション
はアクションキューに入れられます。必要な数のアクションをサブミットできます
が、一度に実行できるアクションは 1つだけです。残りのアクションは、キューに
入れられた順序で実行されます。
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例
例 1: アクションキューの表示

cas mySession1;
proc cas;
   session mySession1;
      session.listsessions async="session1";run;
      session.listsessions async="session2"; run;
      listsessions async="session3"; run;
   print actionq("mySession1");
   symputx("uuid",uuid("mySession1"));
   print symget("uuid");
run;
quit;

アウトプット 3.1 アクションキューの結果

例 2: Yes引数を使用したアクションキューの表示
cas mySession1;
proc cas;
   session mySession1;
      listsession async="session1"; run;
      listsession async="session2"; run;
      listsession async="session3"; run;
   print actionq("mySession1", "yes");
   symputx("uuid",uuid("mySession1"));
   print symget("uuid");
run;
quit;

アウトプット 3.2 アクションキューの結果

ADD_TABLE_ATTR 関数
結果テーブルに属性を追加します。
カテゴリ: 結果テーブル
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構文
ADD_TABLE_ATTR(table-name, dictionary-1<, dictionary-2, …, dictionary-n>)

必須引数
table-name
属性が追加されるテーブルの名前を指定します。

dictionary
属性のキーと値のペアを含む辞書を指定します。
参照項目: “CASL辞書” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

例 次の例では、辞書リテラルを指定しています。
add_table_attr(table,{attrA="valueA"})

詳細
結果テーブル
結果テーブル属性とは、CAS結果テーブルに設定できる値が関連付けられた名前付
きキーです。CASL PRINTステートメントを使用して、テーブル属性を表示できま
す。結果テーブル属性の出力を示す例については、“結果テーブルのプロパティ ” 
(SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)を参照してください。

戻り値
ADD_TABLE_ATTR関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

0 ADD_TABLE_ATTR関数は成功しました。
>0 ADD_TABLE_ATTR関数はテーブル属性の追加に失敗しました。

ADDBYGROUP 関数
BYグループテーブルから新しいテーブルを作成します。BY変数は、各行の最初の変数として追加さ
れます。BYグループ処理の属性は削除されます。
カテゴリ: 結果テーブル
返されるデータ
の種類:

新しいテーブルの作成が成功しなかった場合、戻り値は 0です。
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構文
ADDBYGROUP (result-table-name);

必須引数
result-table-name

BYグループテーブルの名前を指定します。

例: ADDBYGROUP関数の使用
simple.Summaryアクションを使用して Irisデータセットの単純統計量を生成し、
groupByオプションを使用して BYグループテーブルを作成します。
ADDBYGROUP関数を使用して、BYグループテーブルから新しいテーブルを作成し
ます。

proc cas;
  session casauto;
    table.loadTable result=r/
      caslib="sasdemo"
      path="iris.sashdat"
      casOut={name="iris" replace=true};
run;
proc cas;
  simple.Summary result=summTab / table={name="iris" groupBy="Species"};
run;
  print summTab;
run;
  NewTab=addbygroup(summTab."ByGroup1.Summary"n);
run;
  print NewTab;
run;

アウトプット 3.3 simple.Summaryの結果: summTabの結果
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アウトプット 3.4 ADDBYGROUP関数の結果: NewTabの結果

ADDROW 関数
テーブルに 1つ以上の行を追加します。
カテゴリ: 結果テーブル
返されるデータ
の種類:

CASテーブル

構文
ADDROW (table, row-1<, row-2, ... row-N>);

必須引数
table
行を追加するテーブルを指定します。この引数は、結果がテーブルになる任意の
式にすることができます。

オプション引数
row-1, row-2, …, row-N
テーブルに行として追加する列値のリストを 1つ以上指定します。各行引数は、
結果が値のリストになる任意の式にすることができます。リストは配列として
扱われ、リスト内の値は配列インデックスの昇順でテーブル行の列に割り当てら
れます。
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注 1回の関数呼び出しで複数の行を追加する方が、複数の関数呼び出し(行ごと
に 1回の呼び出し)を指定するよりも効率的です。

詳細
戻り値
ADDROW関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。
表 3.2 ADDROW関数の戻り値

リターン 説明
1 ADDROW関数は成功しました。
CASテーブル ADDROW関数は、1つまたは複数の行をテーブルに追加できませんで

した。

例
例 1: 結果テーブルに 3行を追加する
job.result.tableName、job.result.caslib、および job.status.severityの行がテーブル
resultsに追加されます。

addrow(results,{job.result.tableName, job.result.caslib, job.status.severity});

例 2: 新しいテーブルを作成して複数の行を追加する
この例では、NEWTABLE関数を使用してテーブルを作成し、ADDROW関数を使用
してテーブルに複数の行を追加する方法を示します。プログラムは、NEWTABLE関
数と ADDROW関数の両方で、行の値の引数として式を使用します。この例では、1
つの ADDROW関数で複数の行を効率的に追加する方法も示しています。

proc cas;

table_array[1] = newtable("Table1",{"x","y","z"},{"double","double","double"});
table_array[2] = newtable("Table2",{"x","y","z"},{"double","double","double"});

row_array = {
   { 1, 2, 3 },
   { 4, 5, 6 },
   { "x"=7, "z"=8, "y"=9 },
   { "z"=10, "y"=11, "x"=12 },
   { "y"=13, "z"=14, "x"=15 },
   { "x"=16, "z"=17, "y"=18 }
};
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addrow( table_array[1], row_array[1] );
addrow( table_array[1], row_array[2] );
addrow( table_array[1], row_array[3] );

addrow( table_array[2], row_array[4] );
addrow( table_array[2], row_array[5] );
addrow( table_array[2], row_array[6] );

addrow( table_array[2], row_array[1], row_array[2], row_array[3] );

describe table_array[1];
print table_array[1];
run;

describe table_array[2];
print table_array[2];
run;

quit;

ADDUNIQUE 関数
値が配列内にまだ存在しない場合、配列に値を追加します。
カテゴリ: 配列
返されるデータ
の種類:

関数が値を配列に正常に追加した場合は、ブール値 TRUEが返されます。それ以外
の場合は、FALSEが返されます。

構文
ADDUNIQUE (array, value);

必須引数
array
カウント可能な数の値を指定します。

value
文字または数値の定数、変数または式を指定します。値が数値の場合、SASは
BEST.出力形式を使用してその値を文字列に変換します。

base64Decode 関数
文字列、整数、double配列、バイナリオブジェクトを Base64にデコードします。
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構文
base64Decode("name")

必須引数
name
文字列、整数、double配列、バイナリオブジェクトのデコードが必要な変数ま
たは式の名前を指定します。

詳細
BASE64DECODE関数は、指定された文字列内のすべての空白を無視します。

関連項目
n “base64Encode 関数”

n “unpackData 関数”

base64Encode 関数
文字列、整数、二重配列、バイナリオブジェクトを Base64にエンコードします。

構文
base64Encode("name")

必須引数
name
文字列、整数、double配列、バイナリオブジェクトのエンコードが必要な変数
または式の名前を指定します。

関連項目
n “base64Decode 関数”

n “unpackData 関数”
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CANCELACTION 関数
指定されたセッションで実行中のアクションをキャンセルします。
カテゴリ: コントロール
操作: この関数はクライアント側でも機能します。
返されるデータ
の種類:

関数がアクションを正常にキャンセルした場合は、ブール値 TRUEが返されます。
それ以外の場合は、FALSEが返されます。

構文
CANCELACTION (“session-reference”);

必須引数
session-reference
アクションが実行されているセッション名を指定します。

CANCELACTIONS 関数
指定されたセッションのリストで実行中のアクションをキャンセルします。
カテゴリ: サーバー側
操作: この関数はクライアント側でも機能します。

構文
CANCELACTIONS ({list-of-session-references});

必須引数
session-reference
アクションが実行されているセッションのリストを指定します。複数のセッシ
ョンを指定できます。
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CASL2JSON 関数
CASL辞書のコンテンツを JSON形式のテキストを含む文字列に変換します。
カテゴリ: 辞書
操作: “相互作用” (107ページ)を参照してください。

構文
CASL2JSON(dictionary)

必須引数
dictionary
変換する辞書を指定します。

詳細
戻り値
CASL2JSON関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

string JSON形式のテキストを含む文字列
FALSE 辞書の JSON文字列への変換に失敗しました。

相互作用
CASL_STD_JSON環境変数と STDJSONオプションの設定は、CASL2JSON関数によっ
て生成されるテキストが JSON標準に準拠するかどうかに影響します。
デフォルトでは、既存のコードの下位互換性のために、CASL2JSON関数によって生
成されたテキストは JSON標準に準拠していない可能性があります。JSON標準に
準拠していないテキストは、サードパーティのアプリケーションで処理するときに
問題が発生する可能性があります。この非準拠の動作は、次の方法で管理できます。
n STDJSONオプションを CASLセッションで設定します。これは、SAS Compute 

Server (SASクライアント)または CASサーバーのどちらで実行されるかに関係
なく、CASLプログラムが実行されている環境にのみ影響するローカル設定です。
o SASクライアントで STDJSONオプションを設定するには、PROC CASコード
ブロックで set stdjsonまたは unset stdjsonを指定します。
proc cas;
   set stdjson;
run; quit;
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SASクライアント上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定す
ると、SASクライアント上の関数の動作にのみ影響します。

o CASサーバーで STDJSONオプションを設定するには、sccasl.runCaslアクシ
ョンにサブミットされるコードに set stdjsonまたは unset stdjsonが含まれて
いることを確認してください。
CASサーバー上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定すると、
CASサーバー上の関数の動作にのみ影響します。

n CASL_STD_JSON環境変数を設定します。環境変数は、SAS Compute Server (SAS
クライアント)または CASサーバーで設定できます。これらの環境のいずれかで
環境変数を設定すると、グローバルな効果があり、各サーバーで実行するために
サブミットされたすべての CASLプログラムに適用されます。
o SAS Compute Serverで CASL_STD_JSON環境変数を設定するには、SAS 

Environment Managerの計算サービスの sas.compute.server: 
startup_commands構成インスタンスに環境変数を追加します。
# to enable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = true
# to disable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = false

SAS Compute Server構成インスタンス(sas.compute.server: 
startup_commands)での環境変数の設定は、SASクライアントで実行されてい
る CASLコードにのみ影響します。

o CASサーバーで CASL_STD_JSON環境変数を設定するには、SAS Environment 
Managerの cas-shared-defaultサービスの sas.cas.instance.config: settings構
成インスタンスに環境変数を追加します。
# to enable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = true
# to disable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = false

CASサーバー構成インスタンス(sas.cas.instance.config: settings)での環境変数
の設定は、CASサーバーで実行されている CASLコードにのみ影響します。

構成インスタンスでの環境変数の設定の詳細については、“Edit Server 
Configuration Instances” (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照して
ください。

JSONの詳細については、RFC 8259を参照してください。
CASL2JSON関数と JSON2CASL関数を同じプログラムで実行し、一方の関数の出力
をもう一方の関数への入力として使用する場合は、STDJSONオプションを一貫して
設定する必要があります。
n CASL2JSON関数の実行時に STDJSONオプションが設定されていない場合は、

JSON2CASL関数の実行時にも設定しないでください。
n JSON2CASL関数の実行時に STDJSONオプションが設定されている場合は、

CASL2JSON関数の実行時にも設定する必要があります。
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例
例 1: Fetchアクションの結果を JSONに変換する
次の例では、Fetchアクションの結果を JSONに変換します。Fetchアクションの結
果は、変数 FetchResに辞書として保存されます。JSONは、変数 json1に文字列と
して保存されます。

cas casauto;                               /* 1 */
proc casutil;                              /* 2 */
   load data=sashelp.cars(obs=3
        keep=Make Model DriveTrain) 
        casout="cars" outcaslib="casuser"
   replace;
run;

proc cas;
   table.fetch result=FetchRes /           /* 3 */
     table={name="cars",
            caslib="casuser"};
;
   describe FetchRes;                      /* 4 */
   json1 = casl2json(FetchRes);            /* 5 */
   describe json1;                         /* 6 */
   print json1;                            /* 7 */
run;

 

1 必要に応じて、セッション CASAUTOを作成します。
2 PROC CASUTILを使用して、SASデータセットを CASに転送します。
3 Fetchアクションの結果は、辞書として変数 FetchResに保存されます。
4 DESCRIBEステートメントで、変数 FetchResの構造が SASログに出力されま
す。

5 CASL2JSON関数で、変数 FetchResの要約結果が JSONに変換されます。JSON
は変数 Json1に保存されます。

6 DESCRIBEステートメントで、変数 Json1の構造が SASログに出力されます。
7 PRINTステートメントで、変数 Json1のコンテンツが SASログに書き込まれま
す。変数 Json1には、JSONに変換された Fetchアクションの結果が含まれてい
ます。

例のコード 3.1 JSONに変換された Fetchアクションの結果

 { "_cas_table_.Fetch" :  { "attributes" :  { "name" : "Fetch","label" : "Selected Rows from Table CARS" }  , 
"metadata" :  [  { 
"name" : "_Index_","type" : "int64" }  ,  { "name" : "Make","type" : "string" }  ,  { "name" : "Model","type" : 
"string" }  ,  { 
"name" : "DriveTrain","type" : "string" }  ]  , "rows" :  [  [ "1" , "Acura" , " MDX           " , "All  " ]  ,  [ "2" , "Acura" , 
" RSX Type S 2dr" , "Front" ]  ,  [ "3" , "Acura" , " TSX 4dr       " , "Front" ]  ]  }  } 

CASL2JSON 関数 109



例 2: Summaryアクションの結果を JSONに変換する
次の例では、Summaryアクションの結果を JSONに変換します。Summaryアクシ
ョンの結果は、変数 SummResに辞書として保存されます。JSONは、変数 json2に
文字列として保存されます。

cas casauto;                                  /* 1 */
proc casutil;                                 /* 2 */
   load data=sashelp.cars 
      casout="cars" outcaslib="casuser"
   replace;
run;

proc cas;
   simple.summary result=SummRes /            /* 3 */
      table={name="cars",caslib="casuser"}
      ,inputs={"MPG_City","MPG_Highway"}
      ,subSet={"NMISS","MIN", "MEAN", "MAX"}
    ;
   describe SummRes;                          /* 4 */
   json2 = casl2json(SummRes);                /* 5 */
   describe json2;                            /* 6 */
   print json2;                               /* 7 */
run;

1 必要に応じて、セッション CASAUTOを作成します。
2 PROC CASUTILを使用して、SASデータセットを CASに転送します。

CASエンジンを使用して、データを CASサーバーに転送します。
3 Summaryアクションの結果は、辞書として変数 SummResに保存されます。
4 DESCRIBEステートメントで、変数 SummResの構造が SASログに出力されま
す。

5 CASL2JSON関数で、変数 SummResの要約結果が JSONに変換されます。JSON
は変数 Json2に保存されます。

6 DESCRIBEステートメントで、変数 Json2の構造が SASログに出力されます。
7 PRINTステートメントで、変数 Json2のコンテンツが SASログに書き込まれま
す。変数 Json2には、JSONに変換された Summaryアクションの結果が含まれ
ています。

例のコード 3.2 JSONに変換された Summaryアクションの結果

 { "_cas_table_.Summary" :  { "attributes" :  { "name" : "Summary","label" : "Descriptive Statistics for CARS" }  , 
"metadata" :  [ 
 { "name" : "Column","label" : "Analysis Variable","type" : "string" }  ,  { "name" : "Min","label" : 
"Minimum","format" : 
"D8.4","type" : "double" }  ,  { "name" : "Max","label" : "Maximum","format" : "D8.4","type" : "double" }  ,  
{ "name" : 
"NMiss","label" : "N Miss","format" : "BEST10.","type" : "double" }  ,  { "name" : "Mean","label" : 
"Mean","format" : "D8.4","type" 
: "double" }  ]  , "rows" :  [  [ "MPG_City   " , "10" , "60" , "0" , "20.060747664" ]  ,  [ "MPG_Highway" , "12" , "66" , 
"0" , 
"26.843457944" ]  ]  }  } 
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例 3: Freqアクションの結果を JSONに変換する
次の例では、Freqアクションの結果を JSONに変換します。Freqアクションの結果
は、変数 FreqResに辞書として保存されます。変換された JSONは、変数 json3に
文字列として保存されます。

cas casauto;                                  /* 1 */
proc casutil;                                 /* 2 */
   load data=sashelp.iris 
      casout="iris" outcaslib="casuser"
   replace;
run;

proc cas;
   simple.freq result=FreqRes / 
      inputs={"Species"}, 
      table={name="iris", caslib="casuser"};  /* 3 */
   describe FreqRes;                          /* 4 */
   json3 = casl2json(FreqRes);                /* 5 */
   describe json3;                            /* 6 */
   print json3;                               /* 7 */
run;

1 必要に応じて、セッション CASAUTOを作成します。
2 PROC CASUTILを使用して、SASデータセットを CASに転送します。
3 Freqアクションの結果は、変数 FreqResに保存された辞書です。
4 DESCRIBEステートメントで、変数 FreqResの構造が SASログに出力されます。
5 CASL2JSON関数で、変数 FreqResの辞書が JSONに変換されます。JSON文字列
は変数 Json2に保存されます。

6 DESCRIBEステートメントで、変数 Json3の構造が SASログに出力されます。
7 PRINTステートメントで、変数 Json3のコンテンツが SASログに書き込まれま
す。変数 Json3には、JSONに変換された Freqアクションの結果が含まれていま
す。

例のコード 3.3 JSONに変換された Freqアクションの結果

 { "_cas_table_.Frequency" :  { "attributes" :  { "name" : "Frequency","label" : "Frequency for IRIS" }  , 
"metadata" :  [  { 
"name" : "Column","label" : "Analysis Variable","type" : "varchar" }  ,  { "name" : "CharVar","label" : "Character 
Value","type" : 
"varchar" }  ,  { "name" : "FmtVar","label" : "Formatted Value","type" : "varchar" }  ,  { "name" : "Level","label" : 
"Level","format" : "BEST12.","type" : "int64" }  ,  { "name" : "Frequency","label" : "Frequency","format" : 
"BEST12.","type" : 
"double" }  ]  , "rows" :  [  [ "Species" , "Setosa    " , "Setosa    " , "1" , "50" ]  ,  [ "Species" , "Versicolor" , 
"Versicolor" , "2" , "50" ]  ,  [ "Species" , "Virginica " , "Virginica " , "3" , "50" ]  ]  }  } 

関連項目
n “SET ステートメント” (68ページ)

n “UNSET ステートメント” (74ページ)
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n “CAS LIBNAMEエンジン” (SAS Cloud Analytic Services: ユーザーガイド)

n “DESCRIBE ステートメント” (21ページ)

n “行の取得” (SAS Viyaプラットフォーム: システムプログラミングガイド)

n “度数” (SAS Visual Analytics: プログラミングガイド)

n “JSON2CASL 関数” (146ページ)

n “PRINT ステートメント” (57ページ)

n “要約” (SAS Visual Analytics: プログラミングガイド)

CASLSTORE 関数
caslstore値を作成します。

構文
形式 1: CASLSTORE( { CASLIB= caslib-reference-name, NAME= caslstore-table-name}<,

{ CASLIB=caslib-reference-name-2, NAME= caslstore-table-name-2}… , {CASLIB= 
caslib-reference-name-n, NAME=caslstore-table-name-n}>);

形式 2: CASLSTORE( {PATH=pathname} <, {PATH=pathname-2}, …, {PATH=pathname-
n}>);

必須引数
caslib-reference-name

caslstoreが保存される caslibを指定します。
caslstore-table-name

caslstoreテーブルの名前を指定します。
pathname

caslstoreが保存されるパスを指定します。

詳細
caslstoreは、CASサーバーにユーザー定義関数を保存するための CASLコードリポ
ジトリです。CASLSTORE関数を使用すると、UPLOAD_CASLSTORE関数を使用して
CASにアップロードされたユーザー定義関数をプログラムで使用できるようになり
ます。caslstoreは、プログラムの実行後は保持されないため、プログラムが実行さ
れるたびに、ユーザー定義関数を使用するすべてのプログラム内で定義する必要が
あります。
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例
proc cas;
   source funcs;
      function c2f(c);
          /*(°C×9/5)+32*/
          return ((c*9/5)+32); 
      end;
      function f2c(f);
          /* (°F−32)×5/9 */
          return ((f-32)*5/9); 
      end;
   endsource;
   upload_caslstore({caslib="casuser",
name="store1", replace=true}, funcs);
run;

proc cas;
  cs = caslstore({caslib="casuser", name="store1"});
  DegF=37.0;
  DegC=37.0;
  f=round(c2f(DegC),.1);
  c=round(f2c(DegF),.1);
  print "NOTE: " degF "°F is " c "°C.";
  print "NOTE: " degC "°C is " f "°F.";
run;

例のコード 3.4 ログに返される結果:

NOTE: 37 °F is 2.8 °C.
NOTE: 37 °C is 98.6 °F.

関連項目
n “DEFAULT_CASLSTORE 関数”

n “UPLOAD_CASLSTORE 関数”

CLEAR 関数
指定されたすべての変数をクリアします。変数が指定されていない場合、すべての変数がクリアされ
ます。
カテゴリ: 関数 IO

CLEAR 関数 113



構文
CLEAR (<variable-1<, variable-2 …, variable-n>>);

オプション引数
variable
変数名を指定する文字列。

詳細
戻り値
CLEAR関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

0 変数がクリアされました。

CODETOSTATUS 関数
アクションステータスを辞書に変換します。
カテゴリ: ステータス
返されるデータ
の種類:

失敗した場合は値 0を返します。

構文
CODETOSTATUS (status_code);

必須引数
status_code
サーバーからのステータスを表す番号。

詳細
辞書に返される詳細は、ステータスコードから派生した値です。次の情報が辞書に
含まれています。
Status

CASはステータスを番号で返します。
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0
失敗

Group
ステータスが定義されているメッセージファイル。番号は 0-1000です。

Number
メッセージファイルの番号。

Msg
ステータスコードは文字列に変換され、メッセージファイルで使用されます。

例: CODETOSTATUS関数の使用
次の例は、CODETOSTATUS関数を使用してアクションステータスを取得し、そのス
テータスを辞書に配置する方法を示しています。CODETOSTATUS関数には、情報を
取得するためのステータスコードが必要です。ステータスコードが取得する情報
は、ステータス、グループ、メッセージ番号、メッセージです。

proc cas;
  x=codetostatus(5280316);
  describe x;
  print put(x, hex8.);
run;

次のように SASログに出力されます。
例のコード 3.5 SASログ

  dictionary ( 4 entries, 4 used);
  [status] int64_t;
  [group] int64_t;
  [number] int64_t;
  [msg] string;
  {status=90BFC13C,group=00000210,number=0000013C,msg=The action has been cancelled.}

関連項目
“EXIT 関数”

COMBINE_TABLES 関数
最初のテーブルの名前を持ち、すべてのテーブルのすべての行を含む新しいテーブルを作成します。
これが BYグループテーブルの場合は、テーブルの最初の変数として BYグループ変数を追加します。
カテゴリ: 結果テーブル
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構文
COMBINE_TABLES (list-of-tables, <“key-pattern”> );

必須引数
list-of-tables
結合するテーブルのリスト。

オプション引数
key-pattern

list-of-tables引数に送られるテーブルの名前とマッチングします。キーパターン
を指定した場合、キーパターンでは、そのキーがテーブルのキー内のパターンと
一致するテーブルのみが保持されます。

注: ByGroupInfoテーブルは無視されます。

詳細
戻り値
COMBINE_TABLES関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

CAS結果
テーブル

関数が成功した場合、返されるデータの種類は CAS結果テーブルで
す。

0 関数が成功せず、データの種類 0が返された場合は、引数が多すぎ
ます。

3 関数が成功せず、データの種類 3が返された場合は、テーブルの結
合ができません。

例
例 1: COMBINE_TABLES関数の使用
simple.mdSummaryアクションを使用して、carsデータセット内の列の記述要約
統計量を生成し、groupByパラメーターを使用して、結果を変数 Originと Typeの
一意の組み合わせによって別のテーブルに保存します。COMBINE_TABLES関数を
使用して、すべてのテーブルのすべての行を含む新しいテーブルを作成します。

data casuser.cars;                                  /* 1  */
     set sashelp.cars; 
run; 
 
proc cas; 
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   simple.mdSummary result=summTab /                /* 2  */
      table={caslib="casuser", 
             name="cars", 
             groupBy={"origin", "type"}
      }; 
   describe summTab;                                /* 3  */
   title "Results of simple.mdSummary action";
   print summTab;                                   /* 4  */
run; 
   combTable = combine_tables(summTab);             /* 5  */
   title "Results of combine_tables function";
   print combTable;                                 /* 6  */
   saveresult combTable dataout=work.combTable;     /* 7  */
run; 
quit; 

title "Combined Table";
proc print data=work.combTable;                     /* 8  */
run; 

1 carsテーブルを SASHELPから Casuserライブラリにロードします。
2 simple.mdSummaryを使用して、グループ化変数の Originと Typeの一意の組
み合わせごとに要約統計量を計算し、その結果を summTabという名前の変数に
保存します。

3 DESCRIBEステートメントを使用して、summTabのデータ型と値を表示します。
ログの DESCRIBEステートメントの出力は、summTabが 16のエントリを持つ
辞書であり、各エントリがテーブルであることを示しています。最初のテーブル
は ByGroupInfoテーブルです。

4 PRINTステートメントを使用して、計算されたグループ化テーブルを表示しま
す。結果には、Originと Typeの一意の組み合わせによる要約統計量を含む 15
のテーブルが表示されます。

5 COMBINE_TABLES関数を summTab変数を引数として使用して、テーブルを結
合します。結果を combTableとして保存します。

6 PRINTステートメントを使用して、combTableを表示します。結果は、キーに
ByGroupInfoが含まれている summTab辞書の最初のテーブルを除いて、15の
テーブルすべてが結合されたことを示しています。

7 saveresultを使用して、combTableを work.combTableとして保存します。
8 work.combTableで PROC PRINTを使用して、summTab内のすべてのテーブル

(ByGroupInfoテーブルを除く)のすべての行を含む結合テーブルを出力します。
これには、Originと Typeの列が含まれるようになりました。

COMBINE_TABLES 関数 117



アウトプット 3.5 DESCRIBEステートメントからの部分的なログ出力
dictionary ( 16 entries, 16 used);
 [ByGroupInfo] Table ( [15] Rows [5] columns
Column Names:
 [1] Origin           [                ] (char)
 [2] Origin_f         [                ] (char)
 [3] Type             [                ] (char)
 [4] Type_f           [                ] (char)
 [5] _key_            [                ] (varchar)
 [ByGroup1.MDSummary] Table[MDSummary] ( [10] Rows [15] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] Min              [Minimum         ] (double) [D8.4] 
 [3] Max              [Maximum         ] (double) [D8.4] 
 [4] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [5] NMiss            [N Miss          ] (double) [BEST10.] 
 [6] Mean             [Mean            ] (double) [D8.4] 
 [7] Sum              [Sum             ] (double) [BEST10.] 
 [8] Std              [Std Dev         ] (double) [D8.4] 
 [9] StdErr           [Std Error       ] (double) [D8.4] 
 [10] Var              [Variance        ] (double) [D8.4] 
 [11] USS              [USS             ] (double) [D8.4] 
 [12] CSS              [Corrected SS    ] (double) [D8.4] 
 [13] CV               [Coeff of Variation] (double) [D8.4] 
 [14] TValue           [t Value         ] (double) [7.2] 
 [15] ProbT            [Pr > |t|        ] (double) [PVALUE6.4] 
 [ByGroup2.MDSummary] Table[MDSummary] ( [10] Rows [15] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] Min              [Minimum         ] (double) [D8.4] 
 [3] Max              [Maximum         ] (double) [D8.4] 
 [4] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [5] NMiss            [N Miss          ] (double) [BEST10.] 
 [6] Mean             [Mean            ] (double) [D8.4] 
 [7] Sum              [Sum             ] (double) [BEST10.] 
 [8] Std              [Std Dev         ] (double) [D8.4] 
 [9] StdErr           [Std Error       ] (double) [D8.4] 
 [10] Var              [Variance        ] (double) [D8.4] 
 [11] USS              [USS             ] (double) [D8.4] 
 [12] CSS              [Corrected SS    ] (double) [D8.4] 
 [13] CV               [Coeff of Variation] (double) [D8.4] 
 [14] TValue           [t Value         ] (double) [7.2] 
 [15] ProbT            [Pr > |t|        ] (double) [PVALUE6.4] 
.
.
.
.
.
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アウトプット 3.6 最初の PRINTステートメントの部分的な結果

アウトプット 3.7 2番目の PRINTステートメントの部分的な結果
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アウトプット 3.8 PRINTプロシジャの部分的な結果

例 2: COMBINE_TABLES関数の使用とキーパターンの指定
simple.mdSummaryアクションを使用して、carsデータセット内の列の記述要約
統計量を生成し、groupByパラメーターを使用して、結果を変数 Originと Typeの
一意の組み合わせによって別のテーブルに保存します。COMBINE_TABLES関数を
使用して、パターン"2"に一致するキーを持つテーブルの行のみを含む新しいテーブ
ルを作成します。

data casuser.cars;                                  /* 1  */
     set sashelp.cars; 
run; 
 
proc cas; 
   simple.mdSummary result=summTab /                /* 2  */
      table={caslib="casuser", 
             name="cars", 
             groupBy={"origin", "type"}
      }; 
   describe summTab;                                /* 3  */
   title "Results of the simple.mdSummary action";
   print summTab;                                   /* 4  */
run; 
   combTable = combine_tables(summTab, "2");        /* 5  */
   title "Results of the combine_tables function";
   print combTable;                                 /* 6  */
   saveresult combTable dataout=work.combTable;     /* 7  */
run; 
quit; 
 
title "Combined Table";
proc print data=work.combTable;                     /* 8  */
run; 

1 carsテーブルを SASHELPから Casuserライブラリにロードします。
2 simple.mdSummaryを使用して、グループ化変数の Originと Typeの一意の組
み合わせごとに要約統計量を計算し、その結果を summTabという名前の変数に
保存します。

3 DESCRIBEステートメントを使用して、summTabのデータ型と値を表示します。
ログの DESCRIBEステートメントの出力は、summTabが 16のエントリを持つ
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辞書であり、各エントリがテーブルであることを示しています。最初のテーブル
は ByGroupInfoテーブルです。

4 PRINTステートメントを使用して、計算されたグループ化テーブルを表示しま
す。結果には、Originと Typeの一意の組み合わせによる要約統計量を含む 15
のテーブルが表示されます。

5 COMBINE_TABLES関数を summTab変数を引数として使用して、テーブルを結
合します。第 2引数はキーパターン"2"として指定されているため、テーブルの
キー内でキーがパターン"2"に一致するテーブルのみが保持されます。これに
は、キー 2と 12を持つテーブルが含まれます(ByGroup2.MDSummaryと
ByGroup12.MDSummary)。キーパターンが指定されている場合、ByGroupInfo
テーブルは無視されます。

6 PRINTステートメントを使用して、combTableを表示します。結果は、キーに
2と 12が含まれる 2つのテーブルが結合されたことを示しています。

7 saveresultを使用して、combTableを work.combTableとして保存します。
8 work.combTableで PROC PRINTを使用して、Originと Typeの列と、キー 2と

12を持つテーブル(ByGroup2.MDSummaryと ByGroup12.MDSummary)の行
を含む結合テーブルを出力します。

アウトプット 3.9 最初の PRINTステートメントの部分的な結果
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アウトプット 3.10 2番目の PRINTステートメントの部分的な結果

アウトプット 3.11 PRINTプロシジャの部分的な結果

例 3: COMBINE_TABLES 関数を使用した複数の ByGroupSetテ
ーブルの結合
simple.mdSummaryアクションを使用して、carsデータセットの Horsepower列
の記述要約統計量を生成します。groupByパラメーターを使用して、結果を Origin
と、変数 Typeと Drivetrainの重複しない組み合わせごとに別のテーブルに保存し
ます。COMBINE_TABLES関数を使用して、キー名に"ByGroupSetn"を含むすべての
テーブルを結合します。

data casuser.cars;                                                  /* 1  */
  set sashelp.cars;
run;

proc cas;
   simple.mdSummary result=res status=s /                           /* 2  */
      table={name="cars"}       
      inputs={"Horsepower"},                        
      subSet={"mean", "N"},
      sets={
            {groupBy={"origin"}} 
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            {groupBy={"type", "drivetrain"}}
      };
run;
describe res;                                                       /* 3  */
run;
do i=1 to 2;                                                        /* 4  */
  s=combine_tables(res, cats("ByGroupSet", i));
  table = cats("summary_set", i);
  saveresult s casout=table caslib="casuser" replace;
end;
run;
quit;

1 carsテーブルを SASHELPから Casuserライブラリにロードします。
2 simple.mdSummaryアクションを使用して、carsデータセットの Horsepower
列の記述要約統計量(平均とカウント)を生成します。groupByパラメーターを
使用して、結果を Originと、変数 Typeと Drivetrainの重複しない組み合わせ
ごとに別のテーブルに保存します。groupByパラメーターが 2つあるため、こ
のアクションでは複数の ByGroupSetが作成されます。

3 DESCRIBEステートメントを使用して、resのデータ型と値を表示します。ログ
の DESCRIBEステートメントの出力は、resが 19のエントリを持つ辞書であり、
各エントリがテーブルであることを示しています。各 ByGroupSetの最初のテ
ーブルは、ByGroupInfoテーブルです。

4 combo_tables関数は、キー名に"ByGroupSet1"または"ByGroupSet2"を含むす
べてのテーブルを結合します(ByGroupInfoは無視されます)。
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アウトプット 3.12 DESCRIBEステートメントからのログ出力
dictionary ( 19 entries, 19 used);
 [ByGroupSet1.ByGroupInfo] Table ( [3] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Origin           [                ] (char)
 [2] Origin_f         [                ] (char)
 [3] _key_            [                ] (varchar)
 [ByGroupSet1.ByGroup1.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet1.ByGroup2.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet1.ByGroup3.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroupInfo] Table ( [14] Rows [5] columns
Column Names:
 [1] Type             [                ] (char)
 [2] Type_f           [                ] (char)
 [3] DriveTrain       [                ] (char)
 [4] DriveTrain_f     [                ] (char)
 [5] _key_            [                ] (varchar)
 [ByGroupSet2.ByGroup1.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup2.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup3.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup4.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup5.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup6.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup7.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup8.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup9.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup10.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup11.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup12.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup13.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
 [ByGroupSet2.ByGroup14.MDSummary] Table[MDSummary] ( [1] Rows [3] columns
Column Names:
 [1] Column           [Analysis Variable] (char)
 [2] N                [N               ] (double) [BEST10.] 
 [3] Mean             [Mean            ] (double) [NLD8.4] 
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アウトプット 3.13 ログ出力
NOTE: The table summary_set1 loaded into casuser with 3 observations and 4 
variables.
NOTE: The table summary_set2 loaded into casuser with 14 observations and 5 
variables.

CREATE_PARALLEL_SESSION 関数
アクションの呼び出しと同じ IDでセッションを開始します。この関数を呼び出すと、複数のセッシ
ョンを作成できます。
カテゴリ: サーバー側
返されるデータ
の種類:

関数が成功しなかった場合、ブール値 FALSEが返されます。それ以外の場合、返さ
れるデータの種類はセッション名の文字列です。

ヒント: アクション呼び出しでセッションを指定することもできます。

構文
CREATE_PARALLEL_SESSION (<number-of-workers>);

必須引数
number-of-workers
セッションを実行するワーカーノードの数を指定します。数を指定しない場合
は、すべてのワーカーが使用されます。
デフォルト すべてのワーカー

例
例 1: すべてのワーカーで並列セッションを作成する

session[i] = create_parallel_session();

例 2: nワーカーで並列セッションを作成する
session[i] = create_parallel_session(37);
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DEFAULT_CASLSTORE 関数
デフォルトの caslstoreを設定します。
参照項目: CASLプログラマガイドのユーザー定義関数

構文
DEFAULT_CASLSTORE(caslstore-value);

必須引数
caslstore-value
デフォルトの caslstore値の名前を指定します。

詳細
デフォルトの caslstoreは、修飾されていないユーザー定義関数を探すために検索さ
れるコードリポジトリです。2つの関数が同じ名前で、別々の caslstoreに保存され
ている場合、DEFAULT_CASLSTORE関数は、関数を最初に検索する caslstoreを指
定します。DEFAULT_CASLSTORE関数を使用してデフォルトの caslstoreが設定さ
れていない場合は、最後に指定された caslstoreで最初に関数が検索されます。デフ
ォルトの caslstoreは、新しいデフォルトの caslstoreが設定されるまで保持されま
す。

例: DEFAULT_CASLTORE関数を使用した caslstore
優先度の指定
この例では、"myfunction"という名前の 2つの関数が別々の caslstoreに保存され
ています。最初の"myfunction"は、入力値の階乗を計算します。2番目の
"myfunction"は、入力華氏温度を摂氏温度に変換します。プログラムで両方の
caslstoreが呼び出されると、最新の caslstoreで最初に関数"myfunction"が検索さ
れます。このプログラムでは、デフォルトの caslstoreが設定されていない場合、
"myfunction"が呼び出されたときに、最後に定義された caslstoreである温度変換
関数が使用されます。デフォルトの caslstoreが設定されると、デフォルトの
caslstoreに保存されている"myfunction"が、"myfunction"が呼び出されたときに使
用されます。この場合は階乗関数です。

proc cas;
source funcs;                                                                     /* 1 */
   function myfunction(x);
      if (x < 1.0) then return(x);
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      else do;
         return exp(lgamma (x+1));
      end;
   end func;
endsource;

upload_caslstore({caslib="casuser",                                              
     name="store1", replace=true}, funcs);

source funcs2;                                                                   /* 2 */
   function myfunction(temp);
      Celsius = (5/9*(temp-32));
      return(Celsius);
   end func;
endsource;

upload_caslstore({caslib="casuser",
     name="store2", replace=true}, funcs2);   
run;

proc cas;
   cs1 = caslstore({caslib="casuser", name="store1"});
   cs2 = caslstore({caslib="casuser", name="store2"});       
   dcs = default_caslstore(cs1);                                                 /* 3 */
   
   myresult=myfunction(10);
   print "10! = 3628800"; 
   print "10'F = -12.2'C";
   print "My function result= " myresult;
run;

1 最初の"myfunction"が定義され、"store1"という名前の caslstoreに保存されま
す。

2 2番目の"myfunction"が定義され、"store2"という名前の 2番目の calstoreに保
存されます。

3 デフォルトの caslstoreは、階乗関数"store1"に設定されています。
例のコード 3.6 ログに返される結果:

10! = 3628800
10'F = -12.2'C
My function result= 3628800

関連項目
n “CASLSTORE 関数”

n “UPLOAD_CASLSTORE 関数”

n “CASLstore” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)
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DICTIONARY 関数
指定された辞書でキーを検索し、見つかった場合は、関連付けられた値を返します。
カテゴリ: 辞書

構文
DICTIONARY (dictionary, string);

必須引数
dictionary
検索する辞書を指定します。

string
辞書キーを指定します。

詳細
戻り値
DICTIONARY関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

FALSE キーが辞書内に見つからない、またはパラメーターエラーがあります。
string キーに関連付けらた値を返します。

例: DICTIONARY関数の使用
次の例は、DICTIONARY関数を使用して、辞書内のキーに関連付けられた値を取得
する方法を示しています。この例では、studentId辞書でキー Keeferを検索します。
キー Keeferが辞書内に存在するため、DICTIONARY関数はキーに関連付けられた
68101の値を返します。

proc cas;
  studentID={Woods=13445, Shafer=36772, McKenna=37854, Keefer=68101, 
Johnson=34690,              Shena=20047, Kingstem=60439, Downdry=37710};
  print 'StudentID= ' dictionary(studentID, 'Keefer');
run;

例のコード 3.7 SASログ

StudentId=68101
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関連項目
“CASL辞書” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

DIM 関数
配列または辞書の次元を取得します。
カテゴリ: 配列

辞書
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
DIM (array-name);

必須引数
array-name
配列の名前を指定します。

詳細
DIM関数は、1次元配列にある要素数、または多次元配列内の指定した次元にある
要素数を返します。

例: DIM関数の使用
この例では、DIM関数を使用して、studentIdという名前の辞書の次元を取得してい
ます。

proc cas;
  studentId={Woods=13445, Shafer=36772, McKenna=37854, Keefer=68101, 
Johnson=34690,              Shena=20047, Kingstem=60439, Downdry=37710};
  print 'Dimensions are=' dim(studentId);
run;

例のコード 3.8 SASログ

Dimensions are=8
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関連項目
n “CASL配列” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n CASL辞書

ENCODING 関数
現在のセッションエンコーディングのエンコーディング文字列を返します。
データの種類: CHAR

構文
ENCODING( );

引数なし
ENCODING関数には引数がありません。

詳細
UPLOADステートメントで CSVファイルをアップロードする場合は、ENCODING=
パラメーターを使用してファイルエンコーディングを指定する必要があります。
ENCODING=パラメーターについては、“リソースのアップロード” (SAS Viyaプラッ
トフォーム: システムプログラミングガイド)の"Parameters for fileType="CSV""を
参照してください。ENCODING関数を使用して、セッションエンコーディングを
ENCODING=パラメーターに動的に渡すことができます。次の IMPORTOPTIONで
の CSVファイルの指定では、ENCODING関数を使用して、セッションエンコーデ
ィング文字列が返され、それが ENCODING=パラメーターに渡されます。
importoptions={filetype="CSV", encoding=encoding()};

例
オペレーティングシステムのエンコーディングが日本語の場合、UPLOADステート
メントの ENCODING関数では、shift-jisエンコーディングでファイル Mycsv.csvが
アップロードされます。

proc cas;
upload path="mycsv.csv" casout={name="casout"} importoptions={filetype="CSV", 
encoding=encoding()};
run;
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EXECUTE 関数
指定されたコードをコンパイルして実行します。
カテゴリ: コントロール

構文
EXECUTE("code ");

必須引数
code
コンパイルして実行する CASLコードを指定します。作成された関数はすべて
アクティブなままです。

詳細
戻り値
EXECUTE関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。
表 3.3 リターンコード

リターン 説明
1 コンパイルは成功しませんでした
0 コンパイルは成功しました

例: EXECUTE関数の使用
proc cas;
   values=execute("x=10; y=50; r=x*y; print r;");
   print values;
run;

アウトプット 3.14 ログ
500
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EXISTS 関数
変数が存在するかどうか、または辞書に指定されたキーが含まれているかどうかを確認します。
カテゴリ: 辞書

関数 IO

構文
形式 1: EXISTS (dictionary, key);

形式 2: EXISTS (variable-name);

必須引数
dictionary
検索する辞書を指定します。

key
辞書キーを指定する文字列。

variable-name
変数の名前を指定する文字列。
注 値が割り当てられていなくても、変数は存在できます。

詳細
戻り値
EXISTS関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

0 変数またはキーが存在しないか、パラメーターエラーがあります。
1 変数またはキーが存在します。

例
例 1: 既存の変数の確認
次の例では、EXISTS()関数は、変数 Nameが存在するかを確認します。

proc cas;
Name = 'Jane Smith';
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run;

print "Name variable exists: " exists("Name");
run;
quit;

戻り値 1は、変数 Nameが存在することを示します。

Name variable exists: 1

例 2: 既存のキーの確認
次の例では、EXISTS()関数は、hmeqTableという辞書にキー Copiesが存在するか
を確認します。

proc cas;
   hmeqTable["name"] = "hmeq";
   hmeqTable["copies"] = 2;
run;

   print "Key exists: " exists(hmeqTable, "copies");
run;
quit;

戻り値 1は、キー Copies が hmeqTable辞書に存在することを示します。

Key exists: 1

EXIT 関数
指定されたステータスで CASLコードのブロックを終了します。
カテゴリ: コントロール

構文
EXIT;

EXIT ( {severity = severity-code, reason = reason-code, statuscode = status-
number, formatted = “message” } );

引数なし
引数が指定されていない場合、すべての引数はゼロまたは NULLであると見なされ
ます。引数なしで EXIT関数を使用する場合、ゼロまたは NULL値はリスト内の位置
の値に基づきます。したがって、ステータスは第 1引数、重要度は第 2引数、メッ
セージは第 3引数です。
注: 重要度 0とともに、ゼロ以外の正のステータスコードを指定できます。
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必須引数
message
文字列に変換され、メッセージファイルで使用されるステータスコード。

reason-code
ステータスコードに関する一般的な情報を提供します。受け入れ可能な理由コ
ードのリストについては、“理由コード” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログ
ラマガイド)を参照してください。

status-number
サーバーからのステータスを表す番号。CODETOSTATUS関数を使用してこの番
号を検索し、詳細情報を取得できます。

severity-code
コードの実行が成功したか失敗したかを示します。受け入れ可能な重要度コー
ドのリストについては、“重要度コード” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログ
ラマガイド)を参照してください。

関連項目
“CODETOSTATUS 関数”

FINDTABLE 関数
指定された変数で、最初に表示されたテーブルを検索します。これは、アクションの結果が結果テー
ブルのコピーを返す場合に役立ちます。
カテゴリ: 結果テーブル
返されるデータ
の種類:

テーブルが見つからない場合は、ブール値 FALSEを返します。

例: 計算列のサブセット化 (89ページ)

構文
FINDTABLE (variable);

必須引数
variable
テーブルを検索する変数の名前を指定します。多くのアクションは、結果テーブ
ルを含む結果を返します。この関数を使用して、変数の最初の結果テーブルにア
クセスします。

134 3章 / CASLビルトイン関数

http://documentation.sas.com/?docsetId=caslpg&docsetVersion=v_002&docsetTarget=p08ghbrwykpjjpn1tv52oeielbmj.htm&docsetTargetAnchor=n00u0rta43d8lin1k9jq8usxjaet&locale=ja
http://documentation.sas.com/?docsetId=caslpg&docsetVersion=v_002&docsetTarget=p08ghbrwykpjjpn1tv52oeielbmj.htm&docsetTargetAnchor=n00u0rta43d8lin1k9jq8usxjaet&locale=ja
http://documentation.sas.com/?docsetId=caslpg&docsetVersion=v_002&docsetTarget=p08ghbrwykpjjpn1tv52oeielbmj.htm&docsetTargetAnchor=n1erykcb3hlow3n1cmyc6oi7dx0s&locale=ja
http://documentation.sas.com/?docsetId=caslpg&docsetVersion=v_002&docsetTarget=p08ghbrwykpjjpn1tv52oeielbmj.htm&docsetTargetAnchor=n1erykcb3hlow3n1cmyc6oi7dx0s&locale=ja


例: FINDTABLE関数の使用
次の例では、FINDTABLE関数を使って結果 rを見つける方法を示しています。rは
Fetchアクションの結果変数として定義されています。Findcarは、FINDTABLEお
よび SORT関数の結果を入れる新しい変数です。

proc cas;
  table.fetch result=r / table="cars" to 428;
  findcar=sort_rev(findtable(r), "Invoice)[1:25, {"Make", "Model",                     "Type", 
"DriveTrain" "MSRP", "Invoice"}];
  print findcar;
run;

アウトプット 3.15 Findcarの結果
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FMTVAR 関数
SAS出力形式の代替として使用できる CASL出力形式変数を作成します。
カテゴリ: フォーマット

構文
FMTVAR(format-name, <format-width>, <d>);

必須引数
format-name
出力形式の名前を含む文字列を指定します。幅、小数指定、小数点は含まれませ
ん。この出力形式は、SAS出力形式または事前に定義されたユーザー定義出力形
式です。有効な出力形式名の例は、BEST、COMMA、DAY、$HEX、DATETIME
などです。

オプション引数
format-width
出力形式幅を指定します。ほとんどの出力形式では、出力データのカラム数で
す。

d
オプションの 10進スケール因子を数値形式で指定します。出力形式で値を指定
すると、小数点以下の桁数がその数だけ表示されます。

詳細
戻り値
FMTVAR関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。
出力
形式

FMTVAR関数が成功すると、関数は変数に割り当て可能な出力形式値
を返します。この変数は、定数出力形式指定のかわりに使用できます。

0 FMTVAR関数が出力形式の検索に失敗しました。

例: 出力形式変数の作成
proc cas;
   x=62427229.72748;
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   fv=fmtvar("comma",14,2);
run;
print put(x,fv);
run;

例のコード 3.9 ログ

62,427,229.73

GETCOLUMN 関数
列を配列に抽出します。
カテゴリ: 結果テーブル
返されるデータ
の種類:

配列

構文
GETCOLUMN(table-name, column-name | column-number);

必須引数
table-name
列を抽出するテーブルの名前を指定します。

column-name
配列に抽出する列の名前を指定します。

column-number
配列に抽出する列の番号を指定します。

詳細
GETCOLUMN関数は、列からすべての行を配列に抽出します。列は、列名または列
番号で指定できます。

注: 無効な列名または無効な列番号を指定すると、GETCOLUMN関数は空の配列を
返します。
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注: STRING列で GETCOLUMN関数を使用すると、配列のすべての値を同じ長さに
するために末尾の空白が追加されます。VARCHAR列で GETCOLUMN関数を使用
すると、配列の値は nullで終了し、末尾の空白は追加されません。

例: テーブルから列を抽出
この例は、テーブルから配列に列を抽出する方法を示しています。

proc casutil;
   load data=sashelp.cars;
quit;

proc cas;
   table.fetch result=r / table="cars" to=428;
   findcar=findtable(r);

describe findcar;

   colarray=getcolumn(findcar, "Make");
   print colarray;
run;
quit;

例のコード 3.10 (DESCRIBEステートメント)

[Fetch] Table ( [50] Rows [16] columns
Column Names:
[1] _Index_          [                ] (int64)
[2] Make             [                ] (char)
[3] Model            [                ] (char)
[4] Type             [                ] (char)
[5] Origin           [                ] (char)
[6] DriveTrain       [                ] (char)
[7] MSRP             [                ] (double) [DOLLAR8.] 
[8] Invoice          [                ] (double) [DOLLAR8.] 
[9] EngineSize       [Engine Size (L) ] (double)
[10] Cylinders        [                ] (double)
[11] Horsepower       [                ] (double)
[12] MPG_City         [MPG (City)      ] (double)
[13] MPG_Highway      [MPG (Highway)   ] (double)
[14] Weight           [Weight (LBS)    ] (double)
[15] Wheelbase        [Wheelbase (IN)  ] (double)
[16] Length           [Length (IN)     ] (double)

例のコード 3.11 (PRINTステートメント)

{Acura    ,Acura    ,Acura    ,Audi     ,Audi     ,Audi     ,Audi     ,Audi     ,Audi     ,BMW      ,BMW      ,BMW      ,BMW    
  ,
BMW      ,BMW      ,BMW      ,Buick    ,Buick    ,Buick    ,Cadillac ,Cadillac ,Chevrolet,Chevrolet,Chevrolet,Chevrole
t,Chevrolet,
Chevrolet,Chevrolet,Chevrolet,Chevrolet,Chrysler ,Chrysler ,Chrysler ,Chrysler ,Chrysler ,Dodge    ,Dodge    ,D
odge    ,Dodge    ,
Dodge    ,Ford     ,Ford     ,Ford     ,Ford     ,Ford     ,Ford     ,Ford     ,GMC      ,GMC      ,GMC      }
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GETENV 関数
指定された文字列の環境変数を返します
カテゴリ: コントロール

ステータス
返されるデータ
の種類:

関数が成功した場合、返されるデータの種類は環境変数の値を持つ文字列です。そ
れ以外の場合、戻り値は失敗を示す 0です。

構文
GETENV(<string>);

オプション引数
string

1つ以上の連続する英数字またはその他のキーボード文字、あるいはその両方。

GETKEYS 関数
辞書からキーを配列に抽出します。
カテゴリ: 辞書
返されるデータ
の種類:

配列

構文
GETKEYS(dictionary);

必須引数
dictionary
検索する辞書を指定します。

例: 辞書キーを配列に抽出
この例は、辞書から配列にキーを抽出する方法を示しています。
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proc cas;
   studentID={Woods=13445, Shafer=36772, McKenna=37854};
   keyArray=getkeys(studentID);
   print keyArray;
run;

例のコード 3.12 ログ

{Woods, Shafer, McKenna}

GETRESULT 関数
IDまたはタグに関連付けられた結果を取得します。
カテゴリ: 結果テーブル

構文
GETRESULT("session-reference", <action-tag><id>);

必須引数
session-reference
結果を取得するセッション名を指定します。

オプション引数
action-tag
アクションのジョブ名を指します。アクションタグは、非同期セッションで使用
されます。

id
ジョブのアクションキュー内の番号を指します。LISTRESULTSアクションを使
用すると、接続識別子を取得できます。詳細については、“保存結果の表示” (SAS 
Viyaプラットフォーム: システムプログラミングガイド)を参照してください。

例: GETRESULT関数の使用
proc cas;
   session mySession1;
   sessionid async='session1';
run;
session.listresults;
run;
result=getresult("mySession1","session1");
describe job;
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print job;
run;

アウトプット 3.16 Session.ListResults出力

アウトプット 3.17 ジョブ: session.listSessionsの結果出力

例のコード 3.13 ログ(DESCRIBEステートメント)

dictionary ( 8 entries, 8 used);
 [session] string;
 [job] string;
 [status] dictionary ( 4 entries, 4 used);
  [severity] int64_t;
  [reason] int64_t;
  [status] nil;
  [statusCode] int64_t;
 [result] dictionary ( 1 entries, 1 used);
  [Session] Table[Listsessions] ( [2] Rows [5] columns
Column Names:
  [1] SessionName      [Name            ] (varchar)
  [2] UUID             [UUID            ] (char)
  [3] State            [Session Properties] (varchar)
  [4] Authentication   [Authentication Type] (varchar)
  [5] Userid           [User ID         ] (varchar)
 [logs] array ( 5 entries, 5 used);
  [ 1] nil;
  [ 2] nil;
  [ 3] nil;
  [ 4] nil;
  [ 5] nil;
 [loglevels] array ( 5 entries, 5 used);
  [ 1] nil;
  [ 2] nil;
  [ 3] nil;
  [ 4] nil;
  [ 5] nil;
 [timedout] nil;
 [canceled] nil;
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例のコード 3.14 ログ(PRINTステートメント)

{session=mySession1,job=session1,status={severity=0,reason=0,,statusCode=0},,logs={,,,,},loglevels={,,,,},,}

GETVALUES 関数
辞書から値を配列に抽出します。
カテゴリ: 辞書
返されるデータ
の種類:

配列

構文
GETVALUES(dictionary);

必須引数
dictionary
検索する辞書を指定します。

例: 辞書の値を配列に抽出
この例は、辞書から配列に値を抽出する方法を示しています。

proc cas;
   studentID={Woods=13445, Shafer=36772, McKenna=37854};
   valArray=getvalues(studentID);
   print valArray;
run;

例のコード 3.15 ログ

{13445,36772,37854}

INPUT_FORMAT 関数
文字列を最適な数値に変換します。
カテゴリ: フォーマット
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返されるデータ
の種類:

返される可能性のあるデータの種類のリストについては、後述の詳細セクションを
参照してください。

構文
INPUT_FORMAT (string);

必須引数
string

1つ以上の連続する英数字またはその他のキーボード文字、あるいはその両方。

詳細
戻り値
INPUT_FORMAT関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

0 間違った引数が指定されました。
-1 結果が無効です。
-2 オーバーフロー
-3 値が指定されていません。
-4 変換にエラーがあります。
-5 指定された値は文字列ではありません。

例: 文字列の変換
proc cas;
   x=input_format("12345678901234567890123456789012345678901234567890");
   print x;
run;

例のコード 3.16 ログ

1.2345679E49
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isType 関数
expressionが指定された型の値になるかに基づいて、TRUEまたは FALSEを返します。
カテゴリ: 変数情報
返されるデータ
の種類:

ブール(TRUEまたは FALSE)

参照項目: “ブール” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

構文
isType (value-1, <value-1><,…><, value-n>);

必須引数
Type
関数型を指定します。
Supported function types:
n Array

n Blob

n Double

n Dictionary

n Integer

n List

n String

n Table

n Varbinary

value
指定されたサポートされている関数型と一致する、または一致しない値になる式
を指定します。式には、リテラル値、関数、またはこれらを組み合わせて結果の
値を生成する一連のオペランドと演算子を指定できます。

注: valueには、1つ以上の式を定義できます。複数の引数がある場合、関数が
TRUEを返すためには、すべての引数は指定された関数型に評価される必要があ
ります。

参照項目: “CASL式の定義” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

“式の例” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)
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“式の演算子” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

“CASLデータ型” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

例
例 1: isDouble関数: Doubleの場合
次の例では、isType関数を使用して、(xに割り当てられた)リテラルが doubleかを
判断します。

proc cas;
  x=21/3;
    if isDouble(x) then print x "is a double.";
      else print x "is not a double.";
run;

例のコード 3.17 SASログ

7 is a double.

例 2: isType 関数でさまざまな種類の式を指定する
次の例では、値が、どのように、リテラル、関数、または演算子を含む式として表
現されるのかが示されています。これらの例では、次の点に注意してください。
n CAT関数は文字列を返します。
n DIM関数は整数を返します。
n EXISTS関数は整数を返します。

proc cas;
   num=isInteger( max(10, 4) );  
   print 'The result of the isInteger function is ' num;
run;

proc cas;
   x="Hello"; y="World!";           
   x=isString(cat(x||y)); 
   print 'The result of the isString function is ' x;
run;

proc cas;
   my_array = 1:10;           
   x=isInteger( DIM(my_array), exists("my_array"), 5+5 ); 
   print 'The result of the isInteger function is ' x;
run;

proc cas;
   x=5;
   y=( x IN (1:10) );
   string=isString( (x IN (1:10)) ) ;
   print 'The result of the isString function is ' string;
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run;
quit;

82   proc cas;
83      num=isInteger( max(10, 4) );
84      print 'The result of the isInteger function is ' num;
85   run;
The result of the isInteger function is TRUE
86   
NOTE: PROCEDURE CAS used (Total process time):
      real time           0.01 seconds
      cpu time            0.02 seconds
      
87   proc cas;
89      x="Hello"; y="World!";
90      x=isString(cat(x||y));
91      print 'The result of the isString function is ' x;
92   run;
The result of the isString function is TRUE
93   
NOTE: PROCEDURE CAS used (Total process time):
      real time           0.10 seconds
      cpu time            0.19 seconds
      
94   proc cas;
95      my_array = 1:10;
96      x=isInteger( DIM(my_array), exists("my_array"), 5+5 );
97      print 'The result of the isInteger function is ' x;
98   run;
The result of the isInteger function is TRUE
99   
NOTE: PROCEDURE CAS used (Total process time):
      real time           0.01 seconds
      cpu time            0.03 seconds
      
100  proc cas;
101     x=5;
102     y=( x IN (1:10) );
103     string=isString( (x IN (1:10)) ) ;
104     print 'The result of the isString function is ' string;
105  run;
The result of the isString function is FALSE
106  quit;

JSON2CASL 関数
JSON形式のテキストを含む文字列を CASL辞書に変換します。
カテゴリ: 辞書
操作: “相互作用” (147ページ)を参照してください。

構文
JSON2CASL(string)
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必須引数
string

JSON形式のテキストの文字列。

詳細
戻り値
JSON2CASL関数で返される可能性のあるデータ値は次のとおりです。

dictionary 変換された JSONを含む辞書。
FALSE JSON文字列の辞書への変換に失敗しました。

相互作用
CASL_STD_JSON環境変数と STDJSONオプションの設定は、JSON2CASL関数に渡さ
れる文字列引数が JSON標準に関して厳密に解釈されるかどうかに影響します。
デフォルトでは、既存のコードの下位互換性のために、JSON2CASL関数への入力に
対する JSON標準への厳密な準拠は期待されておらず、強制もされていません。
JSON2CASL関数への入力として使用するために、CASL2JSON関数によって生成さ
れた非準拠テキストに対しては、特別に許容されます。この非準拠の動作は、次の
方法で管理できます。
n STDJSONオプションを CASLセッションで設定します。これは、SAS Compute 

Server (SASクライアント)または CASサーバーのどちらで実行されるかに関係
なく、CASLプログラムが実行されている環境にのみ影響するローカル設定です。
o SASクライアントで STDJSONオプションを設定するには、PROC CASコード
ブロックで set stdjsonまたは unset stdjsonを指定します。
proc cas;
   set stdjson;
run; quit;

SASクライアント上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定す
ると、SASクライアント上の関数の動作にのみ影響します。

o CASサーバーで STDJSONオプションを設定するには、sccasl.runCaslアクシ
ョンにサブミットされるコードに set stdjsonまたは unset stdjsonが含まれて
いることを確認してください。
CASサーバー上で実行されているプログラムで STDJSON引数を設定すると、
CASサーバー上の関数の動作にのみ影響します。

n CASL_STD_JSON環境変数を設定します。環境変数は、SAS Compute Server (SAS
クライアント)または CASサーバーで設定できます。これらの環境のいずれかで
環境変数を設定すると、グローバルな効果があり、各サーバーで実行するために
サブミットされたすべての CASLプログラムに適用されます。
o SAS Compute Serverで CASL_STD_JSON環境変数を設定するには、SAS 

Environment Managerの計算サービスの sas.compute.server: 
startup_commands構成インスタンスに環境変数を追加します。
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# to enable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = true
# to disable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = false

SAS Compute Server構成インスタンス(sas.compute.server: 
startup_commands)での環境変数の設定は、SASクライアントで実行されてい
る CASLコードにのみ影響します。

o CASサーバーで CASL_STD_JSON環境変数を設定するには、SAS Environment 
Managerの cas-shared-defaultサービスの sas.cas.instance.config: settings構
成インスタンスに環境変数を追加します。
# to enable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = true
# to disable the JSON standard
      export CASL_STD_JSON = false

CASサーバー構成インスタンス(sas.cas.instance.config: settings)での環境変数
の設定は、CASサーバーで実行されている CASLコードにのみ影響します。

構成インスタンスでの環境変数の設定の詳細については、“Edit Server 
Configuration Instances” (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照して
ください。

JSONの詳細については、RFC 8259を参照してください。
CASL2JSON関数と JSON2CASL関数を同じプログラムで実行し、一方の関数の出力
をもう一方の関数への入力として使用する場合は、STDJSONオプションを一貫して
設定する必要があります。
n CASL2JSON関数の実行時に STDJSONオプションが設定されていない場合は、

JSON2CASL関数の実行時にも設定しないでください。
n JSON2CASL関数の実行時に STDJSONオプションが設定されている場合は、

CASL2JSON関数の実行時にも設定する必要があります。

例: JSONファイルを CASL辞書に変換する
次の例では、JSONを CASL辞書に変換します。JSONファイルは PROC JSONによ
って作成され、ファイル myjson.jsonに保存されます。READPATH関数は、ファイル
のコンテンツを文字列として変数 Json1に保存します。JSON2CASL関数は、Json1
変数の JSON文字列を CASL辞書に変換します。

proc json out="/tmp/myjson.json";            /* 1 */
   export sashelp.class (where=(age=12));           
run;

proc cas;
   json1=readpath("/tmp/myjson.json");       /* 2 */
   mydict=json2casl(json1);                  /* 3 */
   print mydict;                             /* 4 */
   describe mydict;                          /* 5 */
run;

1 PROC JSONを使用して、JSONファイルMyjson.jsonを作成します。
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2 READPATH関数は、Myjson.jsonのコンテンツを文字列として変数 json1に保存
します。

3 JSON2CASL関数は、Json1変数の JSON文字列を CASL辞書に変換します。辞書
は変数MyDictに保存されます。

4 PRINTステートメントで、CASL辞書が SASログに出力されます。
5 DESCRIBEステートメントで、変数MyDictの構造が SASログに出力されます。
例のコード 3.18 CASL辞書に変換された JSON

{SASJSONExport=1.0,SASTableData+CLASS={{Name=James,Sex=M,Age=12,Height=57.3,Weight=83},
{Name=Jane,Sex=F,Age=12,Height=59.8,
Weight=84.5},{Name=John,Sex=M,Age=12,Height=59,Weight=99.5},
{Name=Louise,Sex=F,Age=12,Height=56.3,Weight=77},{Name=Robert,Sex=M,
Age=12,Height=64.8,Weight=128}}}

関連項目
n “CASL2JSON 関数” (107ページ)

n “READPATH 関数” (155ページ)

n “PRINT ステートメント” (57ページ)

n “JSON プロシジャ” (Base SASプロシジャガイド)

LIST_PARALLEL_SESSIONS 関数
並列セッションをリストします。
カテゴリ: サーバー側

構文
LIST_PARALLEL_SESSIONS< ("session-reference")>;

オプション引数
session-reference
リストするセッション名を指定します。

LOC 関数
指定された列で指定された値が見つかった行番号を返します。
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カテゴリ: 結果テーブル
返されるデータ
の種類:

値が見つからない場合は-1の値を返し、それ以外の場合は行番号を返します。

構文
LOC (table-name, column, value);

必須引数
table-name
行値の取得元のテーブルの名前。

column
列は数値または文字値にすることができます。

value
テーブルで検索する値。値は文字または数値にすることができます。

例: LOC関数の使用
次の例は、LOC関数を使用して、指定した値 75000の行番号を取得する方法を示し
ています。

proc cas;
  table.fetch result=r/ table="cars" to=428
   findcar=sort_rev(findtable(r), "Invoice")[1:25,     {"Make", "Model", "Type", "DriveTrain" 
"MSRP", "Invoice"}];
  y=loc(findcar, "MSRP", 75000);
   print "The row in which the value appears is= " y;
run;

例のコード 3.19 SASログ

The row in which the value appears is= 18

MEMORYSTATS 関数
CPUとメモリの統計情報を表示します。
カテゴリ: ステータス
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構文
MEMORYSTATS ();

引数なし
この関数に引数はありません。

例: MEMORYSTATS関数の使用
proc cas;
  memorystats();
print memorystats();
run;

例のコード 3.20 SASログ

{user_cpu_time=9.68,system_cpu_time=2.64,timestamp=1840474683,current_memory=52015104,high_water
_mark_memory=52015104,current_thread_count=12}

NEWTABLE 関数
新しいテーブルを作成します。
カテゴリ: 結果テーブル

構文
NEWTABLE(“table-name”, column-name, data-type, row-1<, row-2, ... row-N>);

必須引数
“table-name”
テーブルの名前を指定します。

column-name
新しいテーブルの列名のリストを指定します。column-nameは、結果が値のリ
ストになる任意の式にすることができます。

注: リストは配列として扱われ、リスト内の値は配列インデックスの昇順でテー
ブルに割り当てられます。
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data-type
列値のデータ型を定義する値のリストを指定します。data-typeは、結果が値の
リストになる任意の式にすることができます。

注: リストは配列として扱われ、リスト内の値は配列インデックスの昇順でテー
ブル行の列に割り当てられます。

参照項目: サポートされているデータ型については、CASLでサポートされるデー
タ型を参照してください。

オプション引数
row
テーブルに行として追加する列値のリストを 1つ以上指定します。各行引数は、
結果が値のリストになる任意の式にすることができます。

注: リストは配列として扱われ、リスト内の値は配列インデックスの昇順でテー
ブル行の列に割り当てられます。

例
この例では、3つの行と 3つの列を含む新しいテーブル Average Class Gradesを作
成します。列には int64型のデータが含まれます。

proc cas;
title "Average Class Grades";
  colNames={"Class A","Class B","Class C"}; /* 1 */
  colTypes={"int64","int64","int64"};       /* 2 */
  row1={71 74 84};                          /* 3 */
  row2={65 74 65};                                
  row3={80 80 90};                                
  myTable=newtable("myTable",colNames,colTypes,row1,row2,row3); /* 4 */
  print myTable; 
  describe myTable;                         /* 5 */
run;
quit;

1 列名のリストを指定します。この例では、名前は配列として指定されています。
2 各列のデータ型のリストを指定します。型は整数の配列として指定されます。
3 テーブルに 3つの行を指定します。行の値は配列として指定されます。
4 NEWTABLE関数を指定してテーブルを作成します。
5 describeステートメントを指定して、設定どおりの各列とそのデータ型を含む新
しいテーブルをリストします。
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アウトプット 3.18 NEWTABLE関数の出力: Average Class Gradesの出力

例のコード 3.21 SASログ: DESCRIBEステートメント

[myTable] Table ( [3] Rows [3] columns 
Column Names:
[1] Class A          [Class A         ] (int64)
[2] Class B          [Class B         ] (int64)
[3] Class C          [Class C         ] (int64)

関連項目
n “CASLデータ型” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

n “DESCRIBE ステートメント”

PUT 関数
指定された出力形式で値をフォーマットし、それを文字列として返します。
カテゴリ: フォーマット

構文
PUT (value, format);

必須引数
value
フォーマットされる数値を指定します。
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format
出力形式を指定します。

例: PUT関数の使用
PRINTステートメントで PUT関数を使用して、値をフォーマットできます。

proc cas;
  print put(10, hex8.);
run;

例のコード 3.22 SASログ

0000000A

関連項目
“PRINT ステートメント”

READFILE 関数
指定されたファイル参照名のコンテンツを読み取って返します。
該当要素: クライアント側のみ
カテゴリ: ファイル IO

返されるデータ
の種類:

String | Varbinary

構文
READFILE("file-reference" );

必須引数
"file-reference"
コンテンツを入力しようとしているファイルのファイル参照名。

詳細
デフォルトでは、READFILE関数はファイル内にテキストベースのデータを必要とし
ます。SASセッションエンコーディングでエンコードされた入力テキストファイル
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は、UTF-8エンコーディングにトランスコードされてから、文字列として出力され
ます。

例: READFILE関数の使用
次の例は、ファイル Findtable1.sasのコンテンツを読み取る方法を示しています。

proc cas;
  filename findtest '/u/sasdemo/public/findtable1.sas';
  test=readfile("findtest");
  print test;
run;

この例の出力は Findtable1.sasのコンテンツで、アクションと CASLステートメント
を含むプログラムが含まれています。

READPATH 関数
指定されたファイル名のコンテンツを読み取って返します。
該当要素: クライアント側のみ
カテゴリ: ファイル IO

返されるデータ
の種類:

String | Varbinary

構文
READPATH ("file-name");

必須引数
"file-name"
読み取るファイルの名前。

詳細
デフォルトでは、READPATH関数はファイル内にテキストベースのデータを必要と
します。SASセッションエンコーディングでエンコードされた入力テキストファイ
ルは、UTF-8エンコーディングにトランスコードされてから、文字列として出力さ
れます。
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例: ファイルのコンテンツを変数に読み込む
store = readpath ("/u/sasdemo/ds/samplecode.sas");

RESULT_BY_COL 関数
指定された列で新しいテーブルを作成します。
カテゴリ: 結果テーブル
返されるデータ
の種類:

CASテーブル

構文
RESULT_BY_COL (table-name, “column-name”, column_number);

必須引数
table-name
新しいテーブルの名前を指定します。

“column-name,” or column_number
列は名前または番号のいずれかで参照されます。新しいテーブルの列の順序は、
呼び出しで指定された順序と同じです。

RESULT_BY_TYPE 関数
型の指定に一致する列を持つ新しいテーブルを作成します。
カテゴリ: 結果テーブル

構文
RESULT_BY_TYPE (table-name, “<data types>”);

必須引数
table-name
新しいテーブルの名前を指定します。
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オプション引数
data types
データ型とは、列に保存されるデータの型を指定する属性です。サポートされて
いるデータ型については、CASLでサポートされるデータ型を参照してください。

関連項目
“データ型とは” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

SEND_RESPONSE 関数
指定された結果をクライアントに送り返します。
カテゴリ: サーバー側

構文
SEND_RESPONSE (result);

必須引数
result
クライアントに送り返す結果を指定します。

例: 結果をクライアントに送り返す
send_response(r, {test="test"});

SLEEP 関数
指定した秒数の間、オペレーティングシステム (OS)をスリープさせます。
カテゴリ: コントロール

ステータス
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構文
SLEEP (<value>);

オプション引数
value

OSがスリープする秒数を指定します。

SORT 関数
昇順で並べ替えたリストを返します。
カテゴリ: 配列
デフォルト: 昇順

構文
SORT (list);

必須引数
list
カウント可能な数の値を指定します。

例
例 1: リストを昇順で並べ替える
次の例では、数値でリストを作成し、SORT関数を使用してリストを昇順で返しま
す。

proc cas;
  list={98, 74, 54, 18, 101, 67, 80, 90, 62};   /* #1 */
  alist= sort(list);                            /* #2 */
print alist;                                    /* #3 */
run;

1 数値でリストを作成します。
2 SORT関数は、昇順で並べ替えたリストを返し、そのリストを変数 alistに保存し
ます。

3 alist変数を出力します。詳細については、PRINTステートメントを参照してくだ
さい。

並べ替えたリストは SASログに出力されます。
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例のコード 3.23 SASログ

{18,54,62,67,74,80,90,98,101}

例 2: キー付きリストを昇順で並べ替える
次の例では、数値でキー付きリストを作成し、SORT関数を使用してキー付きリスト
を昇順で返します。

proc cas;
  session casauto;
  Mary_Jones_Average={Math_Avg=88.6               /* #1 */
   Science_Avg=90.3
   English_Avg=89.5
   Economics_Avg=82.5};
  MJ_Average=sort(Mary_Jones_Average);           /* #2 */
print MJ_Average;                                /* #3 */
run;

1 Mary_Jones_Averageという名前のキー付きリストを作成します。この例では、す
べてのクラスで Mary Jonesの平均を求めています。

2 SORT関数は、昇順で並べ替えたキー付きリストを返し、そのリストを変数
MJ_Averageに保存します。

3 MJ_Average変数を出力します。詳細については、PRINTステートメントを参照
してください。

並べ替えたキー付きリストは SASログに出力されます。
例のコード 3.24 SASログ

{Economics_Avg=82.5,Math_Avg=88.6,English_Avg=89.5,Science_Avg=90.3}

関連項目
“SORT REV 関数”

SORT REV 関数
降順で並べ替えたリストを返します。
カテゴリ: 配列

構文
SORT_REV (list);

SORT REV 関数 159



必須引数
list
カウント可能な数の値を指定します。

例
例 1: リストを降順で並べ替える
次の例では、数値でリストを作成し、SORT関数を使用してリストを降順で返しま
す。

proc cas;
  list={98, 74, 54, 18, 101, 67, 80, 90, 62};      /* #1 */
  alist= sort_rev(list);                           /* #2 */
print alist;                                       /* #3 */
run;

1 数値でリストを作成します。
2 SORT_REV関数は、降順で並べ替えたリストを返し、そのリストを変数 alistに
保存します。

3 alist変数を出力します。詳細については、PRINTステートメントを参照してくだ
さい。

並べ替えたリストは SASログに出力されます。
例のコード 3.25 SASログ

{101,98,90,80,74,67,62,54,18}

例 2: キー付きリストを降順で並べ替える
次の例では、数値でキー付きリストを作成し、SORT関数を使用してキー付きリスト
を降順で返します。

proc cas;
  session casauto;
  Mary_Jones_Average={Math_Avg=88.6                 /* #1 */
   Science_Avg=90.3
   English_Avg=89.5
   Economics_Avg=82.5};
  MJ_Average=sort_rev(Mary_Jones_Average);          /* #2 */
print MJ_Average;                                   /* #3 */
run;

1 Mary_Jones_Averageという名前のキー付きリストを作成します。この例では、す
べてのクラスで Mary Jonesの平均を求めています。

2 SORT_REV関数は、降順で並べ替えたキー付きリストを返し、そのリストを変数
MJ_Averageに保存します。

3 MJ_Average変数を出力します。詳細については、PRINTステートメントを参照
してください。
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並べ替えたキー付きリストは SASログに出力されます。
例のコード 3.26 SASログ

{Science_Avg=90.3,English_Avg=89.5,Math_Avg=88.6,Economics_Avg=82.5}

関連項目
“SORT 関数”

SYMDEL 関数
指定されたマクロ変数を削除します。
カテゴリ: マクロ

構文
SYMDEL (“macro-variable”);

必須引数
macro-variable
削除するマクロ変数の名前。

関連項目
n “SYMGET 関数”

n “SYMPUT 関数” 

n “SYMPUTX 関数” 

SYMGET 関数
マクロ変数の値を返します。
カテゴリ: マクロ
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構文
SYMGET( “macro-variable”);

必須引数
macro-variable
値が返されるマクロ変数の名前。

関連項目
n “SYMDEL 関数” 

n “SYMPUT 関数” 

n “SYMPUTX 関数” 

SYMPUT 関数
SASマクロ変数に値を保存します。
カテゴリ: マクロ
返されるデータ
の種類:

サーバー側: 返される可能性のあるデータの種類のリストについては、後述の詳細セ
クションを参照してください。クライアント側: 1 - 成功。これ以外のデータの種類
が返された場合は失敗です。

注: SYMPUT関数を使用しても、SASクライアントのマクロ変数の値は変更されません。

構文
SYMPUT (name, value);

必須引数
name
値を保存するマクロ変数の名前。

value
マクロ変数に保存する数値または文字値。

関連項目
n “SYMGET 関数”
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n “SYMDEL 関数” 

n “SYMPUTX 関数” 

SYMPUTX 関数
マクロ変数に値を割り当て、先頭と末尾の空白の両方を削除します。
カテゴリ: マクロ

構文
SYMPUTX (macro-variable-name, macro-variable-value, <symbol-table>);

必須引数
macro-variable-name
次のいずれかの値になります。
n SAS変数名を表す、引用符で囲んだ文字列。
n SAS名の値を持つ文字変数の名前。
n 有効な SAS変数名を生成する式。この形式は、一連のマクロ変数を作成する
場合に役立ちます。

n macro-variable-nameから先頭と末尾の空白が削除されます。
macro-variable-value
文字または数値の定数、変数または式を指定します。macro-variable-valueが数
値の場合、値は BESTw.出力形式を使用して文字列に変換され、SASログにメモ
は発行されません。先頭と末尾の空白が削除され、その結果の文字列がマクロ変
数に割り当てられます。

オプション引数
symbol-table
文字定数、変数または式を指定します。symbol-tableの値の大文字と小文字は区
別されません。SAS Compute Serverでは、symbol-tableの最初の空白以外の文
字で、マクロ変数の保存先のシンボルテーブルを指定します。CASサーバーで
は、このパラメーターは無視されます。symbol-tableの最初の非空白文字として
有効な値は次のとおりです。
デフォルト F

制限事項 CASサーバーで SYMPUTX関数を実行する場合、SYMPUTX関数の
symbol-table引数はサポートされません。パラメーターは無視され
ます。
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F マクロ変数がシンボルテーブルに存在する場合、SYMPUTXはマクロ変
数が存在する最もローカルなシンボルテーブルのバージョンを使用しま
す。マクロ変数が存在しない場合、SYMPUTXは最もローカルなシンボ
ルテーブルに変数を保存します。これは、symbol-table引数が指定され
ていない場合のデフォルトの動作です。

G マクロ変数は、ローカルシンボルテーブルが存在する場合でも、グロー
バルシンボルテーブルに保存されます。

L マクロ変数は、存在する最もローカルなシンボルテーブルに保存されま
す。SYMPUTXがマクロ定義の外側で呼び出される場合、グローバルシ
ンボルテーブルが常に使用されます。

詳細
SYMPUTX関数について
Compute Serverには SASマクロ機能が含まれていますが、CASサーバーには含ま
れていません。SYMPUTXは、Compute Serverで実行されると、値から先頭と末尾
の両方の空白を削除し、マクロシンボルテーブルに保存されているマクロ変数に値
を割り当てます。CASサーバーで実行された場合、SYMPUTXは先頭と末尾の両方
の空白を削除し、CASの名前付きメモリ位置に値を割り当てます。ドキュメントで
は、両方の保存場所はマクロ変数と呼ばれます。

比較
SYMPUTX関数は SYMPUT関数と似ていますが、次の点で異なります。
表 3.4 SYMPUTと SYMPUTXの比較

SYMPUT関数 SYMPUTX関数
macro-variable-valueが数値定数の
場合、マクロ変数を文字列に変換し、
SASログにメモを書き込む

macro-variable-valueが数値定数の場合、
BESTw.出力形式を使用してマクロ変数を文字
列に変換し、SASログにメモは書き込まない

最大で 12文字のフィールド幅を使
用する

マクロ変数を文字データ型に変換するときに、
最大 32文字のフィールド幅を使用する

macro-variable-nameの先頭に空白
を含めることはできない
ラテンアルファベットの文字 A...Z、
a...z、またはアンダースコア ( _ )で始
まる有効な SAS名にする必要があ
る

macro-variable-nameの先頭に空白を含めるこ
とができる
macro-variable-nameから先頭と末尾の空白が
削除される
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SYMPUT関数 SYMPUTX関数
macro-variable-nameとmacro-
variable-valueのいずれからも先頭
と末尾の空白を削除しない

SYMPUTマクロ関数と SYMPUTXマクロ関数の違いについては、“例 2: SYMPUT関
数と SYMPUTX関数を使用して SAS Compute Serverでマクロ変数を作成する”を
参照してください。

例
例 1: マクロ変数に値を割り当て、先頭と末尾の空白を削除する
次の例は、SYMPUTX関数を CASサーバーで実行し、変数に値を割り当てる方法を
示しています。この関数は、macro-variable-nameとmacro-variable-valueの両方
から先頭と末尾の空白を削除します。

注: CASサーバーは SASマクロ処理をサポートしていません。SYMPUTX関数が
CASサーバーで実行されると、指定された値から先頭と末尾の空白が削除され、CAS
内の名前付きメモリ位置に値が割り当てられます。CASにはマクロ機能がないた
め、マクロシンボルテーブルはありません。ドキュメントでは、両方の保存場所は
macro-variableと呼ばれます。

cas casauto;                              /* 1  */

proc cas;                                 /* 2  */
   source myProgram;                      /* 3  */
      x = symputx("    mvar1   ","    removes leading/trailing blanks   "); /* 4  */
      y = symputx("   mvar2    ",     123.456    ); /* 5  */
      A = symget("mvar1");                          /* 6  */
      B = symget("   mvar2   ");                   
      print "SYMPUTX " A;                           /* 7  */
      print "Numeric constant " B " is converted to string and blanks removed."; 
   endsource;                                      
run;

   runcasl code=myProgram;                /* 8  */
run;                           

1 CASセッションをまだ開始していない場合は、CASステートメントを指定して
CASセッションを開始します。

2 PROC CASステートメントを指定して、CASLプログラムを定義します。PROC 
CASでは、CASサーバーで実行される CASアクションを指定することもできま
す。

3 SOURCEステートメントを指定して CASLプログラムを作成し、そのプログラム
を変数 myProgramに保存します。
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4 SYMPUTX関数を指定して、macro-variable-nameの mvar1 (名前付きメモリ位
置)の値を変数 xに保存します。

5 SYMPUTX関数を指定して、macro-variable-nameの mvar2 (名前付きメモリ位
置)の値を変数 yに保存します。mvar2変数値は、CASが文字列に変換する数値定
数です。

6 SYMGET関数を指定して、Aと Bの値を保存します。
7 PRINTステートメントを指定して、変数 Aおよび Bの値をログに書き込みます。
8 runCaslアクションを指定してプログラムを実行し、結果をログに出力します。
結果は、先頭と末尾の空白が両方のマクロ値から削除されていることを示してい
ます。

NOTE: Active Session now CASAUTO.
SYMPUTX removes leading/trailing blanks
Numeric constant 123.456 is converted to string and blanks removed.

例 2: SYMPUT関数と SYMPUTX関数を使用して SAS Compute 
Serverでマクロ変数を作成する
次の例は、SAS Compute Serverで SYMPUTX関数を実行したときに先頭と末尾の
両方の空白を削除する方法を示し、この動作を SYMPUT関数と比較しています。
SYMPUT関数は、macro-variable-nameとmacro-variable-valueのいずれからも先
頭と末尾の空白を削除しません。

注: SASクライアント(SAS Compute Server)は、完全なマクロ処理をサポートして
います。SAS Compute Serverで実行されると、SYMPUTX関数はマクロ変数を作成
し、関数で指定した値を割り当て、値からすべての先頭と末尾の空白を削除します。
次に、値がマクロシンボルテーブルのマクロ変数に割り当てられます。

proc cas;                                /* 1  */
   symputx('   items1   ', '    removes leading/trailing blanks   ');   /* 2  */
   symput('items2',   '  does NOT remove leading/trailing blanks    '); /* 3  */
run;

   print "SYMPUTX " symget("items1");   /* 4 */
   print "SYMPUT "  symget("items2");  
run;                                   

1 PROC CASステートメントを指定して、CASLプログラムを定義します。PROC 
CASでは、CASサーバーで実行される CASアクションを指定することもできま
す。

2 SYMPUTX関数を指定して、マクロ変数 items1を作成し、その値を保存します。
3 SYMPUT関数を指定して、マクロ変数 items2を作成し、その値を保存します。
4 PRINTステートメントを指定して、変数の値をログに書き込みます。結果は、

SYMPUTX関数が先頭と末尾の空白を削除するが、SYMPUT関数は削除しないこ
とを示しています。
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SYMPUTX removes leading/trailing blanks
SYMPUT  does NOT remove leading/trailing blanks    

関連項目
n “SYMGET 関数”

n “SYMDEL 関数” 

n “SYMPUT 関数” 

TABCOLUMNS 関数
結果テーブルから列を取得します。
カテゴリ: 結果テーブル
注: TABCOLUMNS関数は、結果テーブルに対してのみ機能します。結果テーブル名が

使用されなかった場合、この関数は SASログにエラーを生成します。

構文
TABCOLUMNS (table-name);

必須引数
table-name
テーブルの名前を指定します。

例: TABCOLUMNS関数の使用
次の例は、TABCOLUMN関数を使用して結果テーブルから列を取得する方法を示し
ています。結果テーブルが必要なため、table.Fetchアクションが実行され、結果が
変数 rに格納されます。SORT_REV関数と FINDTABLE関数の結果を入れるために、
新しい変数 findcarが作成されます。TABCOLUMNS関数は、findcar結果テーブル
から列を取得し、carscolという名前の新しい変数に列を入れます。TABCOLUMN関
数の結果をリストするには、PRINTステートメントを使用します。

proc cas;
  table.fetch result=r / table="cars" to=428;
   findcar=sort_rev(findtable(r), "Invoice");
  carscol=tabcolumns(findcar);
  print carscol;
run;
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findcar結果テーブルには 16の列がありました。16列すべてが、ラベルとともに
SASログにリストされます。
例のコード 3.27 SASログ

 
{_Index_=_Index_,Make=Make,Model=Model,Type=Type,Origin=Origin,DriveTrain=DriveTrain,MSRP=MSRP,Inv
oice=Invoice,EngineSize=
 
EngineSize,Cylinders=Cylinders,Horsepower=Horsepower,MPG_City=MPG_City,MPG_Highway=MPG_Highway
,Weight=Weight,Wheelbase=Wheelbase,Len
 gth=
 Length}

関連項目
n “FINDTABLE 関数” 

n “SORT REV 関数” 

n “PRINT ステートメント”

TABTYPES 関数
結果テーブルから辞書にデータ型を抽出します。
カテゴリ: 結果テーブル
注: TABTYPES関数は、結果テーブルに対してのみ機能します。結果テーブル名が使用

されなかった場合、この関数は SASログにエラーを生成します。

構文
TABTYPES (table-name);

必須引数
table-name
テーブルの名前を指定します。

例: TABTYPES関数の使用
次の例は、TABTYPES関数を使用して結果テーブルからデータ型を取得する方法を
示しています。結果テーブルが必要なため、table.Fetchアクションが実行され、結
果が変数 rに格納されます。SORT_REV関数と FINDTABLE関数の結果を入れるた
めに、新しい変数 findcarが作成されます。TABTYPES関数は、findcar結果テーブ
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ルから各列のデータ型を取得し、carscolという名前の新しい変数に列とそのデータ
型を入れます。TABTYPES関数の結果をリストするには、DESCRIBEステートメント
を使用します。

proc cas;
  table.fetch result=r / table="cars" to=428;
   findcar=sort_rev(findtable(r), "Invoice");
  carscol=tabtypes(findcar);
  describe carscol;
run;

findcar結果テーブルには 16の列がありました。16列すべてが、データ型とともに
SASログにリストされます。
例のコード 3.28 SASログ

 dictionary ( 16 entries, 16 used);
  [_Index_] string;
  [Make] string;
  [Model] string;
  [Type] string;
  [Origin] string;
  [DriveTrain] string;
  [MSRP] string;
  [Invoice] string;
  [EngineSize] string;
  [Cylinders] string;
  [Horsepower] string;
  [MPG_City] string;
  [MPG_Highway] string;
  [Weight] string;
  [Wheelbase] string;
  [Length] string;

関連項目
n “CASLデータ型” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド) 

n “DESCRIBE ステートメント” 

n “FINDTABLE 関数” 

n “SORT REV 関数” 

TERM PARALLEL SESSION 関数
並列セッションを終了します。
カテゴリ: サーバー側
返されるデータ
の種類:

関数の終了に失敗したセッションの数
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構文
TERM_PARALLEL_SESSION (<session-reference-1>, <session-reference-N>);

オプション引数
session-reference
キャンセルするセッション名を指定します。

ヒント 複数のセッション名をリストできます。

例: 並列セッションの終了
term_parallel_session(casauto);

TIMESTAMP 関数
現在の日付と時間を返します。
カテゴリ: コントロール

ステータス
デフォルト: string

返されるデータ
の種類:

日付と時間

構文
TIMESTAMP <("string ")> <("int64 ")> <("DATETIMEw.d")> <("NLDATMTMw.")> 
<("NLDATMw.")> <("MDYAMPMw.d")>;

オプション引数
string

1つ以上の連続する英数字またはその他のキーボード文字、あるいはその両方。
int64

19桁の精度で 64ビット符号付きの正確な整数。
DATETIMEw.d

ddmmmyy:hh:mm:ss.ssの形式で日時値を書き込みます。
w
出力フィールドの幅を指定します。
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デフォル
ト

16

範囲 7-40

ヒント SASでは、日付、時間、秒を含む SAS日時値を書き込むために、
最低でも w値を 16にする必要があります。オプションの小数点
以下の秒数で値を返すには、wを 2桁増やし、dに値を追加しま
す。

d
秒値の小数点以下の桁数を指定します。この引数はオプションです。
範囲 0-39

要件 dは wより小さい必要があります。
配置 右
制限事項 w-d< 17の場合、SASは小数値を切り捨てます。

NLDATMTMw.
SAS日時値の時間部分を指定ロケールの時刻値に変換してから、その値を時刻と
して書き込みます。
w
出力フィールドの幅を指定します。
デフォルト 16

範囲 16-200

配置 左
NLDATMw.

SAS日時値を指定ロケールの日時値に変換してから、その値を日時として書き込
みます。
w
出力フィールドの幅を指定します。必要に応じて、SASは出力形式幅に合う
ように日時値を短縮します。
デフォルト 30

範囲 10-200

配置 左
MDYAMPMw.d

mm/dd/yy<yy>hh:mm AM|PMの形式で日時値を書き込みます。年は 2桁また
は 4桁のいずれかです。
w
出力フィールドの幅を指定します。
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デフォルト 19

範囲 8-40

d
分値の小数点以下の桁数を指定します。この引数はオプションです。
デフォルト 0

範囲 0-39

配置 右
注 デフォルトの期間は AMです。

例
例 1: TIMESTAMP関数の使用
引数なしで TIMESTAMP関数を使用すると、現在の日付と時間を取得できます。
print timestamp();

次のように SASログに出力されます。

Wed May 23 23:58:54 2018

TIMESTAMP関数を int64引数とともに使用すると、現在の日付と時間を int64デー
タ型として取得できます。
print timestamp("int64");

次のように SASログに出力されます。

1842739241

TIMESTAMP関数を string引数とともに使用すると、現在の日付と時間を stringデ
ータ型として取得できます。
print timestamp("string");

次のように SASログに出力されます。

Thu May 24 00:01:06 2018

例 2: 現在の日付と時間のフォーマット
TIMESTAMP関数の結果をフォーマットできます。現在の日付と時間は 2019年 9
月 19日午後 4:13です。
proc cas;
   print timestamp(datetime14.2);
   print timestamp(MDYAMPM20.);
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   print timestamp(NLDATMTM16.);
   print timestamp(NLDATM30.);
run;

次のように SASログに出力されます。
20SEP19:16:13
9/20/2019  4:13 PM
16:13:18        
20Sep2019:16:13:18

関連項目
リファレンス
n “使用頻度の高いデータ型” (SAS Cloud Analytic Services: CASLプログラマガイド)

ステートメント
n “PRINT ステートメント”

UNIQUE 関数
配列を検索して、値が配列に存在するかどうかを判別します。
カテゴリ: 配列
返されるデータ
の種類:

値が配列に見つからない場合は、ブール値の TRUEが返されます。値 TRUEは、値
が一意の値であることを意味します。それ以外の場合は、FALSEが返されます。

構文
UNIQUE (array, <value>);

必須引数
array
カウント可能な数の値を指定します。

オプション引数
value
文字または数値の定数、変数または式を指定します。値が数値の場合、SASは
BEST.出力形式を使用してその値を文字列に変換します。
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unpackData 関数
指定された形式に従って、base64Encodeによってパックされた文字列をアンパックします。

構文
unpackData("name")

必須引数
name
文字列のアンパックが必要な変数または式の名前を指定します。

関連項目
n “base64Decode 関数”

n “base64Encode 関数”

UPLOAD_CASLSTORE 関数
指定された CASLソースコード文字列から指定されたコードストレージリポジトリに CASL関数をア
ップロードします。

構文
形式 1: UPLOAD_CASLSTORE({NAME=store-name <, CASLIB=caslib-name> <, 

REPLACE=TRUE | FALSE> <, ENCRYPT=TRUE | FALSE>}, casl-code–1, <, …casl-
code-n>);

形式 2: UPLOAD_CASLSTORE({PATH=path-name <, REPLACE=TRUE | FALSE> <, 
ENCRYPT=TRUE | FALSE>}, casl-code–1, <, …casl-code-n>);

必須引数
location

CASLコードが保存される場所を指定します。
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casl-code
アップロードする CASL関数コードを指定します。コードをカンマで区切ると、
一度に複数の関数を指定できます。

オプション引数
ENCRYPT=TRUE | FALSE
アップロードされた関数を暗号化するかどうかを指定します。

例
proc cas;
   source funcs;
      function c2f(c);
          /*(°C×9/5)+32*/
          return ((c*9/5)+32); 
      end;
      function f2c(f);
          /* (°F−32)×5/9 */
          return ((f-32)*5/9); 
      end;
   endsource;
   upload_caslstore({caslib="casuser",
name="store1", replace=true}, funcs);
run;

proc cas;
  cs = caslstore({caslib="casuser", name="store1"});
  DegF=37.0;
  DegC=37.0;
  f=round(c2f(DegC),.1);
  c=round(f2c(DegF),.1);
  print "NOTE: " degF "°F is " c "°C.";
  print "NOTE: " degC "°C is " f "°F.";
run;

例のコード 3.29 ログに返される結果:

NOTE: 37 °F is 2.8 °C.
NOTE: 37 °C is 98.6 °F.

関連項目
n “CASLSTORE 関数”

n “DEFAULT_CASLSTORE 関数”

n “SOURCE ステートメント”
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UUID 関数
指定されたセッションのユニバーサル一意識別子(UUID)を返します。
カテゴリ: コントロール

ステータス
返されるデータ
の種類:

36文字の UUID

構文
UUID ("session-reference");

必須引数
session-reference

UUIDを取得するセッション名を指定します。

注: 有効なセッション名が使用されていない場合は、NULL文字列が返されます。

例: セッションのアクションキューにあるアクショ
ンのリスト
この例では、listactionqアクションを実行して、UUIDで識別されるセッション
Mysessのキューに現在入っているアクションをリストします。この例では、セッシ
ョンMysessが SASクライアントで実行されており、actionステートメントの
ASYNC=パラメーターを使用して実行のためにキューに入れられたアクションが 1
つ以上あることを想定しています。

*options cashost="cloud.example.com" casport=5570;
cas casauto;                                          /* 1  */
proc cas;
   session casauto;
   uuid = uuid("mysess");                             /* 2  */
   if uuid != "" then
      do;
         session.listactionq result=res / uuid=uuid;  /* 3  */
         print res;
      end;
run;
quit;

1 必要に応じて、セッション Casautoを作成します。システムオプション
CASHOST=および CASPORT=を、サイトで有効なホストとポートに設定します。
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2 関数 UUIDを使用してセッション Mysessの UUIDを取得し、その結果を変数
Uuidに割り当てます。

3 セッションMysessの UUIDのが正常に取得された場合は、listactionq UUID=パ
ラメーターの UUIDを使用して、セッションMysessの現在のアクションキュー
を取得します。結果を出力します。

結果
次の結果はその一例です。

WAIT_FOR_NEXT_ACTION 関数
アクションが完了するのを待ちます。
カテゴリ: サーバー側
操作: この関数は、クライアント側の非同期アクションで機能します。

構文
WAIT_FOR_NEXT_ACTION (job-name);

必須引数
job-name
関数が完了するのを待つジョブの名前を指定します。

例
例 1: wait_for_next_action: ジョブ名なし

       job = wait_for_next_action(0);
      do while(job); do;
                  print ;
                  print "Job [" i "]" ;
                  do  k,j over job;
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                     print k " "  j;
                  end;
                  job = wait_for_next_action(0);
                  i = i + 1;
                  end;
      end;

例 2: wait_for_next_action: ジョブ名あり
      job = wait_for_next_action({'a','b'});
      do while(job); do;
                  print ;
                  print "Job [" i "]" ;
                  do  k,j over job;
                     print k " "  j;
                  end;
                  job = wait_for_next_action(0);
                  i = i + 1;
                  end;
      end;
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概要
関数は CASLプログラミング言語を構成する要素で、引数を受け取り、算術演算や
その他の演算を実行し、値を返します。返される値は割り当てステートメントや式
の他の場所で使用できます。CASL言語では、CASLに固有の機能を提供するビルト
イン関数と、SASソフトウェアに共通する機能を提供する関数が提供されます。ま
た、独自のユーザー定義関数を作成することもできます。CASL関数の例を次に示し
ます。

関数の種類 例 参照
ビルトイン readpath ("/u/sasdemo/ds/

samplecode.sas");
“CASLビルトイン関数” (p. 91)

共通 datetime(); “共通関数” (p. 179)

ユーザー定義 SharedBday(365,n); “FUNCTION ステートメント” (p. 44)

日付定数、時間定数、日時定数
日付定数、時間定数、日時定数は、単一引用符または二重引用符で囲まれた日付、
時間、日時であり、その後に値の種類を示す D(日付)、T(時間)、または DT(日時)が
続きます。D、T、DTを使用して日付定数、時間定数、日時定数を作成する方法の

184 4章 / 共通関数



例については、“Example: Define Date, Time, and Datetime Values in Date 
Constants” (SAS Programmer’s Guide: Essentials)を参照してください。

定数 形式 例
日付 'ddmmm<yy>yy'D

“ddmmm<yy>yy”D

'1jan2018'D

"01jan18"D

時間 'hh:mm<:ss.s>'T

“hh:mm<:ss.s>”T

'9:25'T

"9:25:19pm"T

日時 'ddmmm<yy>yy:hh:mm<:ss.s>'DT

“ddmmm<yy>yy:hh:mm<:ss.s>”DT

'01may18:9:30:00'DT

"18jan2018:9:27:05am"DT

タイムゾーン指
定子を含む日時
(ISO 8601規格)

'yyyy-mm-ddThh:mm:ssZ'DT

'yyyy-mm-ddThh:mm:ss+|-hh:ss'DT

'2018-07-20T12:00:00Z'DT

'2018-05-17T09:15:30-05:00'DT

重要 UTCまたは ISO 8601の日時定数は、Zuluタイムゾーン表示または協
定世界時からの数値オフセットを持ち、システムのタイムゾーンオフセット
に従って内部値を調整することによってローカルタイムに変換されます。こ
の調整は、システムの TIMEZONEオプションが明示的に設定されているかど
うかに関係なく行われます。TIMEZONE=システムオプションが指定された
場合、SASでは、TIMEZONE=システムオプションで指定した値に基づいて
UTCと ISO 8601の DATETIME定数を変換します。TIMEZONE=システムオ
プションが指定されない場合、SASでは、システムの UTCタイムゾーンオフ
セットに基づいて UTCと ISO 8601の DATETIME定数を変換します。

引用符の中にある末尾の空白または先頭の空白は、日付定数、時間定数、日時定数
の処理には影響しません。

関連項目
“Example: Define Date, Time, and Datetime Values in Date Constants” (SAS 
Programmer’s Guide: Essentials)
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関数カテゴリ
表 4.1 カテゴリと定義のテーブル

カテゴリ 定義
CAS CASサーバーで実行される CALLルーチ

ンと関数です。
関数のリストについては、CASを参照して
ください。

文字 文字データに基づいて情報を返します。
関数のリストについては、文字を参照して
ください。

記述統計 平均、中央値、標準偏差などの統計値を返
します。
関数のリストについては、記述統計を参照
してください。

財務 株式のヨーロピアンオプションの利息、定
期的支払い、償却、価格などの金融価値を
計算します。
関数のリストについては、財務を参照して
ください。

乱数 特定の分布からランダム変量を返します。
関数のリストについては、乱数を参照して
ください。

切り捨て 多くの場合、ファジーまたはゼロファジー
を使用して、数値を切り捨てて数値を返し
ます。
関数のリストについては、切り捨てを参照
してください。

カテゴリ 言語要素 説明

CAS BLACKPTPRC 関数 (p. 226) Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのプ
ット価格を計算します。
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カテゴリ 言語要素 説明

BLKSHCLPRC 関数 (p. 228) Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプシ
ョンのコール価格を計算します。

COMPOUND 関数 (p. 265) 複利パラメーターを返します。
FUZZ 関数 (p. 335) 引数が整数の 1E-12以内の場合、最も近い整数を返します。
GARKHCLPRC 関数 (p. 338) Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピア

ンオプションのコール価格を計算します。
MEDIAN 関数 (p. 435) 中央値を返します。
SMALLEST 関数 (p. 547) k番目に小さい非 null値または非欠損値を返します。
STDERR 関数 (p. 549) 平均の標準誤差を返します。
UNIFORM 関数 (p. 576) 一様分布からランダム変量を返します。

記述統計 SMALLEST 関数 (p. 547) k番目に小さい非 null値または非欠損値を返します。
STDERR 関数 (p. 549) 平均の標準誤差を返します。

切り捨て FUZZ 関数 (p. 335) 引数が整数の 1E-12以内の場合、最も近い整数を返します。
財務 BLACKPTPRC 関数 (p. 226) Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのプ

ット価格を計算します。
BLKSHCLPRC 関数 (p. 228) Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプシ

ョンのコール価格を計算します。
COMPOUND 関数 (p. 265) 複利パラメーターを返します。
GARKHCLPRC 関数 (p. 338) Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピア

ンオプションのコール価格を計算します。
文字 CAT 関数 (p. 237) 先頭または末尾の空白を削除せずに、連結文字列を返しま

す。
乱数 UNIFORM 関数 (p. 576) 一様分布からランダム変量を返します。

関数カテゴリ 187



ディクショナリ
ABS 関数
絶対値を返します。
返されるデータ
の種類:

BIGINT、DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

構文
ABS(expression)

必須引数
expression
数値の定数、変数または式を指定します。
データの種類 BIGINT、DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

詳細
結果が引数のデータ型の範囲に収まらない数値の場合、ABS関数は失敗します。
この関数の引数が数値以外の場合、その引数は DOUBLEに変換されます。いずれか
の引数が DOUBLEまたは REALの場合、すべての引数が(まだ変換されていなけれ
ば) DOUBLEに変換され、結果は DOUBLEになります。それ以外の場合で、いずれ
かの引数が DECIMALのときは、すべての引数が(まだ変換されていなければ) 
DECIMALに変換され、結果は DECIMALになります。それ以外の場合は、すべての
引数が BIGINTに変換され、結果は BIGINTになります。

例
proc cas;
   x=abs(2.4);
   y=abs(-3);
   print "x=" x;
   print "y=" y;      
run;
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SASステートメントとその結果を次に示します。

SASステートメント 結果
x=abs(2.4); x=2.4

y=abs(-3); y=3

AIRY 関数
Airy関数の値を返します。

構文
AIRY(x)

必須引数
x
数値の定数、変数または式を指定します。

例
proc cas;
  x=airy(2.0);
  y=airy(-2.0);
 print "x=" x;
 print "y=" y;
run;

SASステートメントとその結果を次に示します。

SASステートメント 結果
x=airy(2.0); 0.0349241304

y=airy(-2.0); 0.2274074282
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ANYALNUM 関数
文字列から英数字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYALNUM(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYALNUM関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYALNUM関数は、文字列で最初に出現する数字、大文字または小文字を検索しま
す。このような文字が検出されると、ANYALNUMはその文字の文字列の位置を返し
ます。このような文字が検出されないと、ANYALNUMは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYALNUMは文字列の先頭から検索を開始しま
す。2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定し
ます。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
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n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYALNUMは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYALNUM関数は、文字列から英数字を検索します。NOTALNUM関数は、文字列
から英数字でない文字を検索します。

例: 右から左への文字列のスキャン
次の例では、ANYALNUM関数を使用して文字列から右から左の順に英数字を検索し
ます。

proc cas;
   string='Next = Last + 1;';
   j=999999;
   do until(j=0);
     j=anyalnum(string, 1-j);
     if j=0 then print 'The end';
     else do;
       c=substr(string, j, 1);
     print "j=" j "c=" c;
         end;
      end;
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=15 c=1
   j=11 c=t
   j=10 c=s
   j=9 c=a
   j=8 c=L
   j=4 c=t
   j=3 c=x
   j=2 c=e
   j=1 c=N
   The end
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ANYALPHA 関数
文字列から英字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYALPHA(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYALPHA関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYALPHA関数は、文字列で最初に出現する大文字または小文字を検索します。こ
のような文字が検出されると、ANYALPHAはその文字の文字列の位置を返します。
このような文字が検出されないと、ANYALPHAは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYALPHAは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
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n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYALPHAは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYALPHA関数は、文字列からアルファベットを検索します。NOTALPHA関数は、
文字列からアルファベットでない文字を検索します。

例: 文字列からのアルファベットの検索
次の例では、ANYALPHA関数を使用して文字列の左から右へアルファベットを検索
します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyalpha(string, j+1);  
      if j=0 then print "That's all";  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j "c=" c;
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=2 c=e
   j=3 c=e
   j=4 c=t
   j=9 c=n
   j=16 c=E
   That's all

関連項目
“NOTALPHA 関数”
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ANYCNTRL 関数
文字列から制御文字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
データの種類: DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYCNTRL(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYCNTRL関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYCNTRL関数は、文字列で最初に出現する制御文字を検索します。このような文
字が検出されると、ANYCNTRLはその文字の文字列の位置を返します。このような
文字が検出されないと、ANYCNTRLは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYCNTRLは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。
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次のいずれかの条件が満たされると、ANYCNTRLは値に 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYCNTRL関数は、文字列から制御文字を検索します。NOTCNTRL関数は、文字列
から制御文字でない文字を検索します。

関連項目
“NOTCNTRL 関数”

ANYDIGIT 関数
文字列から数字を検索し、最初に検索された数字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYDIGIT(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
ANYDIGIT関数は、TRANTAB、ENCODINGまたは LOCALEシステムオプションに
依存しません。
ANYDIGIT関数は、文字列で最初に出現する数字を検索します。このような文字が
検出されると、ANYDIGITはその文字の文字列の位置を返します。このような文字
が検出されないと、ANYDIGITは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYDIGITは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYDIGITは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYDIGIT関数は、文字列から数字を検索します。NOTDIGIT関数は、文字列から
数字でない文字を検索します。

例
次の例では、ANYDIGIT関数を使用して数字を検索します。

proc cas;
   string='Next = _n_ + 12E3;'; 
   j=1;
   do until(j=0);
      j=anydigit(string, j+1);
      if j=0 then print +3 "The end";
      else do;
         c=substr(string, j, 1);
         print "j=" j "c=" c;
      end;
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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   j=14 c=1
   j=15 c=2
   j=17 c=3
   The end

関連項目
“NOTDIGIT 関数”

ANYFIRST 関数
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効な文字を文字列から検索し、最初に検索さ
れた文字の位置を返します。
データの種類: DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYFIRST(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYFIRST関数は、TRANTAB、ENCODINGまたは LOCALEシステムオプションに
依存しません。
ANYFIRST関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効な文字
のうち最初に出現する文字を文字列から検索します。アンダースコア(_)および英語
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の大文字または小文字が有効な文字になります。このような文字が検出されると、
ANYFIRSTはその文字の文字列の位置を返します。このような文字が検出されない
と、ANYFIRSTは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYFIRSTは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYFIRSTは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYFIRST関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効な文字
のうち最初に出現する文字を文字列から検索します。NOTFIRST関数は、
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効でない文字のうち最初に
出現する文字を文字列から検索します。

例
次の例では、ANYFIRST関数を使用して、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始
文字として有効な文字を文字列から検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyfirst(string, j+1);  
      if j=0 then print 'The end';  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j;  
         print "c=" c;  
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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   j=2 c=e
   j=3 c=x
   j=4 c=t
   j=8 c=_
   j=9 c=n
   j=10 c=_
   j=16 c=E
   The end

関連項目
“NOTFIRST 関数”

ANYGRAPH 関数
文字列からグラフィカル文字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYGRAPH(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
ANYGRAPH関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYGRAPH関数は、文字列で最初に出現するグラフィカル文字を検索します。グラ
フィカル文字は、空白以外の印刷可能文字として定義されます。このような文字が
検出されると、ANYGRAPHはその文字の文字列の位置を返します。このような文字
が検出されないと、ANYGRAPHは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYGRAPHは文字列の先頭から検索を開始しま
す。2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定し
ます。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYGRAPHは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYGRAPH関数は、文字列からグラフィカル文字を検索します。NOTGRAPH関数
は、文字列からグラフィカル文字でない文字を検索します。

例: 文字列からのグラフィカル文字の検索
次の例では、ANYGRAPH関数を使用して文字列からグラフィカル文字を検索しま
す。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anygraph(string, j+1);  
      if j=0 then print 'The end';  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j;  
         print "c=" c;  
      end; 
   end;
run;
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SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=2 c=e
   j=3 c=x
   j=4 c=t
   j=6 c==
   j=8 c=_
   j=9 c=n
   j=10 c=_
   j=12 c=+
   j=14 c=1
   j=15 c=2
   j=16 c=E
   j=17 c=3
   j=18 c=;
   The end

関連項目
“NOTGRAPH 関数”

ANYLOWER 関数
文字列から小文字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYLOWER(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
ANYLOWER関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYLOWER関数は、文字列で最初に出現する小文字を検索します。このような文字
が検出されると、ANYLOWERはその文字の文字列の位置を返します。このような文
字が検出されないと、ANYLOWERは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYLOWERは文字列の先頭から検索を開始しま
す。2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定し
ます。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYLOWERは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYLOWER関数は、文字列から小文字を検索します。NOTLOWER関数は、文字列
から小文字でない文字を検索します。

例
次の例では、ANYLOWER関数を使用して文字列から小文字を検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anylower(string, j+1);  
      if j=0 then print "The end";  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j "c=" c;  
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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   j=2 c=e
   j=3 c=x
   j=4 c=t
   j=9 c=n
   The end

関連項目
“NOTLOWER 関数”

ANYNAME 関数
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名として有効な文字を文字列から検索し、最初に検索された文字の
位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYNAME(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYNAME関数は、TRANTAB、ENCODINGまたは LOCALEシステムオプションに
依存しません。
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ANYNAME関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名で有効な文字のうち最初に
出現する文字を文字列から検索します。アンダースコア(_)、数字、英語の大文字ま
たは小文字が有効な文字になります。このような文字が検出されると、ANYNAME
はその文字の文字列の位置を返します。このような文字が検出されないと、
ANYNAMEは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYNAMEは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYNAMEは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYNAME関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名で有効な文字のうち最初に
出現する文字を文字列から検索します。NOTNAME関数は、VALIDVARNAME=V7の
SAS変数名で有効でない文字のうち最初に出現する文字を文字列から検索します。

例
次の例では、ANYNAME関数を使用して、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名で有
効な文字を文字列から検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyname(string, j+1);  
      if j=0 then print 'The end';  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j "c=" c;  
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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   j=2 c=e
   j=3 c=x
   j=4 c=t
   j=8 c=_
   j=9 c=n
   j=10 c=_
   j=14 c=1
   j=15 c=2
   j=16 c=E
   j=17 c=3
   The end

関連項目
“NOTNAME 関数”

ANYPRINT 関数
文字列から印刷可能な文字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYPRINT(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
ANYPRINT関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYPRINT関数は、文字列で最初に出現する印刷可能文字を検索します。このよう
な文字が検出されると、ANYPRINTはその文字の文字列の位置を返します。このよ
うな文字が検出されないと、ANYPRINTは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYPRINTは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYPRINTは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYPRINT関数は、文字列から印刷可能文字を検索します。NOTPRINT関数は、文
字列から印刷不可文字を検索します。

例: 文字列からの印刷可能文字の検索
次の例では、ANYPRINT関数を使用して文字列から印刷可能文字を検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyprint(string, j+1);  
      if j=0 then print 'The end';  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j;  
         print "c=" c;  
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=2 c=e
   j=3 c=x
   j=4 c=t
   j=5 c= 
   j=6 c==
   j=7 c= 
   j=8 c=_
   j=9 c=n
   j=10 c=_
   j=11 c= 
   j=12 c=+
   j=13 c= 
   j=14 c=1
   j=15 c=2
   j=16 c=E
   j=17 c=3
   j=18 c=;
   The end

関連項目
“NOTPRINT 関数”

ANYPUNCT 関数
文字列から句読文字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYPUNCT(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
返されるデータの種類 DOUBLE

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
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データの種類 DOUBLE

詳細
ANYPUNCT関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYPUNCT関数は、文字列で最初に出現する句読文字を検索します。このような文
字が検出されると、ANYPUNCTはその文字の文字列の位置を返します。このような
文字が検出されないと、ANYPUNCTは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYPUNCTは文字列の先頭から検索を開始しま
す。2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定し
ます。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYPUNCTは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYPUNCT関数は、文字列から句読文字を検索します。NOTPUNCT関数は、文字
列から句読文字でない文字を検索します。

例: 文字列からの句読文字の検索
次の例では、ANYPUNCT関数を使用して文字列から句読文字を検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anypunct(string, j+1);  
      if j=0 then print "The end";  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j;  
         print "c=" c;  
      end; 
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   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=8 c=_
   j=10 c=_
   j=18 c=;
   The end

関連項目
“NOTPUNCT 関数”

ANYSPACE 関数
文字列から空白文字(空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジリターン、ラインフィード、フォームフ
ィード)を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYSPACE(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。
返されるデータの種類 CHAR、NCHAR

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
ANYSPACE関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
ANYSPACE関数は、文字列で最初に出現する空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッ
ジリターン、ラインフィード、フォームフィードの文字を検索します。このような
文字が検出されると、ANYSPACEはその文字の文字列の位置を返します。このよう
な文字が検出されないと、ANYSPACEは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYSPACEは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYSPACEは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYSPACE関数は、文字列で最初に出現する空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッ
ジリターン、ラインフィード、フォームフィードの文字を検索します。NOTSPACE
関数は、文字列で最初に出現する空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジリターン、
ラインフィード、フォームフィードでない文字を検索します。

例: 文字列からの空白文字の検索
次の例では、ANYSPACE関数を使用して文字列から空白文字を検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyspace(string, j+1);  
      if j=0 then print "The end";  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j;  
         print "c=" c;  
      end; 
   end;
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run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=5 c= 
   j=7 c= 
   j=11 c= 
   j=13 c= 
   The end

関連項目
“NOTSPACE 関数”

ANYUPPER 関数
文字列から大文字を検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYUPPER(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYUPPER関数の結果は、有効になっている変換テーブル(“TRANTAB= システムオ
プション” (SAS各国語サポート(NLS): リファレンスガイド)を参照)に直接依存し、
ENCODINGおよび LOCALEシステムオプションに間接的に依存します。
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ANYUPPER関数は、文字列で最初に出現する大文字を検索します。このような文字
が検出されると、ANYUPPERはその文字の文字列の位置を返します。このような文
字が検出されないと、ANYUPPERは 0の値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYUPPERは文字列の先頭から検索を開始します。
2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定しま
す。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYUPPERは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYUPPER関数は、文字列から大文字を検索します。NOTUPPER関数は、文字列か
ら大文字でない文字を検索します。

例
次の例では、ANYUPPER関数を使用して文字列から大文字を検索します。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyupper(string, j+1);  
      if j=0 then print "The end";  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j  "c=" c;  
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=16 c=E
   The end
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ANYXDIGIT 関数
数字を表す 16進法の文字を文字列から検索し、最初に検索された文字の位置を返します。
注: この関数は VARCHAR型をサポートしています。

構文
ANYXDIGIT(string <,start>)

必須引数
string
検索する文字の定数、変数または式です。

オプション引数
start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ANYXDIGIT関数は、TRANTAB、ENCODINGまたは LOCALEシステムオプションに
依存しません。
ANYXDIGIT関数は、文字列で最初に出現する数字または A、B、C、D、E、Fの大文
字や小文字を検索します。このような文字が検出されると、ANYXDIGITはその文字
の文字列の位置を返します。このような文字が検出されないと、ANYXDIGITは 0の
値を返します。
1つの引数のみを使用する場合、ANYXDIGITは文字列の先頭から検索を開始しま
す。2つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定し
ます。検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

ANYXDIGITは、次のいずれかに該当する場合にゼロ値を返します。
n 検索文字が見つからない。
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n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
ANYXDIGIT関数は、文字列から 16進文字を検索します。NOTXDIGIT関数は、文字
列から 16進文字でない文字を検索します。

例
次の例では、ANYXDIGIT関数を使用して文字列から数字を表す 16進文字を検索し
ます。

proc cas;    
   string='Next = _n_ + 12E3;';  
   j=1;  
   do until(j=0);  
      j=anyxdigit(string, j+1);  
      if j=0 then print "The end";  
      else do;          
         c=substr(string, j, 1);  
         print "j=" j   "c=" c;  
      end; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

   j=2 c=e
   j=14 c=1
   j=15 c=2
   j=16 c=E
   j=17 c=3
   The end

ARCOS 関数
逆余弦を返します。

構文
ARCOS (argument)
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必須引数
argument
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 -1から 1まで

詳細
ARCOS関数は、引数の逆余弦(逆コサイン)を返します。戻り値はラジアンで示され
ます。

例
SASステートメント 結果
x=arcos(1); 0

x=arcos(0); 1.5707963268

x=arcos(-0.5); 2.0943951024

ARCOSH 関数
逆双曲線余弦を返します。

構文
ARCOSH(x)

必須引数
x
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 x >= 1
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詳細
ARCOSH関数は、逆双曲線余弦を計算します。ARCOSH関数は、次の式(x >= 1)で数
学的に定義されます。

ARCOSH x = log x + x2 − 1

例
次の例では、逆双曲線余弦を計算します。

proc cas;
   x=arcosh(5);
   x1=arcosh(13);
   print "x=" x;
   print "y=" y;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

x=2.2924316696
y=3.2566139548

ARSIN 関数
逆正弦を返します。

構文
ARSIN(argument)

必須引数
argument
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 -1から 1まで

詳細
ARSIN関数は、引数の逆正弦(逆サイン)を返します。戻り値はラジアンで示されま
す。
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例
SASステートメント 結果
x=arsin(0); 0

x=arsin(1); 1.5707963268

x=arsin(-0.5); -0.523598776

ARSINH 関数
逆双曲線正弦を返します。

構文
ARSINH(x)

必須引数
x
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 −∞‹ x ‹∞

詳細
ARSINH関数は、逆双曲線正弦を計算します。ARSINH関数は、次の式で数学的に定
義されます。−∞ < x < ∞

ARSINH x = log x + x2 + 1

無限の記号は、マシンで使用できる最大の倍精度浮動小数に置き換えられます。

例
次の例では、逆双曲線正弦を計算します。

proc cas;
   x=arsinh(5);
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   y=arsinh(-5);
   print "x=" x;
   print "y=" y;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
x=2.3124383413
y=-2.312438341

ARTANH 関数
逆双曲線正接を返します。

構文
ARTANH(x)

必須引数
x
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 –1 < x < 1

詳細
ARTANH関数は、逆双曲線正接を計算します。ARTANH関数は、次の式(–1 < x< 1)
で数学的に定義されます。ART ANH x = 1

2 log 1 + x
1 − x

例
次の例では、逆双曲線正接を計算します。

proc cas;
   x=artanh(0.5);
   print "x=" x;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

x=0.5493061443
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ATAN 関数
逆正接を返します。

構文
ATAN(argument)

必須引数
argument
数値の定数、変数または式を指定します。

詳細
ATAN関数は、引数の 2象限逆正接(逆タンジェント)を返します。戻り値は、正接が
xの角度(ラジアン)です。値の範囲は- π /2から π /2です。引数がない場合、ATANは
欠損値を返します。

比較
ATAN関数は ATAN2関数と類似していますが、ATAN2は 1つの引数ではなく 2つ
の引数の比率から角度の逆正接を計算する点が異なります。

例
SASステートメントとその結果を次に示します。

SASステートメント 結果
proc cas;
   x=atan(0);
   print "x=" x;
run;

x=0

proc cas;
   x=atan(1);
   print "x=" x;
run;

x=0.7853981634

ATAN 関数 219



SASステートメント 結果
proc cas;
   x=atan(-9.0);
   print "x=" x;
run;

x=-1.460139106

ATAN2 関数
2つの数値変数の比率の逆正接を返します。

構文
ATAN2(argument-1, argument-2)

必須引数
argument-1
数値の定数、変数または式を指定します。

argument-2
数値の定数、変数または式を指定します。

詳細
ATAN2関数は、2つの数値変数の逆正接(逆タンジェント)を返します。この関数の結
果は、argument-1/argument-2の逆正接の計算結果と類似していますが、両方の引
数の符号を使用して結果の象限を決定する点が異なります。ATAN2は、ラジアンで
結果を返します。値の範囲は- πから πです。ATAN2のいずれかの引数がない場合、
ATAN2は欠損値を返します。

比較
ATAN2関数は ATAN関数と類似していますが、ATANは 2つの引数ではなく 1つの
引数の値から角度の逆正接を計算する点が異なります。

例
SASステートメントとその結果を次に示します。
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SASステートメント 結果
a=atan2(-1, 0.5); -1.107148718

b=atan2(6, 8); 0.6435011088

c=atan2(5, -3); 2.1112158271

BAND 関数
2つの引数のビットごとの論理積を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BAND(expression-1, expression-2)

引数
expression-1, expression-2
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から(232)-1まで(両端を含む)

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、BAND関数を示しています。

ステートメント 結果
x=band(9,11); 9

x=band(15,5); 5
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BETA 関数
beta関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BETA(a, b)

引数
a
第 1形状パラメーターです。
範囲 a >0

データの種類 DOUBLE

b
第 2形状パラメーターです。
範囲 b >0

データの種類 DOUBLE

詳細
BETA関数は、次の式で数学的に求められます。

β a, b = ∫
0

1
xa − 1 1 − x b − 1dx

注:

β a, b = Γ a Γ b
Γ a + b

前述の式で、Γ . はガンマ関数です。
式を計算できない場合、BETAは欠損値を返します。
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例
次のステートメントは、BETA関数を示しています。

ステートメント 結果
x=beta(5,3); 0.0095238095238

x=beta(15,45); 1.6710294365008E-15

BETAINV 関数
ベータ分布から分位点を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BETAINV(p, a, b)

引数
p
数値の確率です。
範囲 0 ≤ p ≤ 1

データの種類 DOUBLE

a
数値の形状パラメーターです。
範囲 a > 0

データの種類 DOUBLE

b
数値の形状パラメーターです。
範囲 b > 0

データの種類 DOUBLE
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詳細
BETAINV関数は、ベータ分布(形状パラメーターは aおよび b)の p分位点を返しま
す。ベータ分布のオブザベーションが返される分位点以下になる確率は pです。

注: BETAINVは、PROBBETA関数の逆数です。

例
次の例は、BETAINV関数を示しています。
proc cas;
  y=betainv(0.001, 2, 4);
  print "y=" y;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

y= 0.0101017879

BLACKCLPRC 関数
Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのコール価格を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BLACKCLPRC(E, t, F, r, sigma)

引数
E
権利行使価格を指定する正の非欠損値。
要件 Eおよび Fは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

t
満期までの時間を年単位で指定する非欠損値。
データの種類 DOUBLE

224 4章 / 共通関数



F
先物価格を指定する正の非欠損値。
要件 Fおよび Eは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

r
連続複利の無リスク年金利を指定する正の非欠損値。
データの種類 DOUBLE

sigma
ボラティリティ (rの分散の平方根)を指定する正の非欠損分数。
データの種類 DOUBLE

詳細
BLACKCLPRC関数は、Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのコ
ール価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

CALL = ε−rt FN d1 − EN d2

引数
F
先物価格を指定します。

N
累積正規密度関数を指定します。

E
オプションの権利行使価格を指定します。

r
無リスク金利を指定します。これは連続複利を使用して表される年利です。

t
有効期限までの時間を年単位で指定します。

d1 =
ln F

E + σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t

前述の式には次の引数が適用されます。
σ
原資産のボラティリティを指定します。

σ2

利益率の分散を指定します。
t=0となる特別な場合には、次の式が真です。
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CALL = max F − E , 0

比較
BLACKCLPRC関数は、Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのコ
ール価格を計算します。BLACKPTPRC関数は、Blackモデルに基づき、先物のヨー
ロピアンオプションのプット価格を計算します。これらの関数はスカラー値を返し
ます。

例
次のステートメントは、BLACKCLPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=blackclprc(50, .25, 48, .05, .25); 1.55130142723117

b=blackclprc(9, 1/12, 10, .05, .2); 1

BLACKPTPRC 関数
Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのプット価格を計算します。
カテゴリ: CAS

財務
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BLACKPTPRC(E, t, F, r, sigma)

引数
E
権利行使価格を指定する正の非欠損値。
要件 Eおよび Fは同じ単位で指定します。
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データの種類 DOUBLE

t
満期までの時間を年単位で指定する非欠損値。
データの種類 DOUBLE

F
先物価格を指定する正の非欠損値。
要件 Fおよび Eは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

r
連続複利の無リスク年金利を指定する正の非欠損値。
データの種類 DOUBLE

sigma
ボラティリティ (rの分散の平方根)を指定する正の非欠損分数。
データの種類 DOUBLE

詳細
BLACKPTPRC関数は、Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのプ
ット価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

PUT = CALL + ε−rt E − F

引数
E
オプションの権利行使価格を指定します。

r
無リスク金利を指定します。これは連続複利を使用して表される年利です。

t
有効期限までの時間を年単位で指定します。

F
先物価格を指定します。

d1 =
ln F

E + σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t

前述の式には次の引数が適用されます。
σ
原資産のボラティリティを指定します。
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σ2

利益率の分散を指定します。
t=0となる特別な場合には、次の式が真です。

PUT = max E − F , 0

比較
BLACKPTPRC関数は、Blackモデルに基づき、先物のヨーロピアンオプションのプ
ット価格を計算します。BLACKCLPRC関数は、Blackモデルに基づき、先物のヨー
ロピアンオプションのコール価格を計算します。これらの関数はスカラー値を返し
ます。

例
次のステートメントは、BLACKPTPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=blackptprc(298, .25, 350, .06, .25); 1.85980563934969

b=blackptprc(145, .5, 170, .05, .2); 1.41234979911583

BLKSHCLPRC 関数
Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプションのコール価格を計算します。
カテゴリ: CAS

財務
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BLKSHCLPRC(E, t, S, r, sigma)
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引数
E
権利行使価格を指定する正の非欠損値。
要件 Eおよび Sは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

t
満期までの時間を年単位で指定する非欠損値。
データの種類 DOUBLE

S
株価を指定する正の非欠損値。
要件 Sおよび Eは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

r
連続複利の無リスク年金利を指定する正の非欠損値。
データの種類 DOUBLE

sigma
原資産のボラティリティを指定する正の非欠損分数。
データの種類 DOUBLE

詳細
BLKSHCLPRC関数は、Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプシ
ョンのコール価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

CALL = SN d1 − EN d2 ε−rt

引数
S
株価を指定する正の非欠損値。

N
累積正規密度関数を指定します。

E
オプションの権利行使価格を指定する正の非欠損値。

d1 =
ln S

E + r + σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t
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前述の式には次の引数が適用されます。
t
有効期限までの時間を年単位で指定します。

r
無リスク金利を指定します。これは連続複利を使用して表される年利です。

σ
ボラティリティ (分散の平方根)を指定します。

σ2

利益率の分散を指定します。
t=0となる特別な場合には、次の式が真です。

CALL = max S − E , 0

比較
BLKSHCLPRC関数は、Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプシ
ョンのコール価格を計算します。BLKSHPTPRC関数は、Black-Scholesモデルに基
づき、株式のヨーロピアンオプションのプットを計算します。これらの関数はスカ
ラー値を返します。

例
次のステートメントは、BLKSHCLPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=blkshclprc(50, .25, 48, .05, .25); 1.79894201954462

b=blkshclprc(9, 1/12, 10, .05, .2); 1

BLKSHPTPRC 関数
Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプションのプット価格を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
BLKSHPTPRC(E, t, S, r, sigma)

引数
E
権利行使価格を指定する正の非欠損値。
要件 Eおよび Sは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

t
満期までの時間を年単位で指定する非欠損値。
データの種類 DOUBLE

S
株価を指定する正の非欠損値。
要件 Sおよび Eは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

r
連続複利の無リスク年金利を指定する正の非欠損値。
データの種類 DOUBLE

sigma
原資産のボラティリティを指定する正の非欠損分数。
データの種類 DOUBLE

詳細
BLKSHPTPRC関数は、Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプシ
ョンのプットを計算します。この関数は次の関係に基づきます。

PUT = CALL − S + Eε−rt

引数
S
株価を指定する正の非欠損値。

E
オプションの権利行使価格を指定する正の非欠損値。
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d1 =
ln S

E + r + σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t

前述の式には次の引数が適用されます。
t
有効期限までの時間を年単位で指定します。

r
無リスク金利を指定します。これは連続複利を使用して表される年利です。

σ
ボラティリティ (分散の平方根)を指定します。

σ2

利益率の分散を指定します。
t=0となる特別な場合には、次の式が真です。

PUT = max E − S , 0

比較
BLKSHPTPRC関数は、Black-Scholesモデルに基づき、株式のヨーロピアンオプシ
ョンのプットを計算します。BLKSHCLPRC関数は、Black-Scholesモデルに基づき、
株式のヨーロピアンオプションのコール価格を計算します。これらの関数はスカラ
ー値を返します。

例
次のステートメントは、BLKSHPTPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=blkshptprc(230,.5,290,.04,.25); 1.56597442946066

b=blkshptprc(350,.3,400,.05,.2); 1.64091943067592

BLSHIFT 関数
2つの引数を使ってビットを論理左シフトした値を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BLSHIFT(expression-1, expression-2)

引数
expression-1
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から(232)-1まで(両端を含む)

データの種類 DOUBLE

expression-2
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から 31(0と 31を含む)

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、BLSHIFT関数を示しています。

ステートメント 結果
x=blshift(7,2); 28

BNOT 関数
引数のビットごとの論理否定を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BNOT(expression)
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引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から(232)-1まで(両端を含む)

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、BNOT関数を示しています。

ステートメント 結果
a=bnot(16); 4294967279

BOR 関数
2つの引数のビットごとの論理和を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BOR(expression-1, expression-2)

引数
expression-1, expression-2
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から(232)-1まで(両端を含む)

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、BOR関数を示しています。
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ステートメント 結果
a=bor(4,8); 12

BRSHIFT 関数
2つの引数を使ってビットを論理右シフトした値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BRSHIFT(expression-1, expression-2)

引数
expression-1
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から(232)-1まで(両端を含む)

データの種類 DOUBLE

expression-2
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から 31(0と 31を含む)

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、BRSHIFT関数を示しています。

ステートメント 結果
x=brshift(64,2); 16
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BXOR 関数
2つの引数のビットごとの排他的論理和を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
BXOR(expression-1, expression-2)

引数
expression-1, expression-2
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 0から(232)-1まで(両端を含む)

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、BXOR関数を示しています。

ステートメント 結果
x=bxor(128,64); 192

BYTE 関数
ASCII照合順序または EBCDIC照合順序の 1文字を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
BYTE(n)
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引数
n
特定の ASCIIまたは EBCDIC文字を表す整数を指定します。
範囲 0-255

データの種類 DOUBLE

詳細
EBCDIC照合順序では、nは 0から 255までの値になります。ASCII照合順序では、
0から 127までの値に対応する文字が標準文字セットを表します。128から 255ま
での値に対応するその他の ASCII文字は、特定の ASCII動作環境で使用できますが、
それらの文字が表す情報は動作環境によって異なります。

例
次のステートメントは、BYTE関数を示しています。

ステートメント 結果
ASCII EBCDIC

----+----1----+----2 ----+----1----+----2

x=byte(80); P &

CAT 関数
先頭または末尾の空白を削除せずに、連結文字列を返します。
カテゴリ: 文字
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
CAT(item-1<, …item-n>)
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引数
item
文字または数値の、定数、変数または式を指定します。itemが数値の場合、その
値は BESTw.出力形式を使用して文字列に変換されます。この場合、先頭の空白
は削除され、ログにメモは記録されません。

詳細
返される変数の長さ
CAT関数が、あらかじめ長さが割り当てられていない変数に値を返す場合、その変
数には 200バイトの長さが設定されます。| |や...連結演算子が、あらかじめ長さが
割り当てられていない変数に値を返す場合、その変数には、連結される値の長さの
合計となる長さが設定されます。

返される変数の長さ: 特殊な場合
CAT関数は、変数または一時バッファーに値を返します。CAT関数の戻り値の長さ
は次のとおりです。
n 最大 200文字(WHERE句および PROC SQL)

n PROC DS2では、WHERE句を除き、32767文字まで
n 最大 65534文字(CATがマクロプロセッサから呼び出される場合)

CATが値を一時バッファーに返す場合、バッファーの長さは呼び出し環境によって
異なります。バッファーの値は CATの処理後に切り捨てられる可能性があります。
この場合、切り捨てに関するメッセージはログに出力されません。
変数またはバッファーの長さが不十分で連結結果を格納できない場合、SASは次の
手順を実行します。
n PROC DS2と PROC SQLでは、結果を空白行に変更します。
n 呼び出し環境に応じて、結果が切り捨てられたことを示す警告メッセージ、また
は空白値に設定されたことを示す警告メッセージがログに出力されます。

n 関数呼び出しの場所と、切り捨ての原因となった引数のリストを示すメモがログ
に出力されます。

n _ERROR_を 1に設定します。
CAT関数は、BESTw.出力形式で数値をフォーマットした後、数値引数から先頭と末
尾の空白を削除します。

比較
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数の結果は、通常、連結演算子| |と..、
TRIM関数、LEFT関数の特定の組み合わせからの結果と同等になります。ただし、
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数のデフォルトの長さは、連結演算子
を使用したときに得る長さとは異なります。
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CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数を使用すると、TRIMおよび LEFTを
使用するよりも高速になります。

例
次の例では、CAT関数がどのように文字列を連結するのかを示します。

proc cas;
      x='  The 2012 Olym'; 
      y='pic Arts Festi';
      z='  val included works by D  ';
      a='ale Chihuly.';
      result=cat(x,y,z,a);
      print "result=" result; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

result=  The 2012 Olympic Arts Festi  val included works by D  ale Chihuly.

CATQ 関数
区切り文字を使用して各項目を区切り、区切り文字を含む文字列に引用符を追加して文字値または数
値を連結します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
CATQ(modifiers <, delimiter>, item-1 <, …, item-n>)

必須引数
modifier
文字定数、変数または式を指定します。これらの空白以外の各文字で CATQ関数
のアクションを変更します。空白は無視されます。次の文字を修飾子として使
用できます。
1 or '

CATQは、文字列に引用符を追加するときに単一引用符を使用します。
2 or "

CATQは、文字列に引用符を追加するときに二重引用符を使用します。
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a or A
すべての項目引数に引用符を追加します。

b or B
Sまたは T修飾子で削除されていない先頭や末尾の空白がある項目引数に引
用符を追加します。

c or C
区切り文字としてカンマを使用します。

d or D
指定の区切り文字引数があることを示します。

h or H
区切り文字として水平タブを使用します。

m or M
最初の項目引数以降の各項目引数に区切り文字を挿入します。M修飾子を使
用しない場合、CATQは他の修飾子で指定された処理の後に長さがゼロの項
目引数の区切り文字を挿入しません。M修飾子を使用すると、区切り文字が
結果の最初または最後に表示される可能性があります。また、複数の連続す
る区切り文字が結果に表示される場合もあります。

n or N
値が SAS名の通常の構文規則に準拠していない場合に項目引数を名前リテラ
ルに変換します。名前リテラルは、引用符に囲まれた空白のない文字列で、
後に文字"N"が続きます。SASステートメントで名前リテラルを使用するに
は、SASオプション VALIDVARNAME=ANYを指定する必要があります。

q or Q
すでに引用符が含まれている項目引数に引用符を追加します。

s or S
後で処理される引数の先頭および末尾の空白を削除します。
n 区切り文字引数の先頭および末尾の空白を削除する場合、D修飾子の前に

S修飾子を指定します。
n 項目引数の先頭および末尾の空白は削除するが、区切り文字引数の先頭お
よび末尾の空白は削除しない場合、D修飾子の後に S修飾子を指定しま
す。

t or T
後で処理される引数の末尾の空白を取り除きます。
n 区切り文字引数の末尾の空白を削除する場合、D修飾子の前に T修飾子を
指定します。

n 項目引数の末尾の空白は削除するが、区切り文字引数の末尾の空白は削除
しない場合、D修飾子の後に T修飾子を指定します。

x or X
値に印刷不可文字が含まれている場合に項目引数を 16進リテラルに変換し
ます。

ヒ
ン
ト

modifierが定数の場合、引用符で囲みます。modifierを変数名または式と
して表すこともできます。

240 4章 / 共通関数



A、B、N、Q、S、T、X修飾子は、CATQ関数内部で動作します。項目引数
が変数の場合、結果がその変数に割り当てられていない限り、その変数の
値は CATQによって変更されません。

item
文字または数値の、定数、変数または式を指定します。itemが数値の場合、その
値は BESTw.出力形式を使用して文字列に変換されます。この場合、先頭の空白
は削除され、ログにメモは記録されません。

オプション引数
delimiter
連結文字列間の区切り文字として使用する文字定数、変数または式を指定しま
す。この引数を指定する場合、D修飾子も指定する必要があります。

詳細
返される変数の長さ
CATQ関数は変数に値を返します。CATQが式内で呼び出される場合は一時バッフ
ァーに値を返します。戻り値の長さは次のとおりです。
n 最大 200文字(WHERE句および PROC SQL)

n 最大 32767文字(WHERE句以外の DATAステップ)

n 最大 65534文字(CATQがマクロプロセッサから呼び出される場合)

変数またはバッファーの長さが不十分で連結結果を格納できない場合、SASは次の
手順を実行します。DATAステップおよび PROC SQLの結果を空白値に変更しま
す。
n DATAステップと PROC SQLでは、結果を空白値に変更します。
n 呼び出し環境に応じて、結果が切り捨てられたことを示す警告メッセージ、また
は空白値に設定されたことを示す警告メッセージがログに出力されます。

n 関数呼び出しの場所と、切り捨ての原因となった引数のリストを示すメモがログ
に出力されます。

n DATAステップで_ERROR_を 1に設定します。
バッファーの値は CATQの処理後に切り捨てられる可能性があります。この場合、
切り捨てに関するメッセージはログに出力されません。

基本
C、Dまたは H修飾子を使用しない場合、CATQは区切り文字として空白を使用しま
す。
modifierに引用符、あるいは 1または 2修飾子のいずれも指定しないと、CATQは
引用符が必要な場合に各項目引数に使用する引用符の種類を独自に決定します。次
の規則が適用されます。
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n CATQは、アンパサンド(&)やパーセント(%)記号を含む文字列、または単一引用
符より二重引用符の方が多い文字列には、単一引用符を使用します。

n その他のすべての文字列には二重引用符を使用します。
CATQ関数は、結果を初期化して長さをゼロにし、各項目引数で次のアクションを
実行します。
1 itemが文字列でない場合、CATQは BESTw形式を使用して itemを文字列に変換
し、 先頭の空白を削除します。

2 S修飾子を使用している場合、CATQは文字列から先頭の空白を削除します。
3 Sまたは T修飾子を使用すると、CATQは文字列から末尾の空白を削除します。
4 CATQは、次の条件に基づいて引用符を追加するかどうかを決定します。
n X修飾子を使用する場合、文字列に制御文字が含まれていると、文字列は 16
進リテラルに変換されます。

n N修飾子を使用する場合、次のいずれかの条件に該当すると、文字列は名前
リテラルに変換されます。
o 文字列の最初の文字がアンダースコアまたは英字ではない。
o 文字列に数字、アンダースコアまたは英字以外の文字が含まれている。

n Xまたは N修飾子を使用しない場合、次のいずれかの条件に該当すると、
CATQは引用符を文字列に追加します。
o A修飾子を使用している。
o B修飾子を使用していて、Sまたは T修飾子で削除されなかった先頭や末
尾の空白が文字列に含まれている。

o Q修飾子を使用していて、文字列に引用符が含まれている。
o 先頭および末尾の空白を削除した状態で区切り文字と同じになる部分文
字列が文字列に含まれている。

5 2番目以降の項目引数では、CATQは次のいずれかの条件に該当する場合に区切
り文字を結果に追加します。
n M修飾子を使用している。
n 前述のステップで処理された後の文字列の長さがゼロよりも大きい。

6 CATQは結果に文字列を追加します。

比較
CATX関数は CATQ関数と類似していますが、CATXは引用符を追加しない点が異な
ります。
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例: CATQ関数による文字列の連結
次の例では、CATQ関数がどのように文字列を連結するのかを示します。

proc cas;
         result1=CATQ(' ',
                   'noblanks',
                   'one blank',
                   12345,
                   '  lots of blanks    ');
         print "result1=" result1;
         result2=CATQ('CS',
                   'Period (.)                 ',
                   'Ampersand (&)              ',
                   'Comma (,)                  ',
                   'Double quotation marks (") ',
                   '   Leading Blanks');
         print "result2=" result2;
         result3=CATQ('BCQT',
                   'Period (.)                 ',
                   'Ampersand (&)              ',
                   'Comma (,)                  ',
                   'Double quotation marks (") ',
                   '   Leading Blanks');
         print "result3=" result3;
         result4=CATQ('ADT',
                   '#=#',
                   'Period (.)                 ',
                   'Ampersand (&)              ',
                   'Comma (,)                  ',
                   'Double quotation marks (") ',
                   '   Leading Blanks');
         print "result4=" result4;
         result5=CATQ('N',
                   'ABC_123   ',
                   '123    ',
                   'ABC 123');
         print "result5=" result5;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

 result1=noblanks "one blank" 12345 " lots of blanks " 

 result2=Period (.),Ampersand (&),"Comma (,)",Double quotation marks ("),Leading Blanks

 result3=Period (.),Ampersand (&),"Comma (,)",'Double quotation marks (")'," Leading Blanks"

 result4="Period (.)"#=#'Ampersand (&)'#=#"Comma (,)"#=#'Double quotation marks (")'#=#" Leading Blanks" 
 
 result5=ABC_123 "123"n "ABC 123"n 
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CATS 関数
先頭と末尾の空白を削除して、連結文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
CATS(item<, …item>)

引数
item
文字または数値の、定数、変数または式を指定します。itemが数値の場合、その
値は BESTw.出力形式を使用して文字列に変換されます。この場合、先頭の空白
は削除され、ログにメモは記録されません。

詳細
返される変数の長さ
CATS関数が、あらかじめ長さが割り当てられていない変数に値を返す場合、その変
数には 200バイトの長さが設定されます。| |や...連結演算子が、あらかじめ長さが
割り当てられていない変数に値を返す場合、その変数には、連結される値の長さの
合計となる長さが設定されます。

返される変数の長さ: 特殊な場合
CATS関数は、変数または一時バッファーに値を返します。CATS関数の戻り値の長
さは次のとおりです。
n 最大 200文字(WHERE句および PROC SQL)

n PROC DS2では、WHERE句を除き、32767文字まで
n 最大 65534文字(CATSがマクロプロセッサから呼び出される場合)

CATSが値を一時バッファーに返す場合、バッファーの長さは呼び出し環境によって
異なります。バッファーの値は CATSの処理後に切り捨てられる可能性がありま
す。この場合、切り捨てに関するメッセージはログに出力されません。
変数またはバッファーの長さが不十分で連結結果を格納できない場合、SASは次の
手順を実行します。
n PROC DS2と PROC SQLでは、結果を空白値に変更します。
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n 呼び出し環境に応じて、結果が切り捨てられたことを示す警告メッセージ、また
は空白値に設定されたことを示す警告メッセージがログに出力されます。

n 関数呼び出しの場所と、切り捨ての原因となった引数のリストを示すメモがログ
に出力されます。

n _ERROR_を 1に設定します。
CATS関数は、BESTw.出力形式で数値をフォーマットした後、数値引数から先頭と
末尾の空白を削除します。

比較
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数の結果は、通常、連結演算子| |と..、
TRIM関数、LEFT関数の特定の組み合わせからの結果と同等になります。ただし、
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数のデフォルトの長さは、連結演算子
を使用したときに得る長さとは異なります。
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数を使用すると、TRIMおよび LEFTを
使用するよりも高速になります。

例
次の例では、CATS関数がどのように文字列を連結するのかを示します。

proc cas;
      x='  The   Olym'; 
      y='pic Arts Festi';
      z='  val includes works by D  ';
      a='ale Chihuly.';
    result=cats(x,y,z,a);
    print "result=" result;
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

result=The   Olympic Arts Festival includes works by Dale Chihuly.

CATT 関数
末尾の空白を削除して、連結文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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構文
CATT(item<, …item>)

引数
item
文字または数値の、定数、変数または式を指定します。itemが数値の場合、その
値は BESTw.出力形式を使用して文字列に変換されます。この場合、先頭の空白
は削除され、ログにメモは記録されません。

詳細
返される変数の長さ
CATT関数が、あらかじめ長さが割り当てられていない変数に値を返す場合、その変
数には 200バイトの長さが設定されます。| |や...連結演算子が、あらかじめ長さが
割り当てられていない変数に値を返す場合、その変数には、連結される値の長さの
合計となる長さが設定されます。

返される変数の長さ: 特殊な場合
CATT関数は、変数または一時バッファーに値を返します。CATT関数の戻り値の長
さは次のとおりです。
n 最大 200文字(WHERE句および PROC SQL)

n PROC DS2では、WHERE句を除き、32767文字まで
n 最大 65534文字(CATTがマクロプロセッサから呼び出される場合)

CATTが値を一時バッファーに返す場合、バッファーの長さは呼び出し環境によって
異なります。バッファーの値は CATTの処理後に切り捨てられる可能性がありま
す。この場合、切り捨てに関するメッセージはログに出力されません。
変数またはバッファーの長さが不十分で連結結果を格納できない場合、SASは次の
手順を実行します。
n PROC DS2と PROC SQLでは、結果を空白値に変更します。
n 呼び出し環境に応じて、結果が切り捨てられたことを示す警告メッセージ、また
は空白値に設定されたことを示す警告メッセージがログに出力されます。

n 関数呼び出しの場所と、切り捨ての原因となった引数のリストを示すメモがログ
に出力されます。

n _ERROR_を 1に設定します。
CATT関数は、BESTw.出力形式で数値をフォーマットした後、数値引数から先頭と
末尾の空白を削除します。
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比較
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数の結果は、通常、連結演算子| |と..、
TRIM関数、LEFT関数の特定の組み合わせからの結果と同等になります。ただし、
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数のデフォルトの長さは、連結演算子
を使用したときに得る長さとは異なります。
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数を使用すると、TRIMおよび LEFTを
使用するよりも高速になります。

例
次の例では、CATT関数がどのように文字列を連結するのかを示します。

proc cas;
      x='  The 2012 Olym'; 
      y='pic Arts Festi';
      z='  val included works by D  ';
      a='ale Chihuly.';
      result=catt(x,y,z,a);
      print "result=" result; 
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

result=  The 2012 Olympic Arts Festi  val included works by Dale Chihuly.

CATX 関数
先頭と末尾の空白を削除し、区切り文字を挿入して、連結文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
CATX(delimiter, item-1<, …item-n>)

引数
delimiter
連結項目間の区切り文字として使用する文字列を指定します。
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item
文字または数値の、定数、変数または式を指定します。itemが数値の場合、その
値は BESTw.出力形式を使用して文字列に変換されます。この場合、ログにメモ
は記録されません。

詳細
基本
CATX関数は、まず item-1を先頭および末尾の空白を削除して結果にコピーします。
次に、CATXは後続の各引数 item-i (i=2, …, n)で、item-iに 1つ以上の空白以外の文
字が含まれている場合に delimiterおよび item-iを結果に追加します。このとき、
item-iから先頭および末尾の空白を削除します。CATXは、結果の先頭または末尾に
区切り文字を挿入しません。空白の項目では、結果の先頭または末尾に区切り文字
は生成されません。また、複数の連続する区切り文字も生成されません。

返される変数の長さ
CATX関数は、変数または一時バッファーに値を返します。CATX関数から返される
値は、WHERE句を除いて、最大 32767文字まで可能です。
変数またはバッファーの長さが不十分で連結結果を格納できない場合、SASは結果
を切り捨てます。

比較
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数の結果は、通常、連結演算子| |と..、
TRIM関数、LEFT関数の特定の組み合わせからの結果と同等になります。ただし、
CAT、CATS、CATT、CATX関数のデフォルトの長さは、連結演算子の使用時に取得
する長さとは異なります。
CAT関数、CATS関数、CATT関数、CATX関数を使用すると、TRIMおよび LEFTを
使用するよりも高速になります。

注: 欠損値のある変数の場合、連結で異なる結果が生成されます。

例
次の例では、CATX関数がどのように文字列を連結するのかを示します。最初のデー
タプログラムでは、値テーブルを作成します。2番目と 3番目のデータプログラム
では、値テーブルを入力として使用します。

proc cas;
   separator='%%$%%';
   x='The Olympic  '; 
   y='   Arts Festival ';
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   z='   includes works by ';
   a='Dale Chihuly.';
   result=catx(separator, x, y, z, a);
   print "result=" result; 
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

result= The Olympic%%$%%Arts Festival%%$%%includes works by%%$%%Dale Chihuly.

CEIL 関数
数値式以上の最小の整数を返します。
返されるデータ
の種類:

DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

構文
CEIL(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

詳細
expressionが nullの場合、CEILING関数は nullを返します。結果が引数のデータ型
の範囲に収まらない数値の場合、CEIL関数は失敗します。
引数が DECIMALの場合、結果は DECIMALになります。それ以外の場合、引数は
(まだ変換されていなければ) DOUBLEに変換され、結果は DOUBLEになります。

比較
CEILZ関数とは異なり、CEIL関数は結果をファジー処理します。引数が整数の
1E-12内にある場合、CEIL関数はその整数に等しくなるように結果をファジー処理
します。CEILZ関数は結果をファジー処理しません。そのため、CEILZ関数では、予
期しない結果になる可能性があります。
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例
次のステートメントは、CEIL関数を示しています。

ステートメント 結果
a=ceil(-2.4); -2

b=ceil(1+1.e-11); 2

c=ceil(-1+1.e-11); 0

d=ceil(1+1.e-13); 1

CEILZ 関数
ゼロファジーを使用して、引数より大きいか等しい整数のうち最小の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CEILZ(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

比較
CEIL関数とは異なり、CEILZ関数はゼロファジーを使用します。引数が整数の
1E-12内にある場合、CEIL関数はその整数に等しくなるように結果をファジー処理
します。CEILZ関数は結果をファジー処理しません。そのため、CEILZ関数では、予
期しない結果になる可能性があります。
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例
次のステートメントは、CEILZ関数を示しています。

ステートメント 結果
a=ceilz(2.1); 3

b=ceilz(3); 3

c=ceilz(1+1.e-11); 2

d=ceilz(223.456); 224

e=ceilz(-223.456); -223

CHOOSEC 関数
引数のリストからの選択結果を表す文字値を返します。
返されるデータ
の種類:

VARCHAR、NVARCHAR

構文
CHOOSEC(index-expression, selection-1<, …selection-n>)

引数
index-expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

selection
文字定数、変数または式を指定します。この引数の値は、CHOOSEC関数によっ
て返されます。
データの種類 DOUBLE
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詳細
CHOOSEC関数は、index-expressionの値を使用して、後続の引数から選択します。
たとえば、index-expressionが 3の場合、CHOOSECは selection-3の値を返します。
第 1引数が負の場合、関数は引数のリストを逆方向に数えてその値を返します。

比較
CHOOSEC関数は CHOOSEN関数と類似していますが、CHOOSENが数値を返すの
に対して CHOOSECは文字値を返す点が異なります。

例
次の例では、CHOOSECがどのように一連の値から選択しているのかを示します。

proc cas;
   Fruit=choosec(1, 'apple', 'orange', 'pear', 'fig');
   Color=choosec(3, 'red', 'blue', 'green', 'yellow');
   Planet=choosec(2, 'Mars', 'Mercury', 'Uranus');
   Sport=choosec(-3, 'soccer', 'baseball', 'gymnastics', 'skiing');
   items={Fruit, Color, Planet, Sport};
   print "Choices Are=" items;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

Choices Are={apple,green,Mercury,baseball}

CHOOSEN 関数
引数のリストからの選択結果を表す数値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CHOOSEN(index-expression, selection-1<, …selection-n>)

引数
index-expression
数値に評価される有効な式を指定します。
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データの種類 DOUBLE

selection
数値の定数、変数または式を指定します。この引数の値は、CHOOSEN関数によ
って返されます。
データの種類 DOUBLE

詳細
CHOOSEN関数は、index-expressionの値を使用して、後続の引数から選択します。
たとえば、index-expressionが 3の場合、CHOOSENは selection-3の値を返します。
第 1引数が負の場合、関数は引数のリストを逆方向に数えてその値を返します。

比較
CHOOSEN関数は CHOOSEC関数と類似していますが、CHOOSENが数値を返すの
に対して CHOOSECは文字値を返す点が異なります。

例
次の例では、CHOOSENがどのように一連の値から選択しているのかを示します。

proc cas; 
   ItemNumber=choosen(5, 100, 50, 3784, 498, 679);
   Rank=choosen(-2, 1, 2, 3, 4, 5);
   Score=choosen(3, 193, 627, 33, 290, 5);
   Value=choosen(-5, -37, 82985, -991, 3, 1014, -325, 3, 54, -618);
   print "Item Number=" ItemNumber;
   print "Rank=" Rank;
   print "Score=" Score;
   print "Value=" Value; 
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

 Item Number=679
 Rank=4
 Score=33
 Value=1014

CMISS 関数
欠損引数の数を数えます。
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構文
CMISS(argument <, …argument,>)

引数
argument
定数、変数または式を指定します。argumentは、文字値または数値のいずれか
になります。

詳細
文字式の評価結果がすべて空白の文字列または長さがゼロの文字列の場合、マクロ
処理で CMISS関数を使用していない限り、その文字式は欠損とみなされます。数値
式の評価結果が数値欠損値(.、._、.A、…、.Z)の場合、その数値式は欠損として数え
られます。
マクロ処理で CMISS関数を使用する場合は、ピリオド(.)を使用して、文字欠損値と
数値欠損値の両方を表します。文字引数に空白または NULL値を使用した場合、SAS
はエラーを返します。

例
次のステートメントは、CMISS関数を示しています。

ステートメント 結果
x = CMISS(1,0, ' ' , 2,5,' '); 1

x = CMISS(1, ' '); 0

CNONCT 関数
カイ 2乗分布の非心度パラメーターを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CNONCT(x, df, probability)

254 4章 / 共通関数



必須引数
x
数値の確率変数です。
範囲 x ≥ 0

データの種類 DOUBLE

df
数値の自由度パラメーターです。
範囲 df > 0

データの種類 DOUBLE

probability
確率です。
範囲 0 < probability < 1

データの種類 DOUBLE

詳細
CNONCT関数は、非心度カイ 2乗分布(パラメーターは x、df、nc)から負でない非心
度パラメーターを返します。probabilityが心度カイ 2乗分布(パラメーターは xお
よび df)からの確率よりも大きい場合、この問題の平方根は存在しません。この場
合、欠損値が返されます。式の負でない平方根 ncを検索するには、ニュートン型の
アルゴリズムを使用します。

Pc x df, nc − prob = 0

前述の式には次の関係が適用されます。

Pc x df, nc = ε
−nc

2 Σ
j = 0

∞ nc
2

j

j! Pg
x
2

d f
2 + j

前述の式には次の関係が適用されます。
Pg x a

次の式によって得られるガンマ分布の確率です。
Pg x a = 1

Γ a ∫
0

x
ta − 1ε−tdt

アルゴリズムで固定小数点を収束できない場合、欠損値が返されます。
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例
proc cas;
   x=2;
   df=4;
   do nc=1 to 3 by .5;
      probability=probchi(x, df, nc);
      ncc=cnonct(x, df, probability);
   print "probability=" probability;
   print "ncc=" ncc;
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

 probability=0.1861097793
 ncc=1
 probability=0.1559154065
 ncc=1.5
 probability=0.1304765495
 ncc=2
 probability=0.1090741908
 ncc=2.5
 probability=0.0910916212
 ncc=3

COALESCE 関数
数値の引数のリストから最初の非 nullまたは非欠損値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COALESCE(expression<, …expression>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
COALESCEでは、1つ以上の数値式を使用できます。COALESCE関数は、リストさ
れている順に各式の値を確認し、最初の非 nullまたは非欠損値を返します。リスト
されている値が 1つだけの場合、COALESCE関数はその引数の値を返します。すべ
ての式のすべての値が nullまたは欠損値の場合、COALESCE関数は、ANSIモード
または SASモードのどちらであるかに応じて、nullまたは欠損値を返します。

比較
COALESCE関数は数値式を検索するのに対し、COALESCEC関数は文字式を検索し
ます。

例
次のステートメントは、COALESCE関数を示しています。

ステートメント 結果
x = COALESCE(., .A, 33, 22, 44, .); 33

COALESCEC 関数
文字引数のリストから最初の非 nullまたは非欠損値を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
COALESCEC(expression<, …expression>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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詳細
COALESCECでは、1つ以上の文字式を使用できます。COALESCEC関数は、リスト
されている順に各式の値を確認し、最初の非 nullまたは非欠損値を返します。リス
トされている値が 1つだけの場合、COALESCEC関数はその式の値を返します。す
べての式のすべての値が nullまたは欠損値の場合、COALESCEC関数は、ANSIモー
ドまたは SASモードのどちらであるかに応じて、nullまたは欠損値を返します。

比較
COALESCEC関数は文字式を検索するのに対し、COALESCE関数は数値式を検索し
ます。

例
次のステートメントは、COALESCEC関数を示しています。

ステートメント 結果
a=coalescec('', 'Hello'); Hello

a=coalescec('', 'Goodbye', 'Hello'); Goodbye

COMB 関数
n個の要素を同時に r個使用するときの組み合わせの数を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COMB(n, r)

引数
n
負でない整数で要素の合計数を表します。サンプルはこの中から選ばれます。
データの種類 DOUBLE
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r
負でない整数で選ばれた要素の数を表します。
制限事項 r ≤ n

データの種類 DOUBLE

詳細
COMB関数の数学的表現は、次の式によって得られます。

前述の式で、n ≥ 0、r ≥ 0および n≥ rです。
式による計算ができない場合は欠損値が返されます。やや大きな値の場合、COMB
関数を計算できないことがあります。

例
次のステートメントは、COMB関数を示しています。

ステートメント 結果
x=comb(27, 2); 351

COMPARE 関数
2つの文字列を比較し、異なる文字が検出された場合には最も左にある文字の位置を返し、異なる文
字が検出されない場合には 0を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
COMPARE(string-1, string-2<, modifiers>)
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引数
string-1
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数または式を指定し
ます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

string-2
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数または式を指定し
ます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

modifiers
COMPARE関数のアクションを変更できる文字列を指定します。次の文字の 1
つ以上を有効な修飾子として使用できます。I (大文字と小文字の区別を無視す
る)、L (先頭の空白を削除する)、N (引用符を削除して、大文字と小文字の区別を
無視する)、: (コロン。長い方の文字列が短い方の長さか 1文字になるように切り
捨てる)。
COMPARE関数のアクションを変更できる文字列を指定します。次の 1つ以上
の文字を有効な修飾子として使用できます。
iま
たは
I

string-1および string-2の大文字と小文字を区別しません。

lま
たは
L

値を比較する前に string-1および string-2の先頭の空白を削除しま
す。

nま
たは
N

名前リテラルの引数から引用符を削除し、string-1および string-2の
大文字と小文字を区別しません。名前リテラルは、引用符内の文字列
として表される名前トークンで、大文字または小文字の nが後に続
きます。名前リテラルにより、テーブルまたは変数名に使用できなか
った特殊文字(空白文字を含む)を使用できるようになります。
COMPAREで文字列が名前リテラルとして認識されるように、最初の
文字を引用符にする必要があります。

: string-1と string-2の短い方の文字列の長さまたは 1文字(どちらか
大きい方)になるように長い方の文字列を切り捨てます。この修飾子
を指定しない場合、長い方の文字列の長さと同じになるように短い方
の文字列に空白が埋め込まれます。

データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント COMPAREは、修飾子として使用される空白を無視します。
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詳細
基本
COMPARE関数では、修飾子の出現順序に意味があります。
n "LN"は各文字列から先頭の空白を削除した後、名前リテラルから引用符を削除し
ます。

n "NL"は名前リテラルから引用符を削除した後、各文字列から先頭の空白を削除し
ます。

COMPARE関数では、string–1と string–2に違いがない場合はゼロ値を返します。
引数が異なる場合、次のようになります。
n 並べ替え順序で string–1が string–2よりも前にある場合は結果の符合が負にな
り、string–1が string–2よりも後にある場合は正になります。

n 結果の大きさは、文字列が異なる最も左側の文字の位置と等しくなります。

DBCSの互換性
この関数に相当する DBCS関数は、KCOMPAREです。COMPARE関数と
KCOMPARE関数には若干の違いがあります。どちらの関数もさまざまな数の引数
を受け入れますが、第 3引数の使用法には互換性がありません。次の例は、構文の
違いを示しています。
COMPARE(string-1, string-2<, modifiers>)

KCOMPARE(string-1<, position<, count>>, string-2)

例: COMPARE関数を使用した文字列の切り捨て
次の例では、: (コロン)修飾子を使用して文字列を切り捨てます。

proc cas;
   pad1=compare('abc', 'abc            ');   
   pad2=compare('abc', 'abcdef         ');   
   truncate1=compare('abc', 'abcdef',':');  
   truncate2=compare('abcdef', 'abc',':');  
   blank=compare('', 'abc',          ':');
   columns={'pad1', 'pad2', 'truncate1', 'truncate2', 'blank'};
   coltypes={'int64', 'int64', 'int64', 'int64', 'int64'};
   row1={pad1, pad2, truncate1, truncate2, blank};
   mytable=newtable('mytable', columns, coltypes, row1);
   print mytable;
   describe mytable;   
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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[mytable] Table ( [1] Rows [5] columns
 Column Names:
 [1] pad1             [pad1            ] (int64)
 [2] pad2             [pad2            ] (int64)
 [3] truncate1        [truncate1       ] (int64)
 [4] truncate2        [truncate2       ] (int64)
 [5] blank            [blank           ] (int64)

アウトプット 4.1 COMPARE関数の使用

COMPBL 関数
文字列内の単語間にある複数の空白を取り除きます。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
COMPBL(character-expression)

引数
character-expression
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる有効な式であり、取り除く文字列
を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
文字列中に 2つ以上の空白が連続して出現するたびに、COMPBL関数はそれらを 1
つの空白に変換して、複数の空白を削除します。
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比較
COMPRESS関数は、特定の文字が文字列に出現するたびにそれを削除します。ソー
ス文字列から削除する文字として空白を指定した場合、COMPRESS関数は COMPBL
関数と同様の動作をします。ただし、COMPRESS関数は、ソース文字列からすべて
の空白を削除します。COMPBL関数は、複数の空白を 1つの空白に圧縮するため、
1つの空白には影響しません。

例
次のステートメントは、COMPBL関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=compbl('January   Status'); January Status

string='125    E. Main St.';
street=compbl(string);

125 E. Main St.

COMPFUZZ 関数
2つの数値をファジー比較します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COMPFUZZ(expression-1, expression-2<, fuzz<, scale>>)

引数
expression-1
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

expression-2
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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fuzz
比較の相対しきい値を指定する負でない数値です。1以上の値はマシン精度の
倍数単位で扱われます。
デフォルト 1024

データの種類 DOUBLE

scale
スケール係数を指定します。
デフォルト MAX (ABS (expression-1), ABS (expression-2))

データの種類 DOUBLE

詳細
COMPFUZZ関数は、4つの引数をすべて指定した場合、次の値を返します。
n -1 (expression-1 < expression-2 – thresholdの場合)

n 0 (ABS(expression-1 - expression-2) ≤ thresholdの場合)

n 1 (expression-1 > expression-2 + thresholdの場合)

次の関係が存在します。
n 0 ≤ fuzz < 1のとき、threshold = fuzz * ABS(scale)

n 1 ≤ fuzz < 1 / CONSTANT('MACEPS')のとき、threshold = fuzz * ABS(scale) * 
CONSTANT('MACEPS')

COMPFUZZは浮動小数点のアンダーフローまたはオーバーフローを回避します。

比較
COMPFUZZ関数は 2つの浮動小数点の数値を比較し、比較に基づく値を返します。
ROUND関数は、第 2引数の倍数にきわめて近い値に引数を丸めます。結果は第 2
引数の正確な倍数でない場合があります。

例
浮動小数点計算では、数値を加算する順番によって合計値が異なる場合があります。
x1から xnまでの n個の数値の和を計算するときの、ある浮動小数点エラーの近似
境界は次の式で表されます。
n * machine_precision * sum (abs(x1) + ... + abs(xn))

したがって、n個の浮動小数点の数値の和を COMPFUZZ関数で比較するのに、次の
DATAステップに示すように、nをファジー値、絶対値の和をスケール係数として使
用できます。
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proc cas;
   x1 = -1/3;
   x2 = 22/7;
   x3 = -1234567891;
   x4 = 1234567890;
      /* Add the numbers in two different orders. */
   sum1 = x1 + x2 + x3 + x4;
   sum2 = x4 + x3 + x2 + x1;
   diff = abs(sum1 - sum2);
   print "sum1=" sum1;
   print "sum2=" sum2; 
   print "diff=" diff;
      /* Using only a fuzz value gives the wrong result. The fuzz value  */
      /* is 8 because there are four numbers in each sum, for a total of */
      /* eight numbers.                                                  */
   compfuzz = compfuzz(sum1, sum2, 8);
   print "fuzz only (wrong):         " compfuzz;
      /* Using a fuzz factor and a scale value gives the correct result. */
   scale = abs(x1) + abs(x2) + abs(x3) + abs(x4);
   compfuzz = compfuzz(sum1, sum2, 8, scale);
   print "fuzz and scale (correct):  " compfuzz;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

sum1=1.8095238209
 sum2=1.8095238095
 diff=1.1353266E-8
 fuzz only (wrong):         1
 fuzz and scale (correct):  0

COMPOUND 関数
複利パラメーターを返します。
カテゴリ: CAS

財務
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COMPOUND(a, f, r, n)

引数
a
初期の金額を指定します。
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範囲 a ≥ 0

データの種類 DOUBLE

f
将来の金額を指定します(n期間の終了時)。
範囲 f ≥ 0

データの種類 DOUBLE

r
期間単位の金利を分数で指定します。
範囲 r ≥ 0

データの種類 DOUBLE

n
複利期間数を指定します。
範囲 n ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
COMPOUND関数は、複利計算の 4つの引数のリストの欠損引数を返します。これ
らの引数には次の式の関係があります。

f = a 1 + r n

引数は 1つを欠損値とする必要があります。他の 3つの値から複利パラメーターが
計算されます。結果を変換して丸めた数字にする調整は行われません。
n=0のとき、

f = a

および
1 + r n

は 1です。

注: rを欠損値に選ぶと COMPOUNDからエラーが返されます。
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例
$2000の投資で名目年利 9%、30か月複利運用したときの累計額は次の式で表しま
す。

future=compound(2000, ., 0.09/12, 30);

返される値は 2502.544です。第 2引数が欠損値となっているため、将来の金額が
計算されます。名目年利 9%は、月利 0.09/12に変換されています。利率の引数は、
複利計算の期間当たりの(パーセンテージではなく)分数で表される利率です。

COMPRESS 関数
元の文字から指定した文字を削除した文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
COMPRESS(character-expression<, character-list-expression>)

引数
character-expression
文字式に評価され、指定文字の削除対象になる有効な式を指定します。
要件 文字のリテラル文字列は単一引用符で囲みます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

character-list-expression
文字リストを初期化する変数または任意の有効な式を指定します。
デフォルトでは、このリスト内の文字が character-expressionから削除されま
す。
要件 文字のリテラル文字列は単一引用符で囲みます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
COMPRESS関数には、NULL引数を指定できます。NULL引数は長さがゼロの文字
列として扱われます。
引数の数に基づいて、COMPRESS関数は次のように機能します。
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引数の数 結果
第 1引数のみ。source すべての空白が削除されます。引数のす

べてが空白の場合、結果は長さがゼロの文
字列となります。固定長の文字変数に結
果を割り当てる場合、その変数の値は定義
した長さとなるよう空白が埋め込まれま
す。

2つの引数。sourceおよび chars 第 2引数に現れるすべての文字が結果か
ら削除されます。

数字、プラス記号またはマイナス記号を削除するには、次の関数呼び出しを使用し
ます。
COMPRESS(source, "1234567890+-");

例
例 1: 空白の取り除き
これらの例は、文字列から空白を削除する方法を示しています。

ステートメント 結果
----+----1

a='AB C D ';
b=compress(a);

ABCD

a='AB C D';
b=compress(a,'A ');

BCD

例 2: 母音の取り除き
これらの例は、文字列から文字を削除する方法を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+----2----+----3

x='123-4567-8901 e 234-5678-9012 i';
y=compress(x,'aeiou');

123-4567-8901 234-5678-9012
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CONSTANT 関数
マシン定数および数学定数を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CONSTANT(constant<, parameter>)

引数
constant
返す定数を特定する文字定数、変数または式を指定します。有効な定数は次のと
おりです。'E'、'EULER'、'PI'、'EXACTINT'、'BIG'、'LOGBIG'、'SQRTBIG'、
'SMALL'、'LOGSMALL'、'SQRTSMALL'、'MACEPS'、'LOGMACEPS'、
'SQRTMACEPS'。
返す定数を特定する文字定数、変数または式を指定します。有効な定数は次のと
おりです。
定数 説明
'E' 自然数の底
'EULER' Euler定数
'PI' PI

'EXACTINT' [,nbytes] 正確な整数
'BIG' 最大倍精度浮動小数点数
'LOGBIG' [,base] baseを底とする BIGの対数
'SQRTBIG' BIGの平方根
'SMALL' 最小倍精度浮動小数点数
'LOGSMALL' [,base] baseを底とする SMALLの対数
'SQRTSMALL' SMALLの平方根
'MACEPS' マシン精度の定数
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定数 説明
'LOGMACEPS' [,base] baseを底とする MACEPSの対数
'SQRTMACEPS' MACEPSの平方根

parameter
数値パラメーターで、constantで指定された一部の定数と一緒にオプション引数
として使用できます。この parameterを使用すると、CONSTANT関数の機能が
変更されます。

詳細
概要
注意
一部の動作環境では、ランタイムライブラリに制限があるために、ハードウェアが
持つ浮動小数点数を最大限に活用できません。 そのような場合、CONSTANT関数は
ラインタイムライブラリの制限内で使用できる値を返そうとします。たとえば、ランタ
イムライブラリで EXP(LOG(CONSTANT('BIG')))を計算できない場合は、CONSTANT('LOGBIG')
で LOG(CONSTANT('BIG'))と同じ値が返されず、EXP(CONSTANT('LOGBIG'))を計算できる値が
返されます。

自然数の底
CONSTANT('E')

自然数の底は次の式で表されます。
lim

x 0
1 + x

1
x ≈ 2.718281828459045

Euler定数
CONSTANT('EULER')

Eulerの定数は次の式で表されます。
lim

n ∞
Σ

j = 1

j = n 1
j − log n ≈ 0.577215664901532860

PI
CONSTANT('PI')

PI(円周率)は、円の周の長さと直径の比です。この定数を計算する式は多数ありま
す。この数列を表す式の 1例は次のとおりです。
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4 Σ
j = 0

j = ∞ − 1 j

2 j + 1 ≈ 3.14159265358979323846

正確な整数
CONSTANT('EXACTINT'<, nbytes>)

引数
nbytes
バイト数を表す数値です。
デフォルト 8

範囲 2 ≤nbytes ≤ 8

正確な整数は、絶対値で k以下のすべての整数を、長さが nbytesの SAS数値変数で
正確に表現できる最大整数 kです。この情報は、容量を節約するために SAS数値変
数をデフォルトの 8バイトから小さいバイト数に調整するときにあらかじめ知って
おくと役に立つ情報です。

最大倍精度浮動小数点数
CONSTANT('BIG')

使用しているコンピューターで表現できる最大倍精度浮動小数点数(8バイト)を返
します。

BIGの対数
CONSTANT('LOGBIG'<, base> )

引数
base
対数の底となる数値です。
デフォルト 自然数の底、E。
制限事項 指定する baseは 1+SQRTMACEPSの値より大きくする必要があり

ます。
baseを底として、使用しているコンピューターで表現できる最大倍精度浮動小数点
数(8バイト)の対数を返します。
CONSTANT('LOGBIG', base)以下に累乗された指定の baseは、累乗演算(**)を使っ
ても、オーバーフローを発生させず安全に累乗できます。
浮動小数点数は、CONSTANT('LOGBIG')以下の任意の浮動小数点数で累乗関数 EXP
を使っても、オーバーフローを発生させず安全に累乗できます。

BIGの平方根
CONSTANT('SQRTBIG')
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使用しているコンピューターで表現できる最大倍精度浮動小数点数(8バイト)の平
方根を返します。
浮動小数点数は、CONSTANT('SQRTBIG')以下の任意の浮動小数点数で、オーバーフ
ローを発生させず安全に平方根を求めることができます。

最小倍精度浮動小数点数
CONSTANT('SMALL')

使用しているコンピューターで表現できる最小倍精度浮動小数点数(8バイト)を返
します。

SMALLの対数
CONSTANT('LOGSMALL'<, base>)

引数
base
対数の底となる数値です。
デフォルト 自然数の底、E。
制限事項 指定する baseは 1+SQRTMACEPSの値より大きくする必要があり

ます。
baseを底として、使用しているコンピューターで表現できる最小倍精度浮動小数点
数(8バイト)の対数を返します。
CONSTANT('LOGSMALL', base)以上に累乗された指定の baseは、累乗演算(**)を使
って安全に累乗できます。アンダーフローまたは 0にはなりません。
浮動小数点数は、CONSTANT('LOGSMALL')以上の任意の浮動小数点数で累乗関数
EXPを使って安全に累乗できます。アンダーフローまたは 0にはなりません。

SMALLの平方根
CONSTANT('SQRTSMALL')

コンピューターで表現できる最小倍精度浮動小数点数(8バイト)の平方根を返しま
す。
浮動小数点数は、CONSTANT('SQRTBIG')以上の任意の浮動小数点数で、安全に平方
根を求めることができます。アンダーフローまたはゼロにはなりません。

マシンの精度
CONSTANT('MACEPS')

この場合、1 + ε > 1のように、ある整数 jに対して最小倍精度浮動小数点数(8バイ
ト) ε = 2− jが返されます。
この定数は有限精度の計算を行うときに重要です。
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MACEPSの対数
CONSTANT('LOGMACEPS'<, base>)

引数
base
対数の底となる数値です。
デフォルト 自然数の底、E。
制限事項 指定する baseは 1+SQRTMACEPSの値より大きくする必要があり

ます。
baseを底とする CONSTANT('MACEPS')の対数を返します。

MACEPSの平方根
CONSTANT('SQRTMACEPS')

CONSTANT('MACEPS')の平方根を返します。

例
次の例では、CONSTANT関数を使用して、さまざまな定数の値を返します。

proc cas;
      a=constant('E');
      b=constant('EULER');
      c=constant('PI');
      d=constant('EXACTINT');
      e=constant('BIG');
      f=constant('LOGBIG');
      g=constant('SQRTBIG');
      h=constant('SMALL');
      i=constant('LOGSMALL');
      j=constant('SQRTSMALL');
      k=constant('MACEPS');
      l=constant('LOGMACEPS');
      m=constant('SQRTMACEPS');
      print 'a= ' a;
      print 'b= ' b;
      print 'c= ' c;
      print 'd= ' d;
      print 'e= ' e;
      print 'f= ' f;
      print 'g= ' g;
      print 'h= ' h;
      print 'i= ' i;
      print 'j= ' j;
      print 'k= ' k;
      print 'l= ' l;
      print 'm= ' m;
   end;
run;
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SASは次の出力をログに書き込みます。

 a= 2.7182818285
 b= 0.5772156649
 c= 3.1415926536
 d= 9.0071993E15
 e= 1.797693E308
 f= 709.78271289
 g= 1.340781E154
 h= 2.22507E-308
 i= -708.4018337
 j= 1.49167E-154
 k= 2.220446E-16
 l= -36.04365339
 m= 1.4901161E-8

CONVX 関数
列挙キャッシュフローのコンベクシティを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CONVX(y, f, c(1), …, c(k))

引数
y
期間当たりの有効満期利回りを指定します。
範囲 0 < y < 1

データの
種類

DOUBLE

ヒント yを分数で表した場合、配当は小数値として記述する必要があります。
DS2では、整数除算の結果はゼロになります。ゼロは DOUBLEに変換
され、CONVX関数の最初の引数として渡されます。CONVX関数は、
最初のパラメーターとしてゼロを渡すと欠損値を返します。

f
期間当たりのキャッシュフローの頻度を指定します。
範囲 f > 0

データの種類 DOUBLE

274 4章 / 共通関数



c(1), ... , c(k)
キャッシュフローのリストを指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
CONVX関数は、次の式から値を返します。

C = Σ
k = 1

K
k k + f c k

1 + y
k
f

P 1 + y 2 f 2

前述の式には次の関係が適用されます。
P = Σ

k = 1

K c k

1 + y
k
f

例: CONVX関数の使用
proc cas;
  c=convx(.1,.33,.44,.55,.49,.50,.22,.4,.8,.01);
  print "c=" c;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

c=100.04943781

CONVXP 関数
債権などの定期キャッシュフローストリームのコンベクシティを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CONVXP(A, c, n, K, k0, y)
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引数
A
額面価格を指定します。
範囲 A > 0

A > 0

データの種類 DOUBLE

c
期間当たりの名目クーポンレートを小数で指定します。
範囲 0 ≤ c < 1

データの種類 DOUBLE

n
期間当たりのクーポン数を指定します。
範囲 n > 0

データの種類 DOUBLE

K
クーポンの残数を指定します。
範囲 K > 0

データの種類 DOUBLE

k0

現在の日付から最初のクーポン日までの時間を指定します。期間数で表します。
範囲 0 < k0 ≤ 1

n

0 < k0 ≤ 1/n

データの種類 DOUBLE

y
期間当たりの名目満期利回りを指定します。
範囲 y > 0

データの種類 DOUBLE

詳細
CONVXP関数は、次の式から値を返します。
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C = 1
n2

Σ
k = 1

K
tk tk + 1 c k

1 + y
n

tk

P 1 + y
n

2

前述の式には次の関係が適用されます。
tk = nk0 + k − 1

c k = c
n A f or k = 1, …, K − 1

c K = 1 + c
n A

前述の式には次の関係が適用されます。
P = Σ

k = 1

K c k

1 + y
n

tk

例: 債権のコンベクシティの計算
次の例では、CONVXP関数は額面 1000、クーポン年率 0.01、年当たりのクーポン
数 4、クーポン残数が 14の債権のコンベクシティを返します。決済日から次のクー
ポン日までの時間は 0.165で、年間の満期利回りは 0.08です。

proc cas;
  c=convxp(1000,.01,4,14,.33/2,.08);
  print "c=" c;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

c=11.729001987

COS 関数
余弦をラジアンで返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COS(expression)
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引数
expression
数値に評価される有効な式です。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、COS関数を示しています。

ステートメント 結果
x=cos(0.5); 0.87758256189037

x=cos(0); 1

x=cos(3.14159/3); 0.50000076602519

COSH 関数
双曲線余弦をラジアンで返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COSH(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式です。
データの種類 DOUBLE

詳細
COSH関数は、次の式によって得られる引数の双曲線余弦を返します。
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eargument + e−argument /2

例
次のステートメントは、COS関数を示しています。

ステートメント 結果
x=cosh(0); 1

x=cosh(-5.0); 74.2099485247878

x=cosh(4.37); 39.5281414700662

x=cosh(0.5); 1.12762596520638

COT 関数
余接を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COT(argument)

必須引数
argument
ラジアンで表される数値定数、変数または式を指定します。
制限事項 argumentは、0または PIの倍数にはできません。

比較
COT関数と TAN関数は次のような関係です。
cot(x)=1/tan(x)
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例
次のステートメントは、COS関数を示しています。

ステートメント 結果
x=cot(0.5); 1.83048772171245

x=cot(1); 0.64209261593433

x=cot(3.14159/3); 0.57735144856346

注: x=cot(0);を使用して COT関数が欠損値を返した場合は、関数に無効な引数が入力
されたことを示す NOTEがログに書き込まれます。これは正しい動作です。

COUNT 関数
指定した部分文字列が文字列内に含まれる個数を数えます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COUNT(string, substring<, modifiers>)

引数
string
文字定数、変数または式を指定します。この中にある部分文字列を数えます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
substring

stringでカウントされる文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
modifiers

1つ以上の修飾子を文字定数、変数または式で指定します。修飾子として使用で
きる文字(大文字または小文字)は次のとおりです。
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iまたは
I

数えるときに大文字と小文字を区別しません。この修飾子を指
定しないと、COUNTは substringの文字の大文字と小文字に一
致する部分文字列のみを数えます。

tまたは
T

stringおよび substringから末尾の空白を取り除きます。

データの種
類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント modifiersが定数の場合、引用符で囲みます。一組の引用符で複数の
定数を指定します。modifiersを変数または式として表すこともで
きます。

詳細
基本
COUNT関数は左から右方向に stringを検索し、指定した substringが何回出現する
かを検出して出現数を返します。string内に部分文字列が見つからない場合、
COUNTは値 0を返します。

注意
指定した部分文字列が文字列中に重複して 2回出現する場合、結果は未定義になり
ます。 たとえば、COUNT('boobooboo', 'booboo')は 1または 2のいずれかを返す可能
性があります。

比較
COUNT関数は文字列中の部分文字列を数えるのに対し、COUNTC関数は文字列中
の個別の文字を数えます。

例
次のステートメントは、COUNT関数を示しています。

ステートメント 結果
xyz='This is a thistle? Yes, this is a thistle.';
howmanythis=count(xyz,'this');
put howmanythis;

3

xyz='This is a thistle? Yes, this is a thistle.';
howmanyis=count(xyz,'is');
put howmanyis;

6
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ステートメント 結果
howmanythis_i=count('This is a thistle? Yes, this is a thistle.'
   ,'this','i');
put howmanythis_i;

4

variable1='This is a thistle? Yes, this is a thistle.';
variable2='is ';
variable3='i';
howmanyis_i=count(variable1,variable2,variable3);
put howmanyis_i;

4

expression1='This is a thistle? '||'Yes, this is a thistle.';
expression2=kscan('This is',2)||'     ';
expression3=compress('i     '||'     t');
howmanyis_it=count(expression1,expression2,expression3);
put howmanyis_it;

6

COUNTC 関数
文字のリストに表示される(または表示されない)文字列内の文字の個数を数えます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COUNTC(string, charlist<, modifiers>)

引数
string
文字定数、変数または式を指定します。この中にある文字を数えます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
charlist
文字リストを初期化する文字定数、変数または式を指定します。COUNTCはこ
のリストの文字を数えます(ただし、V修飾子をmodifiers引数で指定しない場
合)。V修飾子を指定すると、このリストにないすべての文字を数えます。他の修
飾子を使うことでリストに文字をさらに追加できます。
データの種
類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
修飾子を処理した後でリストに文字がない場合、COUNTCはゼロを
返します。

modifiers
文字定数、変数または式を指定します。これらの空白以外の各文字で COUNTC
関数のアクションを変更します。空白は無視されます。A (アルファベット文字
をリストに追加)、C (制御文字を追加)、D (数字を追加)の大文字と小文字を修飾
子として使用できます。他の修飾子も使用することができます。
空白 無視されます。
aまたは
A

文字のリストにアルファベット文字を追加します。

bまたは
B

左から右方向ではなく、右から左方向に stringをスキャンしま
す。

cまたは
C

文字のリストに制御文字を追加します。

dまたは
D

文字のリストに数字を追加します。

fまたは
F

アンダースコアと英字(つまり、VALIDVARNAME=V7を使用して
SAS変数名を開始できる文字)を文字のリストに追加します。

gまたは
G

文字のリストにグラフィカル文字を追加します。

hまたは
H

文字のリストに水平タブを追加します。

iまたは I 大文字と小文字を区別しません。
lまたは
L

小文字を文字リストに追加します。

nまたは
N

文字のリストに数字、アンダースコアおよび英文字
(VALIDVARNAME=V7を使用した SAS変数名内に表示可能な文
字)を追加します。

oまたは
O

この COUNTCインスタンスを最初に呼び出す 1回のみ、charlist
引数およびmodifier引数を処理します。以降の呼び出しにおけ
る charlistまたはmodifierの値の変更は、COUNTCで無視され
ることがあります。

pまたは
P

文字のリストに句読点を追加します。

sまたは
S

文字のリストに空白文字(空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッ
ジリターン、ラインフィード、フォームフィード )を追加します。

tまたは
T

stringおよび charsから末尾の空白を取り除きます。両方(また
はすべて )の文字引数ではなく一方のみから末尾の空白を削除す
る場合は、COUNTC関数に T修飾子を使用するかわりに、TRIM
関数を使用します。
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uまたは
U

大文字を文字リストに追加します。

vまたは
V

文字リストに現れない文字を数えます。この修飾子を指定しな
いと、COUNTCはこの文字リストに現れない文字を数えます。

wまたは
W

印刷可能文字を文字リストに追加します。

xまたは
X

文字のリストに 16進文字を追加します。

データの種類 CHAR、VARCHAR

ヒント modifierが定数の場合、引用符で囲みます。一組の引用符で複数の
定数を指定します。

詳細
COUNTC関数では、文字引数を NULLに指定できます。ヌル引数は長さがゼロの文
字列として扱われます。文字リストに数える文字がない場合、COUNTCはゼロを返
します。

注: CHARデータ型の文字列には、常に宣言された長さまで空白が埋め込まれること
に注意してください。VARCHARデータ型の文字列では、宣言された長さではなく、
実際の文字列の長さが返されます。

比較
COUNTC関数は文字列中の個別の文字を数えるのに対し、COUNT関数は文字列中
の部分文字列の文字を数えます。

例
COUNTC関数で文字列中の文字数を数えるときに、修飾子を使用する場合と使用し
ない場合の例を次に示します。

proc cas;
  string  = 'Baboons Eat Bananas     ';
   a       = countc(string, 'a');
   b       = countc(string, 'b');
   b_i     = countc(string, 'b', 'i');
   abc_i   = countc(string, 'abc', 'i');
      /* Scan string for characters that are not "a", "b", */
      /* and "c", ignore case, (and include blanks).       */
   abc_iv  = countc(string, 'abc', 'iv');
      /* Scan string for characters that are not "a", "b", */
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      /* and "c", ignore case, and trim trailing blanks.   */
   abc_ivt = countc(string, 'abc', 'ivt');
  columns={'string', 'a', 'b', 'b_i', 'abc_i', 'abc_iv', 'abc_ivt'};
  coltypes={'string','int64','int64','int64','int64','int64','int64'};
  row1={string, a, b, b_i, abc_i, abc_iv, abc_ivt};
  countctab=newtable('countctab', columns, coltypes, row1);
 print countctab;
run;

アウトプット 4.2 COUNTC関数で修飾子を使用する場合としない場合の結果

COUNTW 関数
文字列中の単語数を数えます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
COUNTW(string<, chars<, modifiers>>)

引数
string
文字定数、変数または式を指定します。この中にある単語を数えます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

chars
文字のリストを初期化する任意の文字定数、変数または式を指定します。リスト
中の文字は単語を区切るための区切り文字です(ただしmodifier引数で K修飾子
を使用しない場合)。K修飾子を指定すると、このリストにないすべての文字が区
切り文字となります。他の修飾子を使うことでリストに文字をさらに追加でき
ます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

modifiers
文字定数、変数または式を指定します。これらの空白以外の各文字で COUNTW
関数のアクションを変更します。A (アルファベット文字をリストに追加)、C (制
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御文字を追加)、D (数字を追加)の大文字と小文字を修飾子として使用できます。
他の修飾子も使用することができます。
空白 無視されます。
aまた
は A

文字のリストにアルファベット文字を追加します。

bまた
は B

左から右方向ではなく、右から左方向に数えます。右から左方向
へ数えて変化があるのは、Q修飾子を使っている場合で、かつ一
組になっていない引用符が文字列中にある場合のみです。

cまた
は C

文字のリストに制御文字を追加します。

dまた
は D

文字のリストに数字を追加します。

fまた
は F

アンダースコア文字および英文字(VALIDVARNAME=V7で SAS変
数名の先頭に使用できる文字)を文字リストに追加します。

gまた
は G

文字のリストにグラフィカル文字を追加します。

hまた
は H

文字のリストに水平タブを追加します。

iまた
は I

大文字か小文字かは無視します。

kまた
は K

文字のリストに含まれていないすべての文字を区切り文字として
扱うようにします。Kを指定しない場合、文字のリストに含まれ
ているすべての文字が区切り文字として扱われます。

lまた
は L

小文字を文字リストに追加します。

mまた
はM

複数の連続する区切り文字、および string引数の先頭または末尾
の区切り文字が、長さがゼロの単語を参照するように指定します。
M修飾子を指定しない場合、複数の連続する区切り文字は 1つの
区切り文字として扱われ、string引数の先頭または末尾の区切り文
字は無視されます。

nまた
は N

数字、アンダースコアおよび英文字(VALIDVARNAME=V7で SAS
変数名の先頭文字の次に使用できる文字)を文字リストに追加しま
す。

oまた
は O

chars引数およびmodifier引数を 1回だけ処理します。
COUNTW関数の呼び出し時毎には処理されません。DATAステ
ップ(WHERE句を除く)または SQLプロシジャで O修飾子を使用
すると、chars引数とmodifier引数が変更されないループ内で
COUNTWを呼び出すとき、より迅速に実行できます。

pまた
は P

文字のリストに句読点を追加します。

qまた
は Q

引用符で囲まれた部分文字列内の区切り文字を無視します。
stringの値に、対になっていない引用符が含まれている場合、左か
ら右へのスキャンと、右から左へのスキャンとでは異なる単語が
生成されます。
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sまた
は S

文字リストに空白文字(空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジリ
ターン、ラインフィード、フォームフィード )を追加します。

tまた
は T

string引数と chars引数から末尾の空白を取り除きます。

uまた
は U

大文字を文字リストに追加します。

wまた
はW

印刷可能文字を文字リストに追加します。

xまた
は X

文字のリストに 16進文字を追加します。

データの種類 CHAR、VARCHAR

詳細
"単語"の定義
COUNTW関数では、"単語"とは、次の特性のいずれかを持つ部分文字列を指しま
す。
n 左側が区切り文字または文字列の先頭で境界設定されている
n 右側が区切り文字または文字列の末尾で境界設定されている
n 区切り文字を含まない。ただし、Q修飾子を使用している場合で、引用符を含む
部分文字列内に区切り文字が囲まれている場合を除きます。

注: "単語"の定義は SCAN関数と COUNTW関数の両方で共通しています。

区切り文字は、単語を区切るために指定できるいくつかの文字を示します。

ASCIIおよび EBCDIC環境での COUNTW関数の使用
2つの引数のみを指定して COUNTW関数を使用する場合、デフォルトの区切り文字
は、コンピューターで使用している文字(ASCIIまたは EBCDIC)によって異なります。
n お使いのコンピューターが ASCII文字を使用している場合、デフォルトの区切り
文字は次のようになります。
空白 ! $ % & ( ) * + , - . / ; < ^ |

^文字のない ASCII環境の場合、SCAN関数はかわりに~文字を使用します。
n お使いのコンピューターが EBCDIC文字を使用している場合、デフォルトの区切
り文字は次のようになります。
空白 ! $ % & ( ) * + , - . / ; < ¬ | ¢
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null引数の使用
COUNTW関数では、文字引数を NULLに指定できます。ヌル引数は長さがゼロの文
字列として扱われます。数値引数はヌルにできません。

M修飾子の使用
M修飾子を使用しない場合、単語には少なくとも 1つの文字が含まれている必要が
あります。M修飾子を使用する場合、単語の長さをゼロとすることができます。こ
の場合、単語数は文字列中の区切り文字数に 1を加算した数です。Q修飾子を使用
するときは引用符に囲まれている文字列中の区切り文字は数えません。

例
次の例は、COUNTW関数にM修飾子および P修飾子を使う方法を示しています。
各文字列のmpの値の説明は次のとおりです。
n ピリオドは区切り文字であり、m修飾子を使用すると、末尾のピリオドが参照す
る後続の単語は長さゼロですが、それでも 1単語になります。つまり、ピリオド
の前に 1単語、ピリオドの後に 1単語で、合計 2つの単語があるということで
す。

n 区切り文字がないため、1単語だけです。
n p修飾子が区切り文字として句読点を追加するため、3単語になります。
n p修飾子が句読点を追加するため、/は区切り文字です。m修飾子を使用すると、
先頭の/が長さゼロの先頭の単語を参照して、合計 6単語になります。

n 最初の\はエスケープ文字です 2番目の\は区切り文字なので、6単語があります。
proc cas;
      string1='The quick brown fox jumps over the lazy dog.'; 
      string2='        Leading blanks'; 
      string3='2+2=4'; 
      string4='/unix/path/names/use/slashes';
      string5='\Windows\Path\Names\Use\Backslashes'; 
   a       = countw(string1, 'a');
   b       = countw(string2, 'b');
   b_i     = countw(string3, 'b', 'i');
   abc_i   = countw(string4, 'abc', 'i');
   abc_j   = countw(string5, 'abc', 'j');
  columns={'a', 'b', 'b_i', 'abc_i', 'abc_j'};
  coltypes={'string','int64','int64','int64','int64','int64','int64'};
  row1={string1, a, b, b_i, abc_i, abc_j};
  row2={string2, a, b, b_i, abc_i, abc_j};
  row3={string3, a, b, b_i, abc_i, abc_j};
  row4={string4, a, b, b_i, abc_i, abc_j};
  row5={string5, a, b, b_i, abc_i, abc_j};
  countwtab=newtable('countwtab', columns, coltypes, row1, row2, row3, row4, row5);
 print countwtab;
run;
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アウトプット 4.3 COUNTW関数使用時の結果

CSC 関数
余割を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CSC(argument)

必須引数
argument
ラジアンで表される数値定数、変数または式を指定します。
制限事項 argumentは、0または PIの倍数にはできません。
データの種類 DOUBLE

比較
CSC関数と SIN関数は次のような関係です。
csc(x)=1/sin(x)

例
次のステートメントは、CSC関数を示しています。
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ステートメント 結果
x=csc(0.5); 2.08582964293348

x=csc(1); 1.18839510577812

x=csc(3.14159/3); 1.1547011280666

注: x=csc(0);を使用して CSC関数が欠損値を返した場合は、関数に無効な引数が入力
されたことを示す NOTEがログに書き込まれます。これは正しい動作です。

CSS 関数
修正済み平方和を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CSS(expression<, …expression>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 1つの非 nullまたは非欠損の式が必要です。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、CSS関数を示しています。

ステートメント 結果
a=css(5,9,3,6); 18.75

b=css(5,8,9,6,.); 10

c=css(8,9,6,.); 4.66666666666666
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CUMIPMT 関数
開始期間と終了期間の間でローンに対して支払われる累積利息を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CUMIPMT(rate, number-of-periods, principal-amount<, start-period><, end-period 
><, type>)

引数
rate
支払期間ごとの利率を指定します。
データの種類 DOUBLE

number-of-periods
支払期間の数を指定します。number-of-periodsは正の整数にする必要がありま
す。
データの種類 DOUBLE

principal-amount
ローンの元金を指定します。欠損値が指定されている場合、ゼロとみなされま
す。
データの種類 DOUBLE

start-period
計算の開始期間を指定します。
データの種類 DOUBLE

end-period
計算の終了期間を指定します。
データの種類 DOUBLE

type
期首と期末のどちらで支払がなされるのかを指定します。0は期末の支払を表
し、1は期首の支払を表します。typeが省略された場合、または欠損値が指定さ
れている場合は、ゼロとみなされます。
データの種類 DOUBLE
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例
n 名目年利 9%で$125,000の 30年ローンを組み、期末の月次払いとした場合に 2
年目に支払う累積利息は次のように計算します。
proc cas;
      TotalInterest= CUMIPMT(0.09/12, 360, 125000, 13, 24, 0);
      print 'Total Interest=' TotalInterest;
run;

計算によって$11,135.23という値が返されます。
n 同じローンの最初の期間に支払われる利息は、次の方法で計算されます。

proc cas;
     first_period_interest= CUMIPMT(0.09/12, 360, 125000, 1, 1, 0);
     print 'Total Interest=' first_period_interest;
run;

計算によって$937.50という値が返されます。

CUMPRINC 関数
開始期間と終了期間の間でローンに対して支払われる累積元本を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
CUMPRINC(rate, number-of-periods, principal-amount<, start-period>
<, end-period><, type>)

引数
rate
支払期間ごとの利率を指定します。
データの種類 DOUBLE

number-of-periods
支払期間の数を指定します。
要件 number-of-periodsは正の整数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

principal-amount
ローンの元金を指定します。
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データの種類 DOUBLE

注 欠損値または null値が指定されている場合、ゼロとみなされます。
start-period
計算の開始期間を指定します。
データの種類 DOUBLE

end-period
計算の終了期間を指定します。
データの種類 DOUBLE

type
期首と期末のどちらで支払がなされるのかを指定します。0は期末の支払を表
し、1は期首の支払を表します。typeが省略された場合、または欠損値が指定さ
れている場合は、ゼロとみなされます。
データの種類 DOUBLE

例
n 名目年利 9%で$125,000の 30年ローンを組み、期末の月次払いとした場合に 2
年目に支払う累積元本は次のように計算します。
proc cas;
      PrincipalYear2=CUMPRINC(0.09/12, 360, 125000, 12, 24, 0);
      print 'Principal Year 2 EOP=' PrincipalYear2;
run;

計算によって$1008.23という値が返されます。
n 同じローンで、期首支払の場合に 2年目に支払う元本は次のように計算します。

proc cas;
      PrincipalYear2b = CUMPRINC(0.09/12, 360, 125000, 12, 24, 1);
      print 'Principal Year 2 BOP=' PrincipalYear2b;
run;

計算によって$1000.73という値が返されます。

CV 関数
変動係数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
CV(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、CV関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=cv(5,9,3,6); 43.4782608695652

x2=cv(5,8,9,6,.); 26.082026547865

x3=cv(8,9,6,.); 19.9242421519819

DAIRY 関数
AIRY関数の導関数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DAIRY(x)

必須引数
x
数値の定数、変数または式を指定します。
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詳細
DAIRY関数は AIRY関数の導関数の値を返します。

例
次のステートメントは、DAIRY関数を示しています。

ステートメント 結果
x=dairy(2.0); -0.05309038443365

x=dairy(-2.0); 0.61825902074169

DATDIF 関数
指定された日数計算規則に従って 2つの日付間の差を計算した後に、その日付間の日数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DATDIF(sdate, edate, basis)

引数
sdate
開始日を識別する SAS日付値を指定します。
データの種類 DATE

ヒント sdateが月末の場合、SASはその日付を 1か月が 30日の月の最終
日として処理します。

edate
終了日を識別する SAS日付値を指定します。
データの種類 DATE

ヒント edateが月末の場合、SASはその日付を 1か月が 30日の月の最終
日として処理します。
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basis
日数計算基準を表す文字列を指定します。basisの有効な値は、'30/360'、'ACT/
ACT'、'ACT/360'、'ACT/365'です。たとえば、'ACT/365'は、各月に実際のカレン
ダー日数を使用し、すべての年の日数に実際の日数に関わらず 365日を使用しま
す。
日数計算基準を表す文字列を指定します。basisの有効な値は次のとおりです。
'30/360'
その月または年の実際のカレンダー日数に関わらず、1か月を 30日、1年を
360日として指定します。
月末に利息を支払う証券では、その利息を常にその月の最終日に支払うか、
またはその日付が 2月 30日のように無効な日付でない限り常に各月の同じ
日付に支払います。
別名 '360'

'ACT/ACT'
日付間の実際の日数を使用します。各月にその月の実際のカレンダー日数を
使用し、各年にその年の実際のカレンダー日数を使用します。
別名 'Actual'

'ACT/360'
各月に実際のカレンダー日数を使用し、すべての年の日数に実際の日数に関
わらず 360日を使用します。
ヒント ACT/360は短期間の証券で使用されます。

'ACT/365'
各月に実際のカレンダー日数を使用し、すべての年の日数に実際の日数に関
わらず 365日を使用します。
ヒント ACT/365は短期間の証券で使用されます。

データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
基本
DATDIF関数は証券業界にとって特定の意味を持ち、その計算方法は実際の日数の数
え方とは異なります。実際の日数を含む月と年を計算に使用できます。1か月を 30
日または 1年を 360日として計算することもできます。標準の証券計算方法の詳細
については、この関数の最後にあるリファレンスセクションを参照してください。

注: 月の日数を数える場合、DATDIFでは常に開始日が含まれ、終了日は除外されま
す。
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日数計算基準(30/360)の計算方法
2つの日付間の日数を計算するには、次の式を使用します。

Numbero f days = Y2 − Y1 * 360 + M2 − M1 * 30 + D2 − D1

引数
Y2
後の日付の年を指定します。

Y1
前の日付の年を指定します。

M2
後の日付の月を指定します。

M1
前の日付の月を指定します。

D2
後の日付の日を指定します。

D1
前の日付の日を指定します。

すべての月は 30日のみになるため、30日以外の日数が含まれる月は調整する必要
があります。この調整は、2つの日付間の日数を計算する前に行います。
次の規則が適用されます。
n 証券が月末ルールを使用していて、D2と D1の両方が 2月(うるう年以外は 28
日、うるう年は 29日)の最終日の場合、D2を 30に変更します。

n 証券が月末ルールを使用していて、D1が 2月の最終日の場合、D1を 30に変更
します。

n D2の値が 31で D1の値が 30または 31の場合、D2を 30に変更します。
n D1の値が 31の場合、D1を 30に変更します。

例
次の例では、DATDIFは 2つの日付間の実際の日数、および 1か月を 30日、1年を
360日とした場合の日数を返します。

proc cas;
      sdate=19185;
      edate=21185;
      actual=datdif(sdate, edate, 'act/act');
      days360=datdif(sdate, edate, '30/360');
      print  'Actual= ' actual;
      print 'Days 360 = ' days360;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

Actual= 2000
Days 360= 1970
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DATE 関数
SAS日付値として現在の日付を返します。
別名: TODAY

返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DATE( )

引数なし
DATE関数には引数がありません。

比較
DATE関数は引数を取りません。返される SAS日付値は、1960年 1月 1日から現在
の日付までの日数です。

例
次のステートメントは、DATE関数を示しています。

ステートメント 結果
x=date(); 18773
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DATEJUL 関数
ユリウス暦の日付を SAS日付値に変換します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DATEJUL(julian-date)

引数
julian-date
数値に評価され、ユリウス暦の日付を表す有効な式を指定します。ユリウス暦の
日付は yydddまたは yyyyddd形式の日付です。このとき、yyと yyyyはそれぞれ
年を表す 2桁または 4桁の整数、dddは該当日がその年の何日目かを表す数で
す。dddの値は 1から 365(閏年の場合は 366)の間である必要があります。
データの種類 DOUBLE

詳細
SAS日付値は、1960年 1月 1日から指定日付までの日数です。DATEJUL関数は、
1960年 1月 1日から julian-dateで指定されたユリウス暦の日付までの日数を返し
ます。

例
次のステートメントは、DATEJUL関数を示しています。

ステートメント 結果
x=datejul(11365); 18992
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DATEPART 関数
SAS日時値から日付を抽出します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DATEPART(datetime)

引数
datetime

SAS日時値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
SAS日時値は、1960年 1月 1日から特定の日付内の時、分、秒までの秒数です。
DATEPART関数は、SAS日時値の日付部分を決定し、日付を SAS日付値として返し
ます。これは 1960年 1月 1日からの日数です。

例
次のステートメントは、SAS日時である変数 dtvalueの値が 1652165417である場合
の DATEPART関数を示しています。

ステートメント 結果
dp=put(datepart(dtvalue),date9.); 09MAY2012

DATETIME 関数
SAS日時値として現在の日時を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DATETIME( )

比較
DATETIME関数は引数を取りません。返される SAS日時値は、1960年 1月 1日か
ら現在の日時までの秒数です。

例
次のステートメントは、DATETIME関数を示しています。

ステートメント 結果
dt=datetime(); 1622021468

DAY 関数
SAS日付値として月の日を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DAY(date)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
DAY関数は、月の日を表す 1から 31までの整数を生成します。
SAS日付値は、1960年 1月 1日から特定の日付までの日数です。

例
次のステートメントは、SAS日付値である dayvalueの値が 17531 (2007年 12月 31
日)である場合の DAY関数を示しています。

ステートメント 結果
dt=day(dayvalue); dt=31

DEQUOTE 関数
単一引用符で始まる文字列から一致する単一引用符を削除し、閉じ引用符の右側にあるすべての文字
を削除します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
DEQUOTE(expression)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
DEQUOTE関数で返される値は、expressionの最初の文字または最初の 2文字に依
存します。
n expressionの最初の文字が引用符でない場合、DEQUOTEは構文エラーを返しま
す。
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n expressionの最初の文字が単一引用符の場合、DEQUOTE関数は結果からその単
一引用符を削除します。DEQUOTEは、次に expressionを左から右にスキャン
し、他の単一引用符または二重引用符を探します。
ペアになっている単一引用符はすべて、1つの単一引用符に置き換えられます。
ペアになっている二重引用符はすべて保持されます。
二重引用符が 2文字目の場合、DEQUOTEは結果から二重引用符を削除します。
DEQUOTEは、次に、expressionを左から右にスキャンしていきます。一致する
二重引用符が見つかった場合は、二重引用符の間のテキストが返されます。閉じ
二重引用符の右側、つまり expressionの末尾までのテキストは、結果から削除さ
れます。
expressionでペアになっていない最初の単一引用符は閉じ単一引用符であり、削
除されます。
閉じかっこが単一引用符の後に続く場合、関数は引用符で囲まれていない文字列
を返します。閉じ単一引用符の右側に文字が存在する場合、関数は構文エラーに
なり、エラーが SASログに出力されます。

n expressionが二重引用符で囲まれている場合、DEQUOTE関数は nullまたは欠損
値を返します。

注: expressionが引用符に囲まれた定数の場合、それらの引用符は expressionの値
には含まれません。そのため、定数を示す引用符は DEQUOTEを使用して削除する
必要はありません。

例
次のステートメントは、DEQUOTE関数を示しています。

ステートメント 結果
string=dequote(No quotation marks); ERROR:  [HY000]Parse error.

Expecting ')' in statement x:
 char(x) string; string=dequote(no
 ==>quotation. (0x817ff05c)

string=dequote(No 'leading'
quotation marks);

ERROR:  [HY000]Parse error.
Expecting ')' in statement x:
char(yyy) string;
string=dequote(No ==>'leading'.
(0x817ff05c)

string=dequote('Single matched
quotation marks are removed');

Single matched quotation marks are removed

string=dequote("Matched double
quotation marks result in a
null or missing value");

.

string=dequote('Paired ''single''
quotation marks are reduced to a

Paired 'single' quotation marks are reduced
to a single quotation mark
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ステートメント 結果
single quotation mark');

string=dequote(' "Double quotation
marks" within “single
quotation marks“, with space
before open quotation
mark');

"Double quotation marks"
within “single quotation marks“,
with space before
open quotation mark'

string=dequote('"Double quotation
marks within single quotation marks,
without space before open
quotation mark');

Double quotation marks
within single quotation marks,
without space before
open quotation mark'

string=dequote('"Text after closing
double quotation mark" is removed')

Text after closing double
quotation mark

string=dequote('No matching quotation
mark);

ステートメントの実行は完了しません。
次の文字をサブミットして実行を完了し
ます。
');

string=dequote('Identifiers after
close quotation mark' results
in a syntax error);

ERROR:  [HY000]Parse error.
Expecting ')' in statement x:
string=dequote('Identifiers after
close quotation mark'  ==>results.
(0x817ff05c)

DEVIANCE 関数
確率分布に基づくデビアンスを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DEVIANCE(distribution, variable, shape-parameter(s)<, ε>)

引数
distribution
分布を特定する文字定数、変数または式です。有効な分布は、'BERNOULLI', 
'BINOMIAL'、'GAMMA'、'IGAUSS'、'NORMAL'、'POISSON'です。
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分布を特定する文字定数、変数または式です。有効な分布については、次の表を
参照してください。
分布 引数
Bernoulli (p. 305) 'BERNOULLI' | 'BERN'

Binomial (p. 306) 'BINOMIAL' | 'BINO'

Gamma (p. 306) 'GAMMA'

逆ガウス(Wald) (p. 307) 'IGAUSS' | 'WALD'

Normal (p. 307) 'NORMAL' | 'GAUSSIAN'

Poisson (p. 307) 'POISSON' | 'POIS'

variable
数値定数、変数または式です。

shape-parameter(s)
分布の形状の特性を示す 1つ以上の分布固有の数値パラメーターです。

ε
正規分布以外のすべての分布に使用される任意の小さい数値です。

詳細
Bernoulli分布
DEVIANCE('BERNOULLI', variable, p<, ε> )

引数
variable
成功した場合は 1、失敗した場合は 0の二値の数値の確率変数です。

p
ε ≤ p ≤ 1–εの成功率の数値です。

ε
限界 pに使用される任意の正の数値です。間隔 0 ≤ p ≤ εのすべての p値は、εで
置換されます。間隔 1 – ε ≤ p ≤ 1のすべての p値は、1 – εで置換されます。

DEVIANCE関数は、成功が 1の確率変数値として定義された成功率 pの Bernoulli
分布からデビアンスを返します。式は次のとおりです。

DEVIANCE ′BERN′, variable, p, ε =
−2log 1 − p x = 0
−2log p x = 1
. otherwise
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二項分布
DEVIANCE('BINO', variable, μ, n<, ε>)

引数
variable
成功数が含まれる数値の確率変数です。
範囲 0 ≤ variable ≤ 1

μ
数値の平均パラメーターです。
範囲 nε ≤ μ ≤ n(1–ε)

n
Bernoulli試行数の整数パラメーターです。
範囲 n ≥ 0

ε
限界 μに使用される任意の正の数値です。間隔 0 ≤ μ ≤ nεのすべての μ値は、nε
で置換されます。間隔 n(1 – ε) ≤ μ ≤ nのすべての μ値は、n(1 – ε)で置換されま
す。

DEVIANCE関数は、成功率 p、独立した Bernoulli試行数 nの二項分布からデビアン
スを返します。正規分布の DEVIANCE関数は次の式で表されます。xは確率変数で
す。

DEVIANCE ′BINO′, x, μ, n =

. x < 0

2 xlog x
μ + n − x log n − x

n − μ 0 ≤ x ≤ n

. x > n

ガンマ分布
DEVIANCE('GAMMA', variable, μ<, ε>)

引数
variable
数値の確率変数です。
範囲 variable ≥ ε

μ
数値の平均パラメーターです。
範囲 μ ≥ε

ε
限界 variableおよび μに使用される任意の正の数値です。間隔 0 ≤ variable ≤ ε
のすべての variable値は、εで置換されます。間隔 0 ≤ μ ≤ εのすべての μ値は、
εで置換されます。
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DEVIANCE関数は、平均パラメーター μのガンマ分布からデビアンスを返します。
ガンマ分布の DEVIANCE関数は次の式で表されます。xは確率変数です。

DEVIANCE ′GAMMA′, x, μ =
. x < 0

2 − log x
μ + x − μ

μ x ≥ ε, μ ≥ ε

逆ガウス(Wald)分布
DEVIANCE('IGAUSS' | 'WALD', variable, μ<, ε>)

引数
variable
数値の確率変数です。
範囲 variable ≥ ε

μ
数値の平均パラメーターです。
範囲 μ ≥ε

ε
限界 variableおよび μに使用される任意の正の数値です。間隔 0 ≤ variable ≤ ε
のすべての variable値は、εで置換されます。間隔 0 ≤ μ ≤ εのすべての μ値は、
εで置換されます。

DEVIANCE関数は、平均パラメーター μの逆ガウス分布からデビアンスを返します。
逆ガウス分布の DEVIANCE関数は次の式で表されます。xは確率変数です。

DEVIANCE ′IGAUSS′, x, μ =
. x < 0

x − μ 2

μ2x
x ≥ ε, μ ≥ ε

正規分布
DEVIANCE('NORMAL' | 'GAUSSIAN', variable, μ)

引数
variable
数値の確率変数です。

μ
数値の平均パラメーターです。

DEVIANCE関数は、平均パラメーター μの正規分布からデビアンスを返します。正
規分布の DEVIANCE関数は次の式で表されます。xは確率変数です。

DEVIANCE ′NORMAL′, x, μ = x − μ 2

Poisson分布
DEVIANCE('POISSON', variable, μ<, ε>)

引数
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variable
数値の確率変数です。
範囲 variable ≥ 0

μ
数値の平均パラメーターです。
範囲 μ ≥ε

ε
限界 μに使用される任意の正の数値です。間隔 0 ≤ μ ≤ εのすべての μ値は、εで
置換されます。

DEVIANCE関数は、平均パラメーター μの Poisson分布からデビアンスを返します。
Poisson分布の DEVIANCE関数は次の式で表されます。xは確率変数です。

DEVIANCE ′POISSON′, x, μ =
. x < 0

2 xlog x
μ − x − μ x ≥ 0, μ ≥ ε

DHMS 関数
日、時、分、秒の値から SAS日時値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DHMS(date, hour, minute, second)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

hour
1から 12までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

minute
1から 59までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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second
1から 59までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
DHMS関数は、SAS日時値を表す数値を返します。正または負の数値が返されます。

例: DHMS関数の使用
proc cas;
  day=date();
  time=time();
  sasdt=dhms(day, 0, 0, time);
  format sasdt datetime.;
 print sasdt;
run;

次のように SASログに出力されます。

07MAY18:11:23:20

DIGAMMA 関数
ディガンマ関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DIGAMMA(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
制限事項 ゼロおよび負の整数は無効です。
データの種類 DOUBLE
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詳細
DIGAMMA関数は、次の式で求められる比率を返します。

Ψ x = Γ′ x /Γ x

Γ . およびΓ′ . は、それぞれガンマ関数とその導関数を示します。expression>0の場
合、DIGAMMA関数は lgamma関数の導関数です。

例
次のステートメントは、DIGAMMA関数を示しています。

ステートメント 結果
x=digamma(1.0); -0.57721566490153

DIVIDE 関数
ODS出力の特殊欠損値を処理する除算の結果を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DIVIDE(x, y)

引数
x
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

y
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
DIVIDE関数は、2つの数値を除算して ODS規則に適合する結果を返します。この
関数は、ODS出力の特殊欠損値を処理します。次のリストに、特定の特殊欠損値が
ODSで解釈される方法を示します。
n .Iは無限大として解釈
n .Mは負の無限大として解釈
n ._は空白として解釈
次の表に、xおよび yの値に基づいて DIVIDE関数によって返される値を示します。

図 4.1 DIVIDE関数によって返される値

注: DIVIDE関数は、欠損値、ゼロ除算またはオーバーフローに関するメモを SASロ
グに書き込むことはありません。

例
次の例では、DIVIDE関数を使用した結果を示します。

proc cas;
  a=divide(1,0);
  print "a=" a+3 "(infinity)";
  b=divide(2, .I);
  print "b=" b+3;
  c=divide(.I, -1);
  print "c=" c "(minus inifinity)";
  d=divide(constant('big'), constant('small'));
  print "d=" d+3 "(infinity because of overflow)";
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

 a=. (infinity)
 b=3
 c=M (minus inifinity)
 d=. (infinity because of overflow)
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DURP 関数
債権などの定期キャッシュフローストリームの修正デュレーションを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
DURP(A, c, n, K, k0, y)

引数
A
額面価格を指定します。
範囲 A > 0

データの種類 DOUBLE

c
期間当たりの名目クーポンレートを分数で指定します。
範囲 0 ≤ c< 1

データの種類 DOUBLE

n
期間当たりのクーポン数を指定します。
範囲 n > 0で整数
データの種類 DOUBLE

K
クーポンの残数を指定します。
範囲 K > 0で整数
データの種類 DOUBLE

k0

現在の日付から最初のクーポン日までの時間を指定します。期間数で表します。
範囲 0 < k0 ≤ 1/n

データの種類 DOUBLE
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y
期間当たりの名目有効満期利回りを指定します。分数で表します。
範囲 y > 0

データの種類 DOUBLE

詳細
DURP関数は、次の式から値を返します。

D = 1
n

Σ
k = 1

K
tk

c k

1 + y
n

tk

P 1 + y
n

前述の式には次の関係が適用されます。
n tk = nk0 + k − 1

n c k = c
n A f or k = 1, …, K − 1

n c K = 1 + c
n A

前述の式には次の関係が適用されます。
P = Σ

k = 1

K c k

1 + y
n

tk

例: DURP関数の使用
proc cas;
  d=durp(1000, 1/100, 4, 14, .33/2, .10);
  print d;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

d=3.2649588109

EFFRATE 関数
有効な年利を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
EFFRATE(compounding-interval, rate)

引数
compounding-interval

SAS間隔です。この値は、rateを複利計算する頻度を表します。
データの種類 CHAR

rate
数値です。rateは、各利息計算期間で複利計算する名目年利(パーセント)です。
データの種類 DOUBLE

詳細
EFFRATE関数は、有効な年利を返します。この関数は、名目年利に対応する有効な
年利を計算します。
EFFRATE関数には次の詳細が適用されます。
n rateの値は–99以上にする必要があります。
n 名目金利と利息計算期間を考えるに当たって、compounding-intervalが

'CONTINUOUS'の場合、EFFRATEによって返される値は erate/100–1です。
compounding-intervalが'CONTINUOUS'以外で、1年にm回の利息計算期間が
含まれる場合、EFFRATEによって返される値は(1+[rate/100 m])m–1です。

n compounding-intervalで有効な値は次のとおりです。
o 'CONTINUOUS'

o 'DAY'

o 'SEMIMONTH'

o 'MONTH'

o 'QUARTER'

o 'SEMIYEAR'

o 'YEAR'

n 間隔が'DAY'の場合、m=365です。

例
次の例では、有効な利率の計算方法を示します。
n 名目利率が 10%で利息が毎月複利計算される場合、対応する有効な利率は次のよ
うに表されます。
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effective-rate1 = EFFRATE('MONTH', 10);

n 名目利率が 10%で利息が四半期ごとに複利計算される場合、対応する有効な利率
は次のように表されます。
effective-rate2 = EFFRATE('QUARTER', 10); 

ERF 関数
(正規)誤差関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
ERF(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ERF関数は、次の式で求められる積分を返します。

ERF x = 2
π

∫
0

x
ε−z2dz

ERF関数を使用して、平均値が 0で標準偏差が 1の正規分布に従う確率変数の値が
Xよりも小さい確率(p)を求めることができます。たとえば、次のステートメントで
求められる数量は PROBNORM(X)と同等です。
p=.5+.5*erf(x/sqrt(2));

例
次のステートメントは、ERF関数を示しています。
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ステートメント 結果
y=erf(1.0); 0.842701

y=erf(-1.0); -0.8427

ERFC 関数
相補(正規)誤差関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
ERFC(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
ERFC関数は、ERF関数(1 − ERF(argument))の補数を返します。

例
次のステートメントは、ERFC関数を示しています。

ステートメント 結果
x=erfc(1.0); 0.157299

x=erfc(-1.0); 1.842701
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EXP 関数
指定された累乗の e定数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
EXP(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
EXP関数は、定数 e (2.71828で近似的に与えられる)に対する指定した引数の累乗を
返します。この結果は、コンピューターの倍精度小数値の最大値によって制限され
ます。

例
次のステートメントは、EXP関数を示しています。

ステートメント 結果
a=exp(1.0); 2.71828182845904

a=exp(0); 1

FACT 関数
階乗を計算します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
FACT(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
FACT関数の数学的表現は、次の式によって得られます。

FACT n = n!

この式では、n ≥ 0です。
式による計算ができない場合は欠損値が返されます。やや大きな値の場合、FACT関
数を計算できないことがあります。

例
次のステートメントは、FACT関数を示しています。

ステートメント 結果
x=fact(5); 120

FIND 関数
文字列内の特定の部分文字列を検索します。
返されるデータ
の種類:

CHAR
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構文
FIND(string, substring<, modifier(s)><, startpos>)

FIND(string, substring<, startpos><, modifier(s)>)

引数
string
文字列を評価するか、文字列に強制変換できて、部分文字列の検索対象になる文
字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
substring
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数、または式であ
り、stringで検索する文字の部分文字列を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
modifier(s)

1つ以上の修飾子を文字定数、変数または式で指定します。修飾子として使用で
きる文字(大文字または小文字)は、I (大文字と小文字の区別を無視する)または T 
(末尾の空白を取り除く)です。両方(またはすべて )の文字引数ではなく一方のみ
から末尾の空白を削除する場合は、FIND関数に T修飾子を使用するかわりに、
TRIM関数を使用します。
1つ以上の修飾子を文字定数、変数または式で指定します。修飾子として使用で
きる文字(大文字または小文字)は次のとおりです。
i or I
検索時に大文字と小文字を区別しません。この修飾子を指定しないと、FIND
は substringの文字の大文字と小文字に一致する部分文字列のみを検索しま
す。

t or T
stringおよび substringから末尾の空白を取り除きます。

注: 両方(またはすべて )の文字引数ではなく一方のみから末尾の空白を削除
する場合は、FIND関数に T修飾子を使用するかわりに、TRIM関数を使用し
ます。

データの種
類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント modifierが定数の場合、引用符で囲みます。一組の引用符で複数の
定数を指定します。modifierを変数または式として表すこともでき
ます。
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startpos
数値定数、変数、または式であり、検索を開始する位置と検索の方向を指定する
整数です。
データの種類 DOUBLE

詳細
FIND関数は stringで最初に出現する指定の substringを検索し、その部分文字列の
位置を返します。string内に部分文字列が見つからない場合、FINDは値 0を返しま
す。
sstartposを指定しないと、FINDは stringの最初から検索を開始し、左から右に
stringを検索します。startposを指定すると、startposの絶対値で検索の開始位置が
決定されます。検索方向は、startposの符号で決まります。

startposの値 アクション
0より大きい startposの位置から検索を開始し、右方向に検索します。

startposが stringの長さよりも大きい場合、FINDは値 0
を返します。

0より小さい startposの位置から検索を開始し、左方向に検索します。
startposが stringの長さよりも大きい場合、検索は string
の最後から開始します。

0 値 0を返します。

比較
n FIND関数は文字列の文字の部分文字列を検索しますが、FINDC関数は文字列の
個々の文字を検索します。

n FIND関数と INDEX関数はどちらも文字列の文字の部分文字列を検索します。
ただし、INDEX関数にはmodifiers引数も startpos引数もありません。

例
次のステートメントは、FIND関数を示しています。

ステートメント 結果
whereisshe=find('She sells seashells? Yes, she does.','she ');
print whereisshe;

27
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ステートメント 結果
variable1='She sells seashells? Yes, she does.';
variable2='she ';
variable3='i';
whereisshe_i=find(variable1,variable2,variable3);
print whereisshe_i;

1

expression1='She sells seashells? '||'Yes, she does.';
expression2=kscan('he or she',3)||'  ';
expression3=trim('t   ');
whereisshe_t=find(expression1,expression2,expression3);
print whereisshe_t;

14

xyz='She sells seashells? Yes, she does.';
startposvar=22;
whereisshe_22=find(xyz,'she',startposvar);
print whereisshe_22;

27

xyz='She sells seashells? Yes, she does.';
startposexp=1-23;
whereisShe_ineg22=find(xyz,'She','i',startposexp);
print whereisShe_ineg22;

14

FINDC 関数
文字のリストにある文字を文字列から検索します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
FINDC(string<, charlist>)

FINDC(string, charlist<, modifier>)

FINDC(string, charlist, modifier<, startpos>)

FINDC(string, charlist<, startpos><, modifier>)

引数
string
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数、または式であ
り、検索する文字列を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
charlist
文字リストを初期化する定数、変数または文字式です。modifier引数で K修飾子
を指定しないと、FINDCはこのリストの文字を検索します。K修飾子を指定する
と、FINDCはこの文字のリストにないすべての文字を検索します。他の修飾子を
使うことでリストに文字をさらに追加できます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
modifier
文字定数、変数または式です。これらの各文字で FINDC関数のアクションを変
更します。A (アルファベット文字をリストに追加)、C (制御文字を追加)、D (数字
を追加)の大文字と小文字を修飾子として使用できます。他の修飾子も使用する
ことができます。
文字定数、変数または式です。これらの各文字で FINDC関数のアクションを変
更します。修飾子として使用できる文字(大文字または小文字)は次のとおりで
す。
空白 無視されます。
aまた
は A

文字のリストにアルファベット文字を追加します。

bまた
は B

startpos引数の符号に関係なく、左から右へではなく右から左へ
検索します。

cまた
は C

文字のリストに制御文字を追加します。

dまた
は D

文字のリストに数字を追加します。

fまたは
F

アンダースコアと英字(つまり、VALIDVARNAME=V7を使用して
SAS変数名を開始できる文字)を文字のリストに追加します。

gまた
は G

文字のリストにグラフィカル文字を追加します。

hまた
は H

文字のリストに水平タブを追加します。

iまたは
I

検索時に大文字と小文字を区別しません。

kまた
は K

文字のリストにない文字を検索します。この修飾子を指定しない
と、FINDCは文字のリストにある文字を検索します。V修飾子と
K修飾子は同じ機能を実行します。

lまたは
L

小文字を文字リストに追加します。

nまた
は N

文字のリストに数字、アンダースコアおよび英文字
(VALIDVARNAME=V7を使用した SAS変数名内に表示可能な文
字)を追加します。
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oまた
は O

charlist引数およびmodifier引数を 1回だけ処理します。FINDC
関数の呼び出し時毎には処理されません。DS2 (WHERE句を除
く)で O修飾子を使用すると、charlist引数とmodifier引数が変化
しないループで FINDCを呼び出すとき、FINDCがより速く実行
されます。

pまた
は P

文字のリストに句読点を追加します。

sまた
は S

文字のリストに空白文字(空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジ
リターン、ラインフィード、フォームフィード )を追加します。

tまたは
T

string引数と charlist引数から末尾の空白をトリムします。両方
(またはすべて )の文字引数ではなく一方のみから末尾の空白を削
除する場合は、FINDC関数に T修飾子を使用するかわりに、TRIM
関数を使用することに注意してください。

uまた
は U

大文字を文字リストに追加します。

vまた
は V

文字のリストにないすべての文字が区切り文字として扱われるよ
うにします。Vが指定されていない場合、文字のリストにあるす
べての文字が区切り文字として扱われます。V修飾子と K修飾子
は同じ機能を実行します。

wまた
はW

印刷可能文字を文字リストに追加します。

xまた
は X

文字のリストに 16進文字を追加します。

データの種
類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント modifierが定数の場合、引用符で囲みます。一組の引用符で複数の
定数を指定します。modifierを変数または式として表すこともでき
ます。

startpos
オプションの数値定数、変数、または式であり、検索を開始する位置と検索する
方向を指定する整数です。
データの種類 DOUBLE

詳細
FINDC関数は stringで最初に出現する指定の文字を検索し、最初に検出された文字
の位置を返します。string内に文字が見つからない場合、FINDCは値 0を返します。
FINDC関数では、文字引数を NULLに指定できます。NULL引数は、長さがゼロの
文字列として扱われます。数値引数はヌルにできません。
startposを指定しないと、FINDCは、B修飾子を使用している場合は文字列の最後
から、B修飾子を使用していない場合は文字列の最初から検索を開始します。
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startposを指定すると、startposの絶対値で検索の開始位置が指定されます。B修飾
子を使用する場合、検索は常に右から左に進みます。B修飾子を使用しない場合、
startposの符号で検索方向を指定します。次の表に、検索方向の要約を示します。

startposの値 アクション
0より大きい 検索は startposの位置から開始され、右に進みます。

startposが文字列の長さよりも大きい場合、FINDCは値
0を返します。

0より小さい 検索は–startposの位置から開始され、左に進みます。
startposが文字列の長さの負の値よりも小さい場合、検索
は文字列の末尾から開始されます。

0 値 0を返します。

比較
n FINDC関数は文字列の個々の文字を検索しますが、FIND関数は文字列の文字の
部分文字列を検索します。

n FINDC関数と INDEXC関数はどちらも文字列の個々の文字を検索します。ただ
し、INDEXC関数にはmodifier引数も startpos引数もありません。

n FINDC関数は文字列の個々の文字を検索しますが、VERIFY関数は式に固有の最
初の文字を検索します。VERIFY関数にはmodifier引数も startpos引数もあり
ません。

例: 文字列の文字の検索
この例では、文字列を検索して、検出された文字を返します。

proc cas;
      j=1;
      do until(j=0);
         j = findc('Hi, ho!','hi',j+1);
         if j= 0 then print 'The End';
         else do;
            c = substr('Hi, ho!', j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=2 c=i
j=5 c=h
The End

FINDW 関数
文字列の単語の文字位置または文字列の単語の数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
FINDW(string, word<, chars>)

FINDW(string, word, chars, modifier(s)<, startpos>)

FINDW(string, word, chars, startpos<, modifier(s)>)

FINDW(string, word, startpos<, chars<, modifier(s)>>)

引数
string
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数、または式であ
り、検索する文字列を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
word
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数、または式であ
り、検索する単語を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
chars
文字のリストを初期化する文字定数、変数または式です(省略可能)。リスト中の
文字は単語を区切るための区切り文字です(ただしmodifier引数に K修飾子を指
定しない場合)。K修飾子を指定すると、このリストにないすべての文字が区切り
文字となります。他の修飾子を使用して、このリストに文字をさらに追加できま
す。
文字のリストを初期化する文字定数、変数または式です(省略可能)。
リスト中の文字は単語を区切るための区切り文字です(ただしmodifier引数に K
修飾子を指定しない場合)。K修飾子を指定すると、このリストにないすべての文

FINDW 関数 325



字が区切り文字となります。他の修飾子を使用して、このリストに文字をさらに
追加できます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列を引用符で囲みます。
startpos
オプションの数値定数、変数、または式であり、検索を開始する位置と検索する
方向を指定する整数です。
データの種類 DOUBLE

'modifier(s)'
文字定数、変数または式を指定します。これらの空白以外の各文字で FINDW関
数のアクションを変更します。A (アルファベット文字をリストに追加)、C (制御
文字を追加)、D (数字を追加)の大文字と小文字を修飾子として使用できます。他
の修飾子も使用することができます。
文字定数、変数または式を指定します。これらの空白以外の各文字で FINDW関
数のアクションを変更します。
次の文字を修飾子として使用できます。
空白 無視されます。
aまた
は A

文字のリストにアルファベット文字を追加します。

bまた
は B

startpos引数の符号に関係なく、左から右へではなく右から左へ
検索します。

cまた
は C

文字のリストに制御文字を追加します。

dまた
は D

文字のリストに数字を追加します。

eまた
は E

指定した単語の文字列の文字位置を決定するかわりに、指定した
単語が検出されるまでにスキャンした単語を数えます。単語の断
片はカウントされません。

fまた
は F

アンダースコアと英字(つまり、VALIDVARNAME=V7を使用して
SAS変数名を開始できる文字)を文字のリストに追加します。

gまた
は G

文字のリストにグラフィカル文字を追加します。

hまた
は H

文字のリストに水平タブを追加します。

iまたは
I

大文字か小文字かは無視します。

kまた
は K

文字のリストにないすべての文字が区切り文字として扱われるよ
うにします。Kを指定しない場合、文字のリストに含まれている
すべての文字が区切り文字として扱われます。K修飾子と V修飾
子は同じ機能を実行します。
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lまたは
L

小文字を文字リストに追加します。

mまた
はM

複数の連続する区切り文字、および string引数の先頭または末尾
の区切り文字が、長さがゼロの単語を参照するように指定します。

nまた
は N

文字のリストに数字、アンダースコアおよび英文字
(VALIDVARNAME=V7を使用した SAS変数名内に表示可能な文
字)を追加します。

oまた
は O

FINDW関数が呼び出されるたびに、chars引数とmodifier引数を
処理するのではなく、一度のみ処理します。DS2 (WHERE句を除
く)で O修飾子を使用すると、chars引数とmodifier引数が変化し
ないループで FINDWを呼び出すと、FINDWがより速く実行され
ます。

pまた
は P

文字のリストに句読点を追加します。

qまた
は Q

引用符で囲まれた部分文字列内の区切り文字を無視します。
string引数の値に一致しない引用符が含まれている場合、左から
右へのスキャンでは、右から左へのスキャンとは異なる単語が生
成されます。

rまた
は R

word引数から先頭および末尾の区切り文字を削除します。

sまた
は S

文字リストに空白文字(空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジリ
ターン、ラインフィード、フォームフィード )を追加します。

tまた
は T

string引数、word引数、chars引数の末尾の空白をトリムします。

uまた
は U

大文字を文字リストに追加します。

vまた
は V

文字のリストにないすべての文字が区切り文字として扱われるよ
うにします。Vが指定されていない場合、文字のリストにあるす
べての文字が区切り文字として扱われます。V修飾子と K修飾子
は同じ機能を実行します。

wまた
はW

印刷可能文字を文字リストに追加します。

xまた
は X

文字のリストに 16進文字を追加します。

データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント modifier引数を使用する場合は、chars引数の後に配置する必要が
あります。
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詳細
"区切り文字"の定義
"区切り文字"は、単語を区切るために使用されるすべての文字を示します。区切り
文字は、chars引数、modifier引数、またはその両方を使って指定できます。Q修飾
子を指定する場合、引用符で囲まれる部分文字列内の文字は区切り文字として扱わ
れません。

"単語"の定義
"単語"は、次の両方の特徴を持つ部分文字列を示します。
n 左側にある区切り文字で区切られる部分文字列または文字列の最初の部分文字
列

n 右側にある区切り文字で区切られる部分文字列または文字列の最後の部分文字
列

注: 単語には区切り文字を含めることができます。その場合、FINDW関数は、単語
に区切り文字が含まれない SCAN関数とは異なります。

文字列の検索
FINDW関数は、指定した単語と単語の定義の両方を満たす部分文字列を検出できな
い場合、値 0を返します。
指定した単語と単語の定義の両方を満たす部分文字列を FINDW関数が検出した場
合に返される値は、E修飾子が指定されているどうかによって異なります。
n E修飾子を指定すると、FINDWは、指定した単語の検索中にスキャンした完全
な単語の数を返します。startposが単語の中心の位置を指定した場合、その単語
はカウントされません。

n E修飾子を指定しないと、FINDWは検出された部分文字列の文字位置を返しま
す。

startpos引数を指定した場合、startposの絶対値で検索を開始する位置が指定されま
す。startposの符号で検索する方向が指定されます。

startposの値 アクション
0より大きい 検索は startposの位置から開始され、右に進みます。

startposが文字列の長さよりも大きい場合、FINDWは 0
を返します。

0より小さい 検索は–startposの位置から開始され、左に進みます。
startposが文字列の長さの負の値よりも小さい場合、検索
は文字列の末尾から開始されます。

0 FINDWは値 0を返します。
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startpos引数または B修飾子を指定しない場合、FINDWは文字列の先頭から左から
右に検索します。B修飾子を指定しても、startpos引数を使用しない場合、FINDW
は文字列の末尾から右から左に検索します。

ASCIIおよび EBCDIC環境での FINDW関数の使用
2つの引数のみを指定して FINDW関数を使用する場合、デフォルトの区切り文字
は、コンピューターで使用している文字(ASCIIまたは EBCDIC)によって異なります。
n お使いのコンピューターが ASCII文字を使用している場合、デフォルトの区切り
文字は次のようになります。
空白 ! $ % & ( ) * + , - ./ ; < ^ |

^文字のない ASCII環境の場合、FINDW関数はかわりに~文字を使用します。
n お使いのコンピューターが EBCDIC文字を使用している場合、デフォルトの区切
り文字は次のようになります。
空白 ! $ % & ( ) * + , - ./ ; < ¬ | ¢

null引数の使用
FINDW関数では、文字引数を NULLに指定できます。ヌル引数は長さがゼロの文字
列として扱われます。数値引数はヌルにできません。

例: 文字列の検索と、chars引数と startpos引数の使
用
次の例には、“rain”という単語のオカレンスが 2つ含まれています。FINDWは、25
番目の位置から検索を開始するため、2番目の単語のみが検出されます。chars引数
は区切り文字としてスペースを指定しています。

proc cas;
      result = findw('At least 2.5 meters of rain falls in a rain forest.', 
         'rain', ' ', 25);
      print "result=" result;
   end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

result=40

FLOOR 関数
数値式以下の最大の整数を返します。
返されるデータ
の種類:

DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC
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構文
FLOOR(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

詳細
expressionが整数の 1E-12以内の場合、関数はその整数を返します。結果が
DOUBLEの範囲に収まらない数値の場合、FLOOR関数は失敗します。
引数が DECIMALの場合、結果は DECIMALになります。それ以外の場合、引数は
(まだ変換されていなければ) DOUBLEに変換され、結果は DOUBLEになります。

比較
FLOOR関数は、結果が整数の 1E-12内にある場合はその整数を返すように、結果を
ファジー処理します。FLOORZ関数はゼロファジーを使用します。そのため、
FLOORZ関数では予期しない結果になる可能性があります。

例
次のステートメントは、FLOOR関数を示しています。

ステートメント 結果
floor(1.95); 1

FMTINFO 関数
SAS出力形式または入力形式の情報を返します。
制限事項: この関数は、SASで提供されている出力形式の情報を返します。FORMATプロシジ

ャで作成されるユーザー定義出力形式には使用できません。
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構文
FMTINFO('format-name', 'information-type');

引数
'format-name'

SAS出力形式または入力形式の名前を指定します。
要件 format-nameは、単一引用符で囲む必要があります。

information-type
返される入力形式の種類を指定します。format-informationには、'DESC' (簡単
な説明)、'MINW' (最小幅)、'MAXW' (最大幅)のいずれかの値を指定できます。追
加の情報の種類が使用可能です。
返される入力形式の種類を指定します。format-informationには、次のいずれか
の値を指定できます。
'CAT'
関数カテゴリを返します。

'TYPE'
format-nameが出力形式、入力形式、またはその両方のいずれであるかを返
します。

'DESC'
出力形式または入力形式の簡単な説明を返します。

'MIND'
出力形式または入力形式の小数点以下の最小桁数を返します。

'MAXD'
出力形式または入力形式の小数点以下の最大桁数を返します。

'DEFD'
出力形式または入力形式の小数点以下のデフォルト桁数を返します。

'MINW'
出力形式または入力形式の最小の幅の値を返します。

'MAXW'
出力形式または入力形式の最大の幅の値を返します。

'DEFW'
出力形式または入力形式のデフォルトの幅の値を返します。

制限事項 information-type引数は 1つだけ指定できます。
要件 information-typeは、単一引用符で囲む必要があります。
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詳細
FMTINFO関数は、出力形式または入力形式の情報を返します。出力形式または入力
形式のカテゴリ、言語要素の種類、言語要素の説明、小数点以下の値の最小/最大/デ
フォルト値、幅の値の最小/最大/デフォルト値を返すことができます。
FMTINFO関数で複数の引数を指定することはできません。
FMTINFO関数は、数値引数MIND、MAXD、DEFD、MINW、MAXW、DEFWを含
めて、すべてのデータ値に対して文字列を返します。

例
次の例では、変数 aの文字列を返します。
proc cas;
  a=fmtinfo('best', 'cat');
  print a;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

num

FLOORZ 関数
ゼロファジーを使用して、引数より小さいか等しい整数のうち最大の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
FLOORZ(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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比較
FLOOR関数とは異なり、FLOORZ関数はゼロファジーを使用します。引数が整数の
1E-12内にある場合、FLOOR関数はその整数に等しくなるように結果をファジー処
理します。FLOORZ関数は結果をファジー処理しません。そのため、FLOORZ関数
では予期しない結果になる可能性があります。

例
次のステートメントは、FLOORZ関数を示しています。

ステートメント 結果
var1=2.1;
a=floorz(var1);

2

b=floorz(-2.4); -3

c=floorz(-1.6); -2

FNONCT 関数
F分布の非心度パラメーターの値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
FNONCT(x, ndf, ddf, probability)

必須引数
x
数値の確率変数です。
範囲 x ≥ 0

データの種類 DOUBLE

ndf
数値の分子の自由度パラメーターです。
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範囲 ndf > 0

データの種類 DOUBLE

ddf
数値の分母の自由度パラメーターです。
範囲 ddf > 0

データの種類 DOUBLE

probability
確率です。
範囲 0 < probability < 1

データの種類 DOUBLE

詳細
FNONCT関数は、非心度 F分布(パラメーターは x、ndf、ddf、nc)から負でない非心
度パラメーターを返します。probabilityが心度 F分布(パラメーターは x、ndfおよ
び ddf)からの確率よりも大きい場合、この問題の平方根は存在しません。この場合、
欠損値が返されます。式の負でない平方根 ncを検索するには、ニュートン型のアル
ゴリズムを使用します。

P f x nd f , dd f , nc − prob = 0

前述の式には次の関係が適用されます。

P f x nd f , dd f , nc = ε
−nc

2 Σ
j = 0

∞ nc
2

j

j! I nd f x
dd f + nd f x

dd f
2 + j, dd f

2

この式では、I (. . .)は、次の式によって得られるベータ分布の確率です。
Ix a, b = Γ a Γ b

Γ a + b

∫
0

x
ta − 1 1 − t b − 1dt

アルゴリズムで固定小数点を収束できない場合、欠損値が返されます。

例
proc cas;
      x=2;
      df=4;
      ddf=5;
      do nc=1 to 3 by .5;
         prob=probf(x, df, ddf, nc);
         ncc=fnonct(x, df, ddf, prob);
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      end;
   end;
     columns={'x', 'df', 'ddf', 'nc', 'prob', 'ncc'}; 
     coltypes={'int64' 'int64','int64', 'int64'}; 
     row1={x, df, ddf, nc, prob, ncc}; 
     row2={x, df, ddf, nc, prob, ncc};
     row3={x, df, ddf, nc, prob, ncc};
     row4={x, df, ddf, nc, prob, ncc};
     row5={x, df, ddf, nc, prob, ncc};
     mytable=newtable('mytable',columns, coltypes, row1, row2, row3, row4, row5); 
     print mytable;
run;

アウトプット 4.4 FNONCT関数からの出力

FUZZ 関数
引数が整数の 1E-12以内の場合、最も近い整数を返します。
カテゴリ: CAS

切り捨て
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
FUZZ(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
式が整数の 1E-12以内の場合(整数と引数間の絶対差が 1E-12よりも小さい場合)、
FUZZ関数は最も近い整数値を返します。それ以外の場合は、その式を返します。

例
次のステートメントは、FUZZ関数を示しています。

ステートメント 結果
var1=5.9999999999999;
x=print(fuzz(var1),16.14);

6

x=print(fuzz(5.99999999), 16.14); 5.99999999

GAMINV 関数
ガンマ分布から分位点を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GAMINV(p, a)

引数
p
数値の確率に評価される有効な式を指定します。
範囲 0 ≤ p < 1

データの種類 DOUBLE

a
数値の形状パラメーターに評価される有効な式を指定します。
範囲 a > 0

データの種類 DOUBLE
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詳細
GAMINV関数は、ガンマ分布(形状パラメーターは a)の p分位点を返します。ガンマ
分布の行が返される分位点以下になる確率は pです。

注: GAMINVは、PROBGAM関数の逆数です。

例
次のステートメントは、GAMINV関数を示しています。

ステートメント 結果
q1=gaminv(0.5, 9); 8.668951

q2=gaminv(0.1, 2.1); 0.584193

GAMMA 関数
ガンマ関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GAMMA(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
制限事項 正でない整数は無効です。
データの種類 DOUBLE
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詳細
GAMMA関数は、次の式で求められる積分を返します。

GAMMA x = ∫
0

∞

tx − 1e−t dt.

正の整数の場合、GAMMA(x)は(x − 1)!になります。この関数は、一般的にΓ x で表さ
れます。

例
次のステートメントは、GAMMA関数を示しています。

ステートメント 結果
x=gamma(6); 120

GARKHCLPRC 関数
Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプションのコール価格を計算します。
カテゴリ: CAS

財務
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GARKHCLPRC(E, t, S, Rd, Rf, sigma)

引数
E
権利行使価格を指定する正の非欠損値。
要件 Eおよび Sは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

t
満期までの時間を指定する非欠損値です。
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データの種類 DOUBLE

S
通貨の現物価格を指定する非欠損値の正の値です。
要件 Sおよび Eは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

Rd

期間 tの国内の安全利率を指定する非欠損値の正の分数です。
要件 単位 tと同じ期間の Rdの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

Rf

期間 tの海外の安全利率を指定する非欠損値の正の分数です。
要件 単位 tと同じ期間の Rｆの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

sigma
為替相場のボラティリティを指定する非欠損値の正の分数です。
要件 単位 tと同じ期間の sigmaの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
GARKHCLPRC関数は、Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピア
ンオプションのコール価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

CALL = SN d1 ε−R f t − EN d2 ε−Rdt

引数
S
通貨の現物価格を指定します。

N
累積正規密度関数を指定します。

E
オプションの権利行使価格を指定します。

t
有効期限までの時間を指定します。

Rd

期間 tの国内の安全利率を指定します。
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Rf

期間 tの海外の安全利率を指定します。

d1 =
ln S

E + Rd − Rf + σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t

前述の式には次の引数が適用されます。
σ
原資産のボラティリティを指定します。

σ2

利益率の分散を指定します。
t=0となる特別な場合には、次の式が真です。

CALL = max S − E , 0

比較
GARKHCLPRC関数は、Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピア
ンオプションのコール価格を計算します。GARKHPTPRC関数は、Garman-
Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプションのプット価格を計算
します。これらの関数はスカラー値を返します。

例
次のステートメントは、GARKHCLPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=garkhclprc(40, .5, 38, .06, .04, .2); 1.44942510595479

c=garkhclprc(19, .25, 20, .05, .03, .09); 1.1304209447635

GARKHPTPRC 関数
Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプションのプット価格を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
GARKHPTPRC(E, t, S, Rd, Rf, sigma)

引数
E
権利行使価格を指定する正の非欠損値。
要件 Eおよび Sは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

t
満期までの時間を年単位で指定する非欠損値。
データの種類 DOUBLE

S
通貨の現物価格を指定する非欠損値の正の値です。
要件 Sおよび Eは同じ単位で指定します。
データの種類 DOUBLE

Rd

期間 tの国内の安全利率を指定する非欠損値の正の分数です。
要件 単位 tと同じ期間の Rdの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

Rf

期間 tの海外の安全利率を指定する非欠損値の正の分数です。
要件 単位 tと同じ期間の Rｔの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

sigma
為替相場のボラティリティを指定する非欠損値の正の分数です。
データの種類 DOUBLE

詳細
GARKHPTPRC関数は、Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピア
ンオプションのプット価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

PUT = CALL − S ε−R f t + E ε−Rdt
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引数
S
通貨の現物価格を指定します。

E
オプションの権利行使価格を指定します。

t
有効期限までの時間を年単位で指定します。

Rd

期間 tの国内の安全利率を指定します。
Rf

期間 tの海外の安全利率を指定します。

d1 =
ln S

E + Rd − Rf + σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t

前述の式には次の引数が適用されます。
σ
原資産のボラティリティを指定します。

σ2

利益率の分散を指定します。
t=0となる特別な場合には、次の式が真です。

PUT = max E − S , 0

比較
GARKHPTPRC関数は、Garman-Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピア
ンオプションのプット価格を計算します。GARKHCLPRC関数は、Garman-
Kohlhagenモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプションのコール価格を計算
します。これらの関数はスカラー値を返します。

例
次のステートメントは、GARKHPTPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a=garkhptprc(50, .7, 55, .05, .04, .2); 1.4050880944848

b=garkhptprc(32, .3, 33, .05, .03, .3); 1.56473205137371
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GCD 関数
整数の集合に対する最大公約数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GCD(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 DOUBLE

詳細
GCD (最大公約数)関数は、1つ以上の整数の最大公約数を返します。たとえば、30
と 42の最大公約数は 6になります。最大公約数は、最高共通因子とも呼ばれます。

例
次のステートメントは、GCD関数を示しています。

ステートメント 結果
x=gcd(5,15) 5

x=gcd(36,45) 9
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GEODIST 関数
2つの緯度と経度の座標間の測地距離を返します
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GEODIST(latitude-1, longitude-1, latitude-2, longitude-2 <,options>)

引数
latitude
赤道の南北にある特定の場所の座標を指定する数値定数、変数または式です。赤
道の北にある座標は正の値、赤道の南にある座標は負の値になります。
制限事項 値を度数で表す場合、90から–90までの値にする必要があります。

値をラジアンで表す場合、pi/2から–pi/2までの値にする必要があ
ります。

データの種類 DOUBLE

longitude
英国のグリニッジを通過するグリニッジ子午線の東西にある特定の場所の座標
を指定する数値定数、変数または式です。グリニッジ子午線の東にある座標は正
の値、グリニッジ子午線の西にある座標は負の値になります。
制限事項 値を度数で表す場合、180から–180までの値にする必要がありま

す。値をラジアンで表す場合、piから–piまでの値にする必要があ
ります。

データの種類 DOUBLE

options
次のいずれかの文字を含む文字定数、変数または式を指定します。
M マイル単位で距離を指定します。
K キロメートル単位で距離を指定します。Kは、距離のデフォルト値です。
D 入力値を度数で表すように指定します。Dは、入力値のデフォルトで

す。
R 入力値をラジアンで表すように指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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詳細
GEODIST関数は、2つの緯度と経度の座標間の測地距離を計算します。入力値は、
度数またはラジアンで表すことができます。

例
例 1: 測地距離(キロメートル単位)の計算
次の例では、ALのMobile (緯度 30.68 N、経度 88.25 W)と NCの Asheville (緯度
35.43 N、経度 82.55 W)間の測地距離(キロメートル単位)を示します。プログラムで
は、デフォルトの Kオプションが使用されます。

proc cas;
      distance=geodist(30.68, -88.25, 35.43, -82.55);
      print 'Distance= ' distance 'kilometers';
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

Distance = 748.6529147 kilometers

例 2: 測地距離(マイル単位)の計算
次の例では、Mオプションを使用して、ALのMobile (緯度 30.68 N、経度 88.25 W)
と NCの Asheville (緯度 35.43 N、経度 82.55 W)間の測地距離(マイル単位)を計算し
ます。

proc cas;
      distance=geodist(30.68, -88.25, 35.43, -82.55, 'M');
      print 'Distance= ' distance 'miles';
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

Distance = 465.29081088 miles

参考文献
Vincenty, T. 1975. “Direct and Inverse Solutions of Geodesics on the Ellipsoid 

with Application of Nested Equations.” Survey Review 22: 99-93.

GEOMEAN 関数
幾何平均を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GEOMEAN(expression <, …expression>)

引数
expression
負でない数値に評価される有効な式です。
データの種類 DOUBLE

詳細
いずれかの引数が負の場合、結果は nullまたは欠損値になります。負の引数が無効
であること示すメッセージがログに表示されます。いずれかの引数がゼロの場合、
幾何平均はゼロになります。すべての引数が nullまたは欠損値の場合、結果は null
または欠損値になります。それ以外の場合、結果は非 nullまたは非欠損値の幾何平
均になります。
nを非 nullまたは非欠損値を持つ引数の数とし、x1, x2, …, xnをそれらの引数の値とし
ます。幾何平均は、次の値の積のnthの平方根です。

(x1 * x2 * … * xn)n

同様に、幾何平均はこの式で示されます。
exp

log x1 + log x2 + … + log xn
n

多くの場合、浮動小数点の計算では僅かな数値誤差が生じます。正確に計算すれば
ゼロになる計算でも、浮動小数点の計算が使用されると僅かな非ゼロ値になる場合
があります。そのため、GEOMEANはほぼゼロの引数の値をファジー処理します。
ある引数の値が最大の引数と比較して極端に小さい場合、前者の引数はゼロとして
扱われます。極端に小さい値を SASでファジー処理しない場合、GEOMEANZ関数
を使用します。

比較
MEAN関数は算術平均(平均)、HARMEAN関数は調和平均、GEOMEAN関数は非 null
または非欠損値の幾何平均を返します。GEOMEANZや GEOMEANとは異なり、ほ
ぼゼロの引数の値をファジー処理します。
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例
次のステートメントは、GEOMEAN関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=geomean(1,2,2,4); 2

x2=geomean(.,2,4,8); 4

GEOMEANZ 関数
ゼロファジーを使用して、幾何平均を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
GEOMEANZ(expression <, …expression>)

引数
expression
負でない数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
いずれかの引数が負の場合、結果は nullまたは欠損値になります。負の引数が無効
であること示すメッセージがログに表示されます。いずれかの引数がゼロの場合、
幾何平均はゼロになります。すべての引数が nullまたは欠損値の場合、結果は null
または欠損値になります。それ以外の場合、結果は非 nullまたは非欠損値の幾何平
均になります。
nを非 nullまたは非欠損値を持つ引数の数とし、x1, x2, …, xnをそれらの引数の値とし
ます。幾何平均は、次の値の積のnthの平方根です。

(x1 * x2 * … * xn)n

同様に、幾何平均はこの式で示されます。
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exp
(log x1 + log x2 + … + log xn )

n

比較
MEAN関数は算術平均(平均)、HARMEAN関数は調和平均、GEOMEANZ関数は非
nullまたは非欠損値の幾何平均を返します。GEOMEANや GEOMEANZとは異な
り、ほぼゼロの引数の値をファジー処理しません。

例
次のステートメントは、GEOMEANZ関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=geomeanz(1,2,2,4); 2

x2=geomeanz(.,2,4,8); 4

HARMEAN 関数
調和平均を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
HARMEAN(expression <, …expression>)

引数
expression
負でない数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
いずれかの引数が負の場合、結果は nullまたは欠損値になります。負の引数が無効
であること示すメッセージがログに表示されます。すべての引数が nullまたは欠損
値の場合、結果は nullまたは欠損値になります。それ以外の場合、結果は非 nullま
たは非欠損値の調和平均になります。
いずれかの引数がゼロの場合、調和平均はゼロになります。それ以外の場合、調和
平均は値の逆数の算術平均の逆数になります。
nを非 nullまたは非欠損値を持つ引数の数とし、x1, x2, …, xnをそれらの引数の値とし
ます。調和平均はこの式で示されます。

n
1
x1

+ 1
x2

+ … + 1
xn

多くの場合、浮動小数点の計算では僅かな数値誤差が生じます。正確に計算すれば
ゼロになる計算でも、浮動小数点の計算が使用されると僅かな非ゼロ値になる場合
があります。そのため、HARMEANはほぼゼロの引数の値をファジー処理します。
ある引数の値が最大の引数と比較して極端に小さい場合、前者の引数はゼロとして
扱われます。極端に小さい値を SASでファジー処理しない場合、HARMEANZ関数
を使用します。

比較
MEAN関数は算術平均(平均)、GEOMEAN関数は幾何平均、HARMEAN関数は非 null
または非欠損値の調和平均を返します。HARMEANZや HARMEANとは異なり、ほ
ぼゼロの引数の値をファジー処理します。

例
次のステートメントは、HARMEAN関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=harmean(1,2,4,4); 2

x2=harmean(.,4,12,24); 8

HARMEANZ 関数
ゼロファジーを使用して、調和平均を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
HARMEANZ(expression <, …expression>)

引数
expression
負でない数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
いずれかの引数が負の場合、結果は nullまたは値になります。負の引数が無効であ
ること示すメッセージがログに表示されます。すべての引数が nullまたは値の場
合、結果は nullまたは値になります。それ以外の場合、結果は非 nullまたは非欠損
値の調和平均になります。
いずれかの引数がゼロの場合、調和平均はゼロになります。それ以外の場合、調和
平均は値の逆数の算術平均の逆数になります。
nを非 nullまたは非欠損値を持つ引数の数とし、x1, x2, …, xnをそれらの引数の値とし
ます。調和平均はこの式で示されます。

n
1
x1

+ 1
x2

+ … + 1
xn

比較
MEAN関数は算術平均(平均)、GEOMEAN関数は幾何平均、HARMEANZ関数は非
nullまたは非欠損値の調和平均を返します。HARMEANや HARMEANZとは異な
り、ほぼゼロの引数の値をファジー処理しません。

例
次のステートメントは、HARMEANZ関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=harmeanz(1,2,4,4); 2
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ステートメント 結果
x2=harmeanz(.,4,12,24); 8

HMS 関数
SAS時間値(時、分および秒)を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
HMS(hour, minute, second)

引数
hour

1から 12までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

minute
1から 59までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

second
1から 59までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
HMS関数は、SAS時間値を表す数値を返します。SAS時間値は、現在日の午前 0時
からの秒数を表す数値です。

例
次のステートメントは、HMS関数を示しています。
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ステートメント 結果
a=hms(12,45,10);
b=put(a, time.);

45910
12:45:10

HOLIDAY 関数
指定した年の特定の祝日の SAS日付値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
HOLIDAY('holiday', year)

引数
'holiday'
次のいずれかの値を指定する文字定数、変数または式です。BOXING、
CANADA、CANADAOBSERVED、CHRISTMAS、COLUMBUS、EASTER、
FATHERS、HALLOWEEN、LABOR、MLK、MEMORIAL、MOTHERS、
NEWYEAR、THANKSGIVING、THANKSGIVINGCANADA、USINDEPENDENCE、
USPRESIDENTS、VALENTINES、VETERANS、VETERANSUSG、
VETERANSUSPS、VICTORIA。holidayの値には、大文字または小文字を使用でき
ます。詳細については、SAS DS2 Language Referenceを参照してください。
次の表に記載されているいずれかの値を指定する文字定数、変数または式です。
holidayの値には、大文字または小文字を使用できます。
表 4.2 祝日の値とその説明
祝日の値 説明 祝日の日付
BOXING ボクシングデー 12月 26日
CANADA カナダ独立記念日 7月 1日
CANADAOBSERVED カナダ独立記念日振替休日 7月 1日または 7月 2 

(7/1が日曜日の場合)

CHRISTMAS クリスマス 12月 25日
COLUMBUS コロンブス記念日 10月の第 2月曜日
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祝日の値 説明 祝日の日付
EASTER 復活の主日 毎年変わる
FATHERS 父の日 6月の第 3日曜日
HALLOWEEN ハロウィーン 10月 31日
LABOR 労働祭 9月の第 1月曜日
MLK マーティンルーサーキング

牧師の誕生日
1986以降の 1月の第
3月曜日

MEMORIAL メモリアルデー 5月の最終月曜日(1971
以降)

MOTHERS 母の日 5月の第 2日曜日
NEWYEAR 元日 1月 1日
THANKSGIVING U.S. 感謝祭 11月の第 4木曜日
THANKSGIVINGCANADA カナダ感謝祭 10月の第 2月曜日
USINDEPENDENCE U.S. 独立記念日 7月 4日
USPRESIDENTS 大統領記念日の祝日 2月の第 3月曜日

(1971以降)

VALENTINES バレンタインデー 2月 14日
VETERANS 退役軍人の日 11月 11日
VETERANSUSG 退役軍人の日(米国政府の

祝日)
月曜日から金曜日まで
にスケジュールされる
米国政府の祝日

VETERANSUSPS 退役軍人の日(米国郵政公
社の祝日)

月曜日から日曜日まで
にスケジュールされる
米国政府の祝日(米国郵
政公社)

VICTORIA ビクトリアデー 5月 24日以前の直近
の月曜日

データの種類 CHAR
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year
4桁の年を指定する数値定数、変数または式です。2桁の年を使用する場合、
YEARCUTOFF=システムオプションを指定する必要があります。
データの種類 DOUBLE

詳細
HOLIDAY関数は、指定した年に発生する特定の祝日の日付を計算します。米国およ
びカナダの特定の一般的な祝日のみがこの関数で使用できるように定義されていま
す。
多くの祝日の定義は時代とともに変わります。米国では、1971年 2月 11日に出さ
れた大統領命令 11582で、多くの米国連邦休日の遵守を定着させました。
多くの休日はそれらが設立された日付が確立していますが、現在の祝日の定義は過
去および将来に無限に拡張されます。一貫した定義がこれまでにされていない休日
もあります。
HOLIDAY関数は、SAS日付値を返します。SAS日付値をカレンダー日付に変換する
には、DATE9.形式などの有効な SAS日付形式を使用します。

例
次のステートメントは、HOLIDAY関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
thanks = holiday('thanksgiving', 2018);
format thanks date9.;
print thanks;

22NOV2018

proc cas;
boxing = holiday('boxing', 2018);
format boxing date9.;
print boxing;

26DEC2018

proc cas;
easter = holiday('easter', 2018);
format easter date9.;
print easter;

01APR2018

proc cas;
canada = holiday('canada', 2018);
format canada date9.;
print canada;

01JUL2018

proc cas;
fathers = holiday('fathers', 2018);
format fathers date9.;

17JUN2018
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ステートメント 結果
print fathers;

proc cas;
valentines = holiday('valentines', 2018);
format valentines date9.;
print valentines;

14FEB2018

proc cas;
victoria = holiday('victoria', 2018);
format victoria date9.;
print victoria;

21MAY2018

HOUR 関数
SAS時間値または SAS日時値の時間を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
HOUR(time | datetime)

引数
time

SAS時間値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

datetime
SAS日時値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
HOUR関数は、SAS時間値または SAS日時値の時間を表す数値を返します。0-23の
数値が表示されます。HOURは常に正の数を返します。
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例
次のステートメントは、HOUR関数を示しています。

ステートメント 結果
a=hour(time()); 10

IBESSEL 関数
変形ベッセル関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
IBESSEL(nu, x, kode)

必須引数
nu
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 nu ≥ 0

データの種類 DOUBLE

x
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 x ≥ 0

データの種類 DOUBLE

kode
負でない整数を指定する数値定数、変数または式です。
データの種類 DOUBLE
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詳細
IBESSEL関数は、xで評価される順序 nuの変形ベッセル関数(Abramowitz, Stegun 
1964; Amos, Daniel, Weston 1977)の値を返します。kodeが 0の場合、ベッセル関
数が返されます。それ以外の場合、次の関数の値が返されます。

ε−xInu x

例
次のステートメントは、IBESSEL関数を示しています。

ステートメント 結果
x=ibessel(2, 2, 0); 0.68894844769873

x=ibessel(2, 2, 1); 0.09323903330473

IFC 関数
式の true、false、欠損に基づいて文字値を返します。

構文
IFC(logical-expression, value-returned-when-true, value-returned-when-false
<, value-returned-when-missing>);

必須引数
logical-expression
数値の定数、変数または式を指定します。

value-returned-when-true
logical-expressionの値が trueの場合に返される文字定数、変数または式を指定
します。

value-returned-when-false
logical-expressionの値が falseの場合に返される文字定数、変数または式を指定
します。
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オプション引数
value-returned-when-missing

logical-expressionの値が欠損値の場合に返される文字定数、変数または式を指定
します。

詳細
返される変数の長さ
DATAステップで、まだ長さが割り当てられていない変数に IFC関数から値が返され
る場合、その変数には 200バイトの長さが割り当てられます。

基本
IFC関数は、論理式の値に基づいて複数の値から選択できる条件ロジックを使用しま
す。
IFCは、第 1引数 logical-expressionを評価します。logical-expressionが trueの場
合(ゼロや欠損値ではない場合)、IFCは第 2引数の値を返します。logical-expression
が欠損値の場合、IFCは第 4引数の値を返します(第 4引数がある場合)。それ以外の
場合、logical-expressionが falseであれば、IFCは第 3引数の値を返します。
IFC関数は DATAステップの式で役立ちます。IF/THEN/ELSE構文を使用しづらい
または使用できないWHERE句や他の式ではさらに便利です。

比較
IFC関数は IFN関数と類似していますが、IFNが数値を返すのに対して IFCは文字値
を返す点が異なります。

IFN 関数
式の真、偽、欠損に基づいて数値を返します。

構文
IFN(logical-expression, value-returned-when-true, value-returned-when-false
<, value-returned-when-missing>)

必須引数
logical-expression
数値の定数、変数または式を指定します。
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value-returned-when-true
logical-expressionの値が trueの場合に返される数値定数、変数または式を指定
します。

value-returned-when-false
logical-expressionの値が falseの場合に返される数値定数、変数または式を指定
します。

オプション引数
value-returned-when-missing

logical-expressionの値が欠損値の場合に返される数値定数、変数または式を指定
します。

詳細
IFN関数は、論理式の値に基づいて複数の値から選択できる条件ロジックを使用し
ます。
IFNは、第 1引数 logical-expressionを評価します。logical-expressionが trueの場
合(ゼロや欠損値ではない場合)、IFNは第 2引数の値を返します。logical-expression
が欠損値の場合、IFNは第 4引数の値を返します(第 4引数がある場合)。それ以外の
場合、logical-expressionが falseであれば、IFNは第 3引数の値を返します。
IFN関数、IF/THEN/ELSE構文またはWHEREステートメントで同じ結果を生成でき
ます。(例を参照)。ただし、IFN関数は、IF/THEN/ELSE構文やWHEREステートメ
ントを使用しづらいまたは使用できない場合に DATAステップの式で役立ちます。

比較
IFN関数は IFC関数と類似していますが、IFCが文字値を返すのに対して IFNは数値
を返す点が異なります。

%INDEX 関数
文字式から文字列を検索し、最初に検索された文字列の最初の文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
INDEX(target-expression, search-expression)
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引数
target-expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

search-expression
文字列を評価するか文字列に強制変換できて、target-expressionでの検索に使用
される有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列は単一引用符で囲みます。

詳細
INDEX関数は、target-expressionを左から右へ、search-expressionで指定される文
字列の最初の出現箇所を検索し、target-expression内での文字列の最初の文字の位
置を返します。target-expression内に文字列が見つからない場合、INDEXは値 0を
返します。文字列が複数回出現する場合、INDEXは、最初の出現箇所の位置のみを
返します。

比較
VERIFY関数は、search-expression式を含まない target-expressionの最初の文字の
位置を返し、INDEX関数は、target-expressionに存在する search-expressionの最初
の出現位置を返します。

例
次のステートメントは、INDEXステートメントを示しています。

ステートメント 結果
a='ABC.DEF (X=Y)';
b='X=Y';
c=index(a,b);

10

INDEXC 関数
文字式から指定文字を検索し、そのいずれかの文字の最初の出現位置を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INDEXC(target-expression, search-expression<, …search-expression>)

引数
target-expression
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる検索先の有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

search-expression
target-expressionで検索する文字を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 文字のリテラル文字列は単一引用符で囲みます。

詳細
INDEXC関数は、target-expressionを左から右へ、検索式に存在するいずれかの文
字の最初の出現箇所を検索し、その文字の target-expression内の位置を返します。
target-expressionで検索式内の文字が見つからない場合、INDEXCは値 0を返しま
す。

比較
INDEXC関数が、検索式に含まれる個々の文字が最初に出現する箇所を検索するの
に対し、INDEX関数は、検索式がパターンとして最初に出現する箇所を検索します。

例
次のステートメントは、INDEXC関数を示しています。

ステートメント 結果
a='ABC.DEP (X2=Y1)';
b='()';
c='=.';
b=indexc(a,'0123',';()=.');
b=indexc(a,b);

4
8
4
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ステートメント 結果
b=indexc(a,b,c);

c='have a good day';
d=indexc(c,'pleasant','very');

2

INDEXW 関数
文字式から単語として指定した文字列を検索し、単語の最初の文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INDEXW(target-expression, search-expression <, delimiter>)

引数
target-expression
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる検索先の有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

search-expression
文字列を評価するか文字列に強制変換できて、target-expressionで検索される有
効な式を指定します。SASは、search-expressionから先頭および末尾の区切り文
字を削除します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

delimiter
INDEXWで文字列の単語区切り文字として使用する文字式を指定します。デフ
ォルトの区切り文字は空白文字です。
データの
種類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 空白文字が区切り文字の場合は、delimiterの最後の文字にならないよ
うに並べ替えてください。delimiterは末尾の空白から取り除かれる
ため、末尾の空白は無視されます。
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詳細
INDEXW関数は、target-expressionを左から右へ、search-expressionの最初の出現
箇所を検索し、target-expression内での部分文字列の最初の文字の位置を返します。
target-expression内に部分文字列が見つからない場合、INDEXWは値 0を返します。
文字列が複数回出現する場合、INDEXWは、最初の出現箇所の位置のみを返します。
部分文字列パターンは、単語の境界で開始および終了する必要があります。
INDEXWの場合、単語の境界は区切り文字、target-expressionの最初、および target-
expressionの最後になります。

ヒント search-expressionに空白が含まれている場合や長さが 0の場合、
INDEXWは次のように動作します。
n target-expressionと search-expressionの両方に空白のみが含まれている
場合や長さが 0の場合、INDEXWは値 1を返します。

n search-expressionに空白のみが含まれている場合や長さが 0の場合、
target-expressionに文字または数値のデータが含まれていると、INDEXW
は値 0を返します。

比較
INDEXW関数は、単語の文字列を検索しますが、INDEX関数は区切られた単語また
は他の単語の一部としてパターンを検索します。INDEXCは、excerpt内に含まれる
文字を検索します。

例
次のステートメントは、INDEXW関数を示しています。

ステートメント 結果
a='The power to know.';
word='power';
c=indexw(a,word);

5

a='The power to know.';
b=indexw(a,'know');

0

a='The power to know.';
b=indexw(a,'know','.');

0

a='abc,def@ xyz';
b=indexw(a,',', '@');

0

a="abc,def@ xyz"; 5
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ステートメント 結果
b=indexw(a,'def', '@,');

x="abc,def@ xyz";
xyz=indexw(x, ' xyz', '@');

10

INPUTC 関数
実行時に文字の入力形式を指定できるようにします。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
INPUTC(source, informat<, w>)

引数
source
入力形式を適用する文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

informat
sourceに適用する文字の入力形式が含まれる文字定数、変数または式です。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

w
入力形式に適用する数値幅に評価される有効な式を指定します。
操作 ここで指定した幅は、入力形式での幅の指定より優先されます。
データの種類 DOUBLE

詳細
INPUTC関数が長さの割り当てられていない変数に値を返した場合、デフォルトで
は変数の長さは最初の引数の長さによって決定されます。
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比較
INPUTN関数は、実行時に数値の入力形式を指定できるようにします。

例
この例では、文字の入力形式を指定する方法を示します。
proc cas;
      type=inputc('positive', '$upcase15.');
      type2=inputc('positive', '$upcase15.', 3);
      print "type=" type;
      print "type2=" type2;
   end;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

type=POSITIVE
type2=POS

INPUTN 関数
実行時に数値の入力形式を指定できるようにします。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INPUTN(source, informat<, w<, d>>)

引数
source
入力形式を適用する文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR

informat
sourceに適用する数値の入力形式が含まれる文字定数、変数または式です。
データの種類 CHAR

w
入力形式に適用する幅を指定する数値定数、変数または式です。
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操作 ここで指定した幅は、入力形式での幅の指定より優先されます。
データの種類 DOUBLE

d
使用する小数点以下の桁数を指定する数値定数、変数または式です。
操作 ここで指定した桁数は、入力形式での小数点以下の桁数の指定より

優先されます。
データの種類 DOUBLE

比較
INPUTC関数は、実行時に文字の入力形式を指定できるようにします。コンパイル
時に入力形式を指定するため、PUT関数を使用した方が高速になります。

例
この例では、数値の入力形式を指定する方法を示します。

proc cas;
    salary = inputn('20,000.00', comma10.2);
    print "salary=" salary;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

salary=20000

INT 関数
予期しない浮動小数点の結果を避けるためにファジー処理された整数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INT(expression)
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引数
expression
数値に評価される任意の式を指定します。
データの種類 DOUBLE

比較
INTZ関数とは異なり、INT関数は結果をファジー処理します。引数が整数の 1E-12
内にある場合、INT関数はその整数に等しくなるように結果をファジー処理します。
INTZ関数は結果をファジー処理しません。そのため、INTZ関数では予期しない結
果になる可能性があります。

例
次のステートメントは、INT関数を示しています。

ステートメント 結果
var1=2.1;
a=int(var1);

2

a=int(-2.4); -2

a=int(1+1.e-11); 1

a=int(-1.6); -1

INTCINDEX 関数
周期インデックスを返します。この関数には、日付、時間またはタイムスタンプの間隔と値を指定し
ます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTCINDEX({interval<multiple><.shift-index>}, date-time-value)
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引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

注 intervalの可能な値
ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。
例 YEARは、年ベースの間隔を指定します。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。

date-time-value
指定した間隔の期間を表す日付、時間またはタイムスタンプの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
基本
INTCINDEX関数は、季節周期のインデックスを返します。この関数には、間隔と
DATE、TIMEまたは TIMESTAMPの値を指定します。たとえば、間隔がMONTHの
場合、データ内の各オブザベーションは特定の月に対応します。月単位のデータは、
1年間で周期的とみなされます。1年には 12か月あるため、季節周期(年)内の間隔
(月)数は 12です。WEEKは、DAYと等しい間隔の季節周期です。2018年 5月 8日
はその年の 19番目の週で 3番目の曜日なので、この例では 19の値が返されます。
cycle_index1 = intcindex('day', 21312);

間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>
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比較
INTCINDEX関数は周期インデックスを返しますが、INTINDEX関数は季節インデッ
クスを返します。
この例では、INTCINDEX関数は年間通算週を返します。
cycle_index = intcindex('day', 21185);

この例では、INTINDEX関数は曜日を返します。
index = intindex('day',21185);

この例では、INTCINDEX関数は時刻を返します。
a= intcindex('minute', 50883.620553);

この例では、INTINDEX関数は分を返します。
a= intindex('minute', 50883.620553);

例
次のステートメントは、INTCINDEX関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
   cycle_index1=intcindex('day', 45910);
   print "cycle_index1=" cycle_index1;
run;

cycle_index1=37

proc cas;
   cycle_index1=intcindex('dtqtr', 45910);
   print "cycle_index1=" cycle_index1;
run;

cycle_index1=1

proc cas;
   cycle_index1=intcindex('tenday', 45910);
   print "cycle_index1=" cycle_index1;
run;

cycle_index1=1

proc cas;
   cycle_index1=intcindex('tenday', 45910);
   print "cycle_index1=" cycle_index1;
run;

cycle_index1=13

proc cas;
   cycle_index1=intcindex('semimonth', 45910);
   print "cycle_index1=" cycle_index1;
run;

cycle_index1=1
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INTCK 関数
DOUBLEとしてエンコードされた 2つの SAS日付、時間、またはタイムスタンプ値の間にある特定
の種類の間隔境界の数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTCK({interval<multiple><.shift-index>}, start-date, end-date<, 'method'>)

INTCK(start-date, end-date<, 'method'>)

引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。
例 YEARは、年ベースの間隔を指定します。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は、2年、つまり 2年間続く間隔タイプを指定します。
shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。
データの種類 DOUBLE

start-date
SASを開始する日付、時間、またはタイムスタンプ値を表す式を指定します。
データの種類 DOUBLE

end-date
SASを終了する日付、時間、またはタイムスタンプ値を表す式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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'method'
DISCRETEメソッドと CONTINUOUSメソッドのどちらを使用して間隔を数え
るかを指定します。methodは引用符で囲みます。methodは、CONTINUOUSと
DISCRETE (間隔境界をカウント)のいずれかの値になります。
DISCRETEメソッドと CONTINUOUSメソッドのどちらを使用して間隔を数え
るかを指定します。
methodは引用符で囲む必要があります。Methodには次のいずれかの値を指定
できます。
CONTINUOUS
連続した期間を測定単位に指定します。間隔は開始日に基づいてシフトされ
ます。
たとえば、2013年 1月 15日から 2013年 2月 15日までの月単位の距離は 1
か月です。
別名 Cまたは CONT

DISCRETE
連続しない期間を測定の単位に指定します。DISCRETEメソッドは、間隔の境
界(月末など)を数えます。
デフォルトの DISCRETEメソッドは、時系列オブザベーションをビンに分類
して処理する場合に役立ちます。たとえば、日単位のデータを月単位の時系
列として処理するために月単位のデータに累積できます。
DISCRETEメソッドの場合、2000年 1月 31日から 2000年 2月 1日までの
間隔を月単位で示すと、1か月になります。
別名 Dまたは DISC

デフォルト DISCRETE

データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>

カレンダー間隔の計算
個々の時間間隔内に含まれる値は、すべて同等とみなします。つまり、月間隔を指
定した場合、2018年 1月 1日と 2018年 1月 15日は同等です。これら両方の日付
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は、2018年 1月 1日に開始して 2018年 1月 31日に終了する間隔を表します。こ
の間隔を示すには、間隔の開始日(2018年 1月 1日)または間隔の終了日(2018年 1
月 31日)を使用できます。これらの日付によって、月間隔内のすべての日付が表さ
れます。
次の例では、start-dateは SAS値 21185 (2018年 1月 1日)であり、2018年の第 1
四半期に相当します。
qtr=intck('qtr', 21185, 21366);

end-dateの SAS日付値は 21366 (2018年 7月 1日)で、2018年の第 2四半期に相当
します。間隔数(start-dateと end-dateの間に間隔の開始点が含まれる回数)は 2で
す。
デフォルトの DISCRETEメソッドを使用する INTCK関数は、1番目の日付と 2番目
の日付の間に次の間隔の開始点が含まれる回数を数えます。2つの日付間に含まれ
る間隔数は計算しません。
n 次の例では、2つの日付が同じ月内にあるため、0が返されます。

proc cas;
  month=intck("month", 21185, 21202);
  print "month=" month;
run;

n 次の例では、2つの日付が 1か月離れた異なる月にあるため、1が返されます。
proc cas;
  month=intck("month", 21185, 21216);
  print "month=" month;
run;

n 次の例では、最初の日付が 2番目の日付よりも遅い離散間隔にあるため、-1が返
されます。(1番目の日付が 2番目の日付よりも後で、2つの日付が同じ間隔内に
存在しない場合、INTCKは常に負の値を返します)。
proc cas;
  month=intck("month", 21216, 21185);
  print "month=" month;
run;

DISCRETEメソッドを使用する場合、WEEK間隔は start-dateと end-dateの間に 7
日間がいくつ含まれるかではなく、2つの日付間に存在する日曜日(週のデフォルト
の開始曜日)の数で決定されます。start-dateと end-dateの間に 7日間が含まれる
数を数えるには、CONTINUOUSメソッドを使用します。
multiple引数と shift-index引数は両方とも任意で、デフォルトで 1になっています。
たとえば、YEAR、YEAR1、YEAR.1、YEAR1.1は、すべて通常のカレンダー年を指定
します。
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カテゴリ別の間隔
表 4.3 日付と時間の関数で使用される間隔

カテゴ
リ 間隔 定義

デフォルト
の開始点 シフト期間 例 説明

日付 DAY 日間隔 毎日 日 DAY3 日曜日から
始まる 3日
間隔

WEEK 7日間の週
間隔

毎週日曜日 日(1=日曜
日…7=土曜
日)

WEEK.7 土曜日を週
の最初の日
とする毎週

WEEKDAY

<daysW>

金土日を含
む日間隔

毎日 日 WEEKDAY1W 日曜日を週
末日、6日
間を就業日
とする週

同じ日とし
てカウント
されます(土
日を週末と
して 5日間
の稼働日)。
daysでは、
週末の曜日
が数字で識
別されます
(1=日曜
日...7=土曜
日)。デフォ
ルトでは、
days=17で
す。

WEEKDAY35W 火曜日と木
曜日を週末
日とし、5
日間を就業
日とする週
(Wで 3日
目と 5日目
を週末日に
指定)

TENDAY 10日間隔
(米国自動車
産業の慣例)

毎月 1日、
11日、21日

10日間 TENDAY4.2 TENDAY単
位の 2番目
を開始時点
とする 40
日単位

SEMIMONT
H

半月間隔 毎月 1日と
16日

半月間 SEMIMONTH2.
2

月の 16日
目から翌月
の 15日目
までの間隔

MONTH 月間隔 毎月 1日 月 MONTH2.2 翌年の 2
月-3月、4
月-5月、6
月-7月、8
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カテゴ
リ 間隔 定義

デフォルト
の開始点 シフト期間 例 説明

月-9月、10
月-11月、
12月-1月

QTR 四半期(3か
月)間隔

1月 1日 月 QTR3.2 4月 1日、
7月 1日、
10月 1日、
1月 1日か
ら 3か月間
隔

4月 1日
7月 1日
10月 1日

SEMIYEAR 半年(6か
月)間隔

1月 1日 月 SEMIYEAR.3 3月-8月と
9月-2月の
6か月間隔7月 1日

YEAR 年間隔 1月 1日 月
日時 日付間隔の

いずれかに
DTを追加

関連する日
付間隔に対
応する間隔

1960年 1
月 1日の午
前 0時

DTMONTH

DTWEEKDAY

時間 SECOND 秒間隔 1日の始ま
り(午前 0
時)

秒

MINUTE 分間隔 1日の始ま
り(午前 0
時)

分

HOUR 時間隔 1日の始ま
り(午前 0
時)

時

小売カレンダーの間隔
小売業界では、1年のカレンダーを 13週間からなる 4つの期間に分けてデータを計
算することがよくあります。期間の形式は、4-4-5、4-5-4または 5-4-4のいずれか
に基づきます。1番目、2番目、3番目の数値には、それぞれ各期間の 1か月目、2
か月目、3か月目の週数を指定します。

例
次のステートメントは、INTCK関数を示しています。
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ステートメント 結果
proc cas;
  qtr=intck('qtr', 21185, 21366);
  print "qtr=" qtr;
run;

qtr=2

proc cas;
  year=intck('year', 21185, 21550);
  print "year=" year;
run;

year=1

proc cas;
  year=intck('year', 21185, 21489);
  print "year=" year;
run;

year=0

proc cas;
  semiyear=intck('semiyear', 21185, 21915);
  print "semiyear=" semiyear;
run;

semiyear=4

proc cas;
  weekvar=intck('week2.2', 21185, 21550);
  print "weekvar=" weekvar;
run;

weekvar=26

proc cas;
  wdvar=intck('weekday7w', 21185, 21216);
  print "wdvar=" wdvar;
run;

wdvar=27

proc cas;
  newyears=intck('year', 17900, 21550);
  print "newyears=" newyears;
run;

newyears=10

INTCYCLE 関数
次に高い季節周期での期間(日付、時間または日時の間隔)を返します。この関数には、期間(日付、時
間または日時の間隔)を指定します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
INTCYCLE({interval<multiple><.shift-index>}<, seasonality>)
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引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

注 intervalの可能な値
ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は、2年、つまり 2年間続く間隔タイプを指定します。
shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。
データの種類 DOUBLE

seasonality
数値を指定します。この引数では、日付と時間の周期をより柔軟に操作できま
す。1年間の季節性を 52週にするか 53週にするかを指定できます。
数値を指定します。
この引数では、日付と時間の周期をより柔軟に操作できます。1年間の季節性を
52週にするか 53週にするかを指定できます。
デフォルト 52

データの種類 DOUBLE、CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

例 次の例では、seasonality引数により
INTCYCLE('MONTH', 3);

関数呼び出しで値 QTRが返されます。この関数呼び出しは
INTCYCLE('MONTH');

seasonality引数がないため、値 YEARを返します。

詳細
基本
INTCYCLE関数は、日付、時間または日時の間隔に応じて、季節周期の間隔を返しま
す。たとえば、INTCYCLE('MONTH');では、1月から 12月までで 1年周期を構成する
ため、値 YEARを返します。INTCYCLE('DAY');では、日曜日から土曜日までで 1週間周
期を構成するため、値WEEKを返します。
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間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>

季節性
季節性は、年内の異なる間隔での周期的変動を測定する時系列の概念です。季節性
の指定では、季節が最も一般的な変動ソースです。たとえば、家庭暖房用の灯油は、
一般的に他の季節よりも冬の売り上げの方が高くなります。多くの場合、日単位の
時系列では曜日による定期的な変動(週末のレジャーで支出が増えるなど)が発生し
ます。INTCYCLE関数は季節性の概念を使用して、次に高い季節周期での期間(日付、
時間または日時の間隔)を返します。この関数には、期間(日付、時間または日時の間
隔)を指定します。季節性と PROC FORECASTでの予測手法の使用方法の詳細につ
いては、SAS/ETS User's Guideを参照してください。

例
次のステートメントは、INTCYCLE関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
  cycle_year=intcycle('year');
  print "cycle_year=" cycle_year;
run;

cycle_year=YEAR

proc cas;
  cycle_quarter=intcycle('qtr');
  print "cycle_quarter=" cycle_quarter;
run;

cycle_quarter=YEAR

proc cas;
  cycle_month=intcycle('month', 3);
  print "cycle_month=" cycle_month;
run;

cycle_month=QTR

proc cas;
  cycle_month=intcycle('month');
  print "cycle_month=" cycle_month;
run;

cycle_month=YEAR

proc cas;
  cycle_weekday=intcycle('weekday');
  print "cycle_weekday=" cycle_weekday;
run;

cycle_weekday=WEEK
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ステートメント 結果
proc cas;
  cycle_weekday2=intcycle('weekday', 5);
  print "cycle_weekday2=" cycle_weekday2;
run;

cycle_weekday2=WEEK

proc cas;
  cycle_day=intcycle('day');
  print "cycle_day=" cycle_day;
run;

cycle_day=WEEK

proc cas;
  cycle_day2=intcycle('day', 10);
  print "cycle_day2=" cycle_day2;
run;

cycle_day2=TENDAY

proc cas;
  cycle_second=intcycle('second');
  print "cycle_second=" cycle_second;
run;

cycle_second=DTMINUTE

INTFIT 関数
2つの日付に基づく時間間隔を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
INTFIT(expresssion-1, expression-2, 'type')

引数
expression
文字列を評価するか、文字列に強制変換できて、SAS日付または日時値を表す有
効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

'type'
引数が SAS日付値、日時値、行のいずれであるかを指定します。typeの有効な
値は、d (日付)、dt (日時)、および obs (行)です。
引数が SAS日付値、日時値、行のいずれであるかを指定します。
typeの有効な値は次のとおりです。

378 4章 / 共通関数



d expression-1と expression-2が日付値であることを指定します。
dt expression-1と expression-2が日時値であることを指定します。
obs expression-1と expression-2が行であることを指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

例
2つの日付に基づく間隔の例を次に示します。この例の type引数は、入力を日付値
として識別します。

proc cas;
  sasdate1=17900;
  sasdate2=21550;
  intfit=intfit(sasdate1, sasdate2, 'd');
  print "intfit=" intfit;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。
intfit=DAY3650.3301

INTGET 関数
3つの日付値または日時値に基づく時間間隔を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
INTGET(date-1, date-2, date-3)

引数
date

SAS日付または日時の値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
INTGET関数の間隔
INTGET関数は、3つの日付値または日時値に基づく時間間隔を返します。この関数
は最初の 2つの日付間で可能なすべての間隔を最初に確認し、次に 2番目と 3番目
の日付間で可能なすべての間隔を確認します。すべての間隔が同じ場合、INTGETは
その間隔を返します。1番目と 2番目の日付間に異なる間隔があり、2番目と 3番目
の日付間に異なる間隔がある場合、INTGETはそれらの間隔を比較します。他の間隔
の倍数となる間隔がある場合、INTGETはその小さい方の間隔を返します。それ以外
の場合、INTGETは欠損値を返します。INTGETは、配置の値が BEGINの INTNX関
数によって生成された日付に適しています。
次の例では、INTGETは間隔 DAY2を返します。
interval=intget('01mar00'd, '03mar00'd, '09mar00'd);

2000年 3月 1日から 2000年 3月 3日までの日数は 2であるため、1番目と 2番目
の日付間の間隔は DAY2です。2000年 3月 3日から 2000年 3月 9日までの日数
は 6であるため、2番目と 3番目の日付間の間隔は DAY6です。DAY6は DAY2の倍
数です。INTGETはこの 2つの間隔のうち小さい方を返します。
次の例では、INTGETは間隔MONTH4を返します。
interval=intget('01jan00'd, '01may00'd, '01may01'd);

2000年 1月 1日から 2000年 5月 1日までの月数は 4であるため、最初の 2つの日
付間の間隔はMONTH4です。2番目と 3番目の日付間の間隔は YEARです。YEAR
はMONTH4の倍数(YEARには 3つのMONTH4間隔が含まれる)であるため、
INTGETは 2つの間隔のうち小さい方の間隔を返します。
次の例では、INTGETは欠損値を返します。
interval=intget('01Jan2006'd, '01Apr2006'd, '01Dec2006'd);

最初の 2つの日付間の間隔はMONTH3、2番目と 3番目の日付間の間隔は
MONTH8です。MONTH8はMONTH3の倍数ではないため、INTGETは欠損値を返
します。
返される間隔は有効な SAS間隔で、間隔とシフト間隔の倍数が含まれます。有効な
SAS間隔がリストされています。

注: INTGETが一致する間隔を確認できない場合、関数は欠損値を返します。SASロ
グにメッセージは書き込まれません。

例
次のステートメントは、INTGET関数を示しています。

ステートメント 結果
sasdate1=to_double(date'2013-01-01');
sasdate2=to_double(date'2014-01-01');

MONTH4
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ステートメント 結果
sasdate3=to_double(date'2014-05-01');
c=intget(sasdate1, sasdate2, sasdate3);
put c;

sasdate1=to_double(date'2012-02-29');
sasdate2=to_double(date'2014-02-28');
sasdate3=to_double(date'2016-02-29');
c=intget(sasdate1, sasdate2, sasdate3);
put c;

YEAR2.2

sasdate1=to_double(date'2013-02-01');
sasdate2=to_double(date'2013-02-16');
sasdate3=to_double(date'2013-03-01');
c=intget(sasdate1, sasdate2, sasdate3);
put c;

SEMIMONTH

sasdate1=to_double(date'2013-01-02');
sasdate2=to_double(date'2014-02-02');
sasdate3=to_double(date'2015-03-02');
c=intget(sasdate1, sasdate2, sasdate3);
put c;

MONTH13.13

sasdate1=to_double(date'2013-02-10');
sasdate2=to_double(date'2013-02-19');
sasdate3=to_double(date'2013-02-28');
c=intget(sasdate1, sasdate2, sasdate3);
put c;

DAY9.5

sasdate1=to_double(timestamp'2014-04-01 01:03:00.0000');
sasdate2=to_double(timestamp'2014-04-01 01:04:00.0000');
sasdate3=to_double(timestamp'2014-04-01 01:05:00.0000');
c=intget(sasdate1, sasdate2, sasdate3);
put c;

MINUTE

INTINDEX 関数
季節インデックスを返します。この関数には、日付、時間またはタイムスタンプの間隔と値を指定し
ます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTINDEX({interval<multiple><.shift-index>}, date-value<, seasonality>)
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引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

注 intervalの可能な値
ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は、2年、つまり 2年間続く間隔タイプを指定します。
shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。
制限
事項

シフトインデックスは、間隔全体のサブ期間の数以下にする必要がありま
す。たとえば、2年間隔では 25番目の月は存在しないため、YEAR2.24は
使用できますが YEAR2.25はエラーになります。
デフォルトのシフト期間が間隔の種類と同じ場合、複数期間の間隔のみを
任意のシフトインデックスでシフトできます。たとえば、MONTHの種類
の間隔はデフォルトではMONTHのサブ期間でシフトされるため、シフト
インデックスで月間隔をシフトできません。ただし、各MONTH2間隔に
は 2つのMONTH間隔が含まれるため、シフトインデックスで 2か月間隔
をシフトできます。たとえば、間隔名MONTH2.2では、偶数月の 1日目
に開始する 2か月の期間が指定されます。

デー
タの
種類

DOUBLE

例 YEAR.3は、暦年の 3月 1日に開始し、翌年の 2月に終了するようにシフ
トされた年次期間を指定します。

date-value
指定した間隔の期間を表す日付、時間またはタイムスタンプの値を指定します。
データの種類 DOUBLE

seasonality
数値または周期を指定します。この引数では、日付と時間の周期をより柔軟に操
作できます。1年間の季節性を 52週にするか 53週にするかを指定できます。
数値または周期を指定します。
この引数では、日付と時間の周期をより柔軟に操作できます。1年間の季節性を
52週にするか 53週にするかを指定できます。
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データ
の種類

DOUBLE、CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

例 この例では、次の関数で同じ結果が生成されます。
INTINDEX('MONTH', sasdate, 3);
INTINDEX('MONTH', sasdate, 'QTR');

最初の例の seasonalityは数値(月数)で、2番目の例の seasonalityは周
期(QTR)です。

詳細
基本
INTINDEX関数は、季節インデックスを返します。この関数には、間隔と適切な日
付、時間またはタイムスタンプの値を指定します。季節インデックスは、指定した
間隔の季節周期での日付、時間またはタイムスタンプの値の位置を表す数値です。1
年周期には 12か月があり 12月はその年の 12番目の月であるため、この例では 12
の値が返されます。
sasdate=to_double(date'2012-12-01');
x=intindex('month', sasdate);
put x;

次の例では、両方のステートメントが 2013年第 1四半期内の日付を含むため、
INTINDEXは同じ値(1)を返します。
sasdate=to_double(date'2013-01-01');
x=intindex('qtr', sasdate);
put x;

sasdate=to_double(date'2013-03-31');
y=intindex('qtr', sasdate);
put y;

次の例では、日単位のデータは週単位の周期に含まれ、2012年 12月 7日は金曜日
で 6番目の曜日なので、6の値を返します。
sasdate=to_double(date'2012-12-07');
x=intindex('day', sasdate);
put x;

間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>
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Intervalと Date-Time-Valueの関係
季節インデックスを正しく識別するには、間隔が日付、時間またはタイムスタンプ
の値に適合する必要があります。たとえば、intindex('month', '01DEC2012'd);では、1
年の間隔には 12か月があり 12月はその年の 12番目の月であるため、12の値を返
します。MONTH間隔には SAS日付値が必要です。週間隔には 7日あり、2012年
12月 7日は金曜日で 6番目の曜日なので、次の例では 6の値が返されます。
sasdate=to_double(date'2012-12-07');
x=intindex('day', sasdate);
put x;

DAY間隔には SAS日付値が必要です。
この例では、QTR間隔が TIMESTAMP値でなく SAS日付値を日付に必要とするた
め、欠損値が返されます。
sasdate=to_double(timestamp'2013-01-01 00:00:00');
x=intindex('qtr', sasdate);
put x;

この例では、12の値が返されます。DTMONTH間隔には TIMESTAMP値が必要で
す。
sasdate=to_double(timestamp'2013-12-01 00:00:00');
x=intindex('dtmonth', sasdate);
put x;

季節性
季節性は、年内の異なる間隔での周期的変動を測定する時系列の概念です。季節性
の指定では、季節が最も一般的な変動ソースです。たとえば、家庭暖房用の灯油は、
一般的に他の季節よりも冬の売り上げの方が高くなります。多くの場合、日単位の
時系列では曜日による定期的な変動(週末のレジャーで支出が増えるなど)が発生し
ます。INTINDEX関数は、季節性の概念を使用して季節インデックスを返します。
この関数には、日付、時間またはタイムスタンプの間隔と値を指定します。季節性
と PROC FORECASTでの予測手法の使用方法の詳細については、SAS/ETS User's 
Guideを参照してください。

比較
INTINDEX関数は季節インデックスを返しますが、INTCINDEX関数は周期インデッ
クスを返します。
次の例では、2013年 4月 4日は木曜日で週の 5番目の曜日なので、INTINDEX関数
は 5を返します。
sasdate=to_double(date'2013-04-04');
x = intindex('day', sasdate);
put x;

同じ日を使用しても、2013年 4月 4日は年の 14番目の週なので、INTCINDEX関
数は 14を返します。
sasdate=to_double(date'2013-04-04');
x = intcindex('day', sasdate);
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put x;

この例では、INTINDEX関数は分を返します。
sasdate=to_double(timestamp'2012-09-01 06:05:04');
x = intindex('minute', sasdate);
put x;

同じ日付と時間を使用しても、INTCINDEX関数は時刻を返します。
sasdate=to_double(timestamp'2012-09-01 06:05:04');
y = intcindex('minute', sasdate);
put y;

例 intseas('interval');では、INTSEASは intindex('interval', date);によって返される最大
数を返します。

例
次のステートメントは、INTINDEX関数を示しています。

ステートメント 結果
sasdate1=to_double(date'2013-08-14');
interval1 = intindex('qtr', sasdate1);
put interval1;

3

sasts1=to_double(timestamp'2013-12-23 15:09:19');
interval2 = intindex('dtqtr', sasts1);
put interval2;

4

sastime1=to_double(time'09:05:15');
interval3 = intindex('hour', sastime1);
put interval3;

10

sasdate1=to_double(date '2013-02-26');
interval4 = intindex('month', sasdate1);
put interval4;

2

sasts1=to_double(timestamp'2013-05-28 05:15:00');
interval5 = intindex('dtmonth', sasts1);
put interval5;

5

sasdate1=to_double(date '2013-09-09');
interval6 = intindex('week', sasdate1);
put interval6;

37

sasdate1=to_double(date '2013-04-16');
interval7 = intindex('tenday', sasdate1);
put interval7;

11
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関連項目
その他のリファレンス:

n SAS/ETS User's Guide

INTNX 関数
DOUBLEとしてエンコードされた SAS日付、時間または日時の値を増分し、DOUBLEとしてエンコ
ードされた SAS日付、時間または日時の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTNX({interval<multiple><.shift-index>}, start-from, increment<, 'alignment'>)

INTNX(start-from, increment<, 'alignment'>)

引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。
例 YEARは、年ベースの間隔を指定します。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は、2年、つまり 2年間続く間隔タイプを指定します。
shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。

start-from
DOUBLEとしてエンコードされた SAS日付、時間または日時の値を表し、開始
点を識別する式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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increment
日付、時間または日時の間隔を表す負、正またはゼロの整数を指定します。
Incrementは、start-fromの値をシフトする間隔数です。
データの種類 DOUBLE

'alignment'
間隔内の SAS日付の位置を制御します。alignmentは引用符で囲む必要があり
ます。alignmentには、BEGINNING、MIDDLE、END、SAMEのいずれかの値を
指定します。SAMEでは、返された日付を入力日付と同じ場所に配置するように
指定されます。詳細については、SAS DS2言語リファレンスを参照してくださ
い。
間隔内の SAS日付の位置を制御します。alignmentは引用符で囲む必要があり
ます。Alignmentには次のいずれかの値を指定できます。
BEGINNING
返された日付値または日時値を間隔の開始点に配置するように指定します。
別名 B

MIDDLE
返された日付値または日時値を間隔の中間点(開始位置と終了位置の値の平
均)に配置するように指定します。
別名 M

END
返された日付値または日時値を間隔の終了点に配置するように指定します。
別名 E

SAME
返された日付を入力日付と同じ場所に配置するように指定します。
別名 S

SAMEDAY

デフォルト BEGINNING

データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
基本
INTNX関数は、DAY、WEEK、QTR、MINUTEなどの間隔、または定義したカスタ
ム間隔単位で日付、時間または日時の値を増分します。間隔は、開始日付、時間ま
たは日時の値、および指定した時間間隔に基づきます。
INTNX関数は、start-from引数で指定した間隔の開始日付、時間または日時の値に
対する SAS日付値を返します。(日付値をカレンダー日付に変換するには、DATE9.
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形式などの有効な DS2日付形式を使用します)。2011年 10月 17日の週から 6週
間後の週の開始日を確認する方法の例を次に示します。
sasdate=to_double(date'2011-10-17');
x=intnx('week', sasdate, 6);
print put x date9.;

INTNXは値 27NOV2011を返します。

間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>

SAS日付出力の間隔内の配置
通常、SAS日付値は interval引数で指定した時間間隔の開始点に配置されます。
任意の alignment引数を使用して、返された値の配置を指定できます。値
BEGINNING、MIDDLEまたは ENDは、それぞれ間隔の開始点、中間点または終了
点に日付を配置します。

SAME配置
alignment引数の SAME値を使用した場合、INTNXは指定した間隔の増分を計算し
た後に同じカレンダー日付を返します。同じカレンダー日付は、間隔ではなく間隔
のシフト期間に基づいて配置されます。
シフト期間のほとんどの値は、その対応する間隔と等しくなります。この例外は、
間隔WEEK、WEEKDAY、QTR、SEMIYEAR、YEAR、およびこれらに対応する DTで
す。WEEKおよびWEEKDAY間隔には DAYSのシフト期間が含まれ、QTR、
SEMIYEARおよび YEAR間隔にはMONTHのシフト期間が含まれます。たとえば、
YEARで SAME配置を使用した場合、この間隔のシフト期間であるMONTHに基づ
いて同日に配置されます。YEAR間隔の同日に配置されるわけではありません。倍
数の間隔を指定した場合、デフォルトのシフト間隔は倍数の間隔ではなく元の間隔
に基づきます。
QTR、SEMIYEARおよび YEAR間隔に SAME配置を使用する場合、計算結果日付は
間隔の開始点(入力日付)からの月数と同じです。月の日は可能な限り同じ日に合わ
せられます。月によっては日数が異なるため、月の日を常に一致させることは不可
能です。

配置の間隔
入力日付の配置に基づいて計算結果日付を配置するには、alignment引数に SAME
値を使用します。
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日付の調整
増分された間隔の日付が存在しない場合、INTNX関数はその日付を自動的に調整し
ます。

例
例 1: INTNX関数の使用
次のステートメントは、INTNX関数を示しています。

ステートメント 結果
sasdate1 = to_double(date'2013-02-05');
yr=intnx('year', sasdate1, 3);
print yr;
print put yr date7.;

20454
01Jan16

sasdate1 = to_double(date'2013-01-05');
x=intnx('month', sasdate1, 0);
print x;
print put x date7.;

19359
01JAN13

sasdate1 = to_double(date'2013-01-01');
next=intnx('semiyear', sasdate1, 1);
print next;
print put next date7.;

19540
01JUL13

sasdate1 = to_double(date'2012-08-01');
past=intnx('month2', sasdate1, -1);
print past;
print put past date7.; 

19114
01MAY12

sasdate1 = to_double(date'2013-04-01');
sm=intnx('semimonth2.2', sasdate1, 4);
print sm;
print put sm date7.;

19555
16JUL13

x='month';
sasdate1 = to_double(date'2013-06-01');
nextmon=intnx(x, sasdate1, 1);
print nextmon;
print put nextmon date7.; 

19540
01JUL13

m1='month     ';
m2=trim(m1);
sasdate1 = to_double(date'2012-06-15');
x=intnx(m2, sasdate1, 1);
print x;
print put x date7.;

19175
01JUL12
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例 2: ALIGNMENT引数の使用
任意の alignment引数を使用して日付を進める例を次に示します。

ステートメント 結果
sasdate1 = to_double(date'2013-01-01');
x=intnx('month', sasdate1, 5, 'beginning');
print x;
print put x date7.;

19510
01JUN13

sasdate1 = to_double(date'2013-01-01');
x=intnx('month', sasdate1, 5, 'middle');
print x;
print put x date7.;

19524
15JUN13

sasdate1 = to_double(date'2013-01-01');
x=intnx('month', sasdate1, 5, 'end');
print x;
print put x date7.;

19539
30JUN13

sasdate1 = to_double(date'2013-01-01');
x=intnx('month', sasdate1, 5, 'sameday');
print x;
print put x date7.;

19510
01JUN13

sasdate1 = to_double(date'2013-03-15');
x=intnx('month', sasdate1, 5, 'same');
print x;
print put x date7.;

19585
15AUG13

interval='month';
align='m';
sasdate1 = to_double(date'2013-09-01');
x=intnx(interval, sasdate1,2, align);
print x;
print put x date7.;

19667
15NOV13

m1='month     ';
m2=trim(m1);
sasdate1 = to_double(date'2012-09-01');
x=intnx(m2, sasdate1, 2, 'm');
print x;
print put x date7.;

19312
15NOV12

INTRR 関数
内部利益率を小数値で返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
INTRR(freq, c0, c1<..., cn>)

引数
freq
目的の内部利益率に関連付けられた指定ベース期間での支払い数を示す数値で
す。
範囲 freq > 0

データの種類 DOUBLE

ヒント freq = 0は、連続複利計算を許可するフラグです。
c0, c1< …, cn>
任意の現金払いを示す数値です。
データの種類 DOUBLE

詳細
INTRR関数は、現金払いセット c0, c1,..., cnの指定ベース期間での内部利益率を返
します。2つの連続した支払い間の時間間隔は同じとみなされます。引数 freq > 0
は、指定ベース期間で発生する支払い数を表します。各インスタンスから発行され
る情報の数は制限されます。
内部利益率は、一連の支払いの正味現在価値が 0となる利率です。これは次の式で
求められます。

r =
1

x f req − 1 f req > 0

−logε x f req = 0

この式では、xは多項式の実根です。
Σ

i = 0

n
cixi = 0

重根の場合、1つの実根が返され、返される内部利益率の非一意性に関する警告が
発行されます。支払いの値によっては、方程式の根が存在しないことがあります。
その場合、欠損値が返されます。
支払いの欠損値は 0値として扱われます。freq > 0の場合、計算される利益率は、
指定ベース期間で有効な利率です。月払いでの四半期の内部利益率(ベース期間は 3
か月)を計算するには、freqを 3に設定します。
freqが 0の場合は連続複利計算とみなされ、ベース期間は 2つの連続する支払い間
の時間間隔です。計算される内部利益率は、ベース期間の名目利益率です。月単位
の支払いを連続複利計算するには、freqを 0に設定します。計算される内部利益率
は、月単位の利率です。
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比較
IRR関数は INTRRと似ていますが、IRR関数では内部利益率がパーセントという点
で異なります。

例
当初の支払いが$400で、次の 3年間の予定支払い額がそれぞれ$100、$200、$300
の場合、年間内部利益率は次のように表されます。
rate=intrr(1,-400,100,200,300);

返される値は 0.19437709967です。

INTSEAS 関数
季節周期の長さを返します。この関数には、日付、時間または日時の間隔を指定します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTSEAS({interval<multiple><.shift-index>}<, seasonality>)

引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。
例 YEARは、年ベースの間隔を指定します。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は、2年、つまり 2年間続く間隔タイプを指定します。
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shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。
制限
事項

シフトインデックスは、間隔全体のサブ期間の数以下にする必要がありま
す。たとえば、2年間隔では 25番目の月は存在しないため、YEAR2.24は
使用できますが YEAR2.25はエラーになります。
デフォルトのシフト期間が間隔の種類と同じ場合、複数期間の間隔のみを
任意のシフトインデックスでシフトできます。たとえば、MONTHの種類
の間隔はデフォルトではMONTHのサブ期間でシフトされるため、シフト
インデックスで月間隔をシフトできません。ただし、各MONTH2間隔に
は 2つのMONTH間隔が含まれるため、シフトインデックスで 2か月間隔
をシフトできます。たとえば、間隔名MONTH2.2では、偶数月の 1日目
に開始する 2か月の期間が指定されます。

デー
タの
種類

DOUBLE

例 YEAR.3は、暦年の 3月 1日に開始し、翌年の 2月に終了するようにシフ
トされた年次期間を指定します。

seasonality
数値を指定します。この引数では、日付と時間の周期をより柔軟に操作できま
す。1年間の季節性を 52週にするか 53週にするかを指定できます。
数値を指定します。
この引数では、日付と時間の周期をより柔軟に操作できます。1年間の季節性を
52週にするか 53週にするかを指定できます。
デフォルト 52

データの種類 DOUBLE、CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

例 次の例では、seasonality引数により
INTSEAS('MONTH', 'qtr');

関数呼び出しで値 3が返されます。この関数呼び出しは
INTSEAS('MONTH');

seasonality引数がないため、値 12を返します。

詳細
基本
INTSEAS関数は、季節周期内の間隔数を返します。たとえば、時系列の間隔が月単
位の場合、多くのプロシジャでオプション INTERVAL=MONTHが使用されます。こ
の場合、データ内の各オブザベーションは特定の月に対応します。月単位のデータ
は、1年間で周期的とみなされます。1年には 12か月あるため、季節周期(年)内の
間隔(月)数は 12です。
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四半期のデータは、1年間で周期的とみなされます。1年には 4つの四半期があるた
め、季節周期内の間隔数は 4です。
周期性は常に 1年とは限りません。たとえば、INTERVAL=DAYは 1週間の周期とみ
なされます。1週間には 7日間あるため、季節周期の間隔数は 7です。

間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>

季節性
季節性は、年内の異なる間隔での周期的変動を測定する時系列の概念です。季節性
の指定では、季節が最も一般的な変動ソースです。たとえば、家庭暖房用の灯油は、
一般的に他の季節よりも冬の売り上げの方が高くなります。多くの場合、日単位の
時系列では曜日による定期的な変動(週末のレジャーで支出が増えるなど)が発生し
ます。INTSEAS関数は、季節性の概念を使用して季節周期の長さを返します。この
関数には、日付、時間または日時の間隔を指定します。季節性と予測の詳細につい
ては、SAS/ETS User's Guideを参照してください。

例
次のステートメントは、INTCYCLE関数を示しています。

ステートメント 結果
cycle_years = intseas('year');
print cycle_years;

1

cycle_smiyears = intseas('semiyear');
print cycle_smiyears;

2

cycle_quarters = intseas('quarter');
print cycle_quarters;

4

cycle_number = intseas('month', 'qtr');
print cycle_number;

3

cycle_months = intseas('month');
print cycle_months;

12

cycle_smimonths = intseas('semimonth');
print cycle_smimonths;

24

cycle_tendays = intseas('tenday'); 36
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ステートメント 結果
print cycle_tendays;

cycle_weeks = intseas('week');
print cycle_weeks;

52

cycle_wkdays = intseas('weekday');
print cycle_wkdays;

5

cycle_hours = intseas('hour');
print cycle_hours;

24

cycle_minutes = intseas('minute');
print cycle_minutes;

60

cycle_month2 = intseas('month2.2');
print cycle_month2;

6

cycle_week2 = intseas('week2');
print cycle_week2;

26

cycle_var1 = intseas(month4.3);
print cycle_var1;

3

cycle_day1 = intseas('day1');
print cycle_day1;

7

関連項目
その他のリファレンス:

n SAS/ETS User's Guide

INTSHIFT 関数
ベース間隔に対応するシフト間隔を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
INTSHIFT(interval<multiple><.shift-index>)
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引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。
例 YEARは、年間隔を指定します。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は 2年の期間で構成されます。
shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。
データの種
類

DOUBLE

例 YEAR.3は、暦年の 3月 1日に開始し、翌年の 2月に終了するよう
にシフトされた年次期間を指定します。

詳細
基本
INTSHIFT関数は、ベース間隔に対応するシフト間隔を返します。カスタム間隔の場
合、返される値はベースカスタム間隔名です。INTSHIFTは、間隔と間隔シフトの倍
数は無視します。
INTSHIFT関数は、小売業界によるカレンダーの間隔でも使用できます。これらの間
隔は ISO 8601に準拠します。

間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>
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例
次のステートメントは、INTSHIFT関数を示しています。

ステートメント 結果
shift1=intshift('year');
print shift1;

MONTH

shift2=intshift('dtyear');
print shift2;

DTMONTH

shift3=intshift('minute');
print shift3;

DTMINUTE

shift4 = intshift('weekdays');
print shift4;

WEEKDAY

shift5=intshift('weekday5.4');
print shift5;

WEEKDAY

shift6=intshift('qtr');
print shift6;

MONTH

shift7=intshift('dttenday');
print shift7;

DTTENDAY

INTTEST 関数
時間間隔が有効な場合は 1、時間間隔が無効な場合は 0を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTTEST(interval<multiple><.shift-index>)

引数
interval
文字列を評価するか、文字列に強制変換でき、WEEK、MONTH、QTRなどの間
隔名を含む文字定数、変数、または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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ヒント Intervalは、大文字または小文字で表示できます。
例 YEARは、年ベースの間隔を指定します。

multiple
乗数を指定します(省略可能)。基本タイプの間隔の期間に対する倍数と同等の間
隔を設定します。
データの種類 DOUBLE

例 YEAR2は、2年、つまり 2年間続く間隔タイプを指定します。
shift-index
シフトインデックスを指定します(省略可能)。間隔の開始時点を指定したサブ期
間にシフトします。
データの種
類

DOUBLE

例 YEAR.3は、暦年の 3月 1日に開始し、翌年の 2月に終了するよう
にシフトされた年次期間を指定します。

詳細
基本
INTTEST関数は、有効な間隔名を確認します。この関数は、multipleと shift-index
の有効な値を確認するときに役立ちます。
INTTEST関数は、小売業界によるカレンダーの間隔でも使用できます。これらの間
隔は ISO 8601に準拠します。

間隔
間隔は、基本的なものから複雑なものまであります。基本間隔は、SASが経過時間
内にカウントできる測定単位(DAY、MONTH、HOURなど)です。より複雑な間隔を
指定するには、基本間隔名に乗数とシフトインデックスを組み合わせて使用できま
す。
間隔構文は次のとおりです。
interval<multiple><.shift-index>

例
次の例では、SASは interval引数が有効な場合は 1、interval引数が無効な場合は 0
を返します。
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ステートメント 結果
test1 = inttest('month');
print test1;

1

test2 = inttest('week6.13');
print test2;

1

test3 = inttest('tenday');
print test3;

1

test4 = inttest('twoweeks');
print test4;

0

test5 = inttest('hour2.2');
print test5;

1

INTZ 関数
ゼロファジーを使用して、引数の整数部を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
INTZ(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
次の規則が適用されます。
n 引数の値が整数のみの場合、INTZはその整数を返します。
n 引数が整数ではない正の値の場合、INTZは引数より小さい最大の整数を返しま
す。
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n 引数が整数ではない負の値の場合、INTZは引数より大きい最小の整数を返しま
す。

比較
INT関数とは異なり、INTZ関数はゼロファジーを使用します。引数が整数の 1E-12
内にある場合、INT関数はその整数に等しくなるように結果をファジー処理します。
INTZ関数は結果をファジー処理しません。そのため、INTZ関数では予期しない結
果になる可能性があります。

例
次のステートメントは、INTZ関数を示しています。

ステートメント 結果
var1=2.1;
a=intz(var1);

2

a=intz(-2.4); -2

a=intz(1+1.e11); 1

a=intz(-1.6); -1

IPMT 関数
将来の残高を達成するための、均等払いローンまたは定期預金に対する指定期間の利息の支払いを返
します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
IPMT(rate, period, number-of-periods, principal-amount<, future-amount><, type>)

引数
rate
支払期間ごとの利率を指定します。
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データの種類 DOUBLE

period
利息の支払いを計算するための支払い期間を指定します。
要件 periodは、number-of-periodsの値以下の正の整数で指定する必要

があります。
データの種類 INTEGER

number-of-periods
支払期間の数を指定します。
要件 number-of-periodsは正の整数にする必要があります。
データの種類 INTEGER

principal-amount
ローンの元金を指定します。
データの種類 DOUBLE

注 欠損値が指定されている場合、ゼロとみなされます。
future-amount
将来の残高を指定します。
データ
の種類

DOUBLE

注 future-amountは、指定した支払い期間数終了後のローンの残高、また
は定期預金の将来の残高を指定できます。
0を指定した場合、future-amountが省略されたか欠損値が指定された
とみなされます。

type
期首と期末のどちらで支払がなされるのかを指定します。0は期末の支払を表
し、1は期首の支払を表します。
データの種類 INTEGER

注 typeが省略された場合、または欠損値が指定されている場合は、ゼ
ロとみなされます。

例
$8,000のローンで名目年利が 10%、月単位の期末払いが 36の場合、初回の定期的
支払いでの利息の支払いは次のとおりです。
InterestPaid1 = ipmt(0.1/12, 1, 36, 8000);

計算によって 66.6666666666666という値が返されます。
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同じローンに期首払いがある場合、利息の支払いは次のように計算されます。
n InterestPaid2 = ipmt(0.1/12, 1, 36, 8000, 0, 1);

計算によって 0という値が返されます。
n InterestPaid3 = ipmt(0.1, 3, 3, 8000);

計算によって 292.447129909366という値が返されます。
n InterestPaid4 = ipmt(0.09/12, 359, 360, 125000, 0, 1);

計算によって 14.8075736630449という値が返されます。

IQR 関数
四分位範囲を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
IQR(expression <, …expression>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
すべての引数に nullまたは欠損値がある場合、ANSIモードまたは SASモードのど
ちらであるかに応じて、結果は nullまたは欠損値になります。
それ以外の場合、結果は非 nullまたは非欠損値の四分位範囲になります。四分位範
囲の式は、Base SAS UNIVARIATEプロシジャで使用される式と同じです。

例
次のステートメントは、IQR関数を示しています。
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ステートメント 結果
a=iqr(2,4,1,3,999999);  2

IRR 関数
内部利益率をパーセントで返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
IRR(freq, c1, c2 <..., cn>)

引数
freq
目的の内部利益率に関連付けられた指定ベース期間での支払い数を示す数値で
す。
範囲 freq > 0。
データの種類 DOUBLE

ヒント freq = 0は、連続複利計算を許可するフラグです。
c1, c2< …, cn>
任意の現金払いを示す数値です。
要件 最小で 2つの現金払い値が必要です。
データの種類 DOUBLE

詳細
IRR関数は、現金払いセット c1, c2, …, cnの指定ベース期間での内部利益率を返しま
す。2つの連続した支払い間の時間間隔は同じとみなされます。引数 freq > 0は、
指定ベース期間で発生する支払い数を表します。各インスタンスから発行される情
報の数は制限されます。
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比較
IRR関数は INTRRと似ていますが、IRR関数では内部利益率がパーセントという点
で異なります。

例
当初の支払いが$400で、次の 3年間の予定支払い額がそれぞれ$100、$200、$300
の場合、年間内部利益率はパーセントで次のように表されます。
rate=irr(1,-400,100,200,300);

返される値は 19.437709962747です。

JBESSEL 関数
ベッセル関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
JBESSEL(nu, x)

必須引数
nu
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 nu ≥ 0

x
数値の定数、変数または式を指定します。
範囲 x ≥ 0

詳細
JBESSEL関数は、xで評価された次数 nuのベッセル関数の値を返します(詳細は
Abramowitz and Stegun 1964および Amos, Daniel, and Weston 1977を参照)。

404 4章 / 共通関数



例
次のステートメントは、JBESSEL関数を示しています。

ステートメント 結果
x=jbessel(2, 2);  0.35283402861563

JULDATE 関数
SAS日付値からユリウス暦の日付を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
JULDATE(date)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
SAS日付値は、1960年 1月 1日から特定の日付までの日数を表す数値です。
JULDATE関数は、SAS日付値をユリウス暦の日付に変換します。dateがシステムオ
プション YEARCUTOFF=で定義された 100年の期間内にある場合、結果は 3桁、4
桁または 5桁です。5桁の結果では、最初の 2桁は年を表し、残りの 3桁は年間通
算日(1から 365、またはうるう年の場合は 1から 366)を表します。先頭の 0は結果
から削除されるため、ユリウス暦の日付の年は省略されたり(末尾が 00の年の場合)、
1桁のみになったり(年の末尾が 01から 09の場合)することがあります。それ以外
の場合、結果は 7桁になります。最初の 4桁は年を表し、残りの 3桁は年間通算日
を表します。
00-09で終わる年については、Z5.出力形式を使用して 5桁のユリウス暦の日付をフ
ォーマットできます。
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比較
関数 JULDATE7は JULDATEに似ていますが、JULDATE7は常に 4桁の年を返す点で
異なります。JULDATE7は 2桁の年を考慮する必要がなく、2000年問題に対応して
います。

例
次のステートメントは、JULDATE関数を示しています。

ステートメント 結果
julian=juldate(mdy(12,31,2013)); 7365

julian=print(juldate(mdy(12,31,2013)),z5.); 07365

julian=juldate(mdy(9,1,1999)); 99244

julian=juldate(mdy(7,1,1886)); 1886182

JULDATE7 関数
SAS日付値から 7桁のユリウス暦の日付を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
JULDATE7(date)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
SAS日付値は、1960年 1月 1日から特定の日付までの日数を表す数値です。
JULDATE7関数は、SAS日付値から 7桁のユリウス暦の日付を返します。最初の 4
桁は年を表し、残りの 3桁は年間通算日を表します。

比較
関数 JULDATE7は JULDATEに似ていますが、JULDATE7は常に 4桁の年を返す点で
異なります。JULDATE7は 2桁の年を考慮する必要がなく、2000年問題に対応して
います。

例
次のステートメントは、JULDATE7関数を示しています。

ステートメント 結果
julian=juldate7(mdy(12,31,2006)); 2007365

julian=juldate7(mdy(12,31,2016)); 2016366

KURTOSIS 関数
尖度を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
KURTOSIS(expression-1, expression-2, expression-3, expression-4 <, …expression-
n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
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要件 少なくとも 4つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが
ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。

データの種
類

DOUBLE

詳細
尖度は、主に分布の裾の重さの尺度です。尖度の値が大きい場合は、分布の裾が重
いことを示しています。
null値と欠損値は無視され、計算には含まれません。
すべての非 nullまたは非欠損引数の値が等しい場合、尖度は数学的に定義されてお
らず、KURTOSIS関数は nullまたは欠損値を返します。

例
次のステートメントは、KURTOSIS関数を示しています。

ステートメント 結果
a=kurtosis(5,9,3,6); 0.92799999999999

b=kurtosis(5,8,9,6,.); -3.3

c=kurtosis(8,9,6,1); 1.5

d=kurtosis(8,1,6,1); -4.48337950138504

LARGEST 関数
k番目に大きい非 nullまたは非欠損値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LARGEST(k, expression <, …expression>)
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引数
k
数値に評価され、最大の戻り値を表す有効な式を指定します。たとえば、kが 2
の場合、LARGEST関数は、式のリストから 2番目に大きい値を返します。
データの種類 DOUBLE

expression
数値に評価される検索先の有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
kが nullまたは欠損値、0未満、または値の数よりも大きい場合、結果は nullまた
は欠損値になります。そうでない場合は、kが非 nullまたは非欠損値の数よりも大
きいと、結果は nullまたは欠損値になります。

例
次のステートメントは、LARGEST関数を示しています。

ステートメント 結果
k=1;
largest1=largest(k, 456, 789, .Q, 123);

789

k=2;
largest2=largest(k, 456, 789, .Q, 123);

456

k=3;
largest3=largest(k, 456, 789, .Q, 123);

123

k=4;
largest4=largest(k, 456, 789, .Q, 123);

.

LCM 関数
数の集合に対する最小公倍数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
LCM(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
整数に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 DOUBLE

詳細
最小公倍数は、2つ以上の数で割り切れる最小の数です。

例
次のステートメントは、LCM関数を示しています。

ステートメント 結果
a=lcm(1,5,3,0); 0

b=lcm(25,70,85,130); 77350

c=lcm(33,78); 858

LCOMB 関数
COMB関数の対数を計算します。これは、n個のオブジェクトから一度に r個を取り出した組み合わ
せ数の対数です。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LCOMB(n, r)
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必須引数
n
負でない整数で要素の合計数を表します。サンプルはこの中から選ばれます。

r
負でない整数で選ばれた要素の数を表します。
制限事項 r ≤ n

比較
LCOMB関数は、COMB関数の対数を計算します。

例
次のステートメントは、LCOMB関数を示しています。

ステートメント 結果
x=lcomb(5000, 500); 1621.44113611415

y=lcomb(100, 10); 30.4823233622786

LEFT 関数
文字式を左揃えにします。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
LEFT(expression)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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詳細
LEFTは、先頭の空白を値の末尾に移動した文字列を返します。

例
次のステートメントは、LEFT関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+-—-2--

a='  END-OF-YEAR';
b=left(a);

END-OF-YEAR

LENGTH 関数
末尾の空白を除いた文字列の長さを返します。文字列が空白の場合には、1を返します。
別名: LENGTHN

返されるデータ
の種類:

BIGINT、INTEGER

構文
LENGTH(string)

必須引数
string
文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
LENGTH関数は、string内で最も右にある空白以外の文字の位置を表す整数を返し
ます。stringの値が空白の場合、LENGTHは値 1を返します。stringが数値定数、
変数または式(初期化済みまたは未初期化)の場合、数値は BEST12.出力形式を使用し
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て自動的に右揃えの文字列に変換されます。この場合、LENGTHは値 12を返し、
SASログに数値が文字値に変換されたというメモを書き込みます。

比較
n LENGTH関数と LENGTHN関数は、空白以外の文字列に対し同じ値を返します。

LENGTHは空白の文字列に値 1を返すのに対し、LENGTHNは値 0を返します。
n LENGTH関数は末尾の空白を除いた文字列の長さを返すのに対し、LENGTHC関
数は末尾の空白を含む文字列の長さを返します。

n LENGTH関数は末尾の空白を除いた文字列の長さを返すのに対し、LENGTHM関
数は文字列に割り当てられているメモリ量をバイト単位で返します。

例
次のステートメントは、LENGTH関数を示しています。

ステートメント 結果
a=length('ABCDEF    '); 10

b=date();
a=length(b);

5

a=length('  '); 1

a=length(.); 1

1 bのデータ型は NCHARに変換されます。値は 20943で、その長さは 5です。
2 nullまたは欠損値( . )のデータ型は DOUBLEから NCHARに変換されます。値は.で、その長さは 1です。

LENGTHC 関数
末尾の空白を含めた文字列の長さをバイト単位で返します。
返されるデータ
の種類:

BIGINT、INTEGER

構文
LENGTHC(expression)
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引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
固定長変数の場合、LENGTHCは、末尾の空白を含む文字列の文字長を返します。
expressionが固定長変数の場合、LENGTHCが返す値は、宣言された変数の長さと同
じになります。expressionが可変長変数の場合、LENGTHCが返す値は、宣言された
変数の長さ以下になります。expressionの値が欠損していて空白が含まれる場合、
LENGTHCは expressionの空白の数を返します。expressionが数値式(初期化済みま
たは未初期化)の場合、SASでは数値が自動的に右揃えの文字列に変換されます。

比較
n LENGTHC関数が末尾の空白を含む文字列の長さを返すのに対し、LENGTH関数
は末尾の空白を除いた文字列の長さを返します。LENGTHCは常に LENGTHが
返す値以上の値を返します。

n LENGTHC関数は末尾の空白を含む文字列の長さを返しますが、LENGTHM関数
は文字列に割り当てられたメモリの量(バイト単位)を返します。固定長の文字列
の場合、LENGTHCと LENGTHMは常に同じ値を返します。可変長の文字列の場
合、LENGTHCは常に LENGTHMで返される値以下の値を返します。ただし、
expression引数がある場合は、LENGHTMが常に null値を返すのに対して、
LENGTHCは文字値の長さを文字数で返します。

例
次のステートメントは、LENGTHC関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
a=lengthc('string with trailing blanks    ');
print "results=" a;

results=31

proc cas;
string1='The power to know.  ';
a=lengthc(string1);
print "results=" a;

results=20

proc cas;
  a=lengthc('');
  print "results=" a;

results=0
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LENGTHM 関数
文字列に割り当て可能なメモリの量をバイト単位で返します。
返されるデータ
の種類:

BIGINT、INTEGER

構文
LENGTHM(variable)

引数
variable
有効な文字列変数を指定します。文字列値を評価するか文字列値に強制変換で
きる式は無効な引数です。
制限事項 変数引数のみが許可されます。式とリテラルは無効であり、nullバ

イト長を返します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
LENGTHM関数は、文字変数に割り当て可能なメモリの最大量をバイト単位で返し
ます。これは、NATIONAL、VARYING、CHARACTER SETなどの文字データ型修飾
子に関係なく当てはまります。
LENGTHM関数によって返される値は、変数に保存されている現在の値とは無関係
であり、現在割り当てられている変数のバイト長よりも大きい場合があります。こ
れは、固定長文字変数と可変長文字変数の両方に当てはまります。たとえば、
CHAR(100) CHARACTER SET UTF-8変数または VARCHAR(100) CHARACTER SET 
UTF-8変数がある場合、LENGTHM関数は、変数に保存されている値に関係なく 400
バイトを返します。
リテラルまたは式の場合、LENGTHM関数によって返される値は nullバイト長であ
り、引数が関数に対して無効であるという警告が発行されます。

比較
LENGTHM関数が文字列に割り当てられたメモリ量をバイト単位で返すのに対し
て、LENGTHおよび LENGTHC関数は文字値の長さを文字数で返します。variable

LENGTHM 関数 415



引数がある場合は、LENGTHMは常に LENGTHおよび LENGTHCによって返される
値以上の値を返します。expression引数がある場合は、LENGHTMが常に null値を
返すのに対して、LENGTHおよび LENGTHCは文字値の長さを文字数で返します。

例
次のステートメントは、LENGTHM関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
a='ABCDEF    ';
b=lengthm(a);
print b;

9

proc cas;
string1='the power to know.  ';
a=lengthm(string1);
print a;

20

LENGTHN 関数
末尾の空白を除いた文字列の長さを返します。
別名: LENGTH

返されるデータ
の種類:

BIGINT、INTEGER

構文
LENGTHN(string)

必須引数
string
文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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詳細
LENGTHN関数は、string内で最も右にある空白以外の文字の位置を表す整数を返し
ます。stringの値が空白の場合、LENGTHNは値 0を返します。stringが数値定数、
変数または式(初期化済みまたは未初期化)の場合、数値は BEST12.出力形式を使用し
て自動的に右揃えの文字列に変換されます。この場合、LENGTHNは値 12を返し、
SASログに数値が文字値に変換されたというメモを書き込みます。

比較
n LENGTHN関数は末尾の空白を除いた文字列の長さを返すのに対し、LENGTHC
関数は末尾の空白を含む文字列の長さを返します。LENGTHNは必ず LENGTHC
が返す値以下の値を返します。

n LENGTHN関数が末尾の空白を除いた文字列の長さを文字数で返すのに対して、
LENGTHM関数は文字列に割り当てられているメモリ量をバイト単位で返しま
す。LENGTHNは必ず LENGTHMが返す値以下の値を返します。

例
次のステートメントは、LENGTHN関数を示しています。

ステートメント 結果
c=lengthn('   abc   ');
print c;

d=lengthn('abc   ');
print d;

e=lengthn(18);
print e;

f=lengthn(' ');
print f;

 
6

 
3

 
2

 
0

LFACT 関数
FACT(階乗)関数の対数を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
LFACT(n)

必須引数
n
整数で要素の合計数を表します。サンプルはこの中から選ばれます。

詳細
LFACT関数は、FACT関数の対数を計算します。

例
次のステートメントは、LFACT関数を示しています。

ステートメント 結果
x=lfact(5000); 37591.1435088767

y=lfact(100); 363.739375555563

LGAMMA 関数
ガンマ関数の自然対数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LGAMMA(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 正数にする必要があります。
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データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、LGAMMA関数を示しています。

ステートメント 結果
a=lgamma(2); 0

a=lgamma(1.5); -0.12078223763524

LOG 関数
数値式の自然対数(底 e)を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LOG(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 正数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、LOG関数を示しています。

ステートメント 結果
a=log(1.0); 0
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ステートメント 結果
a=log(10.0); 2.30258509299404

LOG10 関数
数値式の 10を底とする対数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LOG10(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 正数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、LOG10関数を示しています。

ステートメント 結果
a=log10(1.0); 0

a=log10(10.0); 1

LOG1PX 関数
1に引数を加えた値の対数を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LOG1PX(x)

引数
x
数値定数、変数または式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
LOG1PX関数は、1に引数を加えた値の対数を計算します。LOG1PX関数は、次の
式(-1 < xの場合)で数学的に定義されます。

LOG1PX x = log 1 + x

xが 0に近い場合、LOG1PX(x)は LOG(1+x)より精度が高くなることがあります。

例
例 1: LOG1PX関数を使用した対数の計算
次の例では、1に値 0.5を加えた値の対数を計算します。

proc cas;
      x=log1px(0.5);
      print "x=" x;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

x=0.40546510810816

例 2: LOG1PX関数と LOG関数の比較
次の例では、LOG1PC関数を使用して値 Xを計算します。値 Yは LOG関数を使用し
て計算します。

proc cas;
      x=log1px(1.e-5);
      print x hex16.;
      y=log(1+1.e-5);
      print y hex16.;
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run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

 9.99995E-6 hex16.
 9.99995E-6 hex16.

LOG2 関数
数値式の 2を底とする対数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LOG2(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 正数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、LOG2関数を示しています。

ステートメント 結果
a=log2(8.0); 3

a=log2(4); 2

LOGBETA 関数
ベータ関数の対数を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
LOGBETA(a, b)

引数
a
第 1形状パラメーターです(a>0)。
データの種類 DOUBLE

b
第 2形状パラメーターです(b>0)。
データの種類 DOUBLE

詳細
LOGBETA関数は、式で数学的に求められます。

log β a, b = log Γ a + log Γ b − log Γ a + b

この式で、Γ . はガンマ関数です。
式が計算できない場合、LOGBETAは欠損値を返します。

例
次の DS2ステートメントでは、ベータ関数の対数が計算されます。第 1形状パラメ
ーターは 5で、第 2形状パラメーターは 3です。

proc cas;
      y=logbeta(5,3);
      print "y=" y;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

y=-4.65396035015752
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LOGISTIC 関数
引数のロジスティック変換を返します。

構文
LOGISTIC(argument)

引数
argument
数値の確率変数の値を指定する、数値変数、定数または式です。argumentが欠
損値または null値の場合、LOGISTIC関数は欠損値または null値を返します。

詳細
LOGISTIC関数は引数のロジスティック変換を返します。通常は、対数オッズ値を確
率尺度の値に変換するために使用されます。この関数は、数学的に次の式で表現さ
れます。

logistic= ex

1 + ex

引数に欠損値が含まれている場合、LOGISTIC関数は欠損値または null値を返しま
す。

例
次のステートメントは、LOGISTIC関数を示しています。

ステートメント 結果
x = LOGISTIC(.5); 0.62245933120185

x = LOGISTIC(7.3); 0.99932491726936
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LOWCASE 関数
文字式のすべての文字を小文字に変換します。
別名: LOWER

返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
LOWCASE(expression)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
LOWCASE関数は、文字式をコピーし、すべての大文字を小文字に変換して、変更
された値を結果として返します。

比較
UPCASE関数は、引数内のすべての文字を大文字に変換します。LOWCASE関数は、
引数内のすべての文字を小文字に変換します。

例
次のステートメントは、LOWCASE関数を示しています。

ステートメント 結果
a=lowcase('INTRODUCTION'); introduction
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MAD 関数
中央値からの中央絶対偏差を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MAD(expression-1<, …expression-n>)

引数
expression
中央値からの中央絶対偏差を計算する数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
すべての引数が欠損値または null値の場合、結果は欠損値または null値になりま
す。それ以外の場合は、結果は非欠損値または非 null値の中央値からの中央絶対偏
差になります。中央値の計算式は、UNIVARIATEプロシジャで使用するものと同じ
です。詳細については、Base SAS プロシジャガイド: 統計プロシジャを参照してく
ださい。

例
次のステートメントは、MAD関数を示しています。

ステートメント 結果
c=mad(2, 4, 1, 3, 5, 999999);
print c;

1.5
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MARGRCLPRC 関数
Margrabeモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプションのコール価格を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MARGRCLPRC(X1, t, X2, sigma1, sigma2, rho12)

引数
X1

第 1資産の価格を指定する正の非欠損値です。
要件 同じ単位で X1と X2を指定します。
データの種類 DOUBLE

t
有効期限までの時間を年単位で指定する非欠損値です。
データの種類 DOUBLE

X2

第 2資産の価格を指定する正の非欠損値です。
要件 同じ単位で X2と X1を指定します。
データの種類 DOUBLE

sigma1
第 1資産のボラティリティを指定する非欠損の正の分数です。
データの種類 DOUBLE

sigma2
第 2資産のボラティリティを指定する非欠損の正の分数です。
データの種類 DOUBLE

rho12
第 1資産と第 2資産の間の相関を指定します。
第 1資産と第 2資産の間の相関ρx1x2を指定します。

MARGRCLPRC 関数 427



範囲 -1から 1まで
データの種類 DOUBLE

詳細
MARGRCLPRC関数は、Margrabeモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプショ
ンのコール価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

CALL = X1N d1 − X2N d2

引数
X1

第 1資産の価格を指定します。
X2

第 2資産の価格を指定します。
N
累積正規密度関数を指定します。

d1 =
ln

N1
N2

+ σ2
2 t

σ t

d2 = d1 − σ t

σ2 = σx1
2 + σx2

2 −2ρx1,x2σx1σx2

前述の式には次の引数が適用されます。
t
有効期限までの時間を指定します。

σx1
2

第 1資産の分散を指定します。
σx2

2

第 2資産の分散を指定します。
σx1
第 1資産のボラティリティを指定します。

σx2
第 2資産のボラティリティを指定します。

ρx1, x2
第 1資産と第 2資産の間の相関を指定します。

t=0となる特別な場合には、次の式が真です。
CALL = max X1 − X2 , 0
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注: この関数は、2つの資産から利益配当金がないことを想定しています。

比較
MARGRCLPRC関数は、Margrabeモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプショ
ンのコール価格を計算します。MARGRCLPRC関数は、Margrabeモデルに基づい
て、株式のヨーロピアンオプションのプット価格を計算します。これらの関数はス
カラー値を返します。

例
次のステートメントは、MARGRCLPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
a=margrclprc(15, .5, 13, .06, .05, 1);
print a;

2

b=margrclprc(2, .25, 1, .3, .2, 1);
print b;

1

MARGRPTPRC 関数
Margrabeモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプションのプット価格を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MARGRPTPRC(X1, t, X2, sigma1, sigma2, rho12)

引数
X1

第 1資産の価格を指定する正の非欠損値です。
要件 同じ単位で X1と X2を指定します。
データの種類 DOUBLE
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t
有効期限までの時間を年単位で指定する非欠損値です。
データの種類 DOUBLE

X2

第 2資産の価格を指定する正の非欠損値です。
要件 同じ単位で X2と X1を指定します。
データの種類 DOUBLE

sigma1
第 1資産のボラティリティを指定する非欠損の正の分数です。
データの種類 DOUBLE

sigma2
第 2資産のボラティリティを指定する非欠損の正の分数です。
データの種類 DOUBLE

rho12
第 1資産と第 2資産の間の相関を指定します。
第 1資産と第 2資産の間の相関ρx1y1を指定します。
範囲 -1から 1まで
データの種類 DOUBLE

詳細
MARGRCLPRC関数は、Margrabeモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプショ
ンのプット価格を計算します。この関数は次の関係に基づきます。

PUT = X2N pd1 − X1N pd2

引数
X1

第 1資産の価格を指定します。
X2

第 2資産の価格を指定します。
N
累積正規密度関数を指定します。
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pd1 =
ln

N1
N2

+ σ2
2 t

σ t

pd2 = pd1 − σ t

σ2 = σx1
2 + σx2

2 −2ρx1, x2σx1σx2

前述の式には次の引数が適用されます。
t
有効期限までの時間を年単位で指定する非欠損値です。

σx1
2

第 1資産の分散を指定します。
σx2

2

第 2資産の分散を指定します。
σx1
第 1資産のボラティリティを指定します。

σx2
第 2資産のボラティリティを指定します。

ρx1, x2
第 1資産と第 2資産の間の相関を指定します。

t=0となる特別な場合には、次の式が真です。
PUT = max X2 − X1 , 0

注: この関数は、2つの資産から利益配当金がないことを想定しています。

比較
MARGRCLPRC関数は、Margrabeモデルに基づいて、株式のヨーロピアンオプショ
ンのプット価格を計算します。MARGRCLPRC関数は、Margrabeモデルに基づい
て、株式のヨーロピアンオプションのコール価格を計算します。これらの関数はス
カラー値を返します。

例
次のステートメントは、MARGRPTPRC関数を示しています。

ステートメント 結果
a=margrptprc(2, .25, 3, .06, .2, 1);
print a;

1.00000000009729
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ステートメント 結果
b=margrptprc(3, .25, 4, .05, .3, 1);
print b;

1.00157624907711

MAX 関数
引数のリストから最大値を返します。
返されるデータ
の種類:

BIGINT、DECIMAL、DOUBLE

構文
MAX(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式です。
要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 BIGINT、DECIMAL、DOUBLE

詳細
この関数の引数が数値以外の場合、その引数は DOUBLEに変換されます。いずれか
の引数が DOUBLEまたは REALの場合、すべての引数が(まだ変換されていなけれ
ば) DOUBLEに変換され、結果は DOUBLEになります。それ以外の場合で、いずれ
かの引数が DECIMALのときは、すべての引数が(まだ変換されていなければ) 
DECIMALに変換され、結果は DECIMALになります。それ以外の場合は、すべての
引数が BIGINTに変換され、結果は BIGINTになります。

比較
MAX関数は、引数のリストから最大値を返します。MAX演算子(<>)は、2つのオペ
ランドのうち大きい方を返します。
MAX関数は、すべての引数が nullまたは欠損の場合にのみ、null値または欠損値を
返します。MAX演算子(<>)は、両方のオペランドが nullまたは欠損の場合にのみ、
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null値または欠損値を返します。この場合、null値または欠損値の並べ替え順がよ
り高いオペランドの値が返されます。

例
次のステートメントは、MAX関数を示しています。

ステートメント 結果
x=max(8,3); 8

x=max(2, 6, .); 6

x=max(2, -3, 1, -1); 2

x=max(3, ., -3); 3

MDY 関数
月、日および年の値から SAS日付値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MDY(month, day, year)

引数
month

1から 12までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

day
1から 31までの整数を表す数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

year
2桁または 4桁の年を表す数値式を指定します。YEARCUTOFF=システムオプシ
ョンは、2桁の日付の年の値を定義します。
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データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、MDY関数を示しています。

注: CASLは、誕生日を SAS日付値として出力します。

ステートメント 結果
proc cas;
  mn=8;
  dy=27;
  yr=12;
  birthday=mdy(mn, dy, yr);
  print "birthday=" birthday;
run;

birthday=19232

proc cas;
  mn=7;
  dy=11;
  yr=12;
  anniversary=mdy(mn, dy, yr);
  print "anniversary=" anniversary;
run;

anniversary=19185

MEAN 関数
非 nullまたは非欠損引数の算術平均(平均)を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MEAN(expression-1<, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。

434 4章 / 共通関数



要件 少なくとも 1つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが
ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。

データの種
類

DOUBLE

比較
GEOMEAN関数が幾何平均を返し、HARMEAN関数が調和平均を返すのに対し、
MEAN関数は算術平均(平均)を返します。

例
次のステートメントは、MEAN関数を示しています。

ステートメント 結果
a=mean(2,.,.,6); 4

a=mean(1,2,3,2); 2

MEDIAN 関数
中央値を返します。
カテゴリ: CAS

返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MEDIAN(expression-1<, …expression-n >)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
MEDIAN関数は、非欠損値または非 null値の中央値を返します。すべての引数が欠
損値または null値の場合、結果は欠損値または null値になります。

注: MEDIAN関数で使用される式は、Base SAS プロシジャガイド: 統計プロシジャ
に説明されている、PROC UNIVARIATEで使用される式と同じです。

比較
MEDIAN関数が非欠損値または非 null値の中央値を返すのに対し、MEAN関数は算
術平均(平均)を返します。

例
次のステートメントは、MEDIAN関数を示しています。

ステートメント 結果
x=median(2, 4, 1, 3); 2.5

y=median(5, 8, 0, 3, 4); 4

MIN 関数
最小値を返します。
返されるデータ
の種類:

BIGINT、DECIMAL、DOUBLE

構文
MIN(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
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要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 BIGINT、DECIMAL、DOUBLE

詳細
この関数の引数が数値以外の場合、その引数は DOUBLEに変換されます。いずれか
の引数が DOUBLEまたは REALの場合、すべての引数が(まだ変換されていなけれ
ば) DOUBLEに変換され、結果は DOUBLEになります。それ以外の場合で、いずれ
かの引数が DECIMALのときは、すべての引数が(まだ変換されていなければ) 
DECIMALに変換され、結果は DECIMALになります。それ以外の場合は、すべての
引数が BIGINTに変換され、結果は BIGINTになります。

比較
MIN関数は、値のリストから最小値を返します。MIN演算子(><)は、2つのオペラ
ンドのうち小さい方を返します。
MIN関数は、すべての引数が nullまたは欠損の場合にのみ、null値または欠損値を
返します。MIN演算子は、オペランドのどちらかが nullまたは欠損の場合にのみ、
null値または欠損値を返します。この場合、null値または欠損値の並べ替え順がよ
り低いオペランドの値が返されます。

例
次のステートメントは、MIN関数を示しています。

ステートメント 結果
a=min(2,.,6); 2

a=min(2,-3,1,-1); -3

MINUTE 関数
SAS時間または日付値から分を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
MINUTE(time | datetime)

引数
time

SAS時間値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

datetime
SAS日時値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
MINUTE関数は、特定の分を表す整数を返します。MINUTEは必ず 0から 59まで
の範囲の正の値を返します。null値または欠損値は無視されます。

例
次のステートメントは、MINUTE関数を示しています。

ステートメント 結果
a=minute(time()); 19

MISSING 関数
引数に欠損値が含まれるかどうかを示す数字を返します。
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
MISSING(expression)
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引数
expression
値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 すべてのデータ型

詳細
n MISSING関数は、値が null値または欠損値かどうかを確認し、結果を数値で返
します。引数に欠損値が含まれていない場合、SASは値 0を返します。引数に欠
損値が含まれている場合、SASは値 1を返します。

n SASモードでは、空白で埋められた文字値は、SAS欠損値として定義されていま
す。ANSIモードでは、空白で埋められた文字値は、非欠損および非 nullとして
定義されています。

n SASモードでは、DOUBLE値は SAS欠損値(.、.Aから Z)である可能性がありま
す。その他の数値型では、SAS欠損値はサポートされていません。

n パッケージインスタンスが存在しない場合、MISSING関数は 1を返します。つ
まり、パッケージ変数は欠損しているパッケージ参照です。パッケージ変数がパ
ッケージインスタンスを参照している場合、MISSING関数は 0を返します。

比較
MISSING関数には引数を 1つのみ指定できます。NMISS関数には数値引数が必要
で、引数リスト内の欠損値の数が返されます。

例: MISSING関数の使用
次の例は、MISSING関数を示しています。
proc cas;
  a[1]=2;
  a[2]=4;
  a[3]=.;
  do i=1 to 3;
    if missing (a[i]) then put 'Missing';
      else print 'Not Missing';
      end;
    end;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。

Not Missing
Not Missing
Missing
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MOD 関数
第 1引数を第 2引数で除算したときの(最も期待しない浮動小数点の結果を避けるためにファジー化
した)余りを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MOD(dividend-expression, divisor-expression)

引数
dividend-expression
数値に評価される有効な式である被除数を指定します。
データの種類 DOUBLE

divisor-expression
数値に評価される有効な式である除数を指定します。
制限事項 divisor-expressionを 0にすることはできません
データの種類 DOUBLE

詳細
MOD関数は、dividend-expressionを divisor-expressionで除算したときの余りを返
します。結果がゼロ以外のとき、結果は第 1引数と同じ符号になります。第 2引数
の符号は無視されます。
次の条件の両方を満たす場合、MOD関数で実行される計算は厳密になります。
n 両方の引数が厳密な整数である。
n すべての整数が、厳密に 8バイトの浮動小数点で表されるいずれかの引数より小
さい。

前述の条件のいずれかを満たしていない場合、浮動小数点計算で小さな数値誤差が
発生する可能性があります。この場合、次のようになります。
n 余りが 0か第 2引数の値にとても近いと、MODはゼロを返す。
n 約 3桁以上の精度で余りを計算できなければ、MODは null値または欠損値を返
す。この場合、ログにエラーメッセージが書き込まれる。
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比較
MOD関数とMODZ関数の比較を次に示します。
n MOD関数は、ファジーと呼ばれる追加の計算を実行し、厳密なゼロを返す(ファ
ジーを実行しなければ数値誤差のため結果はゼロにならない)。

n MODZ関数はファジーを実行しない。
n 約 3桁以上の精度で余りを計算できなければ、MOD関数とMODZ関数はどちら
も null値または欠損値を返します。

例
次のステートメントは、MOD関数を示しています。

ステートメント 結果
a=mod(10,3); 1

a=mod(.35,-.1); 0.05

a=mod(17,3); 2

a=mod(.3,-.9); 0.3

MODZ 関数
第 1引数を第 2引数で除算したときの余りを、ゼロファジーを使用して返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MODZ(dividend-expression, divisor-expression)

引数
dividend-expression
数値に評価される有効な式である被除数を指定します。
データの種類 DOUBLE
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divisor-expression
数値に評価される有効な式である除数を指定します。
制限事項 divisor-expressionを 0にすることはできません
データの種類 DOUBLE

詳細
MODZ関数は、dividend-expressionを divisor-expressionで除算したときの余りを
返します。結果がゼロ以外のとき、結果は第 1引数と同じ符号になります。第 2引
数の符号は無視されます。
次の条件の両方を満たす場合、MODZ関数で実行される計算は厳密になります。
n 両方の引数が厳密な整数である。
n すべての整数が、厳密に 8バイトの浮動小数点で表されるいずれかの引数より小
さい。

前述の条件のいずれかを満たしていない場合、浮動小数点計算で小さな数値誤差が
発生する可能性があります。たとえば、厳密算術を使用して結果がゼロのとき、
MODZは正の極小値または第 2引数より若干小さい値を返す場合があります。

比較
MODZ関数とMOD関数の比較を次に示します。
n MODZ関数はファジーを実行しない。
n MOD関数は、ファジーを実行し、厳密なゼロを返す(ファジーを実行しなければ
数値誤差のため結果はゼロにならない)。

n 約 3桁以上の精度で余りを計算できなければ、MODZ関数とMOD関数はどちら
も null値または欠損値を返します。

例
次のステートメントは、MOD関数とMODZ関数の違いを示しています。

ステートメント 結果
a=mod(10,3);
b=modz(10,3);

1
1

a=mod(.35,-.1);
b=modz(.35,-.1);

0.05
0.4999999999999

a=mod(17,3); 2
2
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ステートメント 結果
b=modz(17,3)

a=mod(.3,-.9);
b=modz(.3,-.9);

0.3
0.3

MONTH 関数
SAS日付値から月を表す数字を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MONTH(date)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
範囲 1-12

データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、11月の場合のMONTH関数を示しています。

ステートメント 結果
a=month(date()); 11

MORT 関数
割賦返済パラメーターを返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
MORT(a, p, r, n)

引数
a
初期の金額に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

p
定期的支払いに評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

r
分数で表す定期的な利率に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

n
複利期間数に評価される有効な式を指定します。
範囲 n ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
結果の計算
MORT関数は毎期間複利計算される固定利率の割賦返済計算から 4つの引数のリス
ト内の欠損引数を返します。これらの引数には次の式の関係があります。

p = ar 1 + r n

1 + r n − 1

引数は 1つを欠損値とする必要があります。値は残りの 3つから計算されます。結
果を変換して丸めた数字にする調整は行われません。

結果を計算するときの制限事項
次の引数の組み合わせのいずれかに該当する場合、MORT関数は無効な引数という
メモを SASログに返し、_ERROR_を 1に設定します。
n rate < –1または n < 0
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n principal <= 0または payment <= 0または n <= 0

n principal <= 0または payment <= 0または rate <= –1

n principal * rate > payment

n principal > payment * n

例
次の例では、$50,000を毎月複利計算される年利 10%の 30年で借入します。
proc cas;
  payment=mort(50000, . , .10/12, 30*12);
  print payment;
run;

返される値は 438.79(丸め値)です。第 2引数は欠損に設定されています。これは定
期的支払いが計算されることを示します。名目年利 10%は、月利 0.10/12に変換さ
れています。rateは分数(パーセントではない)で表す複利計算期間当たりの利率で
す。30年は 360か月に変換されます。

N 関数
非 nullまたは非欠損の数値の数を返します。
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
N(expression <, …expression>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 1つの引数が必要です。
データの種類 DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

詳細
null値は欠損値に変換され、欠損値として数えられます。
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比較
N関数は非 null値と非欠損値を数えますが、NMISS関数は欠損値を数えます。N関
数には数値引数が必要です。

例
次のステートメントは、N関数を示しています。

ステートメント 結果
a=n(1,0,.,2,5,.); 4

a=n(1,2); 2

NETPV 関数
現在正味価値をパーセントで返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NETPV(r, freq, c0, c1, ..., cn)

引数
r
指定したベース期間の利率を分数で表した数値。
範囲 r >= 0

データの種類 DOUBLE

freq
利率 rで指定したベース期間中の支払い回数を表す数値。
範囲 freq > 0

データの種類 DOUBLE

注 freq = 0は、連続割引を許可するフラグです。
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c0, c1 ,..., cn
時間 0,1,...nに発生する現金支出(支払い)または現金流入(収入)を表す数値のキ
ャッシュフローです。これらのキャッシュフローは、等間隔の期間開始時の値で
あると想定されます。負の値は支払い、正の値は収入、値 0はその時点でキャッ
シュフローがないことを表します。c0引数と c1引数は必須です。
データの種類 DOUBLE

詳細
NETPV関数は、指定したベース期間中に利率 rを使用して、一連の現金支払い
c0,c1, ...,cnに対する時間 0の正味現在価値を返します。引数 freq>0は、指定ベース
期間で発生する支払い数を表します。
正味現在価値は次の式で求められます。

NETPV r, f req, c0, c1, ..., cn = Σ
i = 0

n
cixi

前述の式には次の関係が適用されます。

x =
1

1 + r 1/ f req f req > 0

ε−r f req = 0

支払いの欠損値は 0値として扱われます。freq>0のとき、利率 rは指定したベース
期間の実効金利です。四半期金利 4%(ベース期間は 3か月)の毎月現金支払いで計
算するには、freqを 3、rを.04に設定します。
freqが 0の場合は、連続割引とみなされます。ベース期間は 2つの連続する支払い
間の時間間隔で、利率 rは名目金利です。
名目年利 11%、連続割引、毎月支払いで計算するには、freqを 0、rを.11/12に設
定します。

例
翌 6年間にわたり$200、$300、$400の年 2回支払いおよび年間割引率 10%を返す
初期投資$500では、投資の現在正味価値は次のように表すことができます。
proc cas;
  value=netpv(.10, .5, -500, 200, 300, 400);
  print value;
run;

返される値は 95.982864829379です。
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関連項目
関数:

n “NPV 関数” (SAS DS2言語リファレンス)

NMISS 関数
nullおよび SAS欠損数値の数を返します。
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
NMISS(expression <, …expression>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 1つの引数が必要です。
データの種類 DECIMAL、DOUBLE、NUMERIC

詳細
null値は SAS欠損値に変換され、欠損値として数えられます。

比較
NMISS関数が null値または SAS欠損値の数を返すのに対し、N関数は非 nullおよ
び非欠損値の数を返します。NMISSが数値を必要とし、複数の数値を使用できるの
に対し、MISSINGは数値か文字のいずれかの値を 1つだけ使用できます。

例
次のステートメントは、NMISS関数を示しています。
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ステートメント 結果
a=nmiss(1,0,.,2,5,.); 2

a=nmiss(1,0); 0

NOMRATE 関数
名目年利を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOMRATE(compounding-interval, rate)

引数
compounding-interval

SAS間隔です。この値は、返される値が複利計算される頻度を表します。
データの種類 CHAR

rate
数値です。rateは各期間複利計算される実効年利(パーセント)です。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOMRATE関数は名目年利を返します。NOMRATEは実効年利に対応する名目年利
を計算します。
次の詳細は NOMRATE関数に適用されます。
n rateの値は–99以上にする必要があります。
n 実効金利と複利計算間隔を検討するとき、compounding-intervalが

'CONTINUOUS'であれば、NOMRATEによって返される値は
loge(1+[rate/100])に等しくなります。
compounding-intervalが'CONTINUOUS'でなく、1年にm個の間隔が発生する
場合、NOMRATEによって返される値は次に等しくなります。

NOMRATE 関数 449



m (1 + rate
100 )

1
m − 1

n compounding-intervalで有効な値は次のとおりです。
o 'CONTINUOUS'

o 'DAY'

o 'SEMIMONTH'

o 'MONTH'

o 'QUARTER'

o 'SEMIYEAR'

o 'YEAR'

n 間隔が'DAY'の場合、m=365です。

例
n 毎月複利で実効金利が 10%の場合、対応する名目金利は次のように表すことがで
きます。
effective_rate1 = NOMRATE('MONTH', 10);

n 四半期複利で実効金利が 10%の場合、対応する名目金利は次のように表すことが
できます。
effective_rate2 = NOMRATE('QUARTER', 10);

NOTALNUM 関数
文字列から英数字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTALNUM('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR
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start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTALNUM関数の結果は、有効になっている変換テーブルに直接依存し、システ
ムオプションに間接的に依存します。
NOTALNUM関数は、文字列から数字、大文字または小文字でない文字の最初の出
現を検索します。対象の文字が検出されると、NOTALNUMは文字列内の該当文字
の位置を返します。対象の文字が検出されない場合、NOTALNUMは値 0を返しま
す。
引数を 1つのみ使用すると、NOTALNUMは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTALNUMは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTALNUM関数は、文字列から英数字でない文字を検索します。ANYALNUM関数
は、文字列から英数字を検索します。

例
次の例では、NOTALNUM関数を使用して文字列の左から右へ英数字でない文字を
検索します。

proc cas;
      string='Next = Last + 1;';  
      j=1;  
      do until(j=0);  
         j=notalnum(string, j+1);  
         if j=0 then put 'The end';  
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         else do;          
            c=substr(string, j, 1);  
            print  "j=" j "c=" c;  
         end; 
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

j=5 c==
j=10 c=+
j=12 c=;
The End

NOTALPHA 関数
文字列からアルファベットでない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTALPHA('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTALPHA関数は、文字列から大文字または小文字でない文字の最初の出現を検索
します。対象の文字が検出されると、NOTALPHAは文字列内の該当文字の位置を返
します。対象の文字が検出されない場合、NOTALPHAは値 0を返します。
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引数を 1つのみ使用すると、NOTALPHAは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTALPHAは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTALPHA関数は、文字列からアルファベットでない文字を検索します。
ANYALPHA関数は、文字列からアルファベットを検索します。

例: 文字列からアルファベットでない文字を検索す
る
次の例では、NOTALPHA関数を使用して文字列の左から右へアルファベットでない
文字を検索します。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notalpha(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=8 c=_
j=10 c=_
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=14 c=1
j=15 c=2
j=17 c=3
j=18 c=;
The end

NOTCNTRL 関数
文字列から制御文字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTCNTRL('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTCNTRL関数は、文字列から制御文字でない文字の最初の出現を検索します。対
象の文字が検出されると、NOTCNTRLは文字列内の該当文字の位置を返します。対
象の文字が検出されない場合、NOTCNTRLは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTCNTRLは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
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n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTCNTRLは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTCNTRL関数は、文字列から制御文字でない文字を検索します。ANYCNTRL関数
は、文字列から制御文字を検索します。

NOTDIGIT 関数
文字列から数字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTDIGIT('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
NOTDIGIT関数は、文字列から数字でない文字の最初の出現を検索します。対象の
文字が検出されると、NOTDIGITは文字列内の該当文字の位置を返します。対象の
文字が検出されない場合、NOTDIGITは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTDIGITは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTDIGITは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTDIGIT関数は、文字列から数字でない文字を検索します。ANYDIGIT関数は、
文字列から数字を検索します。

例
次の例では、NOTDIGIT関数を使用して数字でない文字を検索します。

proc cas;
    string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notdigit(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=2 c=e
j=3 c=x
j=4 c=t
j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=8 c=_
j=9 c=n
j=10 c=_
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=16 c=E
j=18 c=;
The end

NOTFIRST 関数
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名として無効な開始文字を文字列から検索し、その文字が見つかっ
た最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTFIRST('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTFIRST関数は、TRANTAB、ENCODINGまたは LOCALEシステムオプションに
依存しません。
NOTFIRST関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効でない
文字のうち最初に出現する文字を文字列から検索します。これらの文字は、アンダ
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ースコア(_)、大文字または小文字の英文字以外の文字です。対象の文字が検出され
ると、NOTFIRSTは文字列内の該当文字の位置を返します。対象の文字が検出され
ない場合、NOTFIRSTは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTFIRSTは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTFIRSTは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTFIRST関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効でない
文字のうち最初に出現する文字を文字列から検索します。ANYFIRST関数は、
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始文字として有効な文字のうち最初に出現
する文字を文字列から検索します。

例
次の例では、NOTFIRST関数を使用して VALIDVARNAME=V7の SAS変数名の開始
文字として有効でない文字を文字列から検索します。

proc cas;
     string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notfirst(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=14 c=1
j=15 c=2
j=17 c=3
j=18 c=;
The end

NOTGRAPH 関数
文字列からグラフィカル文字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTGRAPH('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTGRAPH関数は、文字列からグラフィカル文字でない文字の最初の出現を検索し
ます。グラフィカル文字は、空白以外の印刷可能文字として定義されます。対象の
文字が検出されると、NOTGRAPHは文字列内の該当文字の位置を返します。対象の
文字が検出されない場合、NOTGRAPHは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTGRAPHは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
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n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTGRAPHは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTGRAPH関数は、文字列からグラフィカル文字でない文字を検索します。
ANYGRAPH関数は、文字列からグラフィカル文字を検索します。

例: 文字列からグラフィカルでない文字を検索
次の例では、NOTGRAPH関数を使用して文字列からグラフィカルでない文字を検索
します。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notgraph(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

j=5 c=
j=7 c=
j=11 c=
j=13 c=
The end

NOTLOWER 関数
文字列から小文字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。

460 4章 / 共通関数



返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTLOWER('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTLOWER関数は、文字列から小文字でない文字の最初の出現を検索します。対象
の文字が検出されると、NOTLOWERは文字列内の該当文字の位置を返します。対象
の文字が検出されない場合、NOTLOWERは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTLOWERは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTLOWERは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTLOWER関数は、文字列から小文字でない文字を検索します。ANYLOWER関数
は、文字列から小文字を検索します。
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例
次の例では、NOTLOWER関数を使用して文字列から小文字でない文字を検索しま
す。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notlower(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=8 c=_
j=10 c=_
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=14 c=1
j=15 c=2
j=16 c=E
j=17 c=3
j=18 c=;
The end

NOTNAME 関数
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名として無効な文字を文字列から検索し、その文字が見つかった最
初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTNAME('expression'<, start>)
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引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTNAME関数は、TRANTAB、ENCODINGまたは LOCALEシステムオプションに
依存しません。
NOTNAME関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名で有効でない文字のうち最
初に出現する文字を文字列から検索します。これらの文字は、アンダースコア(_)、
数字、大文字または小文字の英文字以外の文字です。対象の文字が検出されると、
NOTNAMEは文字列内の該当文字の位置を返します。対象の文字が検出されない場
合、NOTNAMEは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTNAMEは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTNAMEは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTNAME関数は、VALIDVARNAME=V7の SAS変数名で有効でない文字のうち最
初に出現する文字を文字列から検索します。ANYNAME関数は、
VALIDVARNAME=V7の SAS変数名で有効な文字のうち最初に出現する文字を文字
列から検索します。
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例
次の例では、NOTNAME関数を使用して VALIDVARNAME=V7の SAS変数名として
有効でない文字を文字列から検索します。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notname(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=18 c=;
The end

NOTPRINT 関数
文字列から印刷不可文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTPRINT('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR
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start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTPRINT関数は、文字列で最初に出現する印刷不可文字を検索します。対象の文
字が検出されると、NOTPRINTは文字列内の該当文字の位置を返します。対象の文
字が検出されない場合、NOTPRINTは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTPRINTは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTPRINTは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTPRINT関数は、文字列から印刷不可文字を検索します。ANYPRINT関数は、文
字列から印刷可能文字を検索します。

NOTPUNCT 関数
文字列から句読文字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTPUNCT('expression'<, start>)
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引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTPUNCT関数は、文字列から句読文字でない文字の最初の出現を検索します。対
象の文字が検出されると、NOTPUNCTは文字列内の該当文字の位置を返します。対
象の文字が検出されない場合、NOTPUNCTは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTPUNCTは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTPUNCTは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTPUNCT関数は、文字列から句読文字でない文字を検索します。ANYPUNCT関
数は、文字列から句読文字を検索します。

例: 文字列からの句読文字でない文字の検索
次の例では、NOTPUNCT関数を使用して文字列から句読文字でない文字を検索しま
す。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
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      do until(j=0);
         j=notpunct(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

j=2 c=e
j=3 c=x
j=4 c=t
j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=9 c=n
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=14 c=1
j=15 c=2
j=16 c=E
j=17 c=3
The end

NOTSPACE 関数
空白文字ではない文字(空白、水平タブと垂直タブ、キャリッジリターン、改行、およびフォームフィ
ード)を文字列で検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTSPACE('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。

NOTSPACE 関数 467



データの種類 DOUBLE

詳細
NOTSPACE関数は、文字列から空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジリターン、
ラインフィード、フォームフィードでない文字の最初の出現を検索します。対象の
文字が検出されると、NOTSPACEは文字列内の該当文字の位置を返します。対象の
文字が検出されない場合、NOTSPACEは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTSPACEは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTSPACEは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTSPACE関数は、文字列で最初に出現する空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッ
ジリターン、ラインフィード、フォームフィードでない文字を検索します。
ANYSPACE関数は、文字列で最初に出現する空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッ
ジリターン、ラインフィード、フォームフィードの文字を検索します。

例: 文字列からの空白文字でない文字の検索
次の例では、NOTSPACE関数を使用して、文字列から空白文字でない文字を検索し
ます。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notspace(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
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         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

j=2 c=e
j=3 c=x
j=4 c=t
j=6 c==
j=8 c=_
j=9 c=n
j=10 c=_
j=12 c=+
j=14 c=1
j=15 c=2
j=16 c=E
j=17 c=3
j=18 c=;
The end

NOTUPPER 関数
文字列から大文字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTUPPER('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
NOTUPPER関数は、文字列から大文字でない文字の最初の出現を検索します。対象
の文字が検出されると、NOTUPPERは文字列内の該当文字の位置を返します。対象
の文字が検出されない場合、NOTUPPERは値 0を返します。
引数を 1つのみ使用すると、NOTUPPERは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTUPPERは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTUPPER関数は、文字列から大文字でない文字を検索します。ANYUPPER関数
は、文字列から大文字を検索します。

例
次の例では、NOTUPPER関数を使用して文字列から大文字でない文字を検索しま
す。

proc cas;
      string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notupper(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=2 c=e
j=3 c=x
j=4 c=t
j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=8 c=_
j=9 c=n
j=10 c=_
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=14 c=1
j=15 c=2
j=17 c=3
j=18 c=;
The end

NOTXDIGIT 関数
文字列から 16進文字でない文字を検索し、その文字が見つかった最初の文字位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NOTXDIGIT('expression'<, start>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、VARCHAR、NVARCHAR

start
数値に評価されるか強制変換できる有効な式を指定し、検索を開始する文字の位
置と検索の方向を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
NOTXDIGIT関数は、文字列から数字、大文字または小文字の A、B、C、D、E、F
でない文字の最初の出現を検索します。対象の文字が検出されると、NOTXDIGITは
文字列内の該当文字の位置を返します。対象の文字が検出されない場合、
NOTXDIGITは値 0を返します。
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引数を 1つのみ使用すると、NOTXDIGITは文字列の先頭から検索を開始します。2
つの引数を使用する場合、第 2引数 startの絶対値で検索の開始位置を指定します。
検索方向は次のように決まります。
n startの値が正の場合、検索は右方向に進みます。
n startの値が負の場合、検索は左方向に進みます。
n startの値が文字列の負の長さよりも小さい場合、文字列の末尾から検索が開始
されます。

次のいずれかの条件が満たされると、NOTXDIGITは値 0を返します。
n 検索文字が見つからない。
n startの値が文字列の長さよりも大きい。
n startの値が 0になっている。

比較
NOTXDIGIT関数は、文字列から 16進文字でない文字を検索します。ANYXDIGIT関
数は、文字列から 16進文字を検索します。

例
次の例では、NOTXDIGIT関数を使用して文字列から 16進文字でない文字を検索し
ます。

proc cas;
     string='Next = _n_ + 12E3;';
      j=1;
      do until(j=0);
         j=notxdigit(string, j+1);
         if j=0 then print 'The end';
         else do;
            c=substr(string, j, 1);
            print "j=" j;
            print "c=" c;
         end;
      end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
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j=3 c=x
j=4 c=t
j=5 c=
j=6 c==
j=7 c=
j=8 c=_
j=9 c=n
j=10 c=_
j=11 c=
j=12 c=+
j=13 c=
j=18 c=;
The end

NPV 関数
パーセントで表す利率を使用して現在正味価値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NPV(r, freq, c0, c1, …, cn)

引数
r
指定したベース期間の利率をパーセントで表した数値。
データの種類 DOUBLE

freq
利率 rを使用して指定したベース期間中の支払い回数を表す数値。
範囲 freq > 0

データの種類 DOUBLE

注 freq = 0は、連続割引を許可するフラグです。
c0, c1, …, cn
時間 0,1,...nに発生する現金支出(支払い)または現金流入(収入)を表す数値のキ
ャッシュフローです。これらのキャッシュフローは、等間隔の期間開始時の値で
あると想定されます。負の値は支払い、正の値は収入、値 0はその時点でキャッ
シュフローがないことを表します。c0引数と c1引数は必須です。
データの種類 DOUBLE
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比較
NPV関数は、r引数をパーセントで指定する点を除き、NETPVと同じです。

NWKDOM 関数
指定した月および年の n番目に発生する曜日の日付を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
NWKDOM(n, weekday, month, year)

引数
n
指定した日を含む月の週を数値で指定します。
範囲 1-5

データの種類 DOUBLE

ヒント N=5は、指定した日がその月の最終週に発生することを示します。
n=4と n=5の結果が同じになる場合もあります。

weekday
週の曜日に対応する数値を指定します。
範囲 1-7

データの種類 DOUBLE

ヒント 日曜日は、週の最初の日として見なされ、weekdayの値は 1になり
ます。

month
年の月に対応する数値を指定します。
範囲 1-12

データの種類 DOUBLE

year
4桁のカレンダー年を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
NWKDOM関数は、指定した月および年の n番目の曜日の SAS日付値を返します。
DATE9.形式などの有効な SAS日付形式を使用して、カレンダー日付を表示します。
月の最後に発生する特定の曜日の場合、n=5を指定できます。
n=5と n=4の結果が同じになる場合もあります。要求された曜日がその月に 4回し
か発生しない場合にこのような結果になります。たとえば、1月の初日が日曜日の
場合、日曜日、月曜日および火曜日は 5回発生しますが、水曜日、木曜日、金曜日、
土曜日は 4回しか発生しません。この場合、水曜日、木曜日、金曜日、土曜日に対
して n=5または n=4を指定すると、結果が同じになります。
その年がうるう年でない場合、2月は 28日間あり、週の各曜日は 4回発生します。
この場合、すべての曜日で n=5と n=4の結果が同じになります。

比較
NWKDOM関数では、weekdayの値は、日曜日から始まる週の曜日の数値に対応し
ています。この値は、WEEKDAY関数で使用される値と同じで、日曜日=1 (以下同
様)になります。monthの値は、1月から始まる年の月の数値に対応します。この値
は、MONTH関数で使用される値と同じで、1月=1 (以下同様)になります。
NWKDOM関数を使用して、HOLIDAY関数で定義されていないイベントを計算でき
ます。たとえば、大学の卒業が常に 6月の第 1土曜日にスケジュールされている場
合、次のステートメントを使用してその日付を計算できます。UnivGrad = nwkdom(1, 
7, 6, year);

例: 日付値を返す
次の例では、NWKDOM関数を使用して、指定した月および年に発生する特定の曜
日の日付を返します。

proc cas;
   /* Return the date of the third Monday in May 2012. */
   a=nwkdom(3, 2, 5, 2012);
      /* Return the date of the fourth Wednesday in November 2012. */
   b=nwkdom(4, 4, 11, 2012);
      /* Return the date of the fourth Saturday in November 2012. */
   c=nwkdom(4, 7, 11, 2012);
      /* Return the date of the first Sunday in January 2013. */
   d=nwkdom(1, 1, 1, 2013);
      /* Return the date of the second Tuesday in September 2012. */
   e=nwkdom(2, 3, 9, 2012);
      /* Return the date of the fifth Thursday in December 2012. */
   f=nwkdom(5, 5, 12, 2012);
   print "a=" a;
   print "b=" b;
   print "c=" c;
   print "d=" d;
   print "e=" e;
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   print "f=" f;
end;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

 a=19134
 b=19325
 c=19321
 d=19364
 e=19247
 f=19354

ORDINAL 関数
値のリストを並べ替え、リスト内の位置に基づく値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
ORDINAL(position, expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
position
引数リストの要素数以下の整数を指定します。
要件 positionは正数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 DOUBLE

詳細
ORDINAL関数はリストを並べ替えて、positionで指定されたリスト内の引数を返し
ます。欠損値は下位に並べ替えられ、数値の前に配置されます。
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比較
ORDINAL関数は、null値、欠損値、非欠損値、非 null値の両方を数えますが、
SMALLEST関数は非 null値および非欠損値のみを数えます。

例
次のステートメントは、ORDINAL関数を示しています。

ステートメント 結果
a=ordinal(4,1,.,2,3,-4,5,6,7); 2

PCTL 関数
パーセントに対応するパーセント点を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PCTL<n>(percentage, expression<, …expression>)

引数
n
計算するパーセント点の定義を指定する 1から 5までの数字です。
デフォルト 定義 5

データの種類 DOUBLE

参照項目: Base SASプロシジャガイドの"Methods for Computing Quantile 
Statistics"の表にある QNTLDEF= (エイリアス PCTLDEF=)の説明。

percentage
計算するパーセント点を指定します。
データの種類 DOUBLE

ヒント percentageは、0≤percentage≤100の数値です。
percentageは、0 ≤ percentage ≤ 100の数値です。
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expression
数値に評価される有効な式を指定します。その値はパーセント点計算で計算さ
れます。
データの種類 DOUBLE

詳細
PCTL関数は、パーセントに対応する非 null値または非欠損値のパーセント点を返
します。percentageが null値または欠損値、ゼロ未満、あるいは 100を超える場
合、PCTL関数はエラーメッセージを生成します。

例
次のステートメントは、PCTL関数を示しています。

ステートメント 結果
lower_quartile=PCTL(25,2,4,1,3); 1.5

percentile_def2=PCTL2(25,2,4,1,3); 1

lower_tertile=PCTL(100/3,2,4,1,3); 2

percentile_def3=PCTL3(100/3,2,4,1,3); 2

median=PCTL(50,2,4,1,3); 2.5

upper_tertile=PCTL(200/3,2,4,1,3); 3

upper_quartile=PCTL(75,2,4,1,3); 3.5

PERM 関数
n個の項目から一度に r個の項目を抜き出す場合の順列数を計算します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
PERM(n<, r>)

引数
n
要素の合計数を表す有効な式を指定します。サンプルはこの中から選ばれます。
データの種類 DOUBLE

r
選択した要素数を表す有効な式を指定します。
制限事項 r ≤ n

データの種類 DOUBLE

注 rを省略すると、関数は nの階乗を返します。

詳細
PERM関数の数学的表現は、次の式によって得られます。

PERM n, r = n!
n − r !

n ≥ 0、r ≥ 0および n≥ rとなります。
式による計算ができない場合は欠損値が返されます。やや大きな値の場合、PERM
関数を計算できないことがあります。

例
次のステートメントは、PERM関数を示しています。

ステートメント 結果
x=perm(5, 1); 5

x=perm(5); 120

x=perm(5, 2) 20
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PMT 関数
均等払いローンまたは定期預金の将来残高に対する定期的支払いを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PMT(rate, number-of-periods, principal-amount<, future-amount><, type>)

引数
rate
支払期間ごとの利率を指定します。
データの種類 DOUBLE

number-of-periods
支払期間の数を指定します。
要件 number-of-periodsは正の整数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

principal-amount
ローンの元金を指定します。null値または欠損値が指定されている場合、ゼロと
みなされます。
データの種類 DOUBLE

future-amount
将来の残高を指定します。future-amountは、指定した支払い期間数終了後のロ
ーンの残高、または定期預金の将来の残高を指定できます。0を指定した場合、
future-amountが省略されたか欠損値が指定されたとみなされます。
データの種類 DOUBLE

type
期首と期末のどちらで支払がなされるのかを指定します。0は期末の支払を表
し、1は期首の支払を表します。typeが省略された場合や、null値または欠損値
が指定された場合は、ゼロとみなされます。
データの種類 DOUBLE
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例
n 名目年利が 8%で支払い期間が 10か月の$10,000のローンの月々の支払いは次
のように計算されます。
Payment1 = PMT(0.08/12., 10, 10000, 0, 0);

Payment1 = PMT(0.08/12., 10, 10000);

これらの計算の戻り値は 1037.03208935915です。
n 同じローンに期首払いがある場合、支払いは次のように計算できます。

Payment2 = PMT(0.08/12., 10, 10000, 0, 1);

計算によって 1030.16432717796という値が返されます。
n 名目年利が 12%で払い戻し期間が 5か月の$5,000のローンの支払いは次のよう
に計算されます。
Payment3 = PMT(.01/12., 5, 5000);

計算によって 1002.50138831008という値が返されます。
n 有利子期間が 18年を超え、名目年利が 6%、18年後の累計が$50,000となる月
次貯蓄の支払いは次のように計算されます。
Payment4 = PMT(0.06/12., 216, 0, 50000, 0);

計算によって-129.081160867993という値が返されます。

POISSON 関数
Poisson分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
POISSON(m, n)

引数
m 
数値の平均パラメーターに評価される有効な式を指定します。
範囲 m ≥ 0

データの種類 DOUBLE

n 
確率変数に評価される有効な式を指定します。
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範囲 n ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
POISSON関数は、平均がmの Poisson分布のオブザベーションが n以下となる確
率を返します。オブザベーションが指定した値の nと等しくなる確率を計算するに
は、Poisson分布からの 2つの確率(nの確率と n-1の確率)の差異を計算します。

例
次のステートメントは、POISSON関数を示しています。

ステートメント 結果
x=poisson(1, 2); 0.9196986029286

PPMT 関数
将来の残高を達成するための、均等払いローンまたは定期預金に対する指定期間の元本の支払いを返
します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PPMT(rate, period, number-of-periods, principal-amount<, future-amount><, 
type>)

引数
rate
支払期間ごとの利率を指定します。
データの種類 DOUBLE

period
元本支払いを計算するための支払い期間を指定します。
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要件 periodは、number-of-periodsの値以下の整数で指定する必要があ
ります。

データの種類 DOUBLE

number-of-periods
支払期間の数を指定します。
要件 number-of-periodsは正の整数にする必要があります。
データの種類 DOUBLE

principal-amount
ローンの元金を指定します。null値または欠損値が指定されている場合、ゼロと
みなされます。
データの種類 DOUBLE

future-amount
将来の残高を指定します。future-amountは、指定した支払い期間数終了後のロ
ーンの残高、または定期預金の将来の残高を指定できます。future-amountが省
略された場合や、null値または欠損値が指定された場合は、ゼロとみなされま
す。
データの種類 DOUBLE

type
期首と期末のどちらで支払がなされるのかを指定します。0は期末の支払を表
し、1は期首の支払を表します。typeが省略された場合や、null値または欠損値
が指定された場合は、ゼロとみなされます。
データの種類 DOUBLE

例
n $2,000の 2年ローンで名目年利が 10%の場合、最初の月次均等支払いの元本支
払い額は次のように計算されます。
PrincipalPayment = PPMT(0.1/12., 1, 24, 2000);

計算によって 75.6231860083663という値が返されます。
n $20,000の 3年ローンで期首支払いの場合、元本支払い額は次のように計算され
ます。
PrincipalPayment2 = PPMT(0.1/12., 1, 36, 20000, 0, 1);

この計算で、最初の支払いで支払った元本の値として 640.010324505867が返
されます。

n 3年経過後に未払い残高が$5,000の月末支払いローンで支払う元本支払い額は
次のように計算されます。
PrincipalPayment3 = PPMT(0.1/12., 1, 36, 20000, 5000, 0);
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この計算で、最初の支払いで支払った元本の値として 359.007807907562が返
されます。

PROBBETA 関数
ベータ分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBBETA(x, a, b)

引数
x
数値の確率変数です。
範囲 0 ≤ x ≤ 1

データの種類 DOUBLE

a
数値の形状パラメーターです。
範囲 a > 0

データの種類 DOUBLE

b
数値の形状パラメーターです。
範囲 b > 0

データの種類 DOUBLE

詳細
PROBBETA関数は、形状パラメーターが aと bのベータ分布のオブザベーションが
x以下となる確率を返します。
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例
次のステートメントは、PROBBETA関数を示しています。

ステートメント 結果
x=probbeta(.2,3,4); 0.09888

PROBBNML 関数
二項分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBBNML(p, n, m)

引数
p
数値の成功率パラメーターです。
範囲 0 ≤ p ≤ 1

データの種類 DOUBLE

n
独立した Bernoulli試行数のパラメーターです。この引数は整数にする必要があ
ります。
範囲 n > 0

データの種類 DOUBLE

m
成功数の確率変数です。この引数は整数にする必要があります。
範囲 0 ≤ m ≤ n

データの種類 DOUBLE
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詳細
PROBBNML関数は、成功確率が p、試行数が n、成功数がmの二項分布のオブザベ
ーションが m以下となる確率を返します。オブザベーションが指定した値のmと
等しくなる確率を計算するには、二項分布の 2つの確率(mの成功とm-1の成功)の
差異を計算します。

例
次のステートメントは、PROBBNML関数を示しています。

ステートメント 結果
x=probbnml(0.5,10,4); 0.376953125

PROBCHI 関数
カイ 2乗分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBCHI(x, df<, nc>)

引数
x
数値の確率変数です。
範囲 x ≥ 0

データの種類 DOUBLE

df
数値の自由度パラメーターです。
範囲 df > 0

データの種類 DOUBLE

nc
数値の非心度パラメーターです (省略可能)。
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範囲 nc ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
PROBCHI関数は、自由度が df、非心度パラメーターが ncのカイ 2乗分布のオブザ
ベーションが x以下となる確率を返します。この関数では、整数以外の自由度パラ
メーター dfを使用できます。パラメーター nc (省略可能)が指定されていないかゼ
ロの場合、心度カイ 2乗分布の値が返されます。

例
次のステートメントは、PROBCHI関数を示しています。

ステートメント 結果
x=probchi(11.264,11); 0.5785813293173

PROBF 関数
F分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBF(x, ndf, ddf<, nc>)

引数
x
数値の確率変数です。
範囲 x ≥ 0

データの種類 DOUBLE

ndf
数値の分子の自由度パラメーターです。
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範囲 ndf > 0

データの種類 DOUBLE

ddf
数値の分母の自由度パラメーターです。
範囲 ddf > 0

データの種類 DOUBLE

nc
数値の非心度パラメーターです (省略可能)。
範囲 nc ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
PROBF関数は、分子の自由度が ndf、分母の自由度が ddf、非心度パラメーターが
ncの F分布のオブザベーションが x以下となる確率を返します。PROBF関数では、
自由度パラメーター ndfと ddfに非整数を指定できます。パラメーター nc (省略可
能)が指定されていないかゼロの場合、心度 F分布の値が返されます。
F検定統計の有意水準は次の式で求められます。
p=1-probf(x,ndf,ddf);

例
次のステートメントは、PROBF関数を示しています。

ステートメント 結果
x=probf(3.32,2,3); 0.82639336022431

PROBGAM 関数
ガンマ分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
PROBGAM(x, a)

引数
x
数値の確率変数です。
範囲 x ≥ 0

データの種類 DOUBLE

a
数値の形状パラメーターです。
データの種類 DOUBLE

詳細
PROBGAM関数は、形状パラメーターが aのガンマ分布のオブザベーションが x以
下となる確率を返します。

例
次のステートメントは、PROBGAM関数を示しています。

ステートメント 結果
x=probgam(1,3); 0.08030139707139

PROBHYPR 関数
超幾何分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBHYPR(N, K, n, x<, r>)
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引数
N
母集団サイズパラメーターです。この引数は整数にする必要があります。
範囲 N ≥ 1

データの種類 DOUBLE

K
対象カテゴリの項目数のパラメーターです。この引数は整数にする必要があり
ます。
範囲 0 ≤ K ≤ N

データの種類 DOUBLE

n
サンプルサイズパラメーターです。この引数は整数にする必要があります。
範囲 0 ≤ n ≤ N

データの種類 DOUBLE

x
確率変数です。この引数は整数にする必要があります。
範囲 max(0, K + n−N) ≤ x ≤ min(K,n)

r
数値オッズ比パラメーターです。
範囲 r ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
PROBHYPR関数は、拡張超幾何分布(母集団サイズは N、項目数は K、サンプルサイ
ズは n、オッズ比は r)からオブザベーションが x以下となる確率を返します。パラメ
ーター r (省略可能)が指定されていないか 1に設定されている場合、一般超幾何分布
の値が返されます。

例
次のステートメントは、PROBHYPR関数を示しています。
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ステートメント 結果
x=probhypr(200,50,10,2); 0.52367340812167

PROBIT 関数
標準正規分布の分位点を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBIT(p)

引数
p
数値の確率です。
範囲 0 < p < 1

データの種類 DOUBLE

詳細
PROBIT関数は、標準正規分布の p番目の分位点を返します。標準正規分布のオブザ
ベーションが、返される分位点以下となる確率は pです。

注意
結果は-8.222から 7.941の間の値に切り捨てられる場合があります。

注: PROBITは PROBNORM関数の逆数です。

例
次のステートメントは、PROBIT関数を示しています。
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ステートメント 結果
x=probit(.025); -1.95996398454005

x=probit(1.e-7); -5.19933758219281

PROBMC 関数
平均値の多重比較を行うために各種の分布から確率または分位点を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PROBMC(distribution, q, prob, df, nparms<, parameters>)

引数
distribution
文字列を評価するか、文字列に強制変換できる文字定数、変数、または式であ
り、分布を識別します。分布として、ANOM (平均の分析)、DUNNETT1、
DUNNETT2、MAXMOD (最大モジュール)、PARTRANGE (パーティション分割範
囲)、RANGE (Student化範囲)、WILLIAMSが有効です。
分布を特定する文字定数、変数または式です。有効な分布は次のとおりです。
分布 引数
平均分析 ANOM

片側 Dunnett DUNNETT1

両側 Dunnett DUNNETT2

最大係数 MAXMOD

分割された範囲 PARTRANGE

スチューデント化された範囲 RANGE

Williams WILLIAMS
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データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

q
分布からの分位点です。
制限事項 qまたは probのいずれか一方を指定できます(両方指定すること

はできません)。
データの種類 DOUBLE

prob
分布からの左側確率です。
制限事項 probまたは qのいずれか一方を指定できます(両方指定すること

はできません)。
データの種類 DOUBLE

df
自由度です。

注: 欠損値は無限値として解釈されます。

nparms
治療の数です。
データの種類 DOUBLE

注 DUNNETT1と DUNNETT2については、コントロールグループを
計算に入れません。

parameters
標本サイズが等しくない場合の処理に指定する必要のある nparmsパラメータ
ーのセットです。parametersの意味は distributionの値によって異なります。
parametersが指定されていない場合、サンプルサイズは揃っているものと見な
されます。通常、帰無仮説のケースはサンプルサイズが揃っています。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
概要
PROBMC関数は、分散推定値に有限および無限の自由度を使用して、各種の分布の
確率または分位点を返します。
prob引数は確率変数が q未満となる確率です。したがって、p-valuesは 1– probの
ように計算できます。たとえば、有意水準 5%の臨界値を計算するには、prob= 0.95
と設定します。計算された確率の精度は O(10-8) (絶対誤差)、計算された分位点の精
度は O(10-5)です。
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注: 自由度が有限のときと、サンプルサイズが不揃いのときは、スチューデント化さ
れた範囲は計算されません。

注: Williams検定はサンプルサイズが揃っているときにのみ計算されます。

式とパラメーター
ここに掲げる等式は、各種の分布と、それぞれの分布におけるさまざまな状況で確
率 probと分位点 qを関連付ける等式に使用する式を定義します。これらの式では、
vを自由度 dfとします。

dμν x = ν
ν
2

Γ ν
2 2

ν
2 − 1

xν − 1ε− νx2
2 dx

ϕ x = 1
2 π

ε− x2
2

Φ x = ∫
−∞

x
ϕ u du

平均の分析の計算
平均の分析(ANOM)は、k (ガウス)標本として編成されるデータに適用されます。こ
こでは、i番目の標本のサイズが niとなります。I = −1であるとします。分布関数
[1, 2, 3, 4, 5]は、多次元 k多変量 ベクトルの最大絶対値、ν自由度、関連付けられ
た相関行列ρi j = − αiαjの CDFです。この式は次のように記述することができます。

prob = r t1 < h, t2 < h, ..., tk < h

= ∫
0

∞
∫
0

∞
∏

j = 0

j = k
g sh, y, αj ϕ y dy dμν s

前述の式には次の関係が適用されます。
g sh, y, αj = Φ

sh − yαj

1 + αj
2 − Φ

−sh − yαj

1 + αj
2

この式では、Γ . 、ϕ . 、Φ . はそれぞれ、標準正規分布からのガンマ関数、密度、お
よび CDFです。
ν = ∞では、分布はこの式になります。

r t1 < h, t2 < h, ..., tk < h = ∫
0

∞
∏

j = 0

j = k
g h, y, αj ϕ y dy

前述の式には次の関係が適用されます。
g h, y, αj = Φ

h − yαj

1 + αj
2 − Φ

−h − yαj

1 + αj
2
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バランスの取れている場合、分布は次の式になります。
r t1 < h, t2 < h, ..., tn < h = ∫

0

∞
f h, y, ρ nϕ y dy

前述の式には次の関係が適用されます。
f h, y, ρ = Φ h − y ρ

1 + ρ
− Φ −h − y ρ

1 + ρ

ρ = 1
n − 1

この分布の構文は次のとおりです。
x=probmc('anom', q, p, nu, n[, alpha1 , ..., alphan]);

引数
x
返される結果の数値です。

q
分位点を示す数値です。

p
確率を示す数値です。pと qは、いずれかが欠損値である必要があります。

nu
自由度を示す数値です。

n
サンプル数を示す数値です。

alphai, i = 1, ...,k
この分布の最初の式のアルファ値を示すオプションの数値です。 “平均の分析の
計算”を参照してください。

多対 1の t統計量: Dunnettの片側検定
n 自由度が有限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。

parametersは λ1, ..., λk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は νです。式は次の
とおりです。

prob = ∫
0

∞
∫

−∞

∞
ϕ y ∏

i = 1

k
Φ

λiy + qx

1 − λi
2 dy duν x

n 自由度が有限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、 λ = 1

2 nparmsの値は kに設定され、dfの値は νに設
定されます。式は次のとおりです。

prob = ∫
0

∞
∫

−∞

∞
ϕ y Φ y + 2qx kdy duν x

n 自由度が無限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは λ1, ..., λk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は欠損です。式は次
のとおりです。
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prob = ∫
−∞

∞
ϕ y ∏

i = 1

k
Φ

λiy + q

1 − λi
2 dy

n 自由度が無限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、 λ = 1

2 nparmsの値は kに設定され、dfの値は欠損値
に設定されます。式は次のとおりです。

prob = ∫
−∞

∞
ϕ y Φ y + 2q kdy

多対 1の t統計量: Dunnettの両側検定
n 自由度が有限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。

parametersは λ1, ..., λk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は νです。式は次の
とおりです。

prob = ∫
0

∞
∫

−∞

∞
ϕ y ∏

i = 1

k
Φ

λiy + qx

1 − λi
2 − Φ

λiy − qx

1 − λi
2 dy duν x

n 自由度が有限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、nparmsの設定は k、dfの設定値は νです。式は次のと
おりです。

prob = ∫
0

∞
∫

−∞

∞
ϕ y Φ y + 2qx − Φ y − 2qx kdy duν x

n 自由度が無限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは λ1, ..., λk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は欠損です。式は次
のとおりです。

prob = ∫
−∞

∞
ϕ y ∏

i = 1

k
Φ

λiy + q

1 − λi
2 − Φ

λiy − q

1 − λi
2 dy

n 自由度が無限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、nparmsの設定は k、dfの設定値は欠損です。式は次の
とおりです。

prob = ∫
−∞

∞
ϕ y Φ y + 2q − Φ y − 2q kdy

パーティション分割範囲の計算
RANGEは、nのグループ平均のスチューデント化範囲の分布で使用されます。
PARTRANGEは、分割されたスチューデント化範囲の分布で使用されます。nグルー
プを、大きさが n1+ ...+ nk= nの k個のサブセットに分割します。このとき、分割さ
れた範囲はそれぞれのサブセットのスチューデント化範囲の最大です。スチューデ
ント化係数はすべてのケースで同一です。

prob = ∫
0

∞
∏

i = 1

i = k
∫

−∞

∞
kϕ y Φ y − Φ y − qx k − 1dy

ni
dμν x

この分布の構文は次のとおりです。

496 4章 / 共通関数



x=probmc('partrange', q, p,nu, k, n1 ,...,nk);

引数
x
返される結果の数値です(確率または分位点)。

q
分位点を示す数値です。

p
確率を示す数値です。pと qは、いずれかが欠損値である必要があります。

nu
自由度を示す数値です。

k
グループ数を示す数値です。

ni i=1,...,k
この分布の式の n値を示すオプションの数値です。“パーティション分割範囲の
計算”を参照してください。

Student化範囲
n 自由度が有限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。

parametersは渡されず、nparmsの設定は k、dfの設定値は νです。式は次のと
おりです。

prob = ∫
0

∞
∫

−∞

∞
kϕ y Φ y − Φ y − qx k − 1dy duν x

n 自由度が無限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは σ1, ..., σk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は欠損です。式は次
のとおりです。

prob = ∫
−∞

∞
Σ

j = 1

k
∏

i = 1

k
Φ y

σi
− Φ y − q

σi
ϕ y

σ j
1
σ j

dy

n 自由度が無限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、nparmsの設定は k、dfの設定値は欠損です。式は次の
とおりです。

prob = ∫
−∞

∞
kϕ y Φ y − Φ y − q k − 1dy

Student化最大モジュール
n 自由度が有限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。

parametersは σ1, ..., σk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は νです。式は次の
とおりです。

prob = ∫
0

∞
∏

i = 1

k
2Φ qx

σi
− 1 dμν x
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n 自由度が有限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、nparmsの設定は k、dfの設定値は νです。式は次のと
おりです。

prob = ∫
0

∞
2Φ qx − 1 kdμν x

n 自由度が無限の不揃いなケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは σ1, ..., σk、nparmsの設定値は k、dfの設定値は欠損です。式は次
のとおりです。

prob = ∏
i = 1

k
2Φ q

σi
− 1

n 自由度が無限の揃っているケースで確率 probと分位点 qを相関させます。
parametersは渡されず、nparmsの設定は k、dfの設定値は欠損です。式は次の
とおりです。

prob = 2Φ q − 1 k

Williamsの検定
Williamsの検定は、投与治療平均を対照平均と比較して、治療の最小有効量を決定
するときに必要になります。

注: Williams検定はサンプルサイズが揃っているときにのみ計算されます。

X1, X2, ..., Xkは同一の独立している N(0,1)の確率変数であるものとします。ここで、
Ykは次の式で与えられる平均値を表します。

Yk =
X1 + X2 + ... + Xk

k

次の値の分布を計算する必要があります。
Yk − Z /S

引数
Yk

前述の定義のとおりです。
Z

N(0,1)の独立した確率変数です。
S

½νS2が χ2変数です(自由度 ν)。
1 Ykの分布を計算します。分布の計算はこの演算の基本的な(高コストな)部分で、

Ykの密度と確率の両方を求めるのに使われます。Uiをこの式に定義するとしま
す。
Ui =

X1 + X2 + ... + Xi
i , i = 1, 2, ..., k

Yk > dの確率の再帰式を書くことができます。dの値は任意の実数になります。
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Pr Yk > d = Pr U1 > d
+Pr U2 > d, U1 < d
+Pr U3 > d, U2 < d, U1 < d
+…
+Pr Uk > d, Uk − 1 < d, …, U1 < d
= Pr Yk − 1 > d + Pr Xk + k − 1 Uk − 1 > kd

この確率を計算するには、N(0,1)密度関数から開始します。
D U1 = x = ϕ x

そして、畳み込みを再帰的に計算します。
D Uk = x, Uk − 1 < d, …, U1 < d =

∫
−∞

d
D Uk − 1 = y, Uk − 2 < d, …, U1 < d k − 1 ϕ kx − k − 1 y dy

この順次畳み込みから、前に示したPr Yk < d の再帰方程式のすべての要素を計算
することができます。

2 Yk – Zの分布を計算します。この計算には、確率を計算するための別の畳み込み
が必要です。
Pr Yk − Z > d = ∫

−∞

∞
Pr Yk > 2d + y ϕ y dy

3 (Yk – Z)/Sの分布を計算します。この計算には、確率を計算するための別の畳み込
みが含まれます。
Pr Yk − Z > tS = ∫

0

∞
Pr Yk − Z > ty dμν y

ν = ∞のときは、第 3段階は必要ありません。演算が複雑なため、この冗長なアルゴ
リズムは有限および無限の自由度 νの両方で k ≤ 15のとき、高速なアルゴリズムに
置き換えられます。k≥ 16のときは、冗長計算が実行されます。この計算は、アルゴ
リズムが複雑なため、きわめて高コストで非常に時間がかかります。

比較
SAS/STATソフトウェアの GLMプロシジャの MEANSステートメントは次の検定を
計算します。
n Dunnettの片側検定
n Dunnettの両側検定
n スチューデント化された範囲
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例: Williamsの検定の計算
次の例では、8つのブロックからなる乱塊法を使用し、7つの水準である物質を検定
しました。観測された処理の平均は次のとおりです。

処理 Mean

X0 10.4

X1 9.9

X2 10.0

X3 10.6

X4 11.4

X5 11.9

X6 11.7

自由度が (7 – 1)(8 – 1) = 42である平均平方は、s2 = 1.16です。
平均化プロセスを経て最大尤度推定Miを求めます。
n X0 > X1であるため、X0,1 = (X0 + X1)/2 = 10.15となります。
n X0,1 > X2であるため、X0,1,2 = (X0 + X1 + X2)/3 = (2X0,1 + X2)/3 = 10.1となります。
n X0,1,2 < X3 < X4 < X5

n X5 > X6であるため、X5,6 = (X5 + X6)/2 = 11.8となります。
これで順序制約が満たされました。
対立仮説の最尤推定値は、次のようになります。
n M0 = M1 = M2 = X0,1,2 = 10.1

n M3 = X3 = 10.6

n M4 = X4 = 11.4

n M5 = M6 = X5,6 = 11.8

t = 11.8 − 10.4 / 2s2/8 = 2.60を計算します。k = 6、ν = 42、t = 2.60の確率
は、.9924467341です。この物質に対する反応があるという強力な証拠を示してい
ます。また、次の表に示すように、上の 5%および裾の 1%の分位点も計算できま
す。

proc cas;
      prob=probmc('WILLIAMS',2.6,.,42,6);
      print "prob=" prob;
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      quant5=probmc('WILLIAMS',.,.95,42,6); 
      print "quant5=" quant5;
      quant1=probmc('WILLIAMS',.,.99,42,6);
      print "quant1=" quant1;
run;

ステートメント 結果
prob=probmc('williams',2.6,.,42,6); 0.99244668715827

quant5=probmc('williams',.,.95,42,6); 1.80656253603889

quant1=probmc('williams',.,.99,42,6); 2.49090827298686

参考文献
Guirguis, G. H., and R. D. Tobias. 2004. “On the Computation of the Distribution 

for the Analysis of Means.” Communications in Statistics: Simulation and 
Computation 33: 861-887.

Nelson, P. R. 1981. “Numerical evaluation of an equicorrelated multivariate 
non-central t distribution.” Communications in Statistics: Part B - Simulation 
and Computation 10: 41-50.

Nelson, P.R. 1982a. “An Approximation for the Complex Normal Probability 
Integral.” BIT 22(1): 94-100.

Nelson, P. R. 1982b. “Exact critical points for the analysis of means.” 
Communications in Statistics: Part A - Theory and Methods 11: 699-709.

Nelson, P. R. 1988. “Application of the Analysis of Means.” Proceedings of the SAS 
Users Group International Conference 13: 225-230.

Nelson, P. R. 1991. “Numerical evaluation of multivariate normal integrals with 
correlations.” The Frontiers of Statistical Scientific Theory and Industrial 
Applications 2: 97-114.

Nelson, P. R. 1993. “Additional Uses for the Analysis of Means and Extended 
Tables of Critical Values.” Technometrics 35: 61-71.

PROBNEGB 関数
負の二項分布の確率を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
PROBNEGB(p, n, m)

引数
p
数値の成功率パラメーターです。
範囲 0 ≤ p ≤ 1

データの種類 DOUBLE

n
成功数パラメーターです。この引数は整数にする必要があります。
範囲 n ≥ 1

データの種類 DOUBLE

m
確率変数の失敗数です。この引数は正の整数にする必要があります。
範囲 m ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
PROBNEGB関数は、成功確率が p、成功数が nの負の二項分布のオブザベーション
がm以下となる確率を返します。
オブザベーションが指定した値のmと等しくなる確率を計算するには、負の二項分
布からの 2つの確率(mの確率とm-1の確率)の差異を計算します。

例
次のステートメントは、PROBNEGB関数を示しています。

ステートメント 結果
x=probnegb(0.5,2,1); 0.5
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PRXCHANGE 関数
パターンマッチングの置換を実行します。
返されるデータ
の種類:

CHAR

構文
PRXCHANGE(perl-regular-expression | regular-expression-id, times, source)

引数
perl-regular-expression

Perl正規表現を値とする文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR

regular-expression-id
PRXPARSE関数によって返されるパターン識別子の値が含まれる数値変数を指
定します。
制限事項 この引数を使用する場合、PRXPARSE関数も使用する必要がありま

す。
データの種類 INTEGER

times
一致を検索して一致するパターンを置換する回数を指定する数値の定数、変数ま
たは式です。
データの種類 INTEGER

ヒント timesの値が–1の場合、sourceの末尾に到達するまで一致したパタ
ーンが置換され続けます。

source
検索する文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR
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詳細
基本
regular-expression-idを使用すると、PRXCHANGE関数は PRXPARSEから返された
regular-expression-idで sourceを検索します。source中の値は正規表現で指定さ
れた変更が加えられて返されます。一致がない場合、PRXCHANGEは未変更の
sourceの値を返します。
perl-regular-expressionを使用すると、PRXCHANGEは perl-regular-expressionを
使って sourceを検索します。PRXPARSEを呼び出す必要はありません。
PRXCHANGEはWHERE句と PROC SQLの中の perl-regular-expressionで使用でき
ます。

注: DS2の PRX関数には次の制限が適用されます。
n PRX形式の/…/…/で使用できるのは m、i、s、xのみで、前にも後にも 1文字を
置くことができます。

n マッチングモード修飾子の p、o、c、a、lはサポートされていません。
n マッチングモード修飾子 gがサポートされています。

例: DATAステップを使用して姓名の順序を入れ替え
る
次の例では、名と姓の順序を入れ替えます。

proc cas;
/*Create four varibles that contain four different names. Include both first and last 
names*/
  name1="Jones, Fred";
  name2="Kavich, Kate";
  name3="Turley, Ron";
  name4="Dulix, Yolanda";
/*Reverse the first and last name*/
  nameA=prxchange('s/(\w+), (\w+)/$2 $1/', -1, name1);
  nameB=prxchange('s/(\w+), (\w+)/$2 $1/', -1, name2);
  nameC=prxchange('s/(\w+), (\w+)/$2 $1/', -1, name3);
  nameD=prxchange('s/(\w+), (\w+)/$2 $1/', -1, name4);
  columns={'name(before)', 'name(after)'};
  coltypes={'string', 'string'};
  row1={name1, nameA};
  row2={name2, nameB};
  row3={name3, nameC};
  row4={name4, nameD};
  mytable=newtable('mytable', columns, coltypes, row1, row2, row3, row4);
  print mytable;
run;
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アウトプット 4.5 PRXCHANGE関数の結果

PRXMATCH 関数
パターンの一致を検索し、見つかったパターンの位置を返します。
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
PRXMATCH(perl-regular-expression, source)

引数
perl-regular-expression

Perl正規表現を値とする文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR

source
検索する文字定数、変数または式を指定します。
データの種類 CHAR

詳細
基本
perl-regular-expressionを使用すると、PRXMATCH関数は perl-regular-expression
で sourceを検索し、文字列の開始位置を返します。一致が見つからない場合、
PRXMATCHは 0を返します。
WHERE句と PROC SQLで、PRXMATCHに Perl正規表現を使用できます。
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注: DS2の PRX関数には次の制限が適用されます。
n PRX形式の/…/…/で使用できるのは m、i、s、xのみで、前にも後にも 1文字を
置くことができます。

n マッチングモード修飾子の p、o、c、a、lはサポートされていません。

Perl正規表現のコンパイル
perl-regular-expressionが定数の場合、または/oオプションが指定されている場合、
一度コンパイルされた Perl正規表現が PRXMATCHの使用のたびに再利用されま
す。perl-regular-expressionが定数ではなく、/oオプションを使用しない場合、
PRXMATCHを呼び出すたびに Perl正規表現が再コンパイルされます。

例: Perl正規表現を使用した部分文字列の位置の検
索
次の例では、Perl正規表現を使用して文字列(Hello world)から部分文字列(world)を
検索し、その部分文字列の文字列内の位置を返します。

proc cas;
   position=prxmatch('/world/', 'Hello world!');
   print "position=" position;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

position=7

PRXPARSE 関数
文字値のパターンマッチングに使用できる Perl正規表現(PRX)をコンパイルします。
制限事項: 他の Perl正規表現とともに使用します。
返されるデータ
の種類:

INTEGER

構文
regular-expression-id=PRXPARSE(perl-regular-expression)
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引数
regular-expression-id

PRXPARSE関数によって返される数値のパターン識別子です。
データの種類 INTEGER

perl-regular-expression
Perl正規表現を値とする文字、定数、変数、式のいずれかを指定します。
データの種類 CHAR

詳細
基本
PRXPARSE関数は、他の Perl関数でパターンをマッチングするために使用するパタ
ーン識別子番号を返します。正規表現の解析でエラーが発生すると、SASは欠損値
を返します。
PRXPARSEは、Perl正規表現の構成にメタ文字を使用します。

Perl正規表現のコンパイル
perl-regular-expressionが定数の場合、Perl正規表現は 1回のみコンパイルされま
す。後続の PRXPARSEの呼び出しでは再コンパイルされず、すでにコンパイル済み
の正規表現の regular-expression-idが返されます。この動作では、初期化ブロック
(IF _N_ =1)を使用して Perl正規表現を初期化する必要がないため、コードが簡素化
されます。

例: Perl正規表現のコンパイル
次の例では、PRXPARSEを使用して Perl正規表現をコンパイルします。

proc cas;
     /* Use PRXPARSE to compile the Perl regular expression.    */
     patternID=prxparse('/world/');
     /* Use PRXMATCH to find the position of the pattern match. */
     position=prxmatch(patternID, 'Hello world!');
     print "position=" position;
run;

position=7
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PRXPOSN 関数
キャプチャバッファーの値が含まれる文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR

構文
PRXPOSN(regular-expression-id, capture-buffer, source)

引数
regular-expression-id

PRXPARSE関数によって返されるパターン識別子の値が含まれる数値変数を指
定します。
制限事項
データの種類 INTEGER

capture-buffer
値を取得するキャプチャバッファーを識別する数値定数、変数または式です。
capture-bufferの値が 0の場合、PRXPOSNは一致全体を返します。capture-
bufferの値が 1から正規表現の開始かっこ数までの間の場合、PRXPOSNはその
キャプチャバッファーの値を返します。capture-bufferの値が開始かっこの数よ
りも大きい場合、PRXPOSNは欠損値を返します。
値を取得するキャプチャバッファーを識別する数値定数、変数または式です。
n capture-bufferの値が 0の場合、PRXPOSNは一致全体を返します。
n capture-bufferの値が 1から正規表現の開始かっこ数までの間の場合、

PRXPOSNはそのキャプチャバッファーの値を返します。
n capture-bufferの値が開始かっこの数よりも大きい場合、PRXPOSNは欠損値
を返します。

データの種類 INTEGER

source
キャプチャバッファーを抽出するテキストを指定します。
データの種類 CHAR
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詳細
PRXPOSN関数は、PRXMATCHまたは PRXCHANGEの結果を使用してキャプチャバ
ッファーを返します。PRXPOSNが有益な情報を返すには、これらの関数のいずれか
で一致が見つかる必要があります。

注: DS2の PRX関数には次の制限が適用されます。
n PRX形式の/…/…/で使用できるのは m、i、s、xのみで、前にも後にも 1文字を
置くことができます。

n マッチングモード修飾子の p、o、c、a、lはサポートされていません。

PUTC 関数
実行時に文字の出力形式を指定できるようにします。

構文
PUTC(value, format-specification <, w>)

必須引数
value
フォーマットされる文字値を指定します。

format-specification
valueに適用する文字出力形式です。
有効な出力形式の指定方法は次のようになります。
n format-name

n format-name.

n format-namew.

format-nameを除き、format-specificationに–L、–R、および–Cを使用して、左
揃え、右揃え、中央揃えで出力を配置できます。たとえば、第 2引数 format-
specificationの値には'upcase.-c’を使用できます。

オプション引数
w
出力形式に適用する幅を指定する数値定数、変数または式です。
操作 ここで指定した幅は、出力形式での幅の指定より優先されます。
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詳細
まだ長さが割り当てられていない変数に PUTC関数から値が返される場合、その変
数の長さは最初の引数の長さによって決定されます。

比較
PUTN関数は、実行時に数値の出力形式を指定できるようにします。
PUT関数は実行時ではなくコンパイル時に出力形式を指定できるため、PUTCより
も高速です。

例: 文字値の配置
この例では、Aの値を配置する、出力形式と配置文字の使用方法を示します。

proc cas;
    a='experiment';
    y=putc(a, 'upcase.-r', 20);
    print '*' y '*';
    print '*' a '*';
run;

 *EXPERIMENT          *
 *experiment*

PUTN 関数
実行時に数値の出力形式を指定できるようにします。

構文
PUTN(value, format-specification <, w <, d>>)

必須引数
value
フォーマットされる数値を指定します。

format-specification
valueに適用する数値出力形式です。
有効な出力形式の指定方法は次のようになります。
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n format-name

n format-name.

n format-namew.

n format-namew.d

format-nameを除き、format-specificationに–L、–R、および–Cを使用して、左
揃え、右揃え、中央揃えで出力を配置できます。たとえば、第 2引数 format-
specificationの値には'weekdate.-c’を使用できます。

オプション引数
w
出力形式に適用する幅を指定する数値定数、変数または式です。
操作 ここで指定した幅は、出力形式での幅の指定より優先されます。

d
使用する小数点以下の桁数を指定する数値定数、変数または式です。
操作 ここで指定した桁数は、出力形式での小数点以下の桁数の指定より優先さ

れます。

詳細
まだ長さが割り当てられていない変数に PUTN関数から値が返される場合、変数に
はデフォルトで長さ 200バイトが割り当てられます。

比較
PUTC関数は、実行時に文字の出力形式を指定できるようにします。
PUT関数は実行時ではなくコンパイル時に出力形式を指定できるため、PUTNより
も高速です。

例: PUTN関数による出力の配置
この例では、値を左揃えにする、出力形式と配置文字の使用方法を示します。

proc cas;
    y=putn(today(), 'weekdate.-1', 30);
    print '*' y '*';
run;

例のコード 4.1 配置結果

*          Friday, May 11, 2018*
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PVP 関数
満期時の元本払い戻しで、定期的なキャッシュフローストリーム(債権など)の現在価値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
PVP(A, c, n, K, k0, y)

引数
A
額面価格を指定します。
範囲 A > 0

A > 0

データの種類 DOUBLE

c
1年当たりの名目クーポン率を分数で指定します。
範囲 0 ≤ c < 1

0 ≤ c < 1

データの種類 DOUBLE

n
1年当たりのクーポン数を指定します。
範囲 n > 0

n > 0

データの種類 DOUBLE

K
クーポンの残数を指定します。
範囲 K > 0

K > 0

データの種類 DOUBLE
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k0

現在の日付から最初のクーポン日までの時間を指定します。年数で表します。
範囲 0 < k0 ≤ 1

n

0 < k0 ≤ 1/n

データの種類 DOUBLE

y
1年当たりの名目最終利回りを指定します。分数で表します。
範囲 y > 0

y > 0

データの種類 DOUBLE

詳細
PVP関数は次の関係に基づきます。

P = Σ
k = 1

K c k

1 + y
n

tk

前述の式には次の関係が適用されます。
n tk = nk0 + k − 1

n c k = c
n A f or k = 1, …, K − 1

n c K = 1 + c
n A

例
proc cas;
     p=pvp(1000,.01,4,14,.33/2,.10);
     print "p=" p;
run;

返される値は 743.167613519067です。

QTR 関数
SAS日付値から年の四半期を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
QTR(date)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
QTR関数は、SAS日付値から、日付値が含まれる四半期を示す値 1、2、3、4を返
します。

例
次のステートメントは、QTR関数を示しています。

ステートメント 結果
a=17180;
b=print(a,date7.);
c=qtr(a);

14JAN07
1

QUOTE 関数
文字値に二重引用符を付加します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
QUOTE(expression)

514 4章 / 共通関数



引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
QUOTE関数は、文字値にデフォルト文字である二重引用符を付加します。引数内か
ら二重引用符が検出されると、さらに二重にして出力されます。
受け取る変数には、引数(末尾の空白も含む)、先頭および末尾の引用符、二重にされ
た埋め込み引用符を含む十分な長さが必要です。たとえば、引数が ABCでその末尾
に 3つの空白が続く場合、“ABC###”を保持するために受け取る変数の長さは 8文字
以上であることが必要です。(文字#は空白を表します)。受け取るフィールドが長す
ぎると、QUOTE関数は空白の文字列を返し、無効な引数というメモを SASログに
書き込みます。
二重引用符で囲まれた文字列は DS2識別子であり、文字定数ではありません。二重
引用符は識別子の一部になります。引用符で囲まれた識別子を使用して、出力テー
ブルに列名を作成することはできません。

例
次のステートメントは、QUOTE関数を示しています。

ステートメント 結果
a='A"B';
b=quote(a);

"A""B"

a='A''B';
b=quote(a);

"A'B"

a='Paul''s Catering Service          ';
b=quote(trim(a));

"Paul's Catering Service"

RAND 関数
指定する分布から乱数を生成します。
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構文
RAND(distribution, parameter-1, …, parameter-k)

必須引数
distribution
分布を特定する文字定数、変数または式です。
有効な分布は、次のとおりです。

分布 関数呼び出し パラメーター値
Bernoulli RAND('BERNoulli', prob) ここでは、(0 <= prob <= 1)

ベータ RAND('BETA', alpha, beta) ここでは、(0.01 <= alpha <= 1.5e6)および(0.20 
<= beta <= 1.5e6)

二項 RAND('BINOmial', prob, trials) ここでは、(0 <= prob <= 1)および(0 <= trials)

Cauchy RAND('CAUChy')

カイ 2乗 RAND('CHISquare', df) ここでは、0.03 <= df <= 4e9

Erlang RAND('ERLAng', alpha) ここでは、1 <= alpha <= 2e9

指数 RAND('EXPOnential', scale ) ここでは、0 <= scale <= 1e300

極値 RAND('EXTReme') デフォルトm = 0、scale = 1、shape = 0

RAND('EXTReme', mu) ここでは、–1e300 <= mu <= 1e300

RAND('EXTReme', mu, scale) ここでは、scale > 0

RAND('EXTReme', mu, scale, shape) ここでは、(scale > 0)および(–0.5 <= shape <= 
5)

F RAND('F', numdf, dendf) ここでは、(0.025 <= numdf <= 1e7)および(0.1 
<= dendf <= 2e9)

ガンマ RAND('GAMMa', alpha) ここでは 0.015 <= alpha <= 2e9、デフォルト
scale = 1

RAND('GAMMa', alpha, scale) ここでは、(1e–80 <= scale <= 1e295)または
(scale = 0)

幾何 RAND('GEOMetric', prob) ここでは、0 < prob <= 1

Gompertz RAND('GOMPertz') デフォルト shape = 1、scale = 1
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分布 関数呼び出し パラメーター値
RAND('GOMPertz' shape ) ここでは、shape >= 1e–300

RAND('GOMPertz' shape , scale ) ここでは、(shape >= 1e–300)および(scale >= 0)

Gumbel RAND('GUMBel') デフォルトmu = 0、scale = 1

RAND('GUMBel', mu) ここでは、–1e300 <= mu <= 1e300

RAND('GUMBel', mu, scale) ここでは、(-1e300 <= mu <= 1e300)および
(scale >= 0)

超幾何 RAND('HYPErgeometric', pop_size, 
cat_size, samp_size) 

ここでは、1 <= pop_size <= 9e15および 0 <= 
cat_size <= pop_sizeおよび 1 <= samp_size 
<= pop_size

一様整数 RAND('INTEger', int) ここでは、–2147483648 <= int <= 2147483647

Laplace RAND('LAPLace') デフォルトmu = 0、scale = 1

RAND('LAPLace', mu) ここでは、–1e300 <= mu <= 1e300

RAND('LAPLace', mu, scale) ここでは、(–1e300 <= mu <= 1e300)および
(scale >= 0)

ロジスティック RAND('LOGIstic') デフォルトmu = 0、scale = 1

RAND('LOGIstic', mu) ここでは、–1e300 <= mu <= 1e300

RAND('LOGIstic', mu, scale) ここでは、(–1e300 <= mu <= 1e300)および
(scale >= 0)

対数正規 RAND('LOGNormal') デフォルトmu = 0、sigma = 1

RAND('LOGNormal', mu) ここでは、ABS(mu) <= 702

RAND('LOGNormal', mu, sigma) ここでは、(ABS(mu) + 7*sigma <= 709)および
((sigma >= max(1, ABS(mu)) * 1e–13)または
(sigma = 0))

負の二項 RAND('NEGBinomial', prob, n) ここでは、(0 < prob <= 1)および(n >= 1)

正規またはガウス RAND('NORMal') デフォルトmu = 0、sigma = 1

RAND('NORMal', mu) ここでは、ABS(mu) <= 1e14

RAND('NORMal', mu, sigma) ここでは、(ABS(mu) <= 1e14*sigma)または
(sigma = 0)
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分布 関数呼び出し パラメーター値
パレート RAND('PAREto') デフォルト shape = 1、scale = 1

RAND('PAREto', shape) ここでは、shape .04 <= xi <= 1e10

RAND('PAREto', shape, scale) ここでは、(shape .04 <= xi <= 1e10)および(0 
<= scale <=1e100)

Poisson RAND('POISson', mean) ここでは、0 <= mean <= 1e300

シフトされた
Gompertz

RAND('SHGOmpertz') デフォルト shape = 1、inverse_scale = 1

RAND('SHGOmpertz', shape) ここでは、shape >= 1e–300

RAND('SHGOmpertz', shape, 
inverse_scale)

ここでは、(shape >= 1e–300)および
(inverse_scale >= 1e-300)

T RAND('T', df) ここでは、df >= 0.05

テーブル RAND('TABLe', p_1, ..., p_n) ここでは、(0 <= pi <= 1)および(p_1 + ... + p_n 
<= 1)

三角 RAND('TRIAngular', height) ここでは、0 <= height <= 1

一様 RAND('UNIForm') デフォルト a = 1、b = 0

RAND('UNIForm', a) ( min(a,0) max(a,0) )で一様
RAND('UNIForm', a, b) ( min(a,b) max(a,b) )で一様

Wald (逆ガウス) RAND('WALD', shape) ここでは 1e–18 <= shape <= 1e17、デフォルト
mu = 1

RAND('WALD', shape, mu) ここでは、(shape >= 1e–18)および(mu >= 1e–
10)および(1e–21 <= shape/mu <= 1e17)

Weibull RAND('WEIBull', shape) ここでは、0.02 <= shape <= 1e13、デフォルト
scale = 1

RAND('WEIBull', shape, scale) ここでは、(0.02 <= shape <= 1e13)および(1e–
100 <= scale <= 1e20)

注: Fおよび Tを除き、最初の 4文字で分布を最小限に識別できます。

注: distribution引数の値を指定しない場合は、一様分布が使用されます。
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parameter-1, …,parameter-k
特定の分布に適した形状、位置または尺度パラメーターの値を指定する数値定
数、変数または式です(省略可能)。

例
この例では、RAND関数と STREAMINIT関数を使用しています。

proc cas;
   streaminit(1234);
run;
   do i=1 to 1000;
      z[i]=0;
   end;
   loops=100000;
   maxnum=1000;
   do i=1 to loops;
      x=RAND('UNIFORM');
      y=(int64)(x*maxnum)+1;
      z[y]=z[y]+1;
   end;
   sleep(1);
   print "Expected mean: " loops/maxnum;
   mean=mean(z);
   std=std(z);
   print "Mean         : " put(mean,d6.3);
   print "Std          : " put(std,d6.3);
   print "std/mean     : " put(std/mean,d6.3);
run;

アウトプット 4.6 SASログ
Expected mean: 100
Mean         :  100.0
Std          :  9.759
std/mean     : 0.0976

RANGE 関数
最大値と最小値の差を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
RANGE(expression <, …expression>)
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引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 1つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが

ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。
データの種
類

DOUBLE

詳細
RANGE関数は、最大と最小の非 nullまたは非欠損引数の差を返します。

例
次のステートメントは、RANGE関数を示しています。

ステートメント 結果
a=range(.,.); .

a=range(-2,6,3); 8

a=range(2,6,3,.); 4

a=range(1,6,3,1); 5

RANK 関数
ASCIIまたは EBCDIC照合順序で文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
RANK(expression)
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引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
RANK関数は、文字式の最初の文字の位置を表す整数を返します。

例
次のステートメントは、RANK関数を示しています。

ステートメント 結果
ASCII EBCDIC

a=rank('A');  65  193

REPEAT 関数
文字式を繰り返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
REPEAT(expression, n)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

n
expressionを繰り返す回数を指定します。
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制限事項 nは、0以上である必要があります。
データの種類 BIGINT、DOUBLE

詳細
REPEAT関数は、n回繰り返された第 1引数で構成される文字値を返します。つま
り、第 1引数が n+1回、結果に表示されます。

例
次のステートメントは、REPEAT関数を示しています。

ステートメント 結果
a=repeat('ONE',2); ONEONEONE

REVERSE 関数
文字式を逆にします。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
REVERSE(expression)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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詳細
REVERSE関数が返す文字値では、式の最後の文字が結果の最初の文字になり、式の
最後から 2番目の文字が結果の 2番目の文字になります(以下同様です)。

注: 式の末尾の空白は結果の先頭の空白になります。

例
次のステートメントは、REVERSE関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1

a=reverse('xyz  ');   zyx

RIGHT 関数
文字式を右揃えにします。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
RIGHT(expression)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
RIGHT関数は、末尾の空白を値の先頭に移動した引数を返します。引数の長さは変
わりません。
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例
次のステートメントは、RIGHT関数を示しています。

ステートメント 結果
----+----1----+

a='Due Date  ';
b=print(a, $10.);
c=print(right(a),$10.);

Due Date
  Due Date

RMS 関数
2乗平均平方根を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
RMS(expression <, …expression>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
2乗平均平方根は、値の 2乗の算術平均の平方根です。すべての引数が nullまたは
欠損値の場合、結果は nullまたは欠損値になります。それ以外の場合、結果は非
nullまたは非欠損値の 2乗平均平方根になります。
nを非 nullまたは非欠損値を持つ引数の数とし、x1, x2, …, xnをそれらの引数の値とし
ます。2乗平均平方根は次のように計算されます。

x1
2 + x2

2 + … + xn2

n
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例
次のステートメントは、RMS関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=rms(1,7); 5

x2=rms(.,1,5,11); 7

ROUND 関数
第 1引数を第 2引数の最も近い倍数(第 2引数が省略された場合は最も近い整数)に丸めます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
ROUND(expression <, rounding-unit>)

引数
expression
数値に評価される丸め対象の有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

rounding-unit
丸め単位を示す正の数値式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
基本概念
ROUND関数は、第 1引数を第 2引数の倍数の近似値に丸めます。結果は第 2引数
の正確な倍数でない場合があります。
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2進算術演算と 10進算術演算の差異
コンピューターは、有限精度の 2進算術演算を使用します。通常、厳密な 2進表現
がない数値を扱う場合、コンピューターによって生成される結果は 10進算術演算で
生成される結果とわずかに異なります。
たとえば、10進値の 0.1および 0.3には厳密な 2進表現はありません。10進算術演
算の 3*0.1は厳密に 0.3になりますが、2進算術演算ではこの等式は成り立ちませ
ん。
次の例が示すように、aが floatで bが REALの場合、2つの値には差があります。
proc cas;
      a=0.3;
      b=3*0.1;
      diff=a-b;
      print "a=" a;
      print "b=" b;
      print "diff=" diff;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。
a=0.3
b=0.3
diff=-5.55112E-17

動作環境の情報: 前述の例は、Windows環境で実行されています。他の動作環境を
使用する場合、結果はわずかに異なります。

丸めの影響
丸める値に最も近い丸め単位の厳密な倍数を見つけることが丸めの定義となりま
す。たとえば、10進算術演算の場合、0.33を最も近い 0.1の倍数に丸めると、3*0.1
つまり 0.3になります。2進算術演算では 0.3が 0.1の厳密な倍数ではないため、2
進算術演算の場合、0.33を最も近い 0.1の倍数に丸めると 3*0.1になりますが、0.3
にはなりません。
ROUND関数は、数学的に正しい厳密な結果でなくても 10進算術演算に基づいて値
を返します。ROUND(0.33,0.1)の例では、ROUNDは 3*0.1ではなく 0.3を返します。

2進値の表現
DS2プログラムで文字"0.3"が定数として示されている場合、値は 3/10として計算
されます。ROUND(0.33,0.1)は、標準の入力形式にあわせて結果を 3/10として計算し
ます。次のステートメントでは期待される結果が生成されます。
if round(x,0.1) = 0.3 then
   ... more DS2 statements ...

ただし、次のステートメントのように定数 0.3のかわりに変数 Yを使用する場合、Y
の計算方法によっては予期しない結果が生じる可能性があります。
if round(x,0.1) = y then
   ... more DS2 statements ...

ROUNDが標準の入力形式を使用して Yを文字"0.3"として読み込む場合、IFステー
トメントに定数 0.3が示されている場合と同じ結果になります。ROUNDが別の入
力形式を使用して Yを読み込む場合や、SAS以外のプログラムが Yを読み込む場合、
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文字"0.3"では厳密な 3/10の値が生成されない可能性があります。また、厳密な 2
進表現ではない数値が計算に含まれている場合や、浮動小数点表現が異なる別の動
作環境にテーブルを移植する場合も、正確な結果を得られない可能性があります。
Yが小数第 1位の 10進数だとわかっているが、標準の入力形式で生成される値とま
ったく同じかどうかわからない場合、次のステートメントを使用することをお勧め
します。
if round(x,0.1) = round(y,0.1) then
   ... more DS2 statements ...

期待される結果の生成
通常、ROUND(expression, rounding-unit)は、結果の有効桁数が 9以下で、次のどの条
件にも該当しない場合、10進算術演算で期待される結果を生成します。
n 丸め単位が整数である。
n 丸め単位が 1e-15以上の 10のべき乗である。 1

n 10進算術演算で期待される結果が小数第 4位以下である。

丸め単位が整数の逆数である場合
丸め単位が整数の逆数である場合 2、ROUND関数は整数で除算して結果を計算しま
す。そのため、丸め単位の倍数ではなく 2つの整数の比率を使用して ROUNDの結
果を比較できます。

特殊なケースの計算結果
ROUND関数は、次の条件にすべて該当する場合に丸め単位で整数を乗算して結果
を計算します。
n 丸め単位が整数でない。
n 丸め単位が 10のべき乗でない。
n 丸め単位が整数の逆数でない。
n 10進算術演算で期待される結果が小数第 4位以下である。

値が丸め単位の倍数の中間にある場合の計算結果
丸める値が丸め単位の 2つの倍数のほぼ中間にある場合、ROUND関数は絶対値を
切り上げ、符合を元に戻します。

1. 丸め単位が 1よりも小さい場合、ROUNDは、丸め単位の逆数が 10のべき乗との違いが最下位から第 3または第 4ビットまでであれば、丸め単位を 10のべき乗として扱います。
2. ROUNDは、丸め単位の逆数と整数の違いが最下位から第 3または第 4ビットまでであれば、丸め単位を整数の逆数として扱います。
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比較
ROUND関数は ROUNDE関数とほぼ同じですが、第 1引数が第 2引数の最も近い 2
つの倍数の中間にある場合に ROUNDEが偶数の倍数を返す点が異なります。
ROUNDは、絶対値が大きい方の倍数を返します。
ROUNDZ関数は、10進算術演算で計算された結果と結果を一致させようとせずに、
丸め単位の倍数を返します。

ROUNDE 関数
第 1引数を第 2引数の最も近い倍数に丸め、第 1引数が 2つの最も近い倍数の中間にある場合には偶
数の倍数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
ROUNDE(expression <, rounding-unit>)

引数
expression
数値に評価される丸め対象の有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

rounding-unit
丸め単位を示す正の数値式です。
デフォルト 1

データの種類 DOUBLE

詳細
ROUNDE関数は、第 1引数を第 2引数の最も近い倍数に丸めます。
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比較
ROUNDE関数は ROUND関数とほぼ同じですが、第 1引数が第 2引数の最も近い 2
つの倍数の中間にある場合に ROUNDEが偶数の倍数を返す点が異なります。
ROUNDは、絶対値が大きい方の倍数を返します。

例
次の例では、ROUNDE関数によって返される結果と ROUND関数によって返される
結果を比較します。

proc cas;
  x=0;
    do x=0 to 4 by .25;
    rounde=rounde(x);
    round=round(x);
  print "rounde=" rounde;
  print "round=" round;
    end;
run;

次のように SASログに出力されます。

rounde=0     round=0
rounde=0     round=0
rounde=0     round=1
rounde=1     round=1
rounde=1     round=1
rounde=1     round=1
rounde=2     round=2
rounde=2     round=2
rounde=2     round=2
rounde=2     round=2
rounde=2     round=3
rounde=3     round=3
rounde=3     round=3
rounde=3     round=3
rounde=4     round=4
rounde=4     round=4
rounde=4     round=4

ROUNDZ 関数
第 1引数を第 2引数の最も近い倍数にゼロファジーを使用して丸めます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
ROUNDZ(expression <, rounding-unit>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

rounding-unit
数値式に評価され、丸め単位を示す有効な式を指定します。
デフォルト 1

要件 正の値のみが有効です。
データの種類 DOUBLE

詳細
ROUNDZ関数は、第 1引数を第 2引数の最も近い倍数に丸めます。

比較
ROUNDZ関数は、ROUND関数と同じですが、次の点が異なります。
n ROUNDZは、第 1引数が第 2引数の最も近い 2つの倍数のちょうど中間にある
場合には偶数の倍数を返します。ROUNDは、第 1引数が最も近い 2つの倍数の
ほぼ中間にある場合には絶対値が大きい方の倍数を返します。

n 丸め単位が 1よりも小さい場合や整数の逆数でない場合、ROUNDZによって返
される結果は 10進算術演算の結果と完全には一致しない可能性があります。
ROUNDZは、結果をファジー処理しません。ROUNDは、結果が 10進算術演算
に一致するようにファジーと呼ばれる追加の計算を実行します。

例
例 1: ROUNDZ関数と ROUND関数の結果の比較
次の例では、ROUNDZ関数によって返される結果と ROUND関数によって返される
結果を比較します。

proc cas;
      do i=10 to 17;
         Value=2.5 - 10**(-i);
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         Roundz1=roundz(value);
         Round1=round(value);
         print "Roundz1=" Roundz1;
         print "Round1=" Round1;
      end;
      do i=16 to 12 by -1;
         value=2.5 + 10**(-i);
         roundz=roundz(value);
         round=round(value);
         print "roundz=" roundz;
         print "round=" round;
      end;    
run;

次の出力は結果を示しています。

 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 Roundz1=2     Round1=3
 roundz=2      round=3
 roundz=2      round=3
 roundz=2      round=3
 roundz=2      round=3
 roundz=2      round=3

例 2: ROUNDZ関数の出力例
次のステートメントは、ROUNDZ関数を示しています。

ステートメント 結果
a=223.456;
b=roundz(a,1);
c=(put(b), 9.5);

223.00000

var2=223.456;
x=roundz(var2,.01);
print x 9.5;

223.46000

x=roundz(223.456,100);
print x 9.5;

200.00000

x=roundz(223.456,.3);
print x 9.5;

223.50000
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SAVING 関数
定期預金の将来価値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SAVING(f, p, r, n)

引数
f
数値の将来総額です(n期間の終了時)。
範囲 f ≥ 0

データの種類 DOUBLE

p
数値の固定定期的支払いです。
範囲 p ≥ 0

データの種類 DOUBLE

r
10進で表される数値の定期利率です。
範囲 r ≥ 0

データの種類 DOUBLE

n
整数の複利期間数です。
範囲 n ≥ 0

データの種類 DOUBLE

詳細
SAVING関数は、定期預金の 4つの引数のリストの欠損引数を返します。これらの
引数には次の式の関係があります。
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f = p 1 + r 1 + r n − 1
r

引数は 1つを欠損値とする必要があります。次に、残りの 3つから計算されます。
結果を変換して丸めた数字にする調整は行われません。

例
ある定期預金口座は 5%の名目年利が支払われ、毎月複利計算されます。毎月$100
を入金する場合、少なくとも累計が$12,000になるために必要な支払い回数は、次
のように表すことができます。
number=saving(12000, 100, .05/12, .);

返される値は 97.18か月です。第 4引数には欠損値が設定されます。これは、支払
い回数を計算することを示します。5%の名目年利は、0.05/12の月利に変換されま
す。rateは分数(パーセントではない)で表す複利計算期間当たりの利率です。

SAVINGS 関数
変動金利を使用して定期預金の残高を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SAVINGS(base-date, initial-deposit-date, deposit-amount, deposit-number,
deposit-interval, compounding-interval, date-1, rate-1<, …date-n, rate-n>)

引数
base-date
返される値が基準日の預金残高になるように指定します。
要件 base-dateは SAS日付です。
データの種類 DOUBLE

initial-deposit-date
初回入金日を指定します。後続の入金間隔の開始時に次の入金が行われます。
要件 initial-deposit-dateは SAS日付です。
データの種類 DOUBLE

deposit-amount
各入金の値を指定します。すべての入金は定数を前提としています。
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データの種類 DOUBLE

deposit-number
入金の回数を指定します。
データの種類 DOUBLE

deposit-interval
入金の頻度を指定します。
要件 deposit-intervalは SAS間隔です。
データの種類 CHAR

compounding-interval
複利間隔を指定します。
要件 compounding-intervalは SAS間隔です。
データの種類 CHAR

date
rateが有効になるタイミングを指定します。各日付は利率とペアになります。
要件 dateは SAS日付です。
データの種類 DOUBLE

rate
dateに開始する利率を数値のパーセンテージで指定します。各利率は日付とペ
アになります。
データの種類 DOUBLE

詳細
SAVINGS関数には、次の詳細情報が適用されます。
n 利率の値は–99から 120までの値にする必要があります。
n deposit-intervalは'CONTINUOUS'にすることはできません。
n 日付-利率ペアのリストは日付順にする必要はありません。
n 1日に複数の利率が変更される場合、SAVINGS関数は、その日付でリストされて
いる最後の利率のみを適用します。

n 一部の期間には単利が適用されます。
n initial-deposit-dateと base-dateの両方の日付またはその前の日付となる有効な
日付-利率ペアが必要になります。
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例
n 年利 4%で年 4回複利計算される口座に 2年間毎月$300を入金する場合、5年後
の口座残高は次のように表すことができます。
proc cas;
      bd=16437;
      idd=14612;
      d=14612;
      amount_base1=savings(bd, idd, 300, 24, 'month', 'qtr', d, 4.00);
      print "amount_base1=" amount_base1;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。
amount_base1=8458.7145034

n 次のステートメントでは、1年間の入金後の残高を決定するために
amount_base3に目的の残高を設定します。
proc cas;
      bd=14976;
      idd=14610;
      d=14610;
    amount_base3 = savings(bd, idd, 300, 24, 'month', 'qtr', d, 4);
      print "amount_base3=" amount_base3;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。
amount_base3=3978.6903712

SAVINGS関数は、基準日後の入金を無視するため、基準日後の入金は戻り値に影響
しません。

SCAN 関数
文字式から n番目の単語を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
SCAN(expression, n <, delimiters<, modifier>>)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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n
SCANで選択する文字式の単語番号を指定するゼロ以外の数値式です。次のル
ールが適用されます。nが正の場合、SCANは文字列内の単語を左から右にカウ
ントします。nが負の場合、SCANは文字列内の単語を右から左にカウントしま
す。nが expressionの単語数より大きい場合、SCANは空白値を返します。
SCANで選択する文字式の単語番号を指定するゼロ以外の数値式です。次の規
則が適用されます。
n nが正の場合、SCANは文字列内の単語を左から右にカウントします。
n nが負の場合、SCANは文字列内の単語を右から左にカウントします。
n nが expressionの単語数より大きい場合、SCANは空白値を返します。

delimiters
文字列を評価するか文字列に強制変換できて、SCANで式の単語区切りとして使
用される有効な式を指定します。
デフォ
ルト
要件 delimiterが定数の場合は、delimiterを単一引用符で囲みます。
操作 ASCIIのデフォルトの区切り文字は、空白 ! $ % & ( ) * + , – . / ; < |です。

^文字のない環境では、SCANはかわりに~文字を使用します。
EBCDICのデフォルトの区切り文字は、空白 ! $ % & ( ) * + , – . / ; < ¬ | 
¢です。
修飾子を指定すると、delimiterの文字を変更できます。たとえば、
modifier引数で K修飾子を指定すると、delimiterに含まれていないす
べての文字が区切り文字として使用されます。

データ
の種類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

ヒント 他の修飾子を使用して、delimiterにさらに文字を追加できます。
modifier
文字定数、変数または式を指定します。これらの空白以外の各文字で SCAN関数
のアクションを変更します。空白は無視されます。次の文字を修飾子として使
用します。
aまた
は A

文字のリストにアルファベット文字を追加します。

bまた
は B

count引数の符号に関係なく、左から右ではなく、右から左に逆方
向にスキャンします。

cまた
は C

文字のリストに制御文字を追加します。

dまた
は D

文字のリストに数字を追加します。

fまた
は F

文字のリストにアンダースコアと英字を追加します。
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gまた
は G

文字のリストにグラフィカル文字を追加します。グラフィカル文
字は、紙面に印刷するとイメージになる文字です。

hまた
は H

文字のリストに水平タブを追加します。

iまた
は I

大文字か小文字かは無視します。

kまた
は K

文字のリストに含まれていないすべての文字を区切り文字として
扱うようにします。つまり、Kが指定されている場合、文字のリ
ストにある文字は、区切り文字であるために省略されるのではな
く、返された値に保持されます。Kを指定しない場合、文字のリ
ストに含まれているすべての文字が区切り文字として扱われま
す。

lまた
は L

小文字を文字リストに追加します。

mまた
はM

複数の連続する区切り文字、および string引数の先頭または末尾
の区切り文字が、長さがゼロの単語を参照するように指定します。
M修飾子を指定しない場合、複数の連続する区切り文字は 1つの
区切り文字として扱われ、string引数の先頭または末尾の区切り文
字は無視されます。

nまた
は N

文字のリストに数字、アンダースコア、および英字を追加します。

oまた
は O

charlistおよびmodifier引数を 1回だけ処理します。SCAN関数
の呼び出し時毎には処理されません。DATAステップ(WHERE句
以外)または SQLプロシジャで O修飾子を使用すると、character-
list引数およびmodifier引数に変更がないループで SCANが呼び
出されるとき、より迅速に実行できます。O修飾子は SASコード
の SCAN関数の各インスタンスに個別に適用され、SCAN関数の
すべてのインスタンスで同じ区切り文字および修飾子が使用され
るようにはなりません。

pまた
は P

文字のリストに句読点を追加します。

qまた
は Q

引用符で囲まれた部分文字列内の区切り文字を無視します。
string引数の値に、対になっていない引用符が含まれている場合、
左から右へのスキャンと、右から左へのスキャンとでは異なる単
語が生成されます。

rまた
は R

SCANが返す単語から先頭および末尾の空白を削除します。Q修
飾子と R修飾子を指定すると、SCAN関数は単語から先頭および
末尾の空白をまず削除します。次に、SCANは単語が引用符で始
まる場合には単語から引用符の層も 1つ削除します。

sまた
は S

文字のリストに空白文字(空白、水平タブ、垂直タブ、キャリッジ
リターン、ラインフィード、フォームフィード )を追加します。

tまた
は T

string引数と charlist引数から末尾の空白をトリムします。両方
の文字引数ではなく 1つの文字引数からのみ末尾の空白を削除す
る場合、T修飾子を指定して SCAN関数を使用するかわりに TRIM
関数を使用します。
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uまた
は U

大文字を文字リストに追加します。

wまた
はW

印刷可能文字を文字リストに追加します。

xまた
は X

文字のリストに 16進文字を追加します。

制限事
項

この引数は、SAS Viyaプラットフォームと CASサーバーでのみサポー
トされています。

ヒント modifier引数が文字定数の場合は、引数を引用符で囲みます。一組の引
用符で複数の修飾子を指定します。引数modifierには、文字変数や文字
式も指定できます。

詳細
"区切り文字"と"単語"の定義
区切り文字とは、単語を区切るために使用される複数の文字のどれかです。
delimiter引数とmodifier引数で区切り文字を指定できます。
Q修飾子を指定すると、引用符で囲まれた部分文字列内部の区切り文字は無視され
ます。
SCAN関数では、"単語"は、次の特徴をすべて備えた部分文字列を示します。
n 左側が区切り文字で囲まれているか、文字列の先頭である
n 右側が区切り文字で囲まれているか、文字列の末尾である
n 区切り文字が含まれていない
文字列の先頭または末尾に区切り文字がある場合、または文字列に 2つ以上の連続
する区切り文字が含まれている場合、単語の長さがゼロになることがあります。た
だし、SCAN関数では、M修飾子を指定しなければ、長さがゼロの単語は無視され
ます。

注: ”単語”の定義は SCAN関数と COUNTW関数に共通します。

ASCIIおよび EBCDIC環境でのデフォルト区切り文字の使用
2つの引数のみを指定して SCAN関数を使用する場合、デフォルトの区切り文字は、
コンピューターで使用している文字(ASCIIまたは EBCDIC)によって異なります。
n コンピューターで ASCII文字が使われている場合、デフォルトの区切り文字は次
のとおりです。
空白 ! $ % & ( ) * + , - ./ ; < ^ |

^文字のない ASCII環境の場合、SCAN関数はかわりに~文字を使用します。
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n お使いのコンピューターが EBCDIC文字を使用している場合、デフォルトの区切
り文字は次のようになります。
空白 ! $ % & ( ) * + , - ./ ; < ¬ | ¢

区切り文字とする文字を指定せずにmodifier引数を使用すると、使用される区切り
文字はmodifier引数で定義される区切り文字のみになります。この場合、ASCII環
境と EBCDIC環境のデフォルトの区切り文字のリストは使用されません。つまり、
修飾子は、delimiter引数によって明示的に指定された区切り文字のリストに追加さ
れます。修飾子は、デフォルトの修飾子のリストには追加しません。

結果の長さ
式の最初の単語の前にある先頭の区切り文字は、SCANに影響しません。連続する
区切り文字が 2つ以上ある場合、SCANはそれらを 1つとして扱います。
DS2では、SCAN関数が、まだ長さが指定されていない変数に値を返す場合、その
変数には第 1引数の長さが指定されます。SCAN関数で第 1引数の長さとは異なる
値を変数に割り当てる必要がある場合は、SCAN関数を使用するステートメントの
前に、その変数の DECLAREステートメントを使用します。
SCAN関数によって返される単語の最小長は、M修飾子が指定されているかどうか
によって異なります。

M修飾子ありで SCAN関数を使用
M修飾子を指定すると、文字列内の単語数は文字列内の区切り文字数に 1を足した
数になります。ただし、Q修飾子を指定すると、引用符内の区切り文字は無視され
ます。
M修飾子を指定すると、SCAN関数は次のいずれかの条件に該当する場合に長さが
ゼロの単語を返します。
n 文字列の先頭が区切り文字であり、ユーザーが最初の単語を要求した場合
n 文字列の末尾が区切り文字であり、ユーザーが最後の単語を要求した場合
n 文字列が 2つの連続する区切り文字を含んでおり、ユーザーがこれら 2つの区切
り文字間にある単語を要求した場合

M修飾子なしで SCAN関数を使用
M修飾子を指定しない場合、文字列内の単語数は連続する非区切り文字の最大部分
文字列数になります。ただし、Q修飾子を指定すると、引用符内の区切り文字は無
視されます。
M修飾子を指定しないと、SCAN関数は次のように動作します。
n 文字列の最初または最後の区切り文字は無視されます。
n 2つ以上の連続する区切り文字を、単一の区切り文字のように扱います。
文字列に区切り文字以外の文字が含まれていない場合や、文字列の単語数よりも絶
対値の大きい countを指定する場合、SCAN関数は次のいずれかの項目を返します。
n 1つの空白(DATAステップから SCAN関数を呼び出す場合)

n 長さがゼロの文字列(マクロプロセッサから SCAN関数を呼び出す場合)
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null引数の使用
SCAN関数では、文字引数を NULLに指定できます。ヌル引数は長さがゼロの文字
列として扱われます。数値引数はヌルにできません。

SBCSおよび DBCSデータの処理
SCAN関数は、SBCSデータを処理するように設計されていますが、DBCSデータを
処理することもできます。基準は次のとおりです。
n expressionが VARCHARとして宣言されておらず、シングルバイトデータを処理
している場合、SCANは SBCSを処理します。

n stringが VARCHARとして宣言されていて、マルチバイトデータを処理している
場合、SCANは DBCSを処理します。

例: 基本的な SCAN関数の使用法
次のステートメントは、SCAN関数を示しています。

ステートメント 結果
expr='ABC.DEF(X=y)';
word=scan(expr,3);

X=Y

scan('ABC.DEF(X=Y)',-3); ABC

SEC 関数
正割を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SEC(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式をラジアンで表して指定します。
制限事項 expressionは、PI/2の奇数倍にはできません。
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比較
SEC関数は COS関数と関係があります。
sec(x)=1/cos(x)

例
次のステートメントは、SEC関数を示しています。

ステートメント 結果
x=sec(0.5); 1.13949392732454

y=sec(0); 1

z=sec(3.14159/3); 1.99999693590391

SECOND 関数
SAS時間または日時値から秒を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SECOND(time | datetime)

引数
time

SAS時間値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

datetime
SAS日時値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
SECOND関数は、特定の秒部分を表す数値を生成します。結果は、>= 0かつ< 60の
数値になります。

例
次のステートメントは、SECOND関数を示しています。

ステートメント 結果
a=hms(3,19,24);
b=second(a);

11964
24

a=hms(6,25,65);
s=second(a);

23165
5

a=hms(3,19,60);
b=second(a);

12000
0

SIGN 関数
数値式の符号を示す数字を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SIGN(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 すべての数値型

詳細
SIGN関数は次の値を返します。
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-1
expression < 0の場合

0
expression = 0の場合

1
expression > 0の場合

例
次のステートメントは、SIGN関数を示しています。

ステートメント 結果
a=sign(-5); -1

a=sign(5); 1

a=sign(0); 0

SIN 関数
三角関数の正弦を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SIN(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、SIN関数を示しています。
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ステートメント 結果
a=sin(25.6) 0.45044059427538

a=sin(5); -0.95892427466313

SINH 関数
双曲線正弦を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SINH(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
SINH関数は、次の式によって得られる引数の双曲線正弦を返します。

eargument − e−argument /2

例
次のステートメントは、SINH関数を示しています。

ステートメント 結果
a=sinh(0); 0

a=sinh(1); 1.1752011936438

a=sinh(-1.0); -1.1752011936438
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SKEWNESS 関数
歪度を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SKEWNESS(expression-1, expression-2, expression-3 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 3つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが

ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。
データの種
類

DOUBLE

詳細
すべての非 nullまたは非欠損引数の値が等しい場合、歪度は数学的に定義されてお
らず、SKEWNESS関数は nullまたは欠損値を返します。

例
次のステートメントは、SKEWNESS関数を示しています。

ステートメント 結果
x1=skewness(0,1,1); -1.73205080756887

x2=skewness(2,4,6,3,1); 0.59012865638436

x3=skewness(2,0,0); 1.73205080756887
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SLEEP 関数
指定した期間、この関数を呼び出すプログラムの実行を中断します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SLEEP(number-of-time-units <, time-unit>)

引数
number-of-time-units
数値に評価され、プログラムの実行を中断する時間の単位数を示す有効な式を指
定します。
範囲 n ≥ 0

データの種類 DOUBLE

time-unit
number-of-time-unitsに適用される時間の単位を 10のべき乗で指定します。た
とえば、1は秒に対応し、0.001はミリ秒に対応します。
デフォルト Windows PC環境では 1、その他の環境では 0.001

データの種類 DOUBLE

詳細
SLEEP関数は、この関数を呼び出したプログラムの実行を指定した期間中断します。
SLEEP関数の最大スリープ期間は 46日です。

例
例 1: 指定した期間の実行中断
次の例では、実行を 20秒間遅らせます。
proc cas;
   ...CASL statements...
   time_slept=sleep(20,1);
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   ...more CASL statements...
   print "time_slept=" time_slept;
run;

例 2: スリープ時間の計算に基づいた実行中断
次に、2011年 6月 15日の午前 0時まで実行を中断するように SASに指示する例を
示します。DS2では、対象日とコードの実行開始日時に基づいて中断の長さが計算
されます。

proc cas;    
   ...CASL statements...;
   sleeptime=dhms(mdy(06,15,2011),00,00,00)-datetime(); 
   time_calc=sleep(sleeptime,1);
   ...more CASL statements...;
   print "time_calc=" time_calc;
run;

SMALLEST 関数
k番目に小さい非 null値または非欠損値を返します。
カテゴリ: CAS

記述統計
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SMALLEST(k, expression <, …expression>)

引数
k
数値に評価されて返される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

expression
数値に評価されて処理される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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詳細
kが nullまたは欠損値、0未満、または値の数よりも大きい場合、結果は nullまた
は欠損値になります。

比較
SMALLEST関数と ORDINAL関数の違いは、SMALLESTは null値と欠損値を無視し
ますが、ORDINALは null値と欠損値を数える点です。

SQRT 関数
値の平方根を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SQRT(expression)

引数
expression
負でない数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、SQRT関数を示しています。

ステートメント 結果
a=sqrt(36); 6

a=sqrt(25); 5

a=sqrt(4.4); 2.0976176963403
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STD 関数
標準偏差を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
STD(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが

ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。
データの種
類

DOUBLE

例
次のステートメントは、STD関数を示しています。

ステートメント 結果
a=std(2,6); 2.82842712474619

a=std(2,6,.); 2.82842714274619

a=std(2,4,6,3,1); 1.92353840616713

STDERR 関数
平均の標準誤差を返します。
カテゴリ: CAS

記述統計
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
STDERR(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが

ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。
データの種
類

DOUBLE

例
次の例は、STDERR関数を示しています。

ステートメント 結果
a=stderr(2,6); 2

a=stderr(2,6,.); 2

a=stderr(2,4,6,3,1); 0.86023252670426

STRIP 関数
先頭と末尾の空白を削除して文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
STRIP(expression)
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引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
STRIP関数は引数の先頭と末尾から空白をすべて削除して返します。引数が空白の
場合、STRIPは長さがゼロの文字列を返します。
調整された値が受け取る変数の長さより短い場合、値の末尾に新しい空白が埋め込
まれます。

注: 連結演算子では末尾の空白が削除されないため、STRIP関数は連結を行う場合に
便利です。

比較
STRIP関数と TRIMN関数の比較を次のリストに示します。
n 空白の文字列の場合、STRIP関数と TRIM関数はどちらも長さがゼロの文字列を
返します。

n 先頭に空白がない文字列では、STRIP関数と TRIM関数は同一値を返します。

例
次の例では、STRIP関数を使用して先頭と末尾の空白を削除します。

proc cas;
  string1="abcd";
  string2=" abcd ";
  string3=" abcd";
  string4="abcdefgh";
  string5="x y z";
  original1='*' || string1 || '*';
  original2='*' || string2 || ' *';
  original3=' *' || string3 || '*';
  original4='*' || string4 || '*';
  original5='*' || string5 || '*';
  stripped1='*' || strip (string1) || '*';
  stripped2='*' || strip (string4) || '*';
  stripped3='*' || strip (string5) || '*';

  columns={'string', 'original', 'stripped'};
  coltypes={'string', 'string', 'string'};
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  row1={string1, original1, stripped1};
  row2={string2, original2, stripped1};
  row3={string3, original3, stripped1};
  row4={string4, original4, stripped3};
  row5={string5, original5, stripped3};
  striptab=newtable('striptab', columns, coltypes, row1, row2, row3, row4, row5);
  print striptab;
run;

アウトプット 4.7 STRIP関数の結果

SUBSTR (=の右) 関数
引数から部分文字列を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
SUBSTR(string, position <, length>)

必須引数
string
文字定数、文字変数、または文字式を指定します。

注: stringを文字定数として指定する場合は、値を引用符で囲む必要があります。
stringを文字変数または文字式として指定する場合、値を引用符で囲む必要はあ
りません。

参照項目: “例 1: SUBSTR=関数での string値の指定”
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position
抽出される部分文字列の開始位置を指定します。positionは、数値定数、数値変
数、または数式にすることができます。
参照項目: “例 2: SUBSTR=関数での position値の指定”

オプション引数
length
抽出される部分文字列の長さを指定します。lengthは、数値定数、数値変数、ま
たは数式にすることができます。
操作 lengthがゼロ、負の値または string内で positionより後に残った式の長

さよりも長い場合、式の残りの部分が抽出されます。SASでは、また、
length引数が無効であることを示すWARNINGもログに出力します。

ヒント lengthを省略すると、式の残りの部分が抽出されます。“SUBSTR=関数で
の position値の指定: positionを数値定数として指定”の例を参照して
ください。

参照項
目:

“例 3: SUBSTR=関数での length値を指定”

例
例 1: SUBSTR=関数での string値の指定
例 結果
/* stringを文字定数として指定 */

proc cas;
   zcode=substr("zip28413",4,5);                 
   put zcode;
run;

28413

/* stringを文字変数として指定 */

proc cas;
   z="zip28413";
   zcode=substr(z,4);
   put zcode;
run;

28413

/* stringを文字式として指定 */

proc cas;
   z="zip";
   code="28413";
   zcode=substr(z||code,4,5);
   put zcode;
run;

28413
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例 2: SUBSTR=関数での position値の指定
例 結果
/* positionを数値定数として指定 */

proc cas;
   name=substr("nameaddress",1,4);                
   put name;
run;

name

/* positionを数値変数として指定
proc cas;
   position=1;
   name=substr("nameaddress",position,4);
   put name;
run;

name

/* positionを数値式として指定
proc cas;
   position=1+4;
   address=substr("name123Main",position,7);
   put address;
run;

123Main

例 3: SUBSTR=関数での length値を指定
表 4.4 SUBSTR=関数で length値を指定

例 結果
/* lengthを数値定数として指定 */

proc cas;
   car="make##model";
   type=substr(car,7,5);
   put type;
run;

model

/* lengthを数値変数として指定 */

proc cas;
   car="make##model";
   length=5;
   position=7;
   model=substr(car,position,length);
   put model;
run;

model

/* lengthを数値式として指定
proc cas;
   length=1+4;
   model=substr("make##model",7,length);            
   put model;

model
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例 結果
run;

例 4: 無効な length値の指定
例 結果
/* lengthを 0に設定 */

proc cas;
   car="make##model";
   type=substr(car,7,0);
   put type;
run;

model

WARNING: Argument 3 is an invalid argument

/* lengthを負の整数に設定 */

proc cas;
   car="make##model";
   type=substr(car,7,-5);
   put type;
run;

model

WARNING: Argument 3 is an invalid argument.

/* lengthが position値の適用後の stringより
長い*/

proc cas;
   car="make##model";
   type=substr(car,7,9);
   put type;
run;

model

WARNING: Argument 3 is an invalid argument.

SUBSTRN 関数
部分文字列を返します。長さがゼロの結果も返せます。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
SUBSTRN(character-expression, position<, length>)

必須引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式または数値を指定します。
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データの
種類

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

注 expressionが数値の場合は、BEST32.出力形式の文字値に変換されま
す。先頭と末尾の空白は削除され、メッセージは SASログに送信され
ません。

position
部分文字列の最初の文字の位置を指定する整数です。
制
限
事
項

positionがない場合は空白スペースが返され、SASログに警告が書き込ま
れます。

positionが文字列の最後を超えている場合は、空の文字列が返されます。
注 指定する positionが正でない場合、結果は最初に切り詰められ、結果の最

初の文字は文字列の最初の文字となります。結果の長さはそれに応じて短
縮されます。
positionと lengthの合計が文字列の長さよりも大きい場合は、文字列の最
後までの位置が返されます。
positionと lengthの合計が 0より小さい場合は、空の文字列が返されま
す。

オプション引数
length
部分文字列の長さを指定する整数です。
制限
事項

lengthを指定しない場合、SUBSTRN関数は文字列の指定した位置から最
後までを含む部分文字列を返します。
lengthが負の場合、SUBSTRN関数は空の文字列を返します。

注 指定した lengthが文字列の最後を超える長さの場合、結果は最後に切り
詰められ、結果の最後の文字は文字列の最後の文字となります。

比較
次の表に、SUBSTRN関数と SUBSTR関数の比較を示します。
表 4.5 比較: SUBSTRN関数と SUBSTR関数

条件 関数 結果
positionの値が正でな
い

SUBSTRN 文字列の最初の文字で始まる結
果を返す
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条件 関数 結果
positionの値が正でな
い

SUBSTR SASログに警告を書き込み、空白
の文字列を返す

lengthの値が正でない SUBSTRN 長さがゼロの結果を返す
lengthの値が正でない SUBSTR SASログに警告を書き込み、空白

の文字列を返す
指定した部分文字列が
文字列の末尾を超える

SUBSTRN 結果を切り捨てる

指定した部分文字列が
文字列の末尾を超える

SUBSTR SASログに警告を書き込み、空白
の文字列を返す

例
例 1: SUBSTR関数と SUBSTRN関数の比較
次の例では、第 1引数が数値のときに SUBSTR関数と SUBSTRN関数を使用した結
果を比較しています。
例のコード 4.1 SUBSTRの例

proc cas;
substr_result="*" || substr(1234.5678,2,6) || "*";
print substr_result;
run;

例のコード 4.2 SUBSTRNの例
substrn_result="*" || substrn(1234.5678,2,6)  || "*";
print substrn_result;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。
例のコード 4.2 SUBSTRの例の結果

WARNING: Argument 1 should be a string.
* *

例のコード 4.3 SUBSTRNの例の結果

*234.56*

例 2: SUBSTRN関数を使用した文字列の操作
この例では、SUBSTRN関数を使用して文字列を操作する方法を示します。
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proc cas;
columns = {"Position", "Length", "Result"};
coltypes={"integer", "integer", "string"};
table = newtable("Test", columns, coltypes);

xyz="abcd";
do position=-1 to 6;
   do length=max(-1,-position) to 7-position;
   substrn_result="*" || substrn(xyz, position, length) || "*";
   addrow(table,{position, length, substrn_result});
   end;
end;
run;
print table;
quit;

アウトプット 4.8 SUBSTRN関数からの部分出力

関連項目
“SUBSTR (=の右) 関数” (552ページ)
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SUM 関数
非 nullまたは非欠損引数の合計を返します。
返されるデータ
の種類:

BIGINT、DECIMAL、DOUBLE

構文
SUM(expression-1, expression-2 <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 2つの引数が必要です。
データの種類 BIGINT、DECIMAL、DOUBLE

詳細
null値と欠損値は無視され、計算には含まれません。すべての引数が欠損値の場合、
結果は欠損値になります。すべての引数が null値の場合、結果は null値になりま
す。
この関数の引数が数値以外の場合、その引数は DOUBLEに変換されます。いずれか
の引数が DOUBLEまたは REALの場合、すべての引数が(まだ変換されていなけれ
ば) DOUBLEに変換され、結果は DOUBLEになります。それ以外の場合で、いずれ
かの引数が DECIMALのときは、すべての引数が(まだ変換されていなければ) 
DECIMALに変換され、結果は DECIMALになります。それ以外の場合は、すべての
引数が BIGINTに変換され、結果は BIGINTになります。

例
次のステートメントは、SUM関数を示しています。

ステートメント 結果
a=sum(4,9,3,8); 24

a=sum(4,9,3,8,.); 24
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SUMABS 関数
非欠損引数の絶対値の合計を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
SUMABS(value-1<, …value-n>)

引数
value
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
すべての引数が nullまたは欠損値の場合、結果は nullまたは欠損値になります。そ
れ以外の場合は、結果は非欠損値の絶対値の合計です。

例
例 1: 絶対値の合計の計算
次の例では、非欠損引数の絶対値の合計を返します。

proc cas;
  x=sumabs(1,.,-2,0,3,.q,-4);
  print "x=" x;
run;

SASは次の結果をログに書き込みます。

x=10

例 2: 変数リスト使用時の絶対値の合計の計算
次の例では、変数リストを使用して非欠損引数の絶対値の合計を返します。

proc cas;
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  x1=1;
  x2=3;
  x3=4;
  x4=3;
  x5=1;
  x = sumabs(x1, x2, x3, x4, x5);
  print "x=" x;
run;

SASは次の結果をログに書き込みます。

x=12

TAN 関数
正接を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TAN(expression)

引数
expression
ラジアン単位の数値に評価される有効な式を指定します。
制限事項 expressionは、π/2の奇数倍にはできません。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、TAN関数を示しています。

ステートメント 結果
a=tan(0.5); 0.54630248984379

a=tan(0); 0

a=tan(3.14159/3); 1.73204726945457
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TANH 関数
双曲線正接を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TANH(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
制限事項 expressionは、π/2の奇数倍にはできません。
データの種類 DOUBLE

詳細
TANH関数は、次の式によって得られる引数の双曲線正接を返します。

eargument − e−argument

eargument + e−argument

例
次のステートメントは、TANH関数を示しています。

ステートメント 結果
a=tanh(0); 0

a=tanh(0.5); 0.46211715726

a=tanh(-0.5); -0.46211715726
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TIME 関数
数値の SAS時間値として現在時刻を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TIME( )

詳細
TIME関数は引数を取りません。SAS時間値の形式で現在時刻を生成します。

例
次のステートメントは、TIME関数を示しています。

ステートメント 結果
a=time(); 56526.0399990081

a=put(time(),time.); 15:42:06

TIMEPART 関数
SAS日時値から時間値を抽出します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TIMEPART(datetime)
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引数
datetime

SAS日時値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

例
次のステートメントは、TIMEPART関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
  ddtm=datetime();
  tm=put(timepart(ddtm),time.);
  print "ddtm=" ddtm;
  print "tm=" tm;
run;

ddtm=1841668215.1

tm=14:30:15

TIMEVALUE 関数
変動金利を使用して、基準日の参照額に相当する額を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TIMEVALUE(base-date, reference-date, reference-amount, compounding-interval,
date-1, rate-1<, …date-n, rate-n>)

引数
base-date

base-dateにおける reference-amountの時間値を指定します。
要件 base-dateは SAS日付です。
データの種類 DOUBLE

reference-date
reference-amountの日付を指定します。
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要件 reference-dateは SAS日付です。
データの種類 DOUBLE

reference-amount
reference-dateにおける金額を指定します。
データの種類 DOUBLE

compounding-interval
複利間隔を指定します。
要件 compounding-intervalは SAS間隔です。
データの種類 CHAR

date
rateが有効になるタイミングを指定します。各日付は利率とペアになります。
要件 dateは SAS日付です。
データの種類 DOUBLE

rate
dateに開始する利率を数値のパーセンテージで指定します。各利率は日付とペ
アになります。
データの種類 DOUBLE

詳細
TIMEVALUE関数には次の詳細が適用されます。
n 利率の値は–99から 120までの値にする必要があります。
n 日付-利率ペアのリストは、日付順に並べ替える必要はありません。
n 1日に複数の利率が変更される場合、TIMEVALUE関数は、その日付でリストさ
れている最後の利率のみを適用します。

n 一部の期間には単利が適用されます。
n reference-dateと base-dateの両方の日付またはその前の日付となる有効な日
付-利率ペアが必要になります。

例
n 名目金利が 10%で 1年間毎月複利計算される$1,000の投資の累計額は、次のよ
うに表すことができます。
proc cas;
   bd=16437;
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   rd=14612;
   d=14612;
   amount_base1=timevalue(bd, rd, 1000, 'month', d, 10);
   print "amount_base1=" amount_base1;
run;

n 半年後に利率が 20%に上昇した場合の計算は次のとおりです。
proc cas;
    bd=16437;
    rd=14610;
    d1=14610;
    d2=14976;
    amount_base2 = timevalue(bd, rd, 1000, 'month', d1, 10, d2, 20);
    print "amount_base2=" amount_base2;
run;

n 日付-利率ペアは、日付順に並べ替える必要はありません。この柔軟性があるた
め、amount_base2と amount_base3は同じ値になります。
proc cas;
    bd=16437;
    rd=14610;
    d1=14610;
    d2=14910;
    amount_base3 = timevalue(bd, rd, 1000, 'month', d1, 10, d2, 20);
    print "amount_base3=" amount_base3;
run;

TINV 関数
t分布から分位点を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TINV(p, df<, nc>)

引数
p
数値の確率に評価される有効な式を指定します。
範囲 0 < p < 1

データの種類 DOUBLE

df
数値の自由度パラメーターに評価される有効な式を指定します。
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範囲 df > 0

データの種類 DOUBLE

nc
数値の非心度パラメーターに評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
TINV関数は、自由度が df、非心度パラメーターが ncのスチューデントの t分布か
ら p番目の分位点を返します。t分布のオブザベーションが、返される分位点以下と
なる確率は pです。
TINVでは、整数以外の自由度パラメーター dfを指定できます。このパラメーター
nc (省略可能)が指定されていないか 0の場合、心度 t分布から分位点が返されます。

注意
ncの値が大きいとアルゴリズムが失敗する場合があります。 その場合、欠損値が返
されます。

比較
TINVは PROBT関数の逆数です。

例
次のステートメントは、TINV関数を示しています。

ステートメント 結果
x=tinv(.95, 2); 2.91998558035372

x=tinv(.95, 2.5, 3); 11.0338336251942

TODAY 関数
数値の SAS日付値として現在の日付を返します。
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返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TODAY( )

詳細
TODAY関数は引数を取りません。SAS日付値(1960年 1月 1日からの日数)の形式
で現在の日付を生成します。

例
次のステートメントは、TODAY関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
  td=today();
  tday=put(td, date.);
  print "td=" td;
  print "tday=" tday;
run;

td=21315

tday=11MAY18

TRANSLATE 関数
文字式内の特定の文字を置き換えます。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
TRANSLATE(expression, to-characters, from-characters)
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引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。expressionには
元の文字値が含まれます。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

to-characters
TRANSLATEで代替文字として使用する文字を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

from-characters
TRANSLATEで置換する文字を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
to-charactersと from-charactersの値は、個々の文字ごとに対応しています。たと
えば、TRANSLATEでは、from-charactersの最初の文字が to-charactersの最初の文
字に変更されます。to-charactersの文字数が from-charactersの文字数より少ない
場合、TRANSLATEは from-charactersの余った文字を空白に変更します。to-
charactersの文字数が from-charactersの文字数より多い場合、TRANSLATEは to-
charactersの余った文字を無視します。

比較
TRANSTRN関数は、置換文字列にゼロの長さを使用できるという点で TRANWRD関
数と異なります。TRANWRDでは、置換文字列の長さがゼロ場合はかわりに 1つの
空白を使用します。
TRANSLATE関数は、ユーザーが指定したすべての文字を別の文字に変換します。
TRANSLATEは 1回の呼び出しで複数の文字をスキャンできます。ただし、このスキ
ャンを実行すると、TRANSLATEは文字列に含まれる個々のすべての文字を検索しま
す。つまり、target文字列内の文字が source文字列内に見つかった場合、その文字
は対応する置換文字列内の文字に置き換えられます。
TRANWRD関数は、単語(または文字のパターン)をスキャンし、それらの単語を 2番
目の単語(または文字のパターン)で置き換える点で TRANSLATEとは異なります。

例
次のステートメントは、TRANSLATE関数を示しています。
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ステートメント 結果
proc cas;
  a=translate('XYZW', 'AB', 'VW');
  print "a=" a;
run;

a=XYZB

proc cas;
  string1='AABBAABABB';
  a=translate(string1, '12', 'AB');
  print "a=" a;
run;

a=1122112122

TRANSTRN 関数
文字列に含まれる特定の部分文字列をすべて置き換えるか取り除きます。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
TRANSTRN(source-expression, target-expression, replacement-expression)

引数
source-expression
文字列に評価されるか強制変換できて、変換する文字を含む有効な式を指定しま
す。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

target-expression
文字列に評価されるか強制変換できて、その文字が source-expressionで検索さ
れる有効な式を指定します。
要件 target-expressionの長さにはゼロより大きい値を指定する必要が

あります。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

replacement-expression
文字列に評価されるか強制変換できて、target-expressionを置換する有効な式を
指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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詳細
TRANSTRN関数は、文字列に含まれる特定の部分文字列をすべて置き換えるか取り
除きます。TRANSTRN関数では、target-expression文字列と replacement-
expression文字列の末尾の空白は取り除きません。出現する targetをすべて取り除
くには、replacement-expressionに TRIMN(' ')を指定します。

比較
TRANSTRN関数は、置換文字列にゼロの長さを使用できるという点で TRANWRD関
数と異なります。TRANWRDでは、置換文字列の長さがゼロ場合はかわりに 1つの
空白を使用します。
TRANSLATE関数は、ユーザーが指定したすべての文字を別の文字に変換します。
TRANSLATEは 1回の呼び出しで複数の文字をスキャンできます。ただし、このスキ
ャンを実行すると、TRANSLATEは文字列に含まれる個々のすべての文字を検索しま
す。つまり、target文字列内の文字が source文字列内に見つかった場合、その文字
は対応する置換文字列内の文字に置き換えられます。
TRANSTRN関数は、部分文字列をスキャンし、それらの部分文字列を 2番目の部分
文字列で置き換える点で TRANSLATEと異なります。

例
例 1: 単語のすべての出現箇所の置換
この例では、TRANSTRN関数を使用して、Mrs.と Missを Ms.に置き換えています。

proc cas;
    name1='Mrs.  Joan Smith';
    nameA=transtrn(name1, 'Mrs.', 'Ms.');
    print "nameA=" nameA;
    name2='Miss Alice Cooper';
    nameB=transtrn(name2, 'Miss', 'Ms.');
    print "nameB=" nameB;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。
nameA=Ms.  Joan Smith
nameB=Ms. Alice Cooper

例 2: 検索文字列からの空白の除外
この例では、TRIM関数を targetとともに使用して、空白を除外しています。TRIM
関数を含めなかった場合、ターゲット文字列に空白が含まれるため、TRANSTRN関
数はソース文字列を置き換えません。

proc cas;
    salelist='CATFISH';
    target='FISH';
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    replacement='NIP';
    salelist2=transtrn(salelist, trim(target), replacement);
    print "salelist2=" salelist2;
run;

次のように SASログに書き込まれます。
salelist2=CATNIP

例 3: TRANSTRN関数の第 3引数の長さがゼロの場合
次の例では、第 3引数 replacementの長さがゼロの場合の TRANSTRN関数の結果を
示します。DS2では、2つの引用符とその間にある空白で構成される文字定数は、
長さがゼロの文字列ではなく 1つの空白を表します。次の例では、string1の結果は
string2の結果とは異なります。

proc cas;
      string1='*' || transtrn('abcxabc', 'abc', trimn(' ')) || '*';
      print "string1=" string1;
      string2='*' || transtrn('abcxabc', 'abc', ' ') || '*';
      print "string2=" string2;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

string1=*x*
string2=* x *

TRIGAMMA 関数
トリガンマ関数の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TRIGAMMA(expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
制限事項 正でない整数は無効です。
データの種類 DOUBLE
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詳細
TRIGAMMA関数は、ディガンマ関数の導関数を返します。expression > 0の場合、
TRIGAMMA関数は lgamma関数の第 2導関数です。

例
次のステートメントは、TRIGAMMA関数を示しています。

ステートメント 結果
a=trigamma(3); 0.39493406684822

TRIM 関数
文字式から末尾の空白を取り除きます。文字式が欠損値の場合は、長さがゼロの文字列を返します。
別名: TRIMN

返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
TRIM('expression')

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
TRIM関数では、文字の引数をコピーし、末尾の空白を取り除いて、その結果調整さ
れた引数を返します。引数が空白の場合、TRIMは長さがゼロの文字列を返します。
連結では末尾の空白は取り除かれないため、TRIMは連結後に便利です。
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注: TRIM関数は、Unicode標準で定義されている空白とスペースの両方の文字を取
り除きます。したがって、TRIM関数は DBCS空白とシフトアウト/シフトイン
(SO/SI)エスケープコードも処理します。Unicodeスペース文字標準の詳細につい
ては、Wikipedia: Unicode character propertyを参照してください。

例
次のステートメントは、TRIM関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
  string1='Testscore   ';
  string2='File.xls';
  result=trim(string1)||(string2);
  print "result=" result;
run;

result=TestscoreFile.xls

TRIMN 関数
文字式から末尾の空白を取り除きます。文字式が欠損値の場合は、長さがゼロの文字列を返します。

構文
TRIMN(argument)

必須引数
argument
文字定数、変数または式を指定します。

詳細
返される変数の長さ
DATAステップで、まだ長さが割り当てられていない変数に TRIMN関数から値が返
される場合、その変数には引数の長さが割り当てられます。
TRIMNの結果を変数に割り当てる場合、受け取る変数の長さには影響しません。調
整された値が受け取る変数の長さより短い場合、その変数への割り当て時に空白で
値が埋め込まれます。
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基本
TRIMNでは、文字の引数をコピーし、すべての末尾の空白を取り除いて、その結果
調整された引数を取り除きます。引数が空白の場合、TRIMNは長さがゼロの文字列
を返します。連結では末尾の空白は取り除かれないため、TRIMNは連結する場合に
便利です。

比較
TRIMN関数と TRIM関数は似ています。TRIMNは、空白の文字列の場合は長さがゼ
ロの文字列を返します。TRIMは、空白の文字列の場合は 1つの空白を返します。

例
data new;                                                                                                                               
   x="A"||trimn("")||"B";                                                                                                                 
   z=" ";                                                                                                                                 
   y=">"||trimn(z)||"<";                                                                                                                  
   put x= y=;                                                                                                                             
run;

これらのステートメントでは、次の結果が生成されます。

x=AB
y=><

TRUNC 関数
数値を指定した長さに切り捨てます。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
TRUNC(expression, length-expression)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE
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length-expression
数値に評価される有効な式を指定します。
範囲 3-8

データの種類 DOUBLE

詳細
TRUNC関数では、完全な長さの数値式(DOUBLEとして保存)を length-expressionで
指定したより小さいバイト数に切り捨て、切り捨てられたバイトを 0で埋め込みま
す。切り捨てとその後の展開は、最初に完全な長さより短い数を保存した結果を複
製し、次にそれを読み込みます。

例
次のステートメントは、TRUNC関数を示しています。

ステートメント 結果
x=trunc(3.1,3);
x=trunc(3.1,4);
x=trunc(3.1,5);
x=trunc(3.1,6);
x=trunc(3.1,7);
x=trunc(3.1,8);

3.099609375
3.09999847412109
3.09999999403953
3.09999999997671
3.0999999999999
3.1

UNIFORM 関数
一様分布からランダム変量を返します。
カテゴリ: 乱数

CAS

別名: RANUNI

制限事項: この関数は非推奨です。この関数は、小さなサンプルや、高度な乱数ジェネレータ
ーを必要としないアプリケーションに適しています。並列および分散処理には適し
ていません。より要求の厳しいアプリケーションの場合は、STREAMINITサブルー
チンと RANDRAND('Normal')関数を使用してください。

参照項目: “RANUNI 関数” (SAS関数と CALLルーチン: リファレンス)“RAND 関数” (SAS関数と
CALLルーチン: リファレンス)“CALL STREAMINIT ルーチン” (SAS関数と CALLルー
チン: リファレンス)
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UPCASE 関数
引数内のすべての文字を大文字に変換します。
別名: UPPER

返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

構文
UPCASE(expression)

引数
expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
データの種類 CHAR、NCHAR

詳細
UPCASE関数は、文字式をコピーし、すべての小文字を大文字に変換して、変更さ
れた値を結果として返します。

比較
LOWCASE関数は、引数内のすべての文字を小文字に変換します。UPCASE関数は、
引数内のすべての文字を大文字に変換します。

例
次のステートメントは、UPCASE関数を示しています。

ステートメント 結果
name=upcase('John B. Smith'); JOHN B. SMITH
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USS 関数
無修正平方和を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
USS(expression <, …expression-n>)

引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。
要件 少なくとも 1つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが

ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。
データの種
類

DOUBLE

例
次のステートメントは、USS関数を示しています。

ステートメント 結果
a=uss(4,2,3.5,6); 68.25

a=uss(4,2,3.5,6,.); 68.25

UUIDGEN 関数
ユニバーサル一意識別子(UUID)の短い形式を返します。
返されるデータ
の種類:

CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR
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構文
UUIDGEN( )

引数なし
UUIDGEN関数には引数がありません。

詳細
UUIDGEN関数は、各呼び出しに対して UUID (固有値)を返します。デフォルトの結
果は、次のように 36文字になります。
5ab6fa40–426b-4375–bb22–2d0291f43319

例
次の例では、UUIDを返します。36文字の変数宣言が必要であることに注意してく
ださい。
proc cas;
  x=uuidgen();
  print x;
run;

次の値が SASログに書き込まれます。各 UUIDは一意です。

25C752D5-AFA1-4932-BEE6-39E4006C2AAB

VAR 関数
分散を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
VAR(expression-1, expression-2 < ,…expression-n>)
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引数
expression
数値に評価される有効な式を指定します。引数リストは変数リストで構成する
ことができます。
要件 少なくとも 2つの非 nullまたは非欠損の引数が必要です。それが

ない場合は、関数から nullまたは欠損値が返されます。
データの種
類

DOUBLE

例
次の例では、VAR関数を使用して、分散を返します。

proc cas;
  val1=4;
  val2=2;
  val3=3.5;
  val4=6;
  x1=var(val1, val2, val3);
  x2=var(val1, val4);
  x3=var(x1, x2);
  print "x1=" x1;
  print "x2=" x2;
  print "x3=" x3;
run;

次のように SASログに出力されます。

x1=1.0833333333
x2=2
x3=0.4201388889

VERIFY 関数
式に固有の最初の文字の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
VERIFY(target-expression, search–expression)
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引数
target-expression
文字列に評価されるか強制変換できる検索先の有効な式を指定します。
要件 リテラル文字列は、単一引用符で囲む必要があります。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

search-expression
文字列に評価されるか強制変換できる有効な式を指定します。
要件 リテラル文字列は、単一引用符で囲む必要があります。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
VERIFY関数は、target-expressionにおける search-expressionに存在しない最初の
文字の位置を返します。target-expressionに search-expressionと異なる文字がな
い場合、VERIFYは 0を返します。

比較
INDEX関数は、target-expressionに存在する search-expressionの最初の出現位置を
返し、VERIFY関数は、target-expressionにおける search-expressionが含まれてい
ない最初の文字の位置を返します。

例
次のステートメントは、VERIFY関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
  x='abc';
  y='abcdef';
  z=verify(y,x);
  print "z=" z;
run;

z=4

proc cas;
  x='abcdef';
  y='abcdef';
  z=verify(y,x);
  print "z=" z;
run;

z=0
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WEEK 関数
週番号の値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
WEEK(<sas-date>, <'descriptor'>)

引数
sas-date

SAS日付値を指定します。sas-date引数を指定しない場合、WEEK関数は現在の
日付の週番号の値を返します。
データの種類 DOUBLE

descriptor
ディスクリプターの値を指定します。次のディスクリプターを大文字または小
文字で指定できます。
U

1年のうちの週番号を指定します。日曜日が週の第 1日とみなされます。週
番号値は、0から 53の範囲の 10進数として表されます。第 53週に特別な意
味はありません。week('31dec2013'd, 'u')の値は 53です。Uはデフォルト値で
す。
ヒン
ト

UおよびWディスクリプターは似ていますが、Uディスクリプターが
日曜日を週の第 1日とみなすのに対し、Wディスクリプターは月曜日
を週の第 1日とみなします。

V
1から 53の範囲の 10進数として表される週番号値を指定します。月曜日が
週の第 1日とみなされ、年の第 1週は、1月 4日とその年の最初の木曜日の
両方を含む週です。1月の最初の月曜日が 2日、3日または 4日の場合、それ
より前の日は前年の最後の週に組み込まれます。

W
1年のうちの週番号を指定します。月曜日が週の第 1日とみなされます。週
番号値は、0から 53の範囲の 10進数として表されます。第 53週に特別な意
味はありません。week('31dec2013'd, 'w')の値は 53です。
ヒン
ト

UおよびWディスクリプターは似ていますが、Uディスクリプターが
日曜日を週の第 1日とみなすのに対し、Wディスクリプターは月曜日
を週の第 1日とみなします。
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デフォルト U

データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
基本
WEEK関数は、SAS日付値を読み取り、週番号を返します。WEEK関数はロケール
に依存せず、計算にはグレゴリオ暦のみを使用します。

U記述子
Uディスクリプターを使用するWEEK関数は、SAS日付値を読み取り、1年のうち
の週番号を返します。週番号値は、先頭に 0を付けた 0から 53までの範囲の 10進
数として表され、最大値は 53になります。第 0週は、週の第 1日が前年になるとい
うことを意味します。年の第 5週は 05と表されます。
日曜日が週の第 1日とみなされます。たとえば、week('01jan2013'd, 'u')は 0です。

V記述子
Vディスクリプターを使用するWEEK関数は、SAS日付値を読み取り、週番号を返
します。週番号値は、01から 53の範囲の 10進数として表されます。10進数の先
頭に 0を使用し、最大値は 53です。各週は月曜日から始まり、年の第 1週は 1月
4日とその年の最初の木曜日の両方を含む週です。1月の最初の月曜日が 2日、3日
または 4日の場合、それより前の日は前年の最後の週に組み込まれます。次の例で
は、01jan2014と 31dec2013は同じ週になります。この週の第 1日(月曜日)は
30dec2013です。したがって、week('01jan2014'd, 'v')と week('30dec2013'd, 'v')の両方
は 53を返します。つまり、両方の日付が 2013年の第 53週に含まれるという意味
です。

W記述子
Wディスクリプターを使用するWEEK関数は、SAS日付値を読み取り、1年のうち
の週番号を返します。週番号値は、先頭に 0を付けた 0から 53までの範囲の 10進
数として表され、最大値は 53になります。第 0週は、週の第 1日が前年になるとい
うことを意味します。年の第 5週は 05と表されます。
月曜日が週の第 1日とみなされます。したがって、week('30dec2013'd, 'w')の値は 1で
す。

記述子の比較
Uはデフォルトのディスクリプターです。範囲は 0から 53で、週の第 1日は日曜日
です。Vディスクリプターの範囲は 1から 53で、週の第 1日は月曜日です。Wデ
ィスクリプターの範囲は 0から 53で、週の第 1日は月曜日です。
ディスクリプターおよび関連付けられた週を次のリストに示します。
n 第 0週:
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U 現在のグレゴリオ暦年の第 1週より前の日を示します。
V 該当しません。
W 現在のグレゴリオ暦年の第 1週より前の日を示します。

n 第 1週:

U グレゴリオ暦年の最初の日曜日から始まります。
V グレゴリオ暦による前年 12月 29日から当年 1月 4日までの間の月曜

日から始まります。ISO形式の最初の週は、グレゴリオ暦による前年と
当年をまたぐことがあります。

W グレゴリオ暦年の最初の月曜日から始まります。
n 年末の週:

U 1年の最後の週(第 52または 53)の日数を 7日未満にできることを指定
します。グレゴリオ暦による連続する 2年をまたぐ日曜日から土曜日
までの期間は、第 52週と第 0週、または第 53週と第 0週として指定
されます。

V ISO形式の年の最後の週(第 52または 53)の日数が 7日であることを指
定します。ただし、ISO形式の年の最後の週は、グレゴリオ暦の当年と
翌年をまたぐことがあります。

W 1年の最後の週(第 52または 53)の日数を 7日未満にできることを指定
します。グレゴリオ暦による連続する 2年をまたぐ月曜日から日曜日
までの期間は、第 52と第 0週、または第 53週と第 0週として指定さ
れます。

例
次の例は、2013年 5月 12日の日付の U、V、およびW記述子の値を示しています。
proc cas;
  sasdate=(19490);
  x=week(sasdate, 'u');
  y=week(sasdate, 'v');
  z=week(sasdate, 'w');
  print "x=" x;
  print "y=" y;
  print "z=" z;
run;

次の行が SASログに書き込まれます。
 x=19
 y=19
 z=18
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WEEKDAY 関数
SAS日付値から、曜日に対応する整数を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
WEEKDAY(expression)

引数
expression

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
WEEKDAY関数は、曜日を表す整数を生成します(1=日曜日、2=月曜日、...、7=土曜
日)。

例
次のステートメントは、現在日が日曜日の場合のWEEKDAY関数を示しています。

ステートメント 結果
x=weekday(today());  1

WHICHC 関数
文字列のリストから文字列の最初の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
WHICHC(search-expression, expression-list-item-1, expression-list-item-2
<, …expression-list-item-n>)

引数
search-expression
文字列式のリストと比較される文字列に評価されるか強制変換できる有効な式
を指定します。
要件 リテラル文字列は、単一引用符で囲む必要があります。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

expression-list-item
文字列に評価されるか強制変換できて、文字列式のリストのメンバーである有効
な式を指定します。
要件 リテラル文字列は、単一引用符で囲む必要があります。

リストには少なくとも 2つの式が必要です。
データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
WHICHC関数は、文字式リストを左から右に検索して、検索式に一致する最初の式
を探します。一致するものが見つかった場合、WHICHCは式リスト内のその位置を
返します。いずれの式も検索式に一致しない場合、WHICHCは値 0を返します。

例
次の例では、'Spain'がリストに 2回出現します。WHICHC関数は、リスト内の最初
の'Spain'の位置を返します。

ステートメント 結果
x=whichc('Spain', 'Denmark', 'Germany', 'Austria',
'Spain', 'China', 'Egypt', 'Spain', 'France');

4
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WHICHN 関数
数値のリストから数値の最初の位置を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
WHICHN(search-expression, expression-list-item-1, expression-list-item-2
<, …expression-list-item-n>)

引数
search-expression
数値に評価され、数値式のリストと比較される有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

expression-list-item
数値に評価され、リストの一部である有効な式を指定します。
要件 リストには少なくとも 2つの式が必要です。
データの種類 DOUBLE

詳細
WHICHN関数は、数値式リストを左から右に検索して、検索式に一致する最初の式
を探します。一致するものが見つかった場合、WHICHNは式リスト内のその位置を
返します。いずれの式も検索式に一致しない場合、WHICHNは値 0を返します。
WHICHN関数の引数には、任意の数値データ型を指定できます。

例
次の例では、4.5がリストに 2回出現します。WHICHN関数は、リスト内の最初の
4.5の位置を返します。

ステートメント 結果
x=whichn(4.5,7.3, 8.6, 4.5, 4.5, 2.1, 6.4); 3
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YEAR 関数
SAS日付値から年を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
YEAR(date)

引数
date

SAS日付値を表す有効な式を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
YEAR関数は、年を表す 4桁の数値を生成します。

例
次のステートメントは、年が 2007の場合の YEAR関数を示しています。

ステートメント 結果
date=today();
y=year(date);

2007

YIELDP 関数
定期的なキャッシュフローストリーム(債権など)の最終利回りを返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
YIELDP(A, c, n, K, k0, p)

引数
A
額面価格を指定します。
範囲 A > 0

A > 0

データの種類 DOUBLE

c
分数で表す、年間の名目クーポン率を指定します。
範囲 0 ≤ c < 1

0 ≤ c < 1

データの種類 DOUBLE

n
1年当たりのクーポン数を指定します。
範囲 n > 0

n > 0

データの種類 DOUBLE

K
決済日から満期までの残りのクーポン数を指定します。
範囲 K > 0

K > 0

データの種類 DOUBLE

k0

決算日から次のクーポンまでの時間を、1年ごとの分数で指定します。
範囲 0 < k0 ≤ 1

n

0 < k0 ≤ 1/n

データの種類 DOUBLE

p
未払い利息込みの価格を指定します。
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範囲 p > 0

p > 0

データの種類 DOUBLE

詳細
YIELDP関数は次の関係に基づきます。

P = Σ
k = 1

K
c k 1

1 + y
n

tk

前述の式には次の関係が適用されます。
n tk = nk0 + k − 1

n c k = c
n A f or k = 1, …, K − 1

n c K = 1 + c
n A

YIELDP関数は、yに対して解決します。

例
次の例では、YIELDP関数は、額面$1000、年間クーポン率 0.01、年間クーポン数
4、残りクーポン数 14の債権の最終利回りを返します。決算日から次のクーポン日
までの時間は 0.165、未払い利息込みの価格は 800です。返される値は
0.0775031248です。

proc cas;
  y=yieldp(1000, 0.01, 4, 14, .165, 800);
  print "y=" y;
run;

SASは次の出力をログに書き込みます。

y=0.0775031253

YRDIF 関数
指定した日数計算規則に従って 2つの日付の差を年単位で返します。人の年齢を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE
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構文
YRDIF(start-date, end-date<, basis>)

引数
start-date
開始日を識別する SAS日付値を指定します。
データの種類 DOUBLE

end-date
終了日を識別する SAS日付値を指定します。
データの種類 DOUBLE

basis
SASで日付の差(人の年齢)が計算される方法を記述する文字定数、変数または式
を指定します。有効な文字列は、'30/360' (30日の月と 360日の年)、'ACT/ACT'、
'ACT/360',、'ACT/365'、'AGE'です。たとえば、'ACT/360'では、年数の計算に日
付間の実際の日数を使用します。この値は、各年の実際の日数に関係なく、日数
を 360で除算して計算されます。詳細については、SAS DS2言語リファレンス
を参照してください。
SASで日付の差(人の年齢)が計算される方法を記述する文字定数、変数または式
を指定します。有効な文字列は次のとおりです。
'30/360'
年数の計算で 30日の月と 360日の年を指定します。各月または年の実際の
日数に関係なく、各月は 30日、各年は 360日とみなされます。
別名 '360'

ヒント いずれかの日付が月末になる場合、その日は 30日の月の最終日とし
て扱われます。

'ACT/ACT'
年数の計算には、日付間の実際の日数を使用します。この値は、365日の年
の日数を 365で除算して得た値と、366日の年の日数を 366で除算して得た
値を足して計算されます。
別名 'Actual'

'ACT/360'
年数の計算には、日付間の実際の日数を使用します。この値は、各年の実際
の日数に関係なく、日数を 360で除算して計算されます。

'ACT/365'
年数の計算には、日付間の実際の日数を使用します。この値は、各年の実際
の日数に関係なく、日数を 365で除算して計算されます。

'AGE'
人の年齢が計算されることを指定します。
第 3引数を指定しない場合、AGEが basisのデフォルト値になります。
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データの種類 CHAR、NCHAR、NVARCHAR、VARCHAR

詳細
会計アプリケーションでの YRDIFの使用
基本
YRDIF関数は、第 3引数 basisが存在する場合に、確定利付証券の利息を計算する
ために使用できます。指定した日数計算規則に従って 2つの日付の差を返します。

ACT/ACT基準を使用する計算
ACT/ACT基準を使用する YRDIF計算では、365日の年と 366日の年の両方が考慮さ
れます。たとえば、n365が 365日の年の開始日から終了日までの日数と等しく、
n366が 366日の年の開始日から終了日までの日数と等しい場合、YRDIF計算は
YRDIF=n365/365.0 + n366/366.0として計算されます。この計算は、金融関係の文
献に記されている一般に理解されている ACT/ACT日数計算基準に対応します。
basisの値には、他に 30/360、ACT/360および ACT/365があります。各基準には、
特定の金融商品の利息の支払いを計算するために従う必要がある明確な意味があり
ます。

人の年齢の計算
YRDIF関数で人の年齢を計算できます。最初の 2つの引数 start-dateと end-date
は必須です。basisの値が AGEの場合、YRDIFは年齢を計算します。年齢の計算で
は、うるう年が考慮されます。basisのその他の値は、人の年齢の計算には無効で
す。

例
例 1: basisに基づいた年の差の計算
次の例では、YRDIFは basisの各オプションに基づいて 2つの日付の差(年数)を返し
ます。

proc cas;
  sdate=(19490); /*12MAY2013*/
  edate=(19990); /*24SEP2014*/
  y30360=yrdif(sdate, edate, '30/360');
  yactact=yrdif(sdate, edate, 'ACT/ACT');
  yact360=yrdif(sdate, edate, 'ACT/360');
  yact365=yrdif(sdate, edate, 'ACT/365');
  print "y30360=" y30360;
  print "yactact=" yactact;
  print "yact360=" yact360;
  print "yact365=" yact365;
run;
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SASは次の結果をログに書き込みます。

y30360=1.3666666667
yactact=1.3698630137
yact360=1.3888888889
yact365=1.3698630137

例 2: 人の年齢の計算
YRDID関数で 3つの引数を使用して人の年齢を計算できます。第 3引数 basisの値
は AGEにする必要があります。

proc cas;
   sdate=(7572); /*24SEP1980*/
   edate=(21451); /*24SEP2018*/
   age=yrdif(sdate, edate, 'AGE');
   print "Age=" age 'years';
run;

SASは次の結果をログに書き込みます。

Age=38 years

参考文献
“Day count convention.” Wikipedia, 2010. URI: Day count convention. Accessed 

on May 1, 2013..

ISDA International Swaps and Derivatives Association, Inc “EMU and Market 
Conventions: Recent Developments.” 1998. ISDA. URI: EMU and Market 
Conventions: Recent Developments.

Mayle, Jan. 1994. Standard Securities Calculation Methods – Fixed Income 
Securities Formulas for Analytic Measures. 2巻 New York, New York: Securities 
Industry Association.

YYQ 関数
年と四半期の値から SAS日付値を返します。
返されるデータ
の種類:

DOUBLE

構文
YYQ(year, quarter)
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引数
year
年を表す 2桁または 4桁の整数に評価される有効な式を指定します。
操作 YEARCUTOFF=システムオプションは、2桁の日付の年の値を定義

します。
データの種類 DOUBLE

quarter
年の四半期(1、2、3、4)を指定します。
データの種類 DOUBLE

詳細
YYQ関数は、指定した四半期の最初の日に対応する SAS日付値を返します。yearま
たは quarterのいずれかが nullまたは欠損している場合、または四半期の値が無効
である場合、結果は null値または欠損値になります。

例
次のステートメントは、YYQ関数を示しています。

ステートメント 結果
proc cas;
  DateValue=yyq(2016,3);
  Date7Value=put(DateValue, date7.);
  Date9Value=put(DateValue, date9.);
  print "DateValue=" DateValue;
  print "Date7Value=" Date7Value;
  print "Date9Value=" Date9Value;
run;

DateValue=20636
Date7Value=01JUL16
Date9Value=01JUL2016

proc cas;
   StartOfQuarter=yyq(2016,4);
   StartofQuarter9=put(StartOfQuarter, date9.);
   print "StartofQuarter=" StartofQuarter;
   print "StartofQuarter9=" StartofQuarter9;
run;

StartofQuarter=20728
StartofQuarter9=01OCT2016
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